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2 「白嶺の幻肢虎」下巻
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■12







　夏の雨。

　昨夜遅くからずっと降り続いたそれは、連日の残暑の熱をやわらげてくれる慈じ雨うの雨でした。

　すっかり体が覚えてしまった早朝の時刻に目を覚ましたほむら。ベッドを抜け出して、自室の窓からぼんやりと灰白色の雨雲を眺めます。

（あらら……あいつも気の毒に……でも、どうかな……）

　寝間着のまま、階下に降りたほむら。

　食卓では妹の月つゆが一人で問題集と筆記用具をひろげて受験勉強に励んでいました。朝から勤勉なことです。

　自室だけでなく、ときどき場所を移してやるほうが集中しやすいのだそうです。

　そんな妹の勤勉さを毎朝、手を替え品を替えほむらが褒めたたえようとすると、なぜか必ず怒られるので、脳内で吟味した結果、けっきょく無難な挨拶に。

「おはよ」

「……ん」

　ノートにシャーペンを走らせながら、頷き返す月。

　ちらりと覗くと英単語が並んでいました。

　冷蔵庫の特製麦茶で喉をうるおすほむらに、めずらしく月から声をかけてきました。

「───朝のランニングはサボり？」

「ちょ……雨天中止と言いなさいってば。リーガル、これは合法リーガルです。サボりにあらず」

　セーフセーフ、と両手を広げるほむら。

　レインコート着用で走る手もありますが、ほむらはそこまでストイックに打ち込んでいるわけでもありませんし、体力作りのためのトレーニングで交通事故に遭ってしまったら元も子もないです。

「あっ、そ」気のない返事でまた問題集に戻る月。

「月は、今日は予備校おやすみ？」

「そんなわけないでしょ。雨と関係ない、予備校は」

　眼鏡のブリッジの向こうにしわを寄せた妹の前で、ぴた、と止まる姉。

「それはそうだ。部活じゃないもんね」「そうよ」

　ついつい口が緩んだほむら。

「日吉坂高校ひよこー、行けそう？　あのね、月だったらきっと───」

「…………」

　妹の志望高校の名前をのぼらせると、怖い顔で睨まれました。

　それ以上、余計なことを言って怒らせてしまう前に、食堂から退散します。

　そして勉強中の月の背後を、何度かおそるおそる往復していたほむら。しばらくして身支度を整えた彼女は、月の肩をチョイチョイとつつきます。

「私、ちょっと散歩してくるから。お母さんに言っといて？」

「……はいはい」

　玄関でお気に入りの傘を手にしたところで、慌てて追いかけてきた月に呼び止められました。

「ちょっと、ほむら、こんな朝から散歩はないでしょ。自分で何してるかわかってるの？　ていうか雨降ってるし雨天中止じゃ？　朝ごはんは？　いつ戻るって言えばいいのよ？」

　実の母親よりも母親っぽいことを詰問してくる月。わざとらしい微笑みを向けながら、ほむらはしれっと答えます。

「んー、朝食はいいや。今朝はトーストみたいだし。もしかすると遅くなるかも。たぶんすぐ戻ってくると思うけど」

「どっちなの」

「ごめん、まだわかんない」

「何それ」

「あとで電話するから」

「ちょ」

　小雨のそぼ降るなか、ほむらは自宅を離れます。

　月に言われた通りだな、となかば自分自身に呆れてしまうほむら。

（……何してるんだかね、私）

　青地に白いラインで摩天楼のシルエットが描かれた雨傘の下。そんなふうに胸の中でつぶやきながら、ほむらは小さく首を振りました。




　東とう野や巧たくみの暮らす団地までは、電車で一駅と少し。

　ただなんとなく、ほむらは鉄路を使う気にはなれず、雨の線路沿いを徒歩で彼の家へ向かいました。

　改札機をくぐったり、ホームで電車を待ったり……そういう小さな行為の一つ一つが、まだ言葉にならない自分の心を形あるものにしてしまいそうで、そわそわと落ち着かなくて。ただじぶんは気まぐれな散歩をしているだけ、と言い聞かせながら、濡れたアスファルトを一人歩きます。

　団地に向かう坂道をたどるのは結構気楽です。普段ならとっくにランニングを終えている時間帯。手足が勝手に運動を求める、そんなうずく感覚がかすかに体の内にあります。そんなに早く到着しなくてもいいのに、自動的に運ばれていくじぶん。

　鈍い色にけぶる町並みを背にしながら階段を登り切り、静かに並び立つ団地の棟に入ります。

　決心がかたまるよりもずっと早く、東野家の玄関の前に着いてしまいました。

（うう……来てしまいました、が……）

　もし東野少年だけでなく、単身赴任中の彼の父親が帰宅していたら何て言おう？　とか、そもそもこんな早い時間から押しかけるとか非常識な私、とか、扉の前でもじもじと思案したあげく、最後はなかば勢いで呼び鈴のボタンに張り手をかましてしまいます。

（……ああああ押してやんの、アホかー私ー！　アホーアホー！）

　くぐもったブザーの音に我に返ったほむらは、緊張が心臓からせりあがり、顔の熱となって吹き出しそう。ですが、もう後には引けず、生唾を飲み込みながら待ち構えます。

「…………」

　けれど、家の中から反応はなし。返事も物音も聞こえません。

　壁の表札をもう一度確認し、呼び鈴を押し直しても結果は変わらず。

　どうやら目当ての少年は不在のようです。




　しかたなく団地の廊下を引き返すほむら。

　濡れた傘と、当ての外れた吹っ切れない想いを、ずるずるとひきずりながら。

　そのまま屋外の駐輪場の脇を通りかかったほむらは、ふと、トタン屋根の下の暗がりを見やりました。視線の先では、見覚えのある自転車の銀輪が輝いています。

「自転車……発見？」

　ほむらは呆然と立ち止まり、その車体を見つめます。

　彼の自転車はまだこの場に残っている───ということはやはり、彼の方の行事も雨天中止になったようです。

　ただし家にはいない、ということは……？

　腕組みして考えたところで見当はつかず、ため息をついてその場を離れるしかないほむら。

　それから間もなく、お目当ての相手は偶然に見つかりました。

　あてもなく歩いていたほむらが通りかかった団地内の公園。その敷地内に建つ、木とコンクリートでできた小さなあずまや。雨滴をかぶるその軒先に、一振りの竹刀を構えた東野巧がいました。

「おっ、少年発見……」

　前後に体をずらしながら、高く構えた竹刀を鋭く振り下ろす東野。

　無言のまま、ペースを乱さず続けられる素振り。雨音に混じって、切っ先が風を切る音だけが、ほむらの耳に届きます。

　練習中の東野は眼鏡はかけておらず、動きやすそうなスウェットを着ています。

「東野ぁ……くん…………」

　傘を高くかかげながら東野に呼びかけようとしたほむら。その彼女の口元が、途中でこわばりました。公園の入り口に立つほむらを、彼は予期してもいないのでしょう、まるで気づいた様子もなく。

　ただ一心に集中して、振り下ろされる竹刀───

　目前には誰もいないのに、あたかも姿無き敵がそこにいるかのように、宙の一点を見据えて構える少年。

　真剣に練習に打ち込む彼のその横顔。滴しずくのつたい落ちるうなじ。

（…………東野くん……）

　ほむらを妙に心細くさせる、あの表情に出会ってしまいました。また。

　かける言葉を思いつかないまま、ただ彼が雨の滴を断ち切る姿を見守ることしかできません。

　明るさを増した空は、しかしいまだ曇に覆われ雨の降りやむ気配もありません。




　小走りで戻ってきた東野巧は、自宅の扉前に尻をついて座り込んでいる彼女を見つけて、おやと顔をあげました。

「おはよ～。遅かったじゃない」

　座ったまま片手をあげ、ひょうひょうと挨拶するほむら。

　東野の首には黒いタオルが。顔には眼鏡が戻りました。

「ああ、おはよう───って何やってんだよ？　うちの前で」

「ちょっと雨宿りです。ビバーク、ビバーク。軽戦士どのは朝練ご苦労さん」

　ふぅ、といつものため息をつく東野。

　東野は手を伸ばすかわりに、ひっくり返した竹刀の柄をほむらに差し出しました。その柄をつかんで、よいしょと立ち上がるほむら。

（……あ……）

　竹刀の柄にはまだ彼の体温がじんわりと残り、手のひらに熱が伝わってきました。

　そのまま予想外に強い力で引き上げられ、よろめいたほむら。照れ隠しするようにスカートの塵を払いながら東野に尋ねます。

「えっと、あれは？　『江えノの島しま三段ロケットツーリング』は中止になったの？」

「今日の俺の自転車ツーリングのことか？　ああ。残念だけどな。見ての通りの雨だし、今日はずっと降り続くみたいだから」

「じゃあ来週に延期？」とほむら。

　依然、彼女の突然の来訪をいぶかしみながら、東野は髪をタオルでぬぐいます。

「来週はもう二学期の始業だろ？……さあどうかな。土ど井いや守もり口ぐちたちと都合が合えば行ってみてえけど。こっちはこっちで探検部の予定もみっちりだし、わかんねえ」

　ポケットから鍵を取り出す東野の手に、なんとなく視線をそそぐほむら。

　やりづらそうに東野は表情をしかめます。

「で、わざわざ何しに来たんだ？　日ひノの岡おかは？」

「…………よし。東野くん。江ノ島行こう」

　思わせぶりな腕組みで頷くほむら。

「───あ？　何？　今からか？」

「うん」

　面くらった東野は、取り落としそうになった鍵を再キャッチ。

「だって江ノ島、行きたかったんでしょ？」

「だから今日は雨で中止だって……電車なんかで行ったって意味ねぇの！　自分でペダル漕いで行くから楽しいんだ」

「そんな些細なことは別にいいじゃない。暇なんでしょ？　三段ロケットじゃなくても、三回乗り換えくらいはできるって。あとおなか減った」

「意味がわからん」

　手の中のタオルを、ばしっ、とほむらの顔面に投げつける東野。

　もがっ、と呻いてのけぞるほむら。

「……とにかくよ、ここで長話してると隣近所に迷惑だから、もう帰れよ。うちに来たって、洒しゃ落れたモーニングなんざねえぞ」

　ほむらはぶすくれた形相になり、じぃぃぃっと東野をにらみつけます。

「…………むぅぅ」

「なんだよ───お───？」

　タオルを東野に投げ返し、彼の握る竹刀を強引に奪い取るほむら。

　そんな向こう見ずな強奪にしたって、簡単には相手が奪わせなかったのですが、強情なほむらに結局仕方なく東野から手渡す格好で。

「あのな、竹刀で遊ぶなよ───イテッ、痛いてぇっつんだ」

　見よう見まねで竹刀で突きかかっていくほむら。

　両手で張り構えたタオルで器用にそれを受けとめる東野。

「……おいこら東野巧？」

「……なんだよ日ノ岡穂ほ群むら」

　再びにらみ合う二人。

「……ＳＡサマー・アセンブリのあとで私、気づいたんだけど、金かな沢ざわ浅あさ野のの乙おと丸まるくんが、部には女子部員ばっかりで男は自分一人だけって言ってたけれど？　よくよく考えたら、東野くんだってそうじゃないの」

「まず竹刀をおろせ。話はそれから───痛いてぇっ！　それがどうした。だいたい雨あめ乃のはロボットだろ」

「それでもちゃんとした女の子でしょ？　去年の『大和やまと撫子なでしこ』の稲荷いなり先輩だって身近にいるし！　東野くんはぁ、恵まれてるんだからね？」

「なにがだよ。おまえ無茶苦茶だぞ？　構えは結構サマになってるけどな」

「ありがと。だからねえ、少しは女子流のやり方にもつきあいなさいよ!?」

「どういう理屈だそれはっ」

「掛かけ金きんと払はらい戻もどし金きんよっ……わ、私は、東野くんのワガママには結構つきあってるほうなんだから！　ランニングだって、稲荷先輩の勧誘だって！」

　……そもそものきっかけの探検部入部も？　さあそれはどうでしょう。

「あ？　ワガママぁ？　稲荷の件だったら、あれは探検部のためだって言っただろ。ランニングはおまえのためじゃねえか」

「いいから江ノ島へ来るのだ、いざ鎌かま倉くら！　あれ、いざ江ノ島？　わかったわよ。そんなに嫌いやなら電車賃くらいは私が持つわ。光栄に思いなさい」

「べつに嬉しくなんかねえよ。だって日ノ岡じゃん───ごはっ」

　みぞおちを押さえて前のめりになる東野。

　遅れてハッとなったほむらが歩み寄りました。

「あっ、ゴメン……本気で突いちゃった……だ、大丈夫？」




　雨の滴しずくがふるえ、飛びすさっていく車窓。

　それを仏頂面で見つめる東野。座席仕切りに無理矢理頰杖をつくほむら。

　喧嘩じみたやりとりの小一時間後には、不本意にも東野はほむらと共に普通列車の乗客となっていました。

「………………やまない、ね」

「………………やまねえな」

　湘南しょうなん方面へ向かう列車の二人掛けシートに並んだ東野とほむら。

　無計画に乗車した彼らの朝食は、乗り換え駅の売店で購入した適当なサンドウィッチとペットボトル。通勤客に囲まれながらの車内での飲食は、はばかられたほむらですが、駅弁を広げる旅行客を見かけた途端に空腹が頭をもたげて辛抱できなくなってきました。

　下を向いて言葉少なのまま、サンドウィッチを口に運ぶ二人。

　つと、ほむらのサンダルのコルクヒールが、隣のスニーカーに小突かれます。

「……？」

　顔を上げると、東野がそれとなく向かいのシートを指さしています。

　ちらりと目をやれば、老サラリーマンの手に折りたたまれた新聞。電子版移行後にふたたび紙版で復活したという、新小型版ニュータブロイドの通勤新聞です。その紙面に掲載された写真に見覚えが……。

（御み陵ささぎ先輩のお父さん……それと、すばる姫？　私の撮った写真だ！　けど……）

　記事は虚ヌ惑テ星ラ関連の国際ニュースでした。

　見出しは中華人民共和国での不正な虚惑星調査に関してです。どちらかというとお堅い内容ではなく、噂を煽あおり立てるような派手な紙面。

　地球側での国連の監査で明らかにされたのは、かねてより取り沙汰されていた中国の青少年調査官の過剰な長期滞在の実態と、国際条約を無視したベースキャンプの敷ふ設せつでした。

　ただ、まず目に飛び込んできた写真は、そういった告発とは関係のない御陵参議院議員の姿。そしていまや知らぬ者のいない、虚惑星のシンボルともなった和装の姫君の横顔でした。ほむら自身がフィルムにおさめ持ち帰った写真です。

　挑発的な見出しを拾い読みするぶんには、中国側はどうやら監査によって暴かれた結果はさておき、公然の事実として明らかにされている御陵議員とすばる姫の血縁関係について強い不服を申し立てているようです。なかなか強引な反論です。

（できたら、もっと楽しい記事に使ってほしいのになぁ……）

　釈然とせぬまま、カフェオレをすするほむら。

　そして今度は、ほむらから東野のスニーカーを小突いて、斜め向かいのボックスシートを指差しました。

「ん？……なんだよ」

　その先では、女性に抱かれた赤ん坊が、隣で寝ているサラリーマンのネクタイの先を、知らぬうちにベトベトにしてしゃぶっているところ。

「……ぐっ……」

　かろうじて笑いをこらえながら、東野は顔をそむけます。が、その先にはサンドウィッチのハムをたらんと口にくわえ、真面目くさった顔で待ち構えるほむらが。

「ぶふっ」

　激しくむせた彼をよそに、ほむらは勝ち誇った顔で朝食をたいらげました。




　在来線と江ノ電を乗り継いでのプチ旅行。

　かくして江ノ島へと架かる橋のたもとまでやってきた二人。

　青と緑の傘を並べて海岸に立ち、海上にけぶる島をわびしげに見つめます。

「……有名な観光地なのに、なんで雨降ってるの？」

　と、納得しきれない顔で東野を向くほむら。

「……だから今日は雨の予報だって言っただろ。つーかお前な、観光地だろうが何だろうが、降る時は降るに決まってんだろ」

「天気予報なんてよく外れるでしょ。せっかく海に来たのに、なんだか寂しい景色……足も濡れて冷たいし……」

「眼鏡が曇る……午後は蒸し暑くなるか……」

　降りやまぬ小雨の下にむなしく立ち、ぼやくほむらと東野。

　雨あま霧ぎりで島影もかすみます。山頂に立つ洒落たタンブラーグラスのような展望台もうっすらとしか見えません。

「……やっぱり帰ります？」とほむら。

「あ？　んだって？」

　レンズを拭き終わって掛け直した眼鏡がぎらりと輝き、うひゃっと、あとじさるほむら。

　それでも渋々といった様子で嘆息し語りだす東野。

「まあ……納得は全然してねーけどよ。せっかく来たんだし。一応、島をのぞいてはいくか……日ノ岡の秋服貯金を切り崩して捻ねん出しゅつした電車賃ももったいねーし」

　それを聞いたほむらは、途端に嬉しそうに頷きました。

「でしょう？　よーし行こう行こう。東野くん、見たいトコとか食べたい物とかある？　そういえば結構背が高いんだね江ノ島って。もっとひらべったいのかと思ってた。何あのてっぺんお城があるの？　江ノ島城とか？」

　連れの吞気な言葉にがくりと首をおとす東野。

「お前、人を強引に連れてきといてな。城なんかねえよ。あるのは神社だろ、確か」

「そんなに怒らないでよ。無理矢理引っ張ってきたのは悪かったけどさ。で、神社？　あっ、ほんとだ。この橋の名前『弁べん天てん橋ばし』だって!?　ってことは、祀まつってる神様は弁天様？」

「じゃねえの？　実際来たのは俺も初めてだ」

「あ、そう───む」

　上昇したテンションをはたと止め、弁天様の御ご利り益やくって確か……恋愛系？……と気をもみはじめるほむら。

「……いやいや。ここはポジティブに参りましょう、うん」

「なんだそのひとり合点」




　あいにくの雨模様とはいえ、そこはさすがに鎌倉時代から続く昔ながらの参さん詣けいの地。橋を渡り終え、そのまま神社へ向かう参道となる表通りには、朝でもそれなりに人の往来があります。

　二人は他の観光客たちを見習いつつ、干ひ物ものや貝殻細工の下がるお土産みやげ屋やをひやかしたり、急な階段を登った先にある神社の茅ちの輪わをくぐってみたり。

「なっるほどー。神社が辺へ津つ宮みや、中なか津つ宮みや、奥おく津つ宮みやと三宮あるから三段ロケットだ？」

「勝手に打ち上げんな。それじゃ下の段のお社やしろがかわいそうだろ」

　参拝のあとでそんな妙な得心をする彼女に突っ込む東野。

　順路を進み、開店準備を終えたばかりの酒さか饅まん頭じゅう店の店先で雨宿りしつつ、朝のおやつをほおばろうとすると、東野がぽつりと言いました。

「今日は夏の宿題を片付けちまおうと思ってたんだけどな」

　饅頭をくわえたまま神妙な顔になるほむら。

「…………ふふはい宿題……」

「ああ。まだ幾つか課題が残っててさ」

「私は……数Ⅰと英語のプリント……」

「おっ、すげえ。あとそれだけか？　やるじゃん日ノ岡」

「…………しかまだやってない」

　直前までの感心顔が消えた東野から、気まずそうに視線をそらすほむら。

「おい。この夏の終盤に来てそんだけか？　人を暇人扱いしやがって、お前の方がヤバイじゃねえか……まあでもあれだ。苦手な数学からって、どういう心境の変化なんだ？」

「それはですね……」

　言われてみれば……と、つたない記憶をたぐるほむら。

「あれかな。ＳＡのディスカッションでの魔法使いサマたちのハナシに比べたらもうね、なんだか一次方程式程度？　って思えてきて。と言ってもさ、内容もわからず会話を耳にしただけで、別に自分の実力が変化したわけでもないのにね。もしかしたら……数学って言葉なのかなあ……」

「…………かもな」

　何か言いたげな東野でしたが、ゆっくりと頷いてくれます。

「英語のプリントはよ」

「うん。そっちは牧まき野のさんたちと一緒にやったの。でも牧野さんがまたスパルタで、最後には自分一人でやった方が楽だったのでは……って後悔しかけたけど」

「ははっ。そんな調子じゃ残りのはどうすんだ？」

「物理と化学の基礎基礎シリーズはね……得意そうな姫ひめ川かわさんに相談してみようかなと。端末でのチャットのやり方も教わったことだし？」

「ははっ、姫川も大変だよな。ほどほどにしといてやれよ？」

「ですので日本史は……お得意な東野先生にですね……」

　もじもじと傘をまわすほむら。

「俺かよ。俺は地理選択だって言ってんだろ？　日ノ岡の勉強につきあってるせいで、地歴が完璧になっちまうよ。まあいいや、わかった」

「ううう……ありがとーごぜーます───でまあ、そこまではね、まだ人様に頼れるからいいんだけどさ」

「よくねえぞ───ああわかった。難敵は藤森先生モリちゃんの宿題か。現代文」

「その通りです」がくりと頭を落とすほむら。「読書感想文と……あと作文が……作、文、が……」

　探検部顧問の教科とはいえ、宿題はもちろん容赦なく出されています。

「でもね、感想文は九く条じょうさんと同じ本に挑戦してみようかなって。本も貸してもらったの。有名なチェリストの伝記。だから、ほんのちょっとだけやる気です」

「コピペはすぐバレるぞ」

「そんなことしないってば……よっぽど切羽詰まらなければ……」




　江えの島しま神社の中津宮を過ぎてしばらく行くと、島中央の植物園にはたいして興味を示さなかったほむらでしたが、島の外からもよく見えた展望台に登るには、その植物園に入園するしかないと知って迷いました。入園は有料です。

　今日は自分がオゴる！　と先に宣言しながらも、出費が続いて渋い顔になってきたほむら。そんな彼女を見かねて仕方なく東野も財布を取り出します。

　エレベーターで展望台を上昇し、そのてっぺんの展望室から、ぐるりと三百六十度に広がる眺めを見渡すほむら。

　雨はまだ降り続いていますが、さすが島の灯台を兼ねた展望台だけあって、なかなかの景観です。見物客はぱらぱらとしか見当たりません。

「地球って……ちっさいなあ」

　妙な感心をしつつ遠方を見渡すほむら。

「小さい？」

「ほら見て、こんなに丸いよ？　この展望台って高さは海抜百一メートル？　たかが百メートルだよ？　それなのにこんなに丸いんだもの地球」

「そこまで言うほどか……？」

「だって虚惑星の地平線なんかさ、山の山頂まで登っても気持ち悪いくらいにず～～っと変わらずこの高さだったでしょ？」

　目の高さに片手を差しのべ、ほむらはくるりとその場でまわってみせます。

　人のまばらな展望フロアで、キュキュッとサンダルの靴底が鳴りました。

「床が濡れてっからあぶねーぞ」

「へーきへーき」

　そう言って強がるほむらに東野はふと、初めて虚惑星を訪れた際の彼女の姿を重ねて見ていました。二人で一本の糸をたぐり助け合いながら、通信機のアンテナとなる凧を揚げたときの、まだまだ頼りない新米調査官の彼女を───

「……日ノ岡は、とりあえず甘いモン食わせときゃ元気だな」

「何か言った？───っとっとっと」

　江ノ島を囲む風景を眺めながら、なるほどと頷いた東野。

　虚惑星の山稜を縦じゅう走そうするうちに、やがてひしひしと感じられることなのですが、彼かの星の地平線はとても高い位置にあるのです。少々登ったくらいでは高所に登った感覚もありません。虚惑星もまた地球と同じように丸いのだと、そう実感するには、どれだけの高峰に挑まねばならないのやら。

「……小さいとは全然思わねーけど、確かに違うか。あの感覚もしばらくすると慣れるけど、それまでは変な感じだよな」

「そうそう。海の水平線もやっぱりそうだったしね」

「───海？　海って虚惑星の海か？」

　いぶかしみながら、ほむらをにらむ東野。

「あっヤバっ───そ、そろそろお腹減ったよね？　おサカナの美味しい食堂とかあるかなあ？」

「さっき饅頭食ったばかりだろ」




　海鮮料理が名物の食堂で昼食を済ませて外へ出ると、朝から続いた雨がようやく止やみかけていました。

　海上に細く晴れ間が差し込み、遠く輝く波間も見つけられます。

「散歩しやすくなったね」とほむら。

「雨も嫌いじゃないけど、やっぱりこっちのがいいか」

　二人は店の軒先で差し掛けた傘をたたみ直します。

　歩いてきた参道を引き返さず、島をそのまま一周する閑静な裏手の道をたどります。

　晴れ間につられて顔を見せはじめた野良猫に、ほむらがちょっかいをかけたりしていると、ぽつりと東野が尋ねました。

「なあ、日ノ岡。この夏休み、楽しかったか？」

「え……」

　なかなか自分から口にのぼらせるのが難しかったその問いかけに、ほむらは戸惑いました。それでもしっかりと顔をあげ、こう答えずにはいられません。

「うん、楽しかった───とっても」

　それが、ほむらの素直な気持ちでした。

「───やっぱり、ハイライトはＳＡかな。姫川さんとは徹夜でおしゃべりしたし、乙丸くんには悪かったけどジャンケンで勝てたし、長なが門と水すい産さんの石いし見みくんたちにはシークァーサーアイス奢ってもらったし。本ほん馬ば技研ではアメちゃんのお部屋も見られたし、アメちゃんの妹の沙さ毬まりちゃんにも会えたし。稲荷先輩とだって……距離を近づけられたんじゃないかなって思う」

「そっか。べつに探検部ばっかり持ち上げなくたっていいんだぜ」

　ほむらが挑発的にこぼした秘密のかけらを、知ってか知らずか東野は聞かぬ振りをしています。

「……あ、それに九条さんの水着姿もばっちり堪能できたし！　上狛コマ先輩と多た賀が先輩も誘ってさ、四人で一緒に行ったんだ。ここぞとばかりに写真いっぱい撮っちゃった」

「ああ、例のリゾートプールか。結局、探検部の集まりになってんじゃん。って、多賀先輩も？　えー、あの多賀先輩がかぁ。ちょっと先輩に同情すんなぁ」

「なんですとぅ？　でもね、はしゃぎすぎちゃって九条さんに叱られてる上狛コマ先輩見てるのも面白かったな」

「ははっ、九条は相手が年上でも変わらず強気なんだな」

　強気というか、あれが九条なりの甘え方なのかなと感じたほむら。

　過ぎ去りし夏の日々を思い返しながら、ほむらは頷きます。

「───楽しかった。きっと探検部に入らなかったら出来なかった経験がたくさんあった。もしかすると、こんなに夏休みを短く感じたのって……小学生の頃にお父さんの田舎に、月つゆと二人だけで泊まりに行った時以来かな」

「よかったな」

　既視感のあるセリフ。田舎に迎えに来た父親から、妹と一緒に抱きかかえられながら、そんな言葉を告げられたような気もします。

　海に目をやりながら、がくりと頭を落とすほむら。

「……やっぱ駄目だね。七なな久く保ぼ先輩には口止めされたけど、無理みたい。ＳＡの夜にあったこと教えてもいい？」

「俺が聞くと何か問題あるのか？　まあなんだ。『聞きたいか？』って言わずに、自分からバラしたがってるのを認めたのはいい覚悟じゃね？」

　そんな東野の看破に、観念した様子で口を開くほむら。

「……ちょっとしたレースがあったの」

「探検部の各校対抗のレースか」

　うん、と頷くほむら。わずかに先を歩きながら語ります。

「東野くんの想像どおり、あの晩、私たち虚惑星に行ったの。各校から部員二人ずつの希望者二十六名が。虚惑星むこうの南の島にね」

「───やっぱりか。虚惑星の海か……行ってみたかったなあ」

「七久保先輩には、今回不参加の人にまたあの島を訪れさせたいのなら、島の地形や特徴を知らないことが条件って言われたけど……」

　さっと振り返って、無念そうな東野の鼻先に指をつきつけるほむら。

「でもさっ、それはあくまでレース参加者としての話だと思うんだ。だったら来年は、レースの実行側として混ぜてもらえばいいんだよ」

「おっ、その手があるか。なるほどな」

「ねっ？」

　レースそのものの心配は忘れて、勝手に納得するほむら。

　来年のその頃には、虚惑星で活動可能になっている筈の雨乃や、まだ見ぬ青せい藍らん高校探検部の新入部員にぜんぶおまかせすればよいのだ、と実に都合よく。

　やがて二人は、島の遊歩コースから少し外れた北側の海岸に降りる道を見つけ、そちらへ足を延ばします。

　その道すがら、ほむらは虚惑星の島で起きた事や、そこでの稲荷先輩の活躍ぶりを東野に語って聞かせました。順番もばらばらの、印象に残る記憶をとにかくよみがえるままに。細かいことはまた部室で話すね、とおあずけしつつ。

　そうやって一気に語るうちに、レースの興奮がまた胸に戻ってきたほむらでしたが、同時に忍び寄ってきた後悔に意気消沈もします。

「どうした？　日ノ岡」

「……ごめん。やっぱり私が話し相手が欲しかっただけなのかな……東野くんもレースに出たかったよね」

　顔色を窺うほむらの隣で、東野はせいせいした様子で首を振りました。

「構わねえよ。知らないままのお調子者でいるより、知って後悔するバカのほうがいいや、俺は」

「…………うん……」

　雨の中で、竹刀を振っていた彼の横顔───

　覗かせようとしない心の隙間。知って後悔するほうがいいだなんて、そんな言葉を東野に口にさせてしまったことを悔いながら、ほむらは唇を嚙みしめます。

「東野くんは……さ……」

「───ん？」

「…………」

　楽しかったかな───この夏は───

　そうやって平然といつもの調子で尋ねればよかったのに。それがほむらのシゴトだったのに、あえなく失敗。岩場からまっすぐ海を望む彼の眼差しを目にしてしまったら、もうどうしてもダメでした。

　あの日、夕方の駐車場で、鼎かなえ結ゆ理りから衝撃的な事実を聞かされたばかりの彼には───

　でも彼はもう、そんなほむらの想いの向こう側に立っています。

「気ぃつかわせちまって悪わりぃな。今日は」

「……どうするの？　先輩のこと」

「どうもしねえよ」

「あきらめる気？」

「…………」

「む、むしろさ、これからが試合開始じゃないかなって思うんだ」

「気楽に言うなバカ」「ごめん……」

　ゆるく握った拳でほむらの頭をこつんと押す東野。また怒られるのを覚悟でほむらは尋ねます。

「私たちがただ知らなかっただけで、もう以前からそうだったのかもしれないけれど……御陵部長と、天てん竜りゅう代表が公認のカップルってなったら、それでも東野くんは、探検部続けるの？」

「当たり前だろ」「およ」

　東野の即答はほむらには意外でした。

「虚惑星は一人だけじゃ絶対に無理なんだ。何があるかわかんねーし。それは俺たちだって、鈴すず蘭らんの件でさんざん思い知った。部員同士で支えあわないと」

　頷くほむら。けれど、東野の言葉のすべてを認めたわけではありません。

「でも……自分から危険に向かっていく人を守る意味ってあるのかな？」

　不穏な顔つきで東野は向き直ります。

「……どういう意味だよ」

「だって、東野くんは、先輩のこと───」

　口にしてはいけないことだとわかっていました。

　でも疎まれるのを覚悟で続けます。

　東野巧の心に寄り添いすぎて、噓がつけなくなってしまったなと。

「もしかしてさ東野くんは……先輩が、御み陵ささぎ真ま世よ先輩が、探検部を無理強いされてるって感じてるんじゃない？　あの国会議員のお父さんに言われるままに……立場とか責任とか、人と人のしがらみに応えようとして、きびしい義務感で苦しめられてるって……」

　きっ、と一瞬、ほむらをたじろがせる強い眼差しを返した東野。

　ところがそんな東野の視線は揺れながら伏せられてしまいます。

「……かもな。日ノ岡の言う通り、なんだろうな……きっとそれを直接先輩に尋ねてみても、違う、義務なんかじゃないって答えるんだろうけど」

　同感しながら頷き、続く言葉に耳を傾けるほむら。

「───中学生になったばかりの女の子が、自分からレンジャー訓練を受けたいなんて言い出すわけねえよ。でも、命じられるままでも先輩は精一杯頑張ったに違いないんだ。あの立派な父親に認められたい一心で」

「…………うん」

　それが御陵家の子女に生まれついたがゆえの務めだから───だなんて決して軽々しくは言い切れません。許嫁いいなづけの件と言い、先輩を束縛する不条理な運命への反発の想いは、ほむらも同じです。

　ただその時ほむらの胸を占めていた光景は、どうしてか東野自身のことでした。彼の部屋にあったフォトフレームの中の、小さな姉弟の姿がふっと思い返されます。

　あの幼い泣き顔を今の彼に重ねて見てしまうほむらの前で、東野はあふれる先輩への想いを語り続けます。

「───高校生になって、当然のように調査官の一員になって、しかもあんな城じょう砦さいみたいな大層な部室棟を与えられて、部員が自分一人になっても頑張らなきゃいけないって必死になってさ」

　苦々しく歯を食いしばる東野。

「そんな先輩の真剣な想いに比べたら、俺の一目惚れなんて本当にくだらないことだよ」

「……くだらない……なんて……」

　───ずきり、とほむらの胸がうずきました。

　思いも寄らぬタイミングで、射し込んできたその鋭い痛みは、ほむらを慄りつ然ぜんとさせました。何も反論できないまま、痛みは胸の深い場所にじわりと染み入って、そのままわだかまり続けます。

　自嘲する彼を無言のまま肯定したくなんかありませんでした。でも彼は、あきらめに覆われた、さばさばとした調子でまた言葉をつなげます。

「───探検部が好きで、青あ藍お高こ校ーが好きで……父親のことを尊敬してて、きっといつでも自分の事だけは一番あとまわしで。だったら、誰かがそんな先輩の味方にならなくてどうするんだよ」

　でも、それだけじゃない───。

　御陵真世を支えているのは、義務感だけじゃない。

　そう感じて、かろうじてほむらは東野に問いを発します。

「東野くんは……自分から剣道をやる気になったんでしょう？」

　どうにか気持ちを割り切ろうとしていた東野に、苦渋の表情がのぞきます。

「俺のは安っぽいヒーロー願望だよ。先輩の命がけの訓練なんかとは、比べものになるもんか。それでも、先輩の役に立てるんだったら、それだけで俺は───」

　息をつく東野。

「……先輩を助けてくれてんのは、日ノ岡、おまえの方だよ。虚惑星でのレースの話も聞かせてもらって、あらためてそう思った。まるで駄目だ、俺は。何一つうまくいかねー」

　繰り返される自嘲の言葉は、ほむらを苦しめます。さらには、

「……剣道なんか無駄だ」

「えっ？」

　東野のものとは思えない乾いたつぶやきに、ほむらは耳を疑います。

　戸惑いの眼差しを向けられた東野は、何度もためらいながらも、その言葉を絞り出しました。

「虚惑星で……あの霧の森で、俺は、多賀先輩に斬りかかろうとしたんだ。上狛部長や日ノ岡のことだって傷つけるかもしれなかった」

「……それ……って……」息を吞むほむら。「東野くん、記憶があるの……？　あの時のこと、覚えてるの？」

　すばる姫の人ひと傀儡くぐつにされていた時のことは、これまで一度も話したことのなかった東野。それは、彼の救助後に探検部の部室で、事件の記録をとる藤ふじ森もり顧問に語って聞かせた時にも、空白となっていた部分です。

「まだ、全部じゃない……」

　苦悶の表情に爪を立て、呻くようにつぶやきます。

「……でも、このごろ思い出す時があって。時々、ふわっと浮かんでくる。俺は、虚惑星で囚われの身になっていた時、数日間あの城で───すばる姫の城で暮らしてた。魔女の姫と二人きりで。その時のことも途切れ途切れだけど、思い出す」

「…………」

　絶句するほむら。

「最初に見たのは夢だった……思い切り多賀先輩にぶつかっていって、鍔つば迫ぜり合あいする夢だ。おぼろげだけど、わかる。実際に起きた事だって感触が、腕に残ってる」

　自分の手を見つめる東野。

　思わずその手を握りしめるほむら。震えていたのは彼ではなく自分だったのか───

「も、もう忘れよう？　そんなこと、誰も気にしてないよ！　多賀先輩だって私だって、誰ももう気にしてない。もう全部過ぎたことだよ！」

　そう必死に説くほむらをひるませる、鋭い言葉が返ります。

「そんなこと？　そんなこと!?　俺が覚えてるだろ!?　俺は、一番自分でやりたくないことをしちまったんだ。味方に剣を向けるなんて───」

「あれは、あの時は、操られていたんだから、仕方がないじゃない。東野くんのせいじゃないよ？」

「……もし俺が、多賀先輩に取り返しのつかない怪我を負わせてしまってたら、それでも仕方ないって言えるのかよ？　無防備だった上狛先輩を傷つけてしまっても、まだ仕方ないって言えるのか？」

　悲痛な想いで首を振るほむら。

「だってでも……それじゃ、東野くんは罪つみ滅ほろぼしのために探検部にいるみたいじゃない……そんなの駄目だよ。そうでしょう？」

　ほむらは、かすかに揺れる東野の瞳を見詰めます。

「ちゃんと相談しよう。それはもう東野くん一人で抱えていける問題じゃないよ。探検部のみんなで向かい合わないと」

「そうしてまた先輩の重荷を増やすのか？　やめてくれよ」

　握るほむらの手を、決して乱暴ではないけれど、有無を言わせぬ力で、東野は振り払います。

「日ノ岡、頼む。この事は言わないでくれ。先輩にも、藤森先生にも。本当は教えたくなかったけれど、俺は、お前に大きな借りがあるって思ったから、教えたんだ」

「借りとか……やめてよ……」

「多賀先輩にだけは言わなきゃいけない。もしまた俺が、あんなふうにおかしくなったら、ためらわず腕を叩き潰してくれって」

「そんなことはもう起きないってば！　すばるさんだって、すっかり改心したんだし。私たちに協力してくれるって約束してくれたじゃない」

「……こんなことなら、俺、剣道なんかやるんじゃなかった」

　ほむらは、さらに頑かたくなになっていく東野を必死に留めようとします。

「そんなこと本気で思ってないくせに。私、東野くんの部屋にあった剣道大会の優勝盾とか見たもの！」

「……それが何だってんだよ。雪ゆき割わり丸まるにはまるで通用しなかった」

「無駄かどうかなんて、わからないでしょう。も、もし今度、暴走してしまうのが多賀先輩だったら、誰が多賀先輩を止めてくれるの？───それに、東野くんは間違ってるよ。本当に先輩を助けてくれてるのは、東野くんなんだよ」

「───違う」

「違わない！　ＳＡの部長会議でも、ミス・チャンドラーに言われたでしょう？　東野くんが無事でいてくれてありがとうって。その気持ちを一番強く思ってるのは、絶対に先輩なんだから！　私と先輩が緊急脱出して地球に帰還したあと、先輩はとても落ち込んでしまって……もう立ち直れないんじゃないかってくらい、悲しい顔をしてた。藤森先生も私も心配したけど。でも、東野くんが今こうして探検部にいてくれるから、先輩は大丈夫なんだよ」

「違う。その原因を作ったのは俺じゃねえかよ」

「違わないったら！　東野くんはもう十分に私たちを───」

「違うっていってんだろ！　俺は、先輩を助けるには、もっと───」

　絶句した東野の言葉なき声を、ほむらははっきりと胸で受け止めていました。

　東野の心の言葉───

　もっと、強くならなきゃ───と。

　そうしてその自分の手が、また誰かを傷つけてしまうのではないか───と。

　その矛盾にとらわれて身動きが出来なくなってしまった東野の苦悩を、ほむらは痛いほどに感じていました。

（………………）

　沈黙の時間が過ぎ、やがて東野がため息交じりにつぶやきました。

「駄目だな……」

「……そうだね」

「いけねーな」

「そうだね。いけないよ」

「俺たちまで、喧嘩なんかしてたら……」

「うん……私たちが、マジ喧嘩なんかしてる姿をみたら、きっと御陵先輩は悲しむね。すっごく悲しむよね。それでなくても稲荷先輩のことだってあるのに」

「ああ。これ以上、青藍高あおこー探検部をバラバラにしたらだめだ。あーあ、バカみてえだな、俺たち。こんな所で勝手に空回りしても、一歩も進めねーのに」

「…………バカみたいだね」

　それは自己嫌悪にも似ていたけれど、それでもちょっとだけ前向きに自分を顧みる言葉で、ほむらは幾分ほっとしました。

　ひとまず語りきり、くたびれた心を休ませるように海面にたゆたう海鳥をしばし眺めていると、彼からこんなリクエストがありました。

「……あー、ところでよ」と、頭を搔きながら目線をそらす東野。「九条と上狛コマ先輩のプールの写真、あんなら見せてくれよ」

「へ？」

「いや……写ってたらでいーんだけどよ……」

　ほむらはしばらくきょとんとしていましたが、やがてニヤリとほくそ笑みました。

　携帯電話を取り出して、東野の前でチラつかせます。

「フムン、そうですな。でしたらば画像一枚につき、宿題プリント一枚で手を打ちますが？　いかがです東野先生？　ん？」

「あ？……てめえ、友人と先輩を売る気か！　おまえは鬼か！　江ノガ島の鬼か！」

「なんでしたら、私わたくしめの写真も特別サービスしますぞ？　ん？」

「……ぐっ……そうだなわかったよ。ついでに貰ってやるよ。写真は口利きかねーからなぁ」

「ちょ……どういう意味よそれ！　バカ！　死ね！」
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　江ノ島から再び江ノ電に乗り、在来線の通う藤ふじ沢さわ駅へ───

　帰る道すがらの車内でも、ぶすくれて一言も口を利かないほむら。

　手の中で白いルービックキューブをガチャガチャと乱暴に回すばかりで、なかなか機嫌を直しません。

　よほど気にしているところを突いたのか、東野のかける言葉にも聞く耳もたず……。

　閉口した東野は、仕方なく帰宅の予定を変えて駅前に立ち寄ることに。

「どこも結構混んできてるな」

　空もすっかり晴れ模様となり、ロータリーをすがすがしい雨上がりの風が吹きぬけます。それでも隣のほむらは、いまだにジト目で東野を睨んできて鬱陶しいことこの上ありません。

「───ん」

　駅前の歩行者回廊ペデストリアンデッキから、ちょうど目に入った洋菓子店を指さすほむら。店内にはカフェも併設されています。オゴリ確定だなと嘆息しつつ東野はハイハイと指図に従いました。




　二人が店へと向かった矢先───

　駅近くのホテルから出てきた女性とほむらが、出で会あい頭がしらにぶつかりかけました。

「わっ」

「おっと、ごめんなさい」

　背の高い女性は素早く身をかわして頭を下げました。ほむらも慌てて謝ります。

「すみません私こそ…………って、モリちゃん？」

「……ぅぎゃぁ……っ……」

　と、ほむらに指摘された途端、押し殺したような悲鳴をあげて相手は硬直。

「な、なんで？」と、東野とほむらの二人をかわるがわる見返します。

　白いレースのブラウスに、膝丈のプリーツ（えっ）スカート。細いウエストをちょっと緩めに飾るメッシュベルトがアクセント。

　違和感いっぱいの相手は、どうしても知人には見えませんが……

「モリちゃんだよね？」とほむら。

「藤森先生、何してんすか？　こんなとこで」とさらに追い詰める東野。

「……ひっ、人違いだ、です！」

　ぷるぷるとかぶりをふって否定すると藤森は、いえ、通りすがりの若い女性は、慌てて顔を隠し、その場から足早に立ち去ります。二人はぽかんとしながら、その後ろ姿を見送りました。

「……『だ、です』って。あれで誤魔化せたと思ってるのかねぇモリちゃん。誰かと待ち合わせかな？」

「俺はなんも見なかった。まさに一生の不覚！　って感じの凄い形相も見なかった」

「───ふむん？　東野くんにしては、気が利くね」

　そらとぼけた東野に、おどけた様子で感心してみせるほむら。

「そだね。どこのナニ森先生だか全く判らなかったけど、ジーパン姿じゃない格好を見たのって久々だったな。珍しくバッグなんか持っちゃって。結構似合ってたのに、逃げなくてもねえ」

　まあ、藤森先生だったのですが───彼女が出てきたのは、いかがわしさの欠片かけらも無い普通のシティホテルでした。玄関のガラス越しにロビーを覗いてみても、見知った顔は見当たりません。




　それはともかく、とほむらにせかされつつ洋菓子店の扉をくぐった二人。

　カラカランと響く真鍮のドアベルに気をとられているほむら。藤森と鉢合わせした途端に立腹していたことも忘れてしまったらしく、東野はほっとしました。

　案内された席へと向かう途中、ほむらはふと、とある空席に目がとまりました。

　白磁のティーセットが一客。その脇には矢や絣がすりや千ち鳥どり模様がかわいい千代紙と、作りかけの折り紙が転がっていました。

　席の脇には電動アシスト式の車椅子が折りたたまれて自立しています。近頃よく見かける、自動車の座席にも使用者自身で乗り換えられ、使用後は勝手にトランクにおさまってくれる半ロボットタイプの車椅子です。そして、

（ケロケロ……カエルだ？）

　まだ未完成のカエルの折り紙は、後ろ足をぴんと伸ばしてまるで大人になりかけのオタマジャクシのよう。

　注文のケーキが届かぬうちに、折り紙を作った相手はすぐ判りました。

　聞き覚えのある声がレストルームから聞こえて、二人ともちょうど目が合いました。キラキラと瞬またたいて輝く緑の瞳。

「───ほむらさん？　巧さんも？　偶然ですね！」

　嬉しそうに二人に声をかけたのは他でもない雨乃です。一人の老婦人の歩行の介助をしながら、こちらに微笑みかけます。その雨乃の手を握る老婦人が尋ねました。

「雨乃さんのお知り合いですか？」

「はい！」

　老婦人に誘われて同席することにした二人に、雨乃が紹介します。

「ご紹介しますね。赤あか土ど石つ蕗わ子こさんです」

「赤土さん？　じゃあ……」

　記憶に新しい名字にはっとします。

「はい。本馬技研の研究室の赤土苳ふき子こさんのお祖母さまです」

　老婦人は舎人とねり主任の研究室で補佐をつとめる赤土さんの祖母でした。夫人は二人を静かに見つめて挨拶しました。

「はじめまして、東野さん、日ノ岡さん。でしたらお二人は、雨乃さんの探検部のお仲間ですね」

　はい、と二人は頷きます。言われてみれば赤土さんと似た面影があります。

　上品な物腰のなかにも鋭い眼差し。

　ただ膝と腰の関節をわずらっているらしく、一人での移動はなかなか難しいようです。

「それに巧さんはボクのクラスメートなんです」

「まあ、そうでしたか」

　満面の笑みで、誇らしげに夫人に語って聞かせる雨乃は、その容姿こそチグハグなれど、まるでおばあちゃん子の孫娘のようです。

「苳子さんにはお世話になっています」と会釈する東野。

「それはそれは。今の職場に移ってから、苳子ちゃんはとってもイキイキしています。でもね、わたしは苳子ちゃんの育てている雨乃ちゃんにお世話になっているの」

「あっ、ホントですね」さきほどの雨乃の姿を思い出して納得するほむら。「アメちゃんの介護姿、とっても様になってたよ？　すごいなアメちゃん」

「だな。クラスの連中が見たら絶対驚くって」

　ぶんぶんと両手を振る雨乃。

「とんでもないですよ。ボクはもうずっと、石つ蕗わ子こさんに教えてもらってばかりですから」

　謙遜しつつも雨乃は顔を押さえて恥ずかしがっています。

　先日、ほむらたちも目にした本馬技研の介護ロボット用のモデルルーム。

　そこで行われた初期の実践試験のために、社内の縁故者募集に応えた被験者のうちの一人が、赤土夫人でした。

　量産型介護ロボットの基礎データを取るために、被験者がモデルルームに招かれ、実際に介護を受けました。そこでの雨乃は一機の介護ロボットとして、人間との身体的な触れ合い方と、行動補助の方法を学びました。

　それは雨乃にとって、探検部の活動にも確実に活かされる、貴重な経験でした。

「それだけじゃないんです。石蕗子さんは以前、本馬技研に勤めてらしたんですよ。ね？」

　頷く赤土夫人。

「ただ、勤めてた、は大げさかもしれませんね。雇われていたというところですよ。もう、随分前のことだわ」

「本馬技研にですか？　どんなお仕事を？」

　興味深そうに東野が尋ねます。

「図面を引くお仕事よ。機械製図というのだけれど、なんとなく想像はつくかしら。ドラフターとか、Ｔ定規とか、製図の道具を使ってね」傾斜のある机にペンをまっすぐ走らせる身振りを交えながら語る夫人。「仕事を離れる直前には、コンピューターのＣキＡャＤドというものも使っていたけれど」

「じゃあオートバイの設計をしたりとかですか!?」とほむら。

「いいえ、そんな大層なものではなかったけれど。でも、単たん車しゃの部品でしたら、いやってほどやりましたね」

　夫人本人から、それと雨乃が孫の赤土苳子に教えてもらったという話も交えながら、夫人の過去の逸話を聞くことができました。

　もとは、とある機械製作所の事務職として働き始めた彼女は、周囲に勧められるままに現場で製図を学びはじめ、すぐに几帳面な仕事ぶりと手の早さで重宝されるようになり、幾つかの現場を転々としたそうです。

　やがて本馬技研に腰を据え、産休を挟みながら、三十代まで勤めあげたとのこと。今は亡き本馬技研の創業者の名前もちらほらと登場しました。

「主人のこともあって、本馬さんにはいろいろとお世話になりました。仕事はいつも人手が足りなくって大変だったけれど。二人目を産むまではなんとか頑張れたわね」

　ふっと、すこしおどけた顔で隣をみる赤土夫人。

「でもまさか、本馬さんの子供にまで、お世話になるとは思っていなかったけれど」

　それが自分のことだと気づいて、雨乃は目を輝かせました。午後の日差しの下で、誇らしげな雨乃の笑顔がまぶしいくらいです。

「えへへ。先週、巧さんとほむらさんが開お発う室ちに来てくださってた時は、実は稚ち鮎あゆさんと一緒に、石つ蕗わ子こさんの手術後のお見舞いに行ってたんです。ご案内できなくってごめんなさい」

「へえ、そうだったんだ。じゃ、退院おめでとうございます！」とほむら。

「大事な手術ではなかったから、お友達を優先してくださってよかったのよ」

「そういうわけには参りません！　石蕗子さんは、ボクの大切なおばあちゃんですから！」

「えらいっ、アメちゃん。そうですよ」

「だよな。研究室の方は、苳子さんにしっかり案内してもらいましたから───手術のその後のお加減はいかがですか？」と東野。

「おかげさまで。多少は楽になったわ。雨乃ちゃんのお友達は礼儀正しいのね」

　すこし心配そうに東野が車椅子を見やると、それを察してか赤土夫人が口添えしました。

「せっかく手術をしてもね、なるべく体を動かさないといけませんから。せっかく雨乃ちゃんがいらっしゃるから、手伝ってもらっているの」

「いつでも言ってください。まだまだ量産型には遅れをとりませんよ～」

　ぐっと拳を握る雨乃。

「───ところで、今日ってモリちゃんと一緒だった？　もしや？」

　ほむらの問いに頷く雨乃。

「はい。一緒に、車で。その稚鮎さんも、とっくに戻ってくる頃なんですけど。でも、遅いですね？」

「おふたかたの話がはずんでるのなら、なによりです」

「───はぁ」

　したり顔の赤土夫人に、なんだか微妙な返事で応じる雨乃。

　そんな赤土夫人の言葉に、さきほどからの予想の確信を強めるほむら。

「もしかして藤森先生ってば今日は……お見合いだったり？」

「よくわかりましたね!?　情報管制発令中だったのに！」

　と目を丸くする雨乃。

「お見合い？　藤森先生がか？」

　と雨乃に負けじと驚く東野。

「私の方がびっくりしてるよ……だ、だってさモリちゃんは……」

　何か言わんとしたほむらに、予想外の角度から雨乃の言葉が飛来します。

「そう言うほむらさんと巧さんはラブラブデートとはお隅に置けませんねー。江ノ島ですか？」

　飲みかけた紅茶でむせる東野。気にせず、したり顔で続ける雨乃。

「稚鮎さんにもその積極性を見習ってもらえば、石つ蕗わ子こさんにご心配をおかけしなくても済むのですけれど」

　かたやほむらは、まるで動じることなく、真顔のまま鼻先でぱたぱたと手を閃ひらめかせて応じます。

「いやいやいや、それは誤解ですって。私には九条さんという心に決めた人がおりますからねぇ」

　はぁ、と頷く雨乃の前で、得意げにあごに指を添えるほむら。

「今日は、悩める青年・東野くんのための激げき励れいの会ですよ。そうでなくとも虚惑星は暴走しやすい環きょ───ぐほぁ」

　奇声を発してテーブルに突っ伏すほむら。

　言いたい放題のほむらの脇腹に、東野はひじをねじこみながら懸命に話題を変えようとします。

「と、ところで、この折り紙は？」

「あ、これは稚鮎さんを待ちながら、ボクと石蕗子さんで折っていたんです」

　確かによくみると何種類もの折り紙が。

　犬に、鹿に、犀さいに、ライオン、そして表裏が白黒の紙で折ったパンダ。

「ちょっと、ボケ予防にね」

「ボクに折り紙を教えてくださったのは石蕗子さんなんですよ」

「へえ」

　それはボケ予防という響きからは明らかに逸脱している、作品といってもいいくらい精巧に折られたものでした。

「研究室の舎人主任も一時期かなりハマってたんですよ？　繰り込み宇宙論の突破口になるんじゃないか、とか言って」

「スカイ君はなんにでも興味を示されるわねえ」

「でも、あんまり長続きしないんですけどね」

「あらまあ───そうそう、忘れないうちに」

　夫人が手元の巾着袋から取り出したのは、小さな厚手の封筒でした。

　その中から取り出されたのは、また手のひらにすっぽりおさまる小さな折り紙の作品でした。

「雨乃さん、やっと待ち望んでいた虚惑星へ、探検旅行が出来るようになったのでしょう？　これは御守りの代わりです。もしよかったら……そうね、あなたのご負担にならないようでしたら、あちらに持って行ってくださいな」

「…………！」

　なにげなく差し出された、その薄緑色の折り紙に目を見張る雨乃。

　それはカエルの折り紙でしたよく雨乃が部室で暇つぶしに折っている、お気に入りのレパートリーです。立体的にふくらませることもできる、可愛らしいフォルムの。

　ただ、雨乃が折る作品と少しだけ異なっていたのは、その親ガエルの背の上に、ちょこんと子供のカエルが乗っていたことです。それを見たほむらは、

「わぁ、とってもかわいいですねぇ～。よかったねっ、アメちゃん。素敵な御守りだよ」

　と無邪気に囃はやし立てます。受け取った雨乃は食い入るようにカエルを覗き込んでいます。

「これ、す、すごいです……どうやって……？」

「……あ？……あれっ？　まさか一枚の紙で折ってある……のか？」

　カエルの秘密に東野も気づいたようです。

　雨乃の手の上のカエルに真剣に顔を近づけます。

「さあ、どうかしら。細かいものは目を使うから、もうすこし元気になったら、もう一匹上に乗せてみたいわ」

　赤土夫人は、ちょっと自慢気に微笑みました。

　雨乃は夫人に、ぺこりと頭をさげます。

「ありがとうございます。これを石つ蕗わ子こさんだと思って、一緒に虚惑星に行ってきます」

　それはただの折り目のついた紙にすぎませんが、雨乃は感無量といった様子で、大切そうにそっと掌たなごころのなかに包み込みました。

「カエルといえば、稚鮎さん、戻られたようね。ご首尾はいかがだったかしら」

　夫人が視線を向けた先───。

　洋菓子店の入り口に、遠慮がちに立っている藤森の姿がありました。

　こちらの席に気づいて様子をうかがっています。せっかくのお化粧も台無しのげんなり顔。さきほど別れてから、どこで時間を潰してきたのやら。

（うーん。もったいないけど、ここは……）

　苺タルトの最後の一切れを口に入れて、ぱしっと手を合わせるほむら。

「よし、東野くん───お見合いの件は聞かなかった事にいたしましょう」

「この場に居合わせてたら、もうバレバレじゃね？」

「いやいや、私たちは何も聞きませんでした！　このまま私達が席を外せば、ここのケーキセットのお勘定はモリちゃんが持ってくれるかも、だよ？」

「それ、タカりだよな」

　ほむらの企みを察した雨乃が身を乗り出します。

「でしたら、ボクが二人分頂いたってのはどうですか？」と雨乃。

「ちょっと無理あるなあ」

　苦笑する東野。

　もちろん藤森先生のお見合いの結果に興味津々のほむらではありましたが、そこまでプライベートに踏み込むのはさすがに気がひけます。

　顔を合わせれば、また聞き出せるチャンスもあるでしょう。




　やがて観念した様子で藤森が入店してきたところを席を立ったほむら達が出迎えます。

「ご馳走様でした、先生」「美味しかったです、先生」

「あ、ああ……え、何コレ？　紅茶ケーキセット？」

　二人分の伝票を手渡されて憮然とする藤森。

　生意気な教え子たちの意図を悟った藤森。恨めしそうにほむらを睨みます。

「きみらは夏の課題は済んだんだろうな……特に日ノ岡……」

「ギクッ」

「提出期限を一秒でも破ったらおぼえてろよ……」

　いつもと雰囲気の異なる藤森にすごまれて、たじたじとなるほむら。

「が、頑張ります……」

「やっぱりこれからやるのか───早く帰れ！」

　と言われるまま、了解～、とその場を退散する二人でした。




　その日の別れ際。

　電車降車後。夏の濃い影が落ちるホーム。

　東野とはここで帰路が分かれます。ほむらはそのまま駅改札を出て自宅へ向かい、東野は一駅先へと電車を乗り継ぎます。

　分岐して別の行き先へ向かう各駅停車を待つ東野につきあいながら、なにげなく暇をつぶすほむら。

　オレンジ色に染まり始めた夕空を眺めるうちに、ようやく一つの用件を思い出して、東野に尋ねます。

「『サンデュ……リャーク』？　何語だ？　綴つづりは？」と詳細をリクエストする東野。

「わかんない」

「……だよな。日ノ岡のことだから自分で調べてもいないんだろうけど」

「はっはっは。すっかり晴れたねえ」仁王立ちでつくり笑いしながら構内の売店に目をやるほむら。「あれかな、パン屋さんとか？　江戸時代から続く老舗のパストラミサンドの専門店とか？」

「……本当にあの舎人さんが聞いてきたのかよ？」

「確かにそう尋ねられたんだってば───その言葉に聞き覚えはないか？　って」

　携帯を取り出し、適当な綴りでネット検索をかけてみる東野。一応の答えはすぐに判明します。

「『サンデュリャーク』は……たぶん人名だな。ルーマニア系の名字で……英語読みするとサンデュリークになるんだと思う。それ以上はよくわからないな」

「人の名前？　それだけじゃ結局わかんないなぁ」とほむら。

「いやでもな、圧倒的に検索にあがってくるのはこっちだ───『サンデュリーク[image: 〓] [image: 〓]』」

「……ろくきゅう、にいまるに？」

　携帯をかかげて見せる東野。そこにはほぼ同じにトリミングされた画像が並んでいました。

「どこぞの銀河系の写真？　じゃなくてえっと、これ星雲？」

「うん。正確には発光星雲っていう筈───星の残骸だ。超新星爆発のなごり」

「星の残骸？　ああ、アレだね。星のお墓だね。教科書にも載ってるアレ」

「───そっちじゃねえよ。超新星ってのは同じだけど」

　検索した文献を読みながら、頷く東野。

「こっちは、かじき座だ。爆発したのは前世紀で……俺たちが生まれるよりも、まだ数十年も前だな」

「ふうん。だったらますます関係ないなぁ」

　サンデュリークと呼ばれる恒星は、元々は我々の太陽系から十六万八千光年離れた宇宙にあり、太陽の二十倍の質量と、十万倍の光度を持つという青色超巨星であった、などとデータベースを読みあげる東野。

「『───爆発の中心には中性子星が誕生したはずであるが、これまでの観測調査では発見されていない……』と。へえ、何処いったんだろうな」

　ほむらはその説明に気のない様子で耳を傾けています。

　転送された画像を手元の携帯でしげしげと眺めるほむら。

「へえ……でもなんだかさ、こうして見ると、指輪みたいだね」

　今度は反対にほむらの携帯をのぞき込む東野。

「言われてみればそうだな───指輪か」

　頰に引き寄せながら掲げた携帯に、東野の顔が近づいて、ほむらは我知らず赤面します。

　じきに東野の乗る電車が到着し、慌てて宿題の件をとりつけながら見送ります。

　こうして、ほむらの残りわずかな夏休みは慌ただしく過ぎていきました。
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　新学期。

　なんとか生きて二学期を迎えたほむら。

　夏の課題については東野や、苫とま小こ牧まい電でん波ぱ高専の姫川を巻き込んでのはた迷惑なてんやわんやもあったのですが、それはそれ。

　夏休みボケと課題疲れのアタマで受けた新学期最初の授業など、まったく頭に入らないままに放課後を迎えます。そのくせ体は猛烈に糖分を欲していて、このもてあます砂糖シュガー欲、甘あま味み欲をどうしてくれようかと浮き足立つほむら。

　未練たらたらながらも九条に断りを入れて、探検部の部室棟へ向かいます。今日は部活動もまた初日です。きっと部室では何かとよく気のつく雨乃が、適度にジャンクかつ珍しい微妙な味のお菓子を用意してくれているに違いないのです。

　他の生徒からの目が無い部室棟の待機室で───いざいざ宿直室の畳の上に寝転がり、美少女ロボットをはべらせ思う存分に不摂生をしてやるのです、と意気込みながら。

　そんなふうに二学期最初の抱負を語ったほむらへの九条の捨て台詞は、

「雨乃さんが量産化されたら、日ノ岡さんみたいな人が増えて、世界も平和になりそうね───さよなら」

　世界平和……どういう意味だろう……と首をひねりつつ、グラウンド脇の連絡廊下へ出たほむら。その行き先に、運動部部室棟の前で一団となっている上級生女子が目に入りました。

「お？　あれって───」

　そこには上級生に囲まれる女子生徒の姿が。

「稲荷先輩だ……隣のひとは……？」

　夏期休暇直前の宣言通り、稲荷は新学期早々から登校を再開していました。

　稲荷の隣に立っているのは、やはり二年生女子のぽっちゃりとした体形の先輩です。一歩下がった場所で、稲荷を見守っています。稲荷同様、上級生を前にしても、怖じ気づいた雰囲気はありません。むしろ稲荷以上に堂々としています。

（稲荷先輩のともだちかな？）

　それでも間違いなくその場の主役は稲荷です。

　よく見れば上級生たちは皆、各女子運動部の部長たち。

　この渡り廊下を通りかかる際や、生徒会書記の鞍くら馬まが発行している新聞ブログでもよく見かける面々です。

（あっ……違う。元部長か）

　そう。夏期休暇前に、ほとんどの部では部長の代替わりを終えているはずですので、この場にいるのは皆、立場としては元部長となるはずです。

　陸上部。体操部。水泳部。卓球部。テニス部───さらには頭一つ高い、バレー部やバスケ部の先輩たちまで。学校内でも特に活発な女子部のほとんどが顔を見せる盛況です。

　その顔ぶれを見てもうだいたいの状況は飲み込めたほむら。

（こ、これは部活の勧誘……それもあんな大勢の……？）

　なるほど。稲荷ほどのスポーツ万能な逸材が放っておかれるはずはありません。

　彼女の人気ぶりに一瞬、誇らしい気持ちになったほむらでしたが、

（……いやいやいや！　これってすっごくまずい事態では!?）

　援軍を求めてきょろきょろ周囲を見回すほむらですが、あいにく誰も見当たりません。

「考えてくれた？　稲荷さん。入部の件」

「リハビリのその後は、もう良好なんでしょ？」

　元部長たちの熱のこもった問いかけに、稲荷は毅然とした態度で応じます。

「体はもうすっかり大丈夫です。どうもご心配をおかけしました」ぺこりとお辞儀する稲荷。波打つ髪が、ふわりと揺れます。

「でもやっぱり、入部はできません。二年生のあたしが途中から合流しても、真剣にやってる他の人たちに失礼だと思います。それになにより、勉強のほうが遅れてますから、しばらくはそっちに専念しないとまずいので───だから、とうぶん部活に入るつもりはないです」

（おおぅ……ホッ……）

　それを聞いて、ひとまず胸をなでおろすほむら。ふと、奥にいるぽっちゃり先輩と目が合いました。でも特に反応はなし。

「ここに来たのは一度、直接、はっきりとお返事しないとと思ったんで。夏の間もメッセージとか電話とか、幾度ももらいましたけれど───」

　そう語る稲荷の前で顔を見合わせる元部長たち。「ちょっと？　抜け駆けしない協定だったでしょ!?」「ていうかなんで茶道部がいるの？」「いいでしょ別に！　うちは途中入部だって歓迎だもの」などと小声で牽制しあっています。

　背の高いバレー部の先輩が口を開きます。

「でも稲荷さんって、もともとそんなに成績は良くないよね？　うちの顧問に聞いたよ？　だったら運動部で大会入賞目指して頑張ったほうが推薦狙えるぶん良くない？」

「ぐっ」

　図星をつかれ、小さくのけぞる稲荷。

「あーうー、確かにあたし成績は中の下ですけど！　もはや下の上の中くらいですけど！」

「なんでも英語と体育以外は壊滅的だとか？」とテニス部。

「そこまでリサーチ済みなのか！」

　フフフフと、三年生たちも容赦なく稲荷に詰め寄ります。

　群れなす大蛇のように舌なめずりしつつ、にじり寄る元部長たち。ほむらの目には、小柄な稲荷が、壁際に追い詰められて体を震わせる子狐に映りました。

　もちろん他ひ人と事ごとではありません。

（まずい……このままじゃ先輩がぱくりと丸吞みされちゃう……うう誰も来ない……）

　姿を見せる気配のない援軍をあきらめ、ほむらは集団の脇から近づきました。

「あ、あのぅですね、先輩さまがた……」いっせいに振り返る元部長たち。「ドラフト会議の白熱されてるとこ失礼しますが……」

「ほむら？　いたの？」と稲荷も遅れて気づきます。

「ハイ。不肖わたくしも探検部代表として参加したいのですが……あの、稲荷先輩には我が探検部がまず最初に唾つばをペロっとつけまして……優先権を主張してみたり……？」

　ペロリとなめた指を自分の頭にちょんと置きながら、弱々しくうったえるほむら。

　されど残念な子を見るジト目でむかえる元部長一同。

「…………」

　稲荷自身も、少しつらそうに眉をひそめながら、ほむらを見返しました。

　結局ほむらは一同から無視され、圧迫勧誘が再開されてしまいます。

　そんな折に口を挟んだのは、稲荷の隣に立っていた女子生徒でした。

「一応、ありますけどね。探検部でも、推薦制度は」

　挟まれた言葉に、稲荷も含めて「えっ」と驚く一同。探検部所属のほむらまでもが目を見張ります。

「探検部は来年度から、内閣府外局の虚惑星開発局に管轄が変わるんで、受験待遇も大幅に改善されるんですよ。私大だけでなく国公立にも推薦枠がありますから、運動部より有利じゃないかな」

「ま、マジで？───にゃっち？」

　驚愕の表情で振り向いた稲荷に、そだよ、とこともなげに頷くぽっちゃり先輩。

（───にゃっち先輩？　何者？）

　ほむらも知らなかった驚愕の新事実を語るこの先輩は一体？　ＳＡではまだピンと来なかった《虚惑星開発局》発足の効果もまた、初めて肌で感じられてきました。

　にゃっち先輩はさらに稲荷にたたみかけます。

「ま、でも、推薦と言ったって、そもそもあんたは評定が最悪でしょ。出席日数的にさ。まずは定期試験を頑張って学力を戻さないと」

「うっ、はい……」

　たじたじとなる稲荷。

　稲荷本人に断られ、にゃっち先輩から予想外の情報をもたらされても、まだあきらめきれない様子の元部長たち。その一人があらためて尋ねます。

「一応これだけは聞かせて。稲荷さん、探検部に戻る気はあるの？」

「………………」

　そう稲荷が尋ねられた時、ほむらは廊下の後方で聞き慣れたおしゃべりの声を耳にしました。タイミングは最高。なのに、何という間の悪さ───

　やってきた援軍は六ろく地じ蔵ぞう生徒会長と、探検部部長の御陵真世先輩でした。

　こちらに目をやった御陵と稲荷の視線がほんの刹那からみます。

　そして稲荷は元部長たちに向き直って告げます。

「……まさか。探検部だけは死んでも戻りません」

　そうやって改めて言われると、ほむらの胸は痛みました。

　稲荷は元部長たちの隙間からそんなほむらを見つめ、言葉を続けます。

「あたしは、将来ジャーナリストになりたいんです。ですから進学は真面目に考えています。部活動が必ずしもその妨さまたげになるとは言いません。けれど、あたしが今やらなくちゃいけないと感じていることとは違うんです。情熱だけじゃ、いいジャーナリストにはなれませんから。広い視野を持つために、基礎教養を身につけないと」

　そう語る彼女の言葉が、御陵の耳に届いたかどうかはわかりません。

　御陵と六地蔵の二人は、稲荷やほむらには関わらず、そのまま探検部の部室棟へ向かっていってしまいました。元部長たちも緊張感をはらんだ面持ちで、その背中に視線を送っていました。

「では失礼します」

　稲荷は元部長たちに頭こうべを垂れると、にゃっち先輩と連れだってその場を去ります。

「じゃあね、ほむら。そんな情けない顔すんな」

「……はぁい……また明日」

　稲荷を見送り、その場に残されたほむら。あらためて部室棟へ向かおうとすると、いつの間にやら残った元部長たちに囲まれていました。

　え、え、何で？　と、挙動不審になるほむら。

　逃げ腰の彼女の肩をバスケ部元部長がぎゅっと捕まえます。

「あ、あの私は、ドラフト対象外ですのでっ───」

　まさか自分まで勧誘されるとは、と焦るほむらをダンクで突き落とす質問。

「ところで日ノ岡さん。虚惑星人をぶっ殺したってホント？」

「───ええっ？　ぶっ殺!?」

　さらに質問が矢継ぎ早にあびせられます。

「探検部ウォッチャーのブログに載ってたもの。ファーストコンタクトは青藍高あおこー探検部だって。ね、どうなの？」「近いうちに虚惑星側と全面戦争になるって聞いたけどマジ？」「違うって。御陵真世サマのご先祖なのよ」「いやサマはおかしい」「あの部室棟の地下から攻めてくるんでしょ？　ヤバくない？　勝てるの？」「東野くんが剣道でやっつけてくれるんでしょ？」

　必死に首を振るほむら。

「そ、そんな噂が？　いえ、全然聞いてません。ていうかそんな筈無いですからっ。遭遇した虚惑星人だって一人ですし。ちゃんとニュースで発表されてますよねっ？　どうか信用できる情ソ報ー源スでご確認をっ」




　ようやく元部長たちから解放されたほむら。

　虚惑星の事情に明るいジャーナリストの必要をひしひしと感じながら、部室棟の玄関をくぐります。その隣には、彼女に合流した藤森顧問の姿がありました。

「いやー先生、助かりました」

「こっちは気が気じゃないんだ。きみが何を口走るやらもう」

「大丈夫ですって。ケーキ、ご馳走様でした」

「そ、そっちの話じゃない！」

　真っ先に向かうのはいつもの待機室です。室内には、先に見かけた御陵部長が。そして既に来ていた東野と雨乃の姿が。珍しいのは六地蔵生徒会長です。

「いらっしゃいませ会長」

「お邪魔してるよー」

　と吞気に返しながら、雨乃にセクハラまがいのちょっかいをかけています。

　その脇で、かすかに落ち込んだ様子でいる御陵が気になります。ようやく先輩の表情の機微を見慣れてきたほむらだからわかる表情。




「きみたち、夏のＳＡではご苦労だった」

　本日の部活スタート。

　藤森顧問の話が始まりました。六地蔵会長をその場に同席させたままです。

　会長は先ほどのイタズラの姿勢のまま、膝の上に雨乃を抱え込んでいます。困ったふうの雨乃ですが、他の誰もそれをとがめる様子がないので、目をぱちくりしてきょとんとした表情。

　ほむらだけは差し入れのアルフォートを矢継ぎ早に口に放り込みながら、むしろ私が雨乃ちゃんに膝枕されたかったのに……とジト目で会長をにらんでいます。そういう注意散漫のせいで、いつも肝心なお話を聞き逃しているのでは……。

　まず藤森顧問が語ったのは次のミッションについて。

「次回の虚惑星でのミッションは未踏地の踏破ではなく、新しいベースキャンプの設営だ。これは日ひ吉よし坂ざか高校との合同作業となる。かの城下の土地を恩おん借しゃくするにあたっては、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめとの密な交渉もミッションに含まれてくる」

　……オンシャクってお父さんの発泡酒と関係あるかしらと勘ぐりつつも黙って話を聞くほむら。

「ＳＡでの会議で各校のコンセンサスは得たが、具体的な作業の段取りについては殆どこれからだ。忙しくなるので覚悟しておいてくれ。こちらの方針が固まりしだい、日吉坂高校ともすぐに打ち合わせに入らないといけない」

「その件ですけど───」と東野。

「なんだ。東野」と藤森。

「稲荷先輩は、御陵部長と一緒にベースキャンプを設営してきた経験があるはずですよね。だったら稲荷先輩に、協力を申し込めると思うんですが」

「残念ながら稲荷から復部の届け出は受け取っていないぞ」

「……知ってます。けれど、部外者として協力してもらうのは構いませんか」

　腕組みする藤森。

「それは稲荷を虚惑星に同行させるという意味ではないんだな？　設営プランの相談や、過去の失敗談の聞き取りをしたいってことか」

　頷く東野。小さなため息を一つつき、藤森顧問は御陵部長を見やりました。

「どうする御陵。きみ次第だ」

「……東野くんが、必要と考える、のでし、たら、構いません」

「部長が反対なんだったら、俺は───」

「反対、する理由は無い、です。稲荷さんの賛同を得られるなら、どうぞ」

　部長の返事が硬い口調になっているのは、ほむらだけでなく尋ねた東野も感じています。稲荷に対して、いまだに態度を軟化させることのない御陵部長。

　東野の提案が受け入れられたのは、ほむらにとっては予想外でした。彼女はあくまで、その意思が無い者を虚惑星に向かわせるのは反対というスタンスのようでした。

　その根本的な理由については、はっきりしませんけれど。

「あー、それから」

　藤森が今日の議題を進めます。

「次回ミッションでは、日吉坂高校以外にも、他校の探検部から同行者が一人加わる。大阪府立南な雲ぐも高校の副部長、大嵐おおぞれだ。ＳＡでは司会をやってたから、きみたちも覚えているな」

　頷く東野や雨乃。もちろんほむらも。大嵐先輩には、虚惑星の島の礁池ラグーンで、サメに襲われた窮地を救ってもらいました。その時にみせた圧倒的な魔法は、今でも強く記憶に残っています。

　二に人にん羽ば織おりよろしく、上から握った雨乃の手をひょいと挙げさせて、六地蔵が口を挟みます。

「ちょっといいかな？　大嵐岬みさきならわたしも知ってる。府立南雲の魔術師ウィザードでしょ。その彼が、わざわざ青藍高あおこー探検部の担当区域にまで、いったい何しに？」

「うん。それは今後の公平を期すため、というところだな」と答える藤森。「虚惑星唯一の人類、五百津之美須麻流ノ姫───この虚惑星のお姫様との面会希望は、国内の各校探検部だけでなく、すでにほとんど世界中の調査官組織から申し出が寄せられている。まずこれを実際に受け入れさせることが可能かどうか、当事者であるすばる姫に確認をとらなければいけない」

「ははあ、なるほどね。真世が交渉するのでは都合が悪いのか。真世が、彼女の血縁者だから。すばる姫の意向を誘導するかもしれないって？」

「ありていに言えばそう」あきらめの表情で頷く藤森。「これはもう仕方ないよな。そんな膨大な面会希望は、どう考えたってオーバーすぎる。こちらの思い通りにはいかないさ。そうなった時のためにも、なるべく将来の禍根を残さないよう、せいぜい配慮するしかないだろ」

　そこで藤森は神妙な面持ちの御陵部長に向き直ります。

「だがな。もちろん、御陵、きみが蚊帳かやの外に置かれるわけじゃない。むしろ現地のベースキャンプの責任者として、しっかり交渉に参加してもらわないといけない。ただただ上じょう意い下か達たつで、決断は他人任せ、では、すばる姫の信頼を得ることなんか出来るはずも無いからな」

「はい。心得て、いま、す」御陵部長がしっかりと頷きます。

　その返事を聞いて、すこし安心したのか、藤森も表情をやわらげました。

「実際のところ、同行するのが天竜の奴でなくて、ほっとしてるがな。わたしは」

　肩を落として脱力する藤森。

「天竜代表と、すばる姫って、意外とウマが合いそうな気がするけど」と東野。

「え。なんで」とほむら。

「いやなんとなく。そんな気しねえ？」

　わかりません、と首を振るほむら。

　その脇で、今度は雨乃が藤森に尋ねます。

「天竜代表ご自身が来られないのはなぜですか？　日本の探検部の代表ですのに」

「府立南雲あちらにだって探検部としてのミッションの予定はあるさ。奴が部長としてその指揮をとるからだろ」

「なるほど。適材適所ですねー」と雨乃。

「……それは違うよ。命がかかってる厳しいミッションだってことだ。それが部長の役目だからだ。適材適所なんてのは、やる事が事前に解ってるルーチン作業の場合の話だよ」

「命……ですか」

　少し間をおいてから答えた藤森。その返事を耳にして雨乃はショックを受けたようにひるみました。その背中で六地蔵がさらに尋ねます。

「じゃあ今回は、大嵐岬が全権委任の外交官みたいなものになる？」

「そこまでの大任じゃない。その前段階の予備調査ってところだ」と藤森。

「いろいろ、調整が大変なんですねえ」とほむら。

「まあな。それよりわたしとしては……」

　顔をしかめた藤森は、日吉坂高あちらが佐さ保ほのアホをメンバーリストから外してくれるように願うばかりだ……とぶつぶつ呟きます。

　ひいた椅子にもたれて、後頭部で手を組みながら東野は笑っています。

「大嵐先輩か。ちょっと緊張モノだけど、それはそれで楽しみだな。いい機会だから、日ノ岡は魔術師ウィザードから直接に魔法を教えてもらえばいいじゃん」

「ちょっと緊張、どころじゃないけど……。でも確かに東野くんの言うとおりかも。予習しとかなくちゃ」

　珍しい。それは感心ですね！

「あのー、とーこーろーで」やおら挙手するほむら。「今日にかぎって、なぜ六地蔵会長がここに？」

　雨乃の肩に顎をちょこんと載せていた会長が、おっ、わたし？　と顔を持ち上げます。

「ふふーん。実は探検部への入部を考えててねぇ」

「えっ」「はぁ？」

　ぎょっとするほむらと東野。

「宝たからさんがですか!?　探検部に？」

　雨乃も目を丸くして振り向きます。

　ニヤニヤしつつ、その頭をぽふぽふと押さえる六地蔵。

「うそ。じょーだん。わたしは一応生徒会長だからさ。探検部の活動が、この学校のみんなにどんな影響を与えるか知っておきたいんだ」

　それについては藤森も了解済みらしく、同意して頷きます。

「そう。そんなわけで六地蔵には、毎学期の要所要所で来てもらってる。しかしまあ、そこまでわたしたち探検部に興味を示した生徒会長は、歴代でもきみが初めてだけどな」

「わはは。せっかく真世がキラキラしている校内シーンを見逃す手はないですって」

　六地蔵は御陵と目を合わせて、おどけるように肩をすくめました。

　そして、腑に落ちない様子のほむらに視線を戻して、

「あー、それは何か勘違いしてる目だな。学校のみんなって、探検部以外の生徒を言ってるんじゃないからね。きみたちも含めてだ───真世も、ほむらも、剣道小僧も───」と順繰りに指さし、「そして雨乃ちゃんもなっ」とぎゅっとハグします。

「何いばってんすか会長は。そんな格好で」

　小僧呼ばわりされた東野からの非難も気にせず続ける六地蔵会長。

「探検部の活動に熱中してると忘れちゃわないか？　ほむらたちも青藍高校の一生徒なのだからね」

「す、すいません。その通りですね」とひとまず謝るほむら。

　それは誰かに言われた言葉にも似ていました。そう、学校生活だって勿論ほむらたちの現実リアルです。

「ところで雨乃ちゃんは、見た目より結構重いのだね」

「……えっ、そんなこと……あっ……ありますけど……」

　六地蔵に思わぬ指摘をされ、遅れてかーっと赤くなった雨乃。

「えっと、もうミッションに備えて虚惑星用の電セ池ルを搭載してますので……いつもよりちょっと重いです……」

　会長の膝に乗ったまま、申し訳なさそうに縮こまる雨乃。

「あー六地蔵会長、ロボハラだー」「ほんとだ、ロボハラだ」

　ほむらと東野から立て続けに責められ、さすがにヘコむ六地蔵。「ごめーん」と素直に頭を下げます。

「なんだロボハラって」と怪訝顔の藤森。

「ロボハラスメントの略であります。モリちゃんも気をつけてくださいよ？」とほむら。

「ですよ!?」と雨乃。

「それ、対象が逆だろ。どっちにせよゴーレムに気をまわしたりなんか絶対しないかんな」

「またまた稚鮎さんはぁ！　ゴーレムって呼ばないでくださいって言ってるじゃないですか！　クラス：盗賊シーフとか勝手に登録するのもやめてください！　もうっ」




　ミーティングが一段落したのち、ほむらは部室棟の屋上に出てみました。

　銀色の天体観測ドームが目立つ屋上には、午後の風がそよぎ始めていましたが、まだ夏の日差しの熱が残っています。

　ミーティング中、以前の緊急脱出の経験を踏まえてミッション期間は衝撃吸収マットを屋上の床に敷き詰めようか、という提案も出ました。

　マットを敷くのは部室に残る待機組の仕事になりますが、「面倒くさい」「どうせ予想の場所に帰還できるはずない」「その理屈なら校庭全部にクッション敷くはめになる」「そんなのより日頃の交通事故に気をつけろ」と屁理屈をまくし立て、まったく乗り気ではなかった人間が約一名。

　ぶつくさ不満を述べていたその人物が、屋上の先客でした。

　他部の活動中のグラウンドをぼんやり眺める彼女の隣に、寄り添うほむら。

「先生？」

「んー」

「式にはちゃんと呼んでくださいね」

「……っ……式って……」

　手すりにもたれていた藤森はさらに前にうなだれて落っこちそうです。

「誰から聞いたんだ。人のあとをつけるとか悪趣味じゃないか？　きみたちは」

「やですね。あの場所で会ったのは偶然ですってば」

「…………ぐうぜぇん？」

　すまし顔のほむらを、仏頂面でにらむ藤森。

「……雨乃の奴ときたら『お二人はデートですよ？』なんて言ってたが、じゃあ本当だったのかな」

「それは雨乃ちゃんの冗談。そんなのあり得ないって先生だってわかってるでしょ」

「まあな。そりゃそうなんだろうが」

「で、いきなりお見合いだなんて、どういう風の吹き流しです？　その後の結果は？」

　しつこく食いついてくるほむらを鬱陶しそうに見返す藤森。

「風の吹き回し、な───結果は『今回はご縁がなかったということで』だとさ」

「お見合い作戦失敗ですか……」

　肩をすくめる藤森。

「最初から向こうにその気が無かったんだ。二人きりになったら、ぶっちゃけ結婚する気はありませんって相手の方から言われたよ」

「ええっ、それは失礼な人だなあ！」頰をふくらませるほむら。

「まあ……それはわたしの方も同じだったから。相手ばっかり悪くは言えないんだ」

「……なんだ」

　やっぱり。そう、ほっとしている自分にほむらは気がつきます。

「もしかして、赤土さんのおばあちゃんの紹介ですか？　頼まれて仕方なく、とか？」

「さすがにわかるか───そうだよ、以前からの約束でさ。ひどいんだよなあの人。入院中のお見舞いに行ったら、手術が成功したらお願いを一つ聞いてもらってもいいかしら、とか言うんだ」

「そ、それは断れないですね」あちゃーと苦笑するほむら。

「相手方の仲人さんの……赤土石つ蕗わ子こさんの旧いご友人の紹介を聞いてあげたいってことだったんだが。いつの間にか話が進んでいて焦ったよ。まあ何とか義理は果たしたかな。……わたしもそんな気は全然なかったけれど、いざああいう席になれば、形ばかりでも着飾る気にもなるし、いざ断られると落ち込むもんだなぁ」

　確かに今のジーンズ姿の藤森からは、あの可愛い格好は予想もつきません。

「───で、何が聞きたいんだ」

　本題を隠していることを悟られて、ほむらも藤森先生の単刀直入さに合わせ、雑談モードから頭を切り替えます。

「稲荷先輩のことですけど」

「ん？……東野も呼んできたら？　それなら」

「い、いえ、東野くんはいいです。まだ下の部屋で、新しいベースキャンプの話で盛り上がってましたし」

　今の彼には聞かせられないと、ほむらは漠然とわかっていました。

　もし納得のいく答えを聞いてしまったら、それは東野巧の悩みを増やしてしまうかもしれなかったから。

「あの……この部室棟に六地蔵会長が見学に来てもいいんだったら、稲荷先輩を部室に連れてきたっていいですよね？　資格は当然あるんだから」

「本人がウンと言わないだろう」

「そこは強引に」

「今度はきみからお願いしてみるって？……難しいだろうな。ＳＡではよく来てくれたもんだ。お陰で助かった」

　ＳＡに突然現れた稲荷にはほむらも驚きました。藤森顧問とのあいだで、どんな取引が行われたのやらはあえて聞きませんが。そこにはきっとほむらも知らぬ、信頼と負い目のまじりあう、一年半に亘わたる貸し借りの関係があるのでしょう。

　ほむらはためらいながらも想いを口にします。

「私ずっと稲荷先輩は、御陵部長との個人的な確執で探検部をやめちゃったんだって思っていました。過去の遭難事件がきっかけで。でもそれだけじゃなくて……ＳＡで、稲荷先輩と他の先輩たちとのやりとりを見ていたら、先輩は探検部そのものに何か静かな怒りを感じているんだなって思えてきて……でもそれが、何なのか私にはわからないんです」

「そのうちわかる」

「それじゃ遅いんです！　だから、せめてそれだけは教えてください。先生は先生ですけど、探検部の先輩としても聞いてるんですよ、私」

　藤森は黙ったまま、じっとほむらを見返しました。

「…………」

「な……なんですか？」

「いや、そのくらい真面目に作文や読書感想文も書いてくれたらよかったのにな。ほんときみは文章になると自信が無い。あんなあからさまなテンプレ。それらしく書こうなんて思うから、つまんなくなる」

「すみません……」

「いいよ。それに、そんなふうに頼られたら、わたしも敵かなわないしさ」

　小さく息を吐いて、藤森は言葉を続けます。

「ＳＡでの他校の発表を見て、きみはこう言ったな。いろんな人がいて新鮮に感じられた、面白かったって」

「はい」

「稲荷のキツネ耳には、あの発表はこう聞こえてる───いいかお前たち？　あれはするな。これもするな。もし俺たちで作ったお約束を破ったらわかってるな？　ってな」

　ほむらは視線を落として首を振ります。「よく……わかりません」

「つまりこうだ。あの成果発表は決して彼ら探検部員の全力なんかじゃない。もっと頑張れた。もっともっと先に行けた。それなのに俺たちはこれだけ我慢をした。顧問や関係者の目を意識して妥協をした───そう聞こえているんだ。稲荷はそんな同調圧力を面白く思ってない」

「私にはそんなふうにはとても……。純粋にすごいなあって。みんな一生懸命で楽しそうだなって。そう聞こえました。これって私の耳が人間並みなせい？　ですか？」

　頭に両の掌を立ててキツネ耳をつくるほむら。

　それを見て、藤森がふっと笑います。

「きみと稲荷の感じ方が違うのは当然だし、別にいいさ。ただ……稲荷は少しばかり大人に近づきすぎたのかもな」

「大人にですか」

「虚惑星では不都合なことがあっても、誰のせいにもできない。無茶も無謀も、サボりも強情も、ぜんぶ自分に返ってくる。自分自身で行動の責任を負わないといけない。すぐにそれを思い知らされる───だったらそれはもう大人ってことだ。そういう場所だ。けれどこの国の大人たちは、それを認めようとはしない。あくまでも未成年扱いだ。怖いから」

「───怖……い？　なんで？　どうしてです？」

　じぶんたち高校生が大人に怖がられている、というのは意外でした。

「建タテ前マエの予防線を張ってるんだよ。自分オトナたち管理する側は、十分に指導したし支援もしたぞと。青少年調査官たちが不安に感じていることや、答えが出せずに迷っていること。そういう事柄にもっともらしく口を挟んで、自分たちの経験で決めてかかっている。何かを分かち合おうとしながら、実際には突き放している。あとは全部お前たちの失ミ敗スだってな。そんなのもう言われなくたって……調査官たちはみんな解ってるのにな」

　失ミ敗ス……あのＳＡの発表をしめくくったスピーチ。

　御陵議員は、我々はいずれ失敗に向き合うだろうと語っていました。

　でもそれよりもほむらの印象に残ったのは、ＳＡの壇上で稲荷が激しく食ってかかっていた相手のことです。

　すばる姫をめぐって雰囲気が悪くなってきた時、会場をなだめようとする天竜代表に向かって彼女は、あんたは薄っぺらな看板なの？　と詰め寄りました。

　その時の天竜は、ポーズばかりはたじろぎながらも、怒る稲荷を、どこか嬉しそうに見つめ返していました。

（天竜代表と、稲荷先輩、か……あの二人は、どちらが大人なんだろう）

　ほむらにはまだわかりません。

　藤森がため息をつきます。

「偉そうなこと言っても、わたしも同類なんだ。管理官だからな。こういう仕組みを作ってきてしまったのもわたし達自身だ。責任も感じてる」

「大変なんですね」

「まったくもって他人事だよな……」

「他人事ですし。私には私なりの苦労だってありますし？」

　苦労ねえ……と横目でにらむ藤森を、涼しげな顔でやりすごすほむら。

　日本最初の調査官の一人である藤森顧問にも、彼女ならではの苦悩はあります。

　ただ同情しようにも、藤森の味わった艱かん難なん辛しん苦くなど、ほむらには想像もつきません。一学年違う稲荷先輩のことですら今は持て余しているというのに。

　またグラウンドに視線を戻す藤森。

　その隣で手すりに頰杖をつきながら、ほむらはぽつりと呟きました。

「智恵子は東京に空がないという」

　そんな何気ない言葉に藤森はちいさく頷いて空を見上げました。

「……そうだな。こんな当たり前の空でも、稲荷には見えなくなってるのかもな」

「…………」

　だったら───

　御陵真世はどうなのだろう、とほむらは思いを馳せます。

　なんだか近くて遠くなってしまったような……そんな気のする彼女は、今の探検部のことをどう感じているんだろう、と。濃密な十八年の人生のなかで御陵真世が見てきた空は、私たちとはきっとちがう空の色です。

　一人の学校の先輩だった彼女は、子供の頃から訓練に励んできた努力家で、実は虚惑星開拓を推進する国会議員の娘で、そして天竜代表の許嫁でもあって───

　それでもほむらには、彼女を自分と住む世界の違う人間だとは思いたくない、同じ現実リアルを生きているんだと、そんな誰に聞かせるでもない小さな信念がありました。

　崖から足をすべらせ、滑落したほむらを救助してくれた先輩。

　あのささやかな、けれど忘れがたい数分の出来事。抱きしめて落ち着かせようとしてくれた彼女のほうが、ずっと大きく心臓が高鳴っていました。

（先輩も怖かったんだ───あの時）

　それに気づけたことが何よりもほむらの不安を和やわらげてくれたのでした。

「よーし」

　と両手を振り上げて意気込むほむら。

「それじゃあ、モリちゃんの婚こん活かつと、私と東野くんが稲荷先輩を探検部に連れ戻すのと競争ですねっ？」

「競争なんかしないっつの。まあ、稲荷に関しては、わたしに出来なかったからこそ、きみらに出来ることもあるだろ。期待してるよ」

　そう言って藤森は先に階下へと降りていきます。

　誰も居なくなった屋上で、ほむらはもう一度大きく腕を振り上げて、ついでに空中に向かって何発か変なキックもかまして、自分に気合いを入れるのでした。
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　そして翌週早々───。

　青藍高校部室棟の転送室から、虚惑星へと無事に転移した探検部員たち。

　ほむらにはＳＡでの無人島以来の、また、待ちに待っていた東野や御陵部長にとっては二ヶ月ぶりの虚惑星です。




　時刻は昼過ぎ。

　普段であればとっくに目的地へ出発しているはずの時間。

　ほむらたち総勢五人の調査官は、まだベースキャンプに待機していました。

　今後は旧ベースキャンプと呼ばれるようになる場所です。今回のミッションはここからすばる姫の城へと向かい、その近隣に新たなベースキャンプを設営するものなのですから。

　それもあって今回持ち込まれた道具や資材は格別にかさばるものとなりました。

　ひとまず一ヶ所にまとめられ存在感を主張している荷物の塊。これから延々と山道を運搬していくことを考えると、ほむらはもう見たくもありません。一日も早くエンジン付きの軽量車サイクルカーが実用化してくれないかと願うばかり。




　それでも今回のミッションには、重たい荷物を分け合う新たな顔ぶれもあります。

「どうですか、巧さん！」

「───よし。オッケ。舎人さんから預かった初動チェックリストは、これでぜんぶ『済み』マークにできた」

「異状なしですか？　ボクのボディ問題なしですね？　オールくりあ！」

　ぴょんぴょん飛び跳ねて全身で喜びを表現する雨乃。

　第四秋期を迎えた虚惑星の青空に横たわるベーグル。

　それを雨乃は飽きずに振り仰いでは、感嘆の息をもらしています。

　ほむらにも経験のある、そんな雨乃の初々しい反応を、我が事のように眺めます。

　転送酔いの不快さをこらえつつ雨乃の動作チェックにつきあっていた東野も、すっかり体調を取り戻し、嬉しそうに笑っています。

「なんかうまく行き過ぎて怖いくらいだな」

「そんなこと言わないでください！　ここまでがとにかく失敗の連続で長かったんですから。これで本当にボクも一緒に探検に行けますね！」

「ああ。よかったな、雨乃。おめでとう」と東野。

「大丈夫だったー!?　おめでとーアメちゃん！」

　少し離れた場所から、ほむらも大声で雨乃に呼びかけます。

「はい！　石つ蕗わ子こさんの御守りのおかげですね！」

「これで青藍高校部員揃って探検に行けるね！」

「はい！　はいっ！」

　……けれどそんなちょっとした感動の場面に水を差す先輩が一人。

「探検ちゅーよりは、今回はヤボ用に近いけどな」

　ほむらの隣に立ってこともなげに呟く女子探検部員。

「そうですね……」

「なんや。なんか言いたげやん」

「いえ……別に」

「悪うございましたなあ、大嵐副部長じゃのうて」

「そ、そんなことは言ってマセンヨ……？　な、七なな久く保ぼ……センパイ……？」

　ほむらをじっと見返す七久保。

「目が語っとるやろォ？　その煙けぶったそうな目がァ、口ほどにィ」

　本来、同行するはずだった大嵐岬に代わり、青藍高校を訪れたのはあの七久保小さ枝えでした。

　大阪府立南雲高校の二年生。近眼の視力が向上する東野とは違い、彼女は虚惑星に来ても眼鏡を必要とする体質のようです。

　そして当人にずばり見透かされた通り、ほむらの苦手とする相手ですが、図らずもＳＡでは随分とお世話になってしまった先輩です。

「ええねん。うちかて好きで来たわけや無いねんから。なんでうちが青藍に交じって荷物担かつがにゃあかんねん」

「か、感謝してます……転送の魔力も節約できて感謝しております……」それは本当に事実です。「下手すると誰か一人が一度地球に戻って往復しなきゃいけないくらいの大荷物だったんですけど。七久保先輩の有効転送携行物ペイロードの許容量キャパシティが桁はずれで、いっぺんに転移できましたって、御陵部長がとても嬉しがってました」

「…………」

　なけなしの知識を総動員して持ち上げたのに、無反応なままでいる七久保をのぞきこむほむら。

「先輩？」

「あ……ああ、構へんよー。お礼は現金でええで。青藍はお金持ちでええなあ。あれこれ切り詰めてやりくりしとる南雲うちとは大違いや」

「いえあの、私たちだって別に贅沢とかは……部室棟だけは凄いですけど……」

　そこにいたのは相変わらずの調子で不満たらたらの七久保です。

　相手するほむらもたじたじ。

「でも、天竜部長は大財閥の御曹司だって聞きましたけど……まるで絵に描いたような？」

「そんなん関係あるかい。部長は部長やろ。うちらは庶民やん。わざわざ早起きして『のぞみ』で来てやったんや。リニアなんか贅沢もんの乗り物モンや」

「そうデスネ」

　言いたい放題の後にフゥと息を吐く七久保。

「ところで、さっきから見とったら、あんた何ずるけとんねん。御陵部長の手伝いせんのかい」

「いやーちょっと捜し物を」

「捜し物て」

「いやちょっと……」

　虚惑星人の残した遺跡をリフォームし利用されていたキャンプ。

　以前の事件で、鈴蘭のしでかした強烈な悪戯いたずらのために、石組みの遺跡の地上一階と地下一階は無残に崩落してしまいました。

　今はかろうじて残った武器庫を、風雨を避ける最低限の避難小屋にしています。

　今回、虚惑星に新たに持ち込んだ資材だけでなく、元からこのベースキャンプに備えられていた道具類も、使える物は利用しようというのは計画の範疇です。

　御陵部長は虚惑星へ来てからずっと、武器庫に出入りしながら、それら物品の取捨選択に忙しくしています。

　ほむらも（建前上は）崩れた瓦礫の下に使えるものは無いだろうか、とみてまわっているところでした。けれど前回の訪問の際には整理しきれず、屋外で吹きさらしになった品々のほとんどはもう使い物にはならないようでした。

　七久保はなんとなくほむらの捜し物の理由を察したようです。

「庶民としてはそのモッタイナイ精神は立派やけどな。このへんの物はもう無理やろ。苔コケはえとるで」

「こちらの素敵なオイルランプですとか……」

「錆びとるやん。そんなもん、また作ればええやろ？」

「そうですけど」

　七久保の言葉通り、このキャンプ自体が自然と一体となり、もとの城しろ址あとに還ろうとしています。

　周囲を眺めながらあらためて虚惑星での時間の流れの速さを痛感し、ほむらは溜め息をつきました。

　───地球の六倍の速さで流れていく虚惑星の時間。

　それは同時に、すばる姫とほむらたちとの隔たりの距離でもあります。

　あれから虚こ惑ち星らでは一年が経ちました。

　鈴蘭というたった一人の家族を連れ去り、孤独のなかに彼女を置き去りにして来てしまった。そんな罪の意識がほむらの胸を苛さいなみます。

　そうこうしているうちに御陵部長が二人のもとに顔を見せました。大きな深鍋と飲料水のタンクを両手に軽々と抱えています。

「日ノ岡さん、そろそろお昼の準備をしましょうか？」

「あっ、はーい了解です！　えっとたしか十一人ぶんでしたよね？」

　鍋を引き受けようと小走りに近寄ったほむらの前で、思案顔で首を傾ける御陵。

「……十四人分は必要かもですね」

「そんなにですか!?　確かに大おっきい人がいるからなあ」

「わたしは火周りの準備をしますから、水汲みをお願いします。七久保さんもお手伝いをお願いしていいですか？」

「……ま、しゃーないっすね」と応じる七久保。

　鍋を抱えて、キャンプ近くの水場に向かいながら、七久保の横顔をにやにやとのぞきこむほむら。

「……なんや。こっち見んな。気持ち悪い」

「七久保先輩……御陵部長の憑格者トランス姿って初めてでした？」

「じ、直じかに見るんはな」

　御陵部長がいっそう麗うるわしく変貌した姿に驚き、意識していたことをほむらに気づかれて七久保は決まりが悪そうです。




　二人が水場から戻ってくると、キャンプはとても賑やかになっていました。

　青藍高校のペア校、日吉坂高校探検部の一行が到着したのです。

「わっ、みんなもう来てる!?　おっつかれー！」

「ちょちょ、揺らさんでな。こぼれよる」

　思わず早足になるほむらを、七久保が慌てて追いかけます。

　日吉坂高は地球時間で六時間ほど先行して虚惑星入りし、彼らのベースキャンプからすぐに青藍ベースキャンプに向けて出発していました。

　移動中に虚惑星で一夜を過ごし、この昼過ぎにこちらへたどり着いたのです。

　両校の部長同士が打ち合わせた時間通りの到着でした。

　日吉坂もまた同じく全部員が今回のミッションに参加しています。

　上かみ狛こま倖さち部長を筆頭に、多た賀が太た一いち副部長、桃もも山やま雅まさ巳み先輩、早はや瀬せ諒りょう先輩、佐さ保ほ秋あき穂ほ、鼎かなえ結ゆ理りの六名です。

　ミッションの主役である青藍高校からは、御陵真世部長、東野巧、日ノ岡穂群───そして初の虚惑星入りを果たした藤森雨乃の四名。

　さらに大阪府立南雲高校から七久保小枝先輩が加わり、合計で十一名の調査官が参加しています。

　ほむらにとっては心強いことこの上なく、実は雨乃にも劣らず興奮気味だったり。

　やはり彼らに駆け寄った東野と雨乃が歓声をあげます。

「すっげー斑マダラ鹿ジカだ！」「虚惑星の固有種ですね!?」

　多賀先輩が頷きます。

　日吉坂の副部長である多賀のバックパックに縛り付けられた獲物がほどかれ、どしりと地面に横たえられました。

　一頭の雄鹿です。冬季でも薄れない背中から腰にかけての斑まだら模様と、雄鹿としてはやや小ぶりな角が特徴です。それほど大きな鹿ではありません。多賀先輩のそばでは、いっそう小さく見えてきます。

　鹿の胴体にある血の滲にじみを見て東野が尋ねました。

「この矢傷───早瀬先輩が仕留めたんすか？」

「ああ。だよ」弓をひきしぼって射る真似をしてみせる早瀬。「大人数でお邪魔するからさ、こっちも何か一品持ち寄ろうかってね。ランチタイムには間に合ったな」

「昼間っからこんなご馳走もどうかと思うけどねー」

　と苦笑する上狛。

「いやいや、夜に向けてスタミナつけないと」「何がだ」

　しゃしゃり出て来ておどけた佐保秋穂を、上狛がパカっと殴ります。

「あざーすっ。それはともかく捌さばくのは僕に任せて。もう血抜きは済んでるからさ」

　佐保は得意げに革ケースに入ったナイフを取り出します。

　上狛に殴られて、しゅんと倒れていた耳がまたぴんと立ちます。

「やった。俺にも捌き方教えてくれよ」と意気込む東野がふと振り返ります。「何してんだ、日ノ岡も来いって」

「ううう……そーゆーのは秋穂くんに任せるってばぁ」

　完全に腰のひけているほむらを捕まえる東野と佐保。

　まさに役得とばかりに、佐保は手取り足取りほむらに獲物の捌き方を教えます。

　ほむらの手に握らせたナイフでみるみるうちに捌かれていく獲物。その感触にほむらはけたたましい悲鳴をあげっぱなしです。

　騒がしい面々を呆れて眺める七久保を、鼎結理がじろっと横目で見ていました。

　挑戦的にきらめく赤い瞳。

「……なぁんだ。大嵐さんじゃなくなったんですね」

「あんたか、鼎。あいかわらず辛気くさい面ツラやな」

「大嵐さんに教わる機会無いんだったら、来た意味なかったな」

　いかにもあてが外れたようにあくびをする鼎。

「ハッ。副部長もそんなに暇やないねん。つか、あんた性格キャラも変わっとらん？」




　慌ただしくも満足のいく食事の後。

　両探検部はキャンプを出発しました。

　各自で大量の資材を分担しながら運搬します。力自慢の多賀などは見るからに山のようです。ほむらも勿論例外ではありません。

　男子部員勢に比べれば量は控えめにしてもらっているとはいえ、それでも慎重に歩かないと、山道に足をとられてバランスを崩してしまいそうです。はしゃいで走りまわるなどはもってのほか。

　されども、ほむらよりずっと小柄なのに、ほぼ同量の荷物を易やす々やすと担いでいる雨乃を、ほむらは羨ましそうに見ました。

「アメちゃん元気だねー？　重くないの？」

「もっともっといけると思うんですけど……御陵部長が『無理は禁物です』って」

「うん。そうだね。普段と違う感覚に慣れるまでは、転んだりするからね」

「はい！　気をつけます！」

　虚惑星の先達の指導に感心して、何度も頷く雨乃。同じ道程を行くのはこれで三回目になるほむらは、そんな彼女の反応にちょっとご満悦です。

「何も無いところで足を滑らせる奴もいるからな」と東野。

「東野くん……それはおっしゃらないで……」

　突っ込みにしょげるほむら。まあまあと雨乃に励まされます。

　心の深しん奥おうに消えない灯火ともしびのような楽しさを感じながら、ほむらは空を見上げました。

　いつもなら孤独感が募るばかりの虚惑星の大自然のなかで、はじめてこれだけ多くのざわめきに包まれています。

　それでも変わらず天空に横たわる虚惑星の環、ベーグル。

　羊飼い衛星の働きで、みずからその形を保ち続けているという魔法の天体。

　正午へ向かうにつれ虚惑星の太陽は見かけ上ベーグルへ近づいていきます。

　快晴の青空のもと、夏季よりも随分と輝きの薄れてしまったベーグルは、すこし遠くなったように見えました。




　移動の道すがら───

　府立南雲からの参加者が大嵐副部長から七久保へと交替となった経緯が、当人から語られました。交替を知らぬまま合流した日吉坂高探検部はもちろん、青藍高の部員たちも、まだ込み入った事情までは聞く暇がありませんでした。

「メイヴェル・チャンドラーのご指名でな、府立南雲うちの天竜部長は中国まで急ぎ出張する次第となった。向こうの虚惑星担当区域で発見された遺跡の共同調査……ちゅう名目やけど、実際はあちらさんの調査実態の査さ察さつ任務や。どうしても正式な査察団を受け入れんから強硬手段やな」

　予定外の査察任務……とはまた穏やかではありません。

　話を聞くほむらたちにも不安と緊張が立ちこめます。

　新聞に躍っていた不穏な見出しが、いよいよ身近な現実として迫ってきました。「青少年調査官の過剰な長期滞在」「国際条約を無視したベースキャンプの敷ふ設せつ」。中華人民共和国で秘密裏に行われているという、そういった行き過ぎた行為の確証をメイヴェル監査官は自分の手で摑んだのでしょう。まだ地球にいながらです。

　さらにはあの青い瞳でその実態を直接確認しようと、虚惑星へ乗り込もうとしているのです。

「さすがに虚惑星の女王レジーナの指名では断れん。せやから府立南雲うちらのミッションも、不在となる部長に代わって大嵐副部長が指揮をとることになった。それであんたら青藍・日吉坂向けの人材派遣も、このうちにお鉢が回ってきたっちゅーわけ。まったく貧乏クジやなぁ……」

　いかにもイヤイヤ来てあげました、という態度を隠さない七久保に、ほむらも他の部員たちも苦笑します。

（メイヴェルさんかぁ。印英ハーフなんだっけ。早熟の天才で。日本語もペラペラで。しかもすっごい美人なコだったなあ……私より年下だけど。天は二物も三物も平気で与えるよねぇ……）

　メイヴェルは国連ＵＮＰＩＥＰ本部の監査官です。まだ弱冠十四歳というインド出身の少女ですが、部長会議の席で目にしたその堂々とした振る舞いは、ほむらにも東野にも強く印象に残っています。

「それにしてもミス・チャンドラー直々のご指名っすか。意外と信頼されてるんすね。天竜代表」と東野。

　七久保は神妙な表情で頷きます。

「インドと中国は国境問題をめぐっての仇敵や──言うまでもないけどな──中立的な立場の国連代表とはいえ、メイヴェルの査察は妨害されたりスパイされる可能性大や。メイヴェル嬢ちゃんも面倒は避けたいやろから、話の通しやすい気心の知れたメンバーで派遣団を固めたんやろ」

（……ごくり）

　地球を離れ、ある意味敵地へ───どんな事故が起きてもおかしく無い無法の地へ。わずか数名の仲間だけをひき連れて乗り込むだなんて、ほむらなどは想像しただけで震えあがります。

　それはともかく、ほむらにも東野に似た疑問が浮かびました。

「へえ、おっかない……でもなんだか天竜代表って、ミス・チャンドラーには毛嫌いされてるのかなって」

　メイヴェルとの短いやりとりを思い出しながら、ほむらは感じたままを口にしました。

　七久保はフッとせせら笑います。

「毛嫌いされとるやろ？　実際。むっちゃどぎつい四文字言葉スラングでけなされながらヒールでどつかれとんの見たことあるわ───ま、嬢ちゃんの個人的感情はどーでもええ。そこはトレードオフなんやろ。天竜部長はなんや知らんけど中国代表ともウマが合うしな。相手に警戒させるばかりやったらバランス悪いやんか？」

　そこまで言い切って、ふと思い出したように七久保は御陵部長の顔色を窺いました。

　御陵はべつに気分を害した様子はなく、自然に七久保の話を聞いています。

　そのまま七久保は肩をすくめ、溜め息をひとつ。

「まあ……府立南雲うちの顧問は中国あちらさんとベタベタするのはええ顔せんけどな」

　七久保の交替の件はそれで一段落しました。

　さらに上狛部長や桃山先輩は、中国側の虚惑星区域エリアで発見されたという遺跡について、七久保と情報交換を重ねています。しかしそちらのニュースは七久保も詳しくは解らないようで、すこし面倒そうに答えています。

　なんでも、大陸奥地で巨大な橋か城壁と思われる構造物の痕跡が見つかったらしい、という話が漏れ聞こえてきましたが、情報としてはまだその程度のようです。

　一方ほむらは、虚惑星では初めて対面する相手に注目していました。

　佐保秋穂です。

　彼はその遷移型を《猫人》として登録されている、憑格者トランスでした。

　その名の通り、猫を思わせる耳と尻尾が特徴です。そのまま猫にたとえるなら毛並みは三毛猫のそれでしょうか。瞳の色もすこし薄い色になっています。

　すでに稲荷先輩が変身した姿を目にしていなかったら、佐保を薄気味悪く思っていたかもしれません。それに、変身後の外見については、佐保自身がよく寄越すメッセージで時折話題にしてもいたので心構えは出来ていました。

　もう一人の虚惑星での初対面は桃山雅巳先輩ですが、桃山はそのまま人間でした。

　多賀先輩とおなじく、おとなしくて口数の少ない桃山先輩は、虚惑星での経験豊富な三年生ですが、何となくいつも影が薄い……と、失礼な感想を抱いてしまうほむらです。

　そして最後に、ほむらがひそかに気になっていたのは───

（鼎……結理さん……）

　上狛先輩と同じく、日吉坂高の女子探検服に身を包んだ鼎。

　虚惑星の無人島では、ほんのちらりと目にしただけで、こうしてゆっくり観察する機会はありませんでした。

　暗い褐色の肌。青みがかった光沢のある暗灰色の髪。吸い込まれるような深紅の瞳。鋭角的なフォルムの両耳。

　ウェンディゴの憑格者トランスだった苫小牧電波の姫川も独特の雰囲気を放っていましたが、また別の近寄りがたさがあります。

　日ひ吉よ坂こ高ーの制服を基調としている探検服も、上狛先輩のものに比べると若干改造が加わっているようです。雰囲気としては、魔法戦士クラスの御陵先輩のアレンジにも似ています。

　いまはその御陵部長と並んで歩いている、彼女。

　ほむらとしては、ちょっと見過ごせない組み合わせカップリングでした。ついつい二人のあとを歩きながら、会話に耳をそばだててしまいます。

　そうしてどうしても思い出されるのは、鼎自身の口から、御陵部長は自分の義あ姉ねになる女ひとだと言い放たれたあの夕方のことでした。

　……ですが、目前で交わされているのはどうやら至って普通の会話です。

「結理ちゃん……体調は大丈夫？」

　優しくかたりかける御陵に、鼎は淡々と返します。

「今のところは。前日の授業は休ませてもらって寝だめしてきましたから」

「あら。効果あるの？」

「自分が寝てたいだけだろうって、リョウに怒られました」

　くすっと、吹き出す御陵。

　部長もまた妖精種の憑格者トランスです。でもその外見だけではない雰囲気の違いも漂ってきます。ほむらたちの前では見せたことの無い親密な様子が。

　ほむらの隣に、音も無く佐保が追いついて並び歩きます。

「ユリちゃんのこと、気になる？」

「……うわ……秋穂くんか。まだびっくりするな……」

　ほむらはこくりと正直に頷きます。

「夜になるともっとはっきり変わるよ、ユリちゃん。角ツノも生えるしね」

「ツノ!?」

　思わず声をあげてしまったほむら。

　ふっと鼎がこちらを振り返り、ばつの悪い思いでほむらは赤面しました。

　鼎の観察は控えて、ほむらは佐保に話を振りました。

「秋穂くん、すまんねぇ。青藍高あおこーの引っ越しなのに、みんなにまで来てもらってさ。こんな大荷物まで背負って」

　佐保は事も無げに、お互い様だよ、とかぶりをふります。

「そう思ってるのはユリちゃんくらいでしょ。僕は全然そんなことないし、本格的なキャンプの設営っていうのも、それなりに興味あるよ。自分自身で家を建てるなんて、こんな機会が無かったら一生経験できないじゃない？　それにこんなに大勢で行動するのも初めてだし。あ、そうそう、虚惑星人のお城ってのも行ってみたいんだよね」

「そっか。秋穂くんもすばる姫と会えるの楽しみでしょ？」

「……は？　なんで？」

「いや……だって、お城に行きたいって……」

　佐保の切り返しに戸惑うほむら。その混乱にますます拍車をかけてくる佐保。

「だってすばる姫って千歳超えてるババアでしょ？」

「な……っ、ば、バ……？　ちょっとぉ～～？」

「興味無いんだよね。四十代どころか四桁のアラフォーとかぞっとするよ」

「なんてこと言うの！　失敬ね、秋穂くんは！」

　ほむらの剣幕にたじろぐ佐保。

「いやいや、なんで日ノ岡さんが怒るのさ───だいたいおかしいんだよ。ババアだって言うんなら、そのまま皺くちゃの婆さんでいいじゃん。そっちの方がずっとマシだよ。可愛いじゃない？　お婆ちゃんって」

「うーっ、とにかく許さない！　すばる姫はお婆さんなんかじゃないんだからっ。訂正しなさい！」

「女は何歳になっても見栄張りたいって、そういうこと？　いやー、どうかと思う。虚惑星人の美的センスを疑うね。年寄りの冷や水って言葉が……痛っ、あ痛いたたた！　ちょ、尻尾引っ張んないでって、ちぎれる！　頼むよ、もっと優しく包み込むようにさ」

「いいじゃない。地球に戻ればこれも消えるんでしょ？　違うの？　体に傷跡が残ったりするの？　ちょっと挑戦してみる？」

「そんなの試してみたくないって痛たたた！」




　深まる虚惑星の秋。

　山道を進み、標高があがるにつれて、山の色は鮮やかに変わっていきました。

　ほむらは休憩のたびに、荷物をおろしてアナログカメラを取り出しました。

　越えっ中ちゅう高たか岡おか高から試供品として貰った回転連写ターレットフィルターで、紅葉の虚惑星の山々の色彩をフィルムにおさめます。

　燃える海原のように眼下に広がる雑木林。ところどころ細い霧をたなびかせ、どこまでも続く原始の森が息づく眺めは、もはや現代日本人が目にすることのかなわない、涙のこぼれるほど美しいものでした。

　移動の途中で一行は一晩のキャンプを張りました。

　ここまでは天候も崩れることなく、いたって順調な滑り出しです。

　佐保や早瀬、東野や雨乃たちはまだまだ元気を余らせて、焚き火のそばで夜更けまで騒いでいたようですが、荷物運びの重労働もあって、ほむらはあっという間に眠りにつきました。

　同じテント内で寝袋にくるまっている七久保の寝息───

　そして外からは、上狛が静かにつま弾くリュートの音色が耳に届きます。

　ちょっと勿体なかったなぁ……そう惜しみながらも、ほむらは微睡まどろみに引き込まれていきます。そんなとても心地のよい一夜でした。
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　翌日。

　少し湿った、ひんやりとした空気。

　すばるの城へと続く城下の道に、一行はたどり着きました。

　かたわらに滝を持つ、懸けん崖がい造づくりの城への到着も、もう間もなくです。

　石畳の道は相当な年月を経ていながらも、よく整備されていました。道の脇にはあざやかな落ち葉の吹きだまりができているのですが、それにしても数日前に払ったばかりという雰囲気です。

　改めてよく見れば、過去に馬車が通っていた名な残ごりか、轍わだちの溝みぞが石に刻まれていました。けれど今はもう、この地に馬車の姿はありません。

（魔女の谷も……もう一年ぶりかぁ）

　思えばこの道では、おそるべき魔女と化して追跡するすばる姫から全力で逃げ出したり、狼の襲撃と向かい合ったり、どちらかというと怖い思い出ばかりが刻まれています。

　───と、道脇の低い尾根に、すっと顔を出す獣の姿がありました。

「あ」

　それに最初に気づいて声をあげたのは佐保です。

　追ってそちらを見上げた七久保はぎょっとして顔を強ばらせます。

「なんやアレ、犬か？　オオカミ？　でかっ」

「城で飼育されてるっていう、固有種のオオカミだろ？」と早瀬。

　早瀬は思わず弓に伸ばしていた手をゆっくりと収めます。

　先にいたほむらは振り返って、ちっちっと指を揺らします。

「ノンノン。飼育とかじゃなくて、すばるさんと一緒に暮らす大切な家族ですってば」とフォローするほむら。「それにリーダーの雪割丸はもっと大きいですから。腰を抜かさないでくださいね？」

「なんやねん偉っそうに。はぁん、そんなら使い魔ってことかい。えらい焦ったわ」

　頷いたほむらは、顔を出した狼たちに呼びかけます。

「おーい、きみってキリマル？　コスケかな!?　また来たよー！」

「…………」

　沈黙し、ごくりと唾を飲む一同。

　狼はほむらの声にぴくりと反応しました。

　すぐに二頭の狼は、嬉しそうにしっぽを振って走ってきました。

　さらに道脇に立つ樹齢何百年もの樹々の合間から数頭の狼が顔を出します。

　思った通りの反応に、ほむらは大感激です。

「ほーら、ちゃあんと覚えててくれたじゃない？」

　───ですが、満面の笑みで両手をさしのべたほむらをスルーして飛びついたその先は、御陵部長でした。

「きゃっ」

　後ろ足で立ち上がった狼が部長にもたれかかります。

　一年ぶりの再会とは思えないほど、よく御陵に懐いています。

「───お久しぶりです」

　びっくりしながらも、彼女は嬉しそうに狼の頭を撫でました。

「……あれ……？」と取り残されて首をひねるほむら。

「この二頭は、キリマルとコロクじゃないかな」と横から佐保が一言。

「わかるの、秋穂くん？」

「当然しょ。よーしよしよしよし！」

　佐保は自分の荷物を放り捨てて、好奇心を見せながら近寄ってきた狼を抱きかかえました。狼は初対面の佐保を嫌がりもせず、好きにハグさせています。

「よしよしよし。この子はジュウゾウ。その子はカマノスケ、でそっちがコスケで……そっちがセイカイ！　きみはロクロウだろ！」

　たちまち道の上は大きな狼たちであふれかえりました。

「すげえな、佐保。会うの初めてだろ？　資料写真見ただけで覚えてたのか」

　感心しきりの東野。

　対してほむらはジト目で佐保をにらんでいます。

「そうかぁ秋穂くん。すばる姫よりもそっちが目当てだったとは……」

　ほむらは近くにいたコスケ（推測）を捕まえ、しゃがみこみながら同じ目線で抗議します。

「ちょっとぉ～まだ根に持ってるんでしょ、きみたちは！　私が催涙スプレー何発も何発もお見舞いしたから!?　そうでしょ？」

「…………」

　困ったような表情で鼻先を下げ、あとじさっていくコスケ（たぶん）。

「寒い……」

　一人がっくりしているそんなほむらを、背後から呼ぶ声がありました。

「ほ、ほむらさんっ、た、助けてくださいっ！」

「どしたのアメちゃん？　って、その仔は？　ひゃああああ」

　弱り切って助けを求めてきた雨乃。

　振り返るなり、ほむらは胸をおさえながら立ちすくみました。

　雨乃の足下にいたのは、真っ白な狼でした。まだほんの仔狼です。

　ウウウウと唸りながら、尖った小さな牙で雨乃の靴に食らいついて離れません。

「ひゃあああ、何このフワフワした生き物～。か、可愛すぎて胸が苦しいんですけど」

「食べられちゃうんですかぁ!?　ごめんなさい、食べないでくださいぃ。栄養価低いですからボク！」

　萌え死にしそうで身動きとれないほむらの脇から、ようやく助けが現れました。

「うっわ可愛いなあコイツ！　ほら、よっと」

　目にするなり上狛先輩は歓声をあげました。

　慣れた手つきで仔狼を抱き上げ、ようやく雨乃も小さな牙から逃れます。

　仔狼は上狛にはおとなしく抱かれているのに、雨乃にだけはまだその腕の中から睨みつけて唸っているのです。

　何がそこまで警戒させるのかわかりませんが、ほむらは思わず同情。

　嬉しそうに仔狼を観察しながらポーズをとる上狛。

「子こ連づれ狼おおかみ！　ちゃん！」

「いや、違いますって。逆です」と一応突っ込んでおく時代劇好きの東野。

「ほんとはこんな気軽に虚惑星の動物とスキンシップしちゃいけないんだけどさ……いいよな？　半野生だって言うし──おっ、男の子か──あたしたちもお城にお世話になるんならさ」

　と自分に言い聞かせながら、上狛は仔狼にほおずりします。

「わ、私にもハグをーっ、ハグをさせてくだされ」

　ほむらもそこへ怪しく擦すり寄ります。

　東野や御陵も、上狛の抱く仔狼のもとに興味深げに寄ってきました。

「ニューフェイスっすね。純白の毛並みってことは、もしかして……」

「恵え里り香かさんの───鈴蘭の小さな弟かも、ですね」

　東野と御陵は顔を見合わせます。

　よく見ればあどけない仔狼の額には、見覚えのある灰色の斑ぶちがぽつんと。

　やがて御陵部長が一行の先頭に立ち、引き連れる狼の群れに探検部員たちが両脇を挟まれるような格好で城へと向かいました。

　白い仔狼はその足下をちょこまかと縫いながら、まだ雨乃を追いかけています。

　逃げ惑う雨乃の弱り声に、一同からは笑いが漏れましたが、そんな姿を眺めながら七久保はぽつりと呟くのでした。

「……せやったな。もうおらんのやな……幻げん肢し虎こは」

　森を抜けて広がる、開けた谷間の地。

　城下の果樹園の狭間にある安息所。

　金の髪に絹の衣ころもの魔女は、屋外にしつらえられたテーブルと椅子に横向きに掛けながら、一行を出迎えました。

「すばるさん！」

　まだ遠いうちから彼女を目にして、声をあげ手を振ったほむら。

　和装で金髪碧眼というファンタジーな姿も、ようやく見慣れてきたように思えます。

　……しかしその様子が変です。

　こちらの一行が目前に辿り着くまで、椅子から動かず見つめる魔女の姫。

　具合でも悪いのだろうかと心配になったほむらはたじろぎました。

　薄く見開かれた眼まなこから向けられた、きつく訝いぶかしむ眼差し。

　すっと部員たちを見渡して、鷹おう揚ように口を開きます。

「たいそうな荷じゃな。何者じゃ。遍歴の職人か？　この城に如い何かなる用で参った？」

「……えっ？　す、すばるさん……？」

（わ、忘れられてる……!?）

　駆け抜けた戸惑いは、ほむらばかりではありません。

　初めてこの地を訪れた桃山や七久保たちは、頼るように御陵部長を見ます。

　御陵部長もまた少し首をかしげ、相手の様子をうかがっています。

「──────」

　その時、おそらく無意識にか、東野の手が腰に下がる剣へと伸びました。

　気づいたほむらは、その腕をそっと押さえます。

「東野くん」

「あ……ああ」

　───東野の腕に触れたまま堪こらえたほんの数秒。

　くす、と姫の口元が緩みます。

「───戯れ言じゃ。よく参ったな」

　ほーっ、と一同から一斉に吐息が漏れました。

　思わずほむらは東野の背中を軽く叩きました。東野は苦笑を浮かべています。

「お人が悪いですよ？」

　と御陵部長がたしなめます。

「あれからお手前たちが、あまり長いあいだ顔を見せぬので、少々拗すねておった」

　さほど悪わる怯びれた顔もみせず、姫は椅子から立ちました。

　木靴の音が響き、長い髪が風をはらんでそよぎます。

　あらためて一同を見渡す姫。

「新しい顔ぶればかりじゃな。身どもは、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ。この城の主あるじじゃ。この名前はちと長い。昴すばると呼んでくれて構わぬ」

　御陵と目線を交わしながら、上狛部長が一歩前に出て挨拶します。

　凜とした上狛の物腰に、部員たちも自然とぴっと背すじが伸びます。

「ご無沙汰しております、すばる姫。再び地球より参りました、国際連合虚惑星開拓計画・日本支部所属、二等調査官の上狛倖です。今回の訪問では、わたしが隊長として、この調査隊を預かっています。青藍高校探検部、ならびに日吉坂高校探検部、府立南雲高校探検部、部員計十一名です。本日より七日の間、こちらでご厄介になります。なにかとご迷惑をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします！」

　───よろしくお願いします！

　上狛に続いて頭を垂れた部員たちの挨拶が谷間に響きました。

　ほむらもまた頭を下げます。

　すばるはそんな彼らを、頼もしそうに眺めて頷きました。

「うむ。そう、気を張らず、旅はた籠ご本ほん陣じんとでも思うてゆるりと逗とう留りゅうしていくがよい」

　そんなふうに言葉を交わす間、狼たちは少し離れた場所に伏せて静かに控えていました。

　ただ一頭離れて、足下をちょこまかと走る仔狼にすばるは目をとめます。

「これ、粗相をするな初はつ雪ゆき」

　仔狼は高い声で応えて、すばるのもとへと走り寄りました。

　かがんで抱き上げながら、姫はほむらたちにやわらかく告げます。

「では、参ろうか。まずはその荷をほどいて、城内でくつろがれるがよい。《べいすきゃんぷ》の普ふ請しんに入り用な道具のたぐいは、出入りのしやすい城の馬屋にひとまず置くとよいじゃろう」

　挨拶するあいだ一旦脇に置いていた荷物をまた担ぎなおして移動を始める一同。

　張り出した崖を抱くようにして建つ城じょう閣かくは、ゆるやかな坂を登り詰めた先にもう見えています。

　けれどほむらは、すばるの胸に抱かれた彼に執心していました。

「あの、あの、すばるさん。お久しぶりでいきなりですけど、その仔ってもしかして、雪割丸の……？」

「ん？───そうか、ほむら。お手前たちはこの者とは初対面じゃな」

　腕の中の仔狼を見下ろすすばる。

「いかにも雪割丸の仔じゃ。父親はきっとコロクじゃろう。この仔もまた長ずれば、いずれ雪割丸となる定めじゃ。それまで幼よう名みょうは初雪と呼んでおるよ」

「初雪ちゃん───はぁ～名前も可愛いなぁ」

　無邪気に顔をほころばせるほむら。

「それでお母さんの雪割丸は？　まだ見当たりませんけれど？」

「仔は一匹ではないからの。今は城で他の仔の面倒を見ておる。しかしこの仔はまだ狩りも出来ぬのに、すぐ群れについて飛び出していってしまうのう」とすばるは困り顔をみせます。「ふむ。手があかぬな。誰か、その籠かごを運んでくれぬか」

「これっすか？　っと結構重い。おい秋穂、手伝え」

　早瀬がテーブルの脇に置かれていた籠に手を伸ばしました。

「あれは何です？」とそちらを見返すほむら。

「山の幸さちじゃ。この朝は、山に入って茸たけ狩がりをしておった。そろそろお手前たちが腹を空かせてやって来る頃じゃろ、と見計ろうてな」

　籠には何種類もの茶色や白や山吹色のきのこが山盛りになっています。

「何から何までありがとうございます」

　おなじく横に並んだ御陵部長もすばるに頭を下げます。相好を崩すすばる。

「少々、採りすぎたのう」

「なあんだ、大鍋で煮込んだりするのかと……ま、魔女だけに」

「大鍋とな？　煮るよりは揚げ物がよかろう。飯と一緒に炊きあげても美味いの。ほむらは茸は好きか？」

　きのこご飯大好きー！　とぶんぶん頷くほむら。しかし、

「どうした、初雪？」

　おだやかだったすばるの表情にふと影が差します。

「待ちや……この気配は……」

　移動をはじめたばかりだった部員たちを振り返るすばる。

　すばるが鋭く探る眼差しを向けたその先にいたのは雨乃でした。

「───その者は何者か。人ではあるまい。もしや《傀儡くぐつ》か！」

　きょとんとしながらすばるの詰問に応じる雨乃。

「ボク……のことですよね？　ボクはロボットです。名前は藤森雨乃といいます。はじめまして、すばるさん。おっしゃられる通りボクは人間ではありません」

　ぺこりとお辞儀をする雨乃。

「…………《ろぼと》とは？」

　対峙しながらも凝視する視線を、傍らの御陵に向けます。

　さらには、すばるの手から飛び降りた初雪が、姫の前で雨乃に立ち向かうように構えて唸っています。

　困惑している雨乃を安心させるように御陵が目配せし、ロボットについて簡潔に説明します。

「……つまり、からくりだと申すのか。命を持った絡から繰くりだと？　地球はそのようなもので溢れているのか？」

　衝撃を受けて愕然とするすばる。

　その早合点を御陵が解こうとすると、離れた場所から鼎が先に口を出しました。

「───自意識を持つと確認されているロボットは、地球世界では雨乃を含めて三体だけだわ、まだ。いずれも虚惑星の精霊石を核コアとして保有している」

「コラ、アホ、鼎、うかつに情報を───」

　と七久保が慌てて突っ込みます。

　しかしそれを聞いても、すばるは警戒の態度を解こうとしません。

「絡繰りのたぐいであろうと、人の下げ知じを受けず動く者を、身どもの城にあがらせる訳にはゆかぬ。果樹園の脇に、傀儡どもを納めるはなれがある。その者はそちらに控えさせよ」

「えっ……ちょ、すばる姫？」と懸念を示す七久保。

「わかりました。勿論そういたします」と雨乃は素直に頷きます。

「そんな、アメちゃん……！」

「ご心配なく。何も問題ありませんよ、ほむらさん」

　からっと答える雨乃。

　冷静に話を追っていた御陵がそこで口を開きました。

「はなれ……というのはこちらへ来る途中に見えた農具小屋ですね。ではわたしもそちらでお世話になります。食事や寝具類も自分で調達して整えますからお構いなく」

「えっ部長？　なぜですか？」

　きょとんとする雨乃。

　ほむら、そしてすばる姫も、御陵部長の意図を察して、ぎょっとします。

「……これ、真世。何を申すか」

　毅然とした御陵の態度に、すばるは心外そうに眉をひそめ戸惑いを見せはじめました。

「じゃあ俺もそうする」

　そう言って、さらに東野までもが雨乃のそばに立ちます。

「───巧さんまで？」

　事態がこじれ、その原因が自分にあるのだと遅ればせながら察して、雨乃は段々と辛そうな表情を見せはじめます。

　そして、なんとなく探検部員たちの視線は、残る青藍高あおこー部員のほむらにそそがれました。

「え」

（……マジですか？）

　不穏な空気に恐々としつつも、この程度のトラブルはすぐ解決するだろうと高をくくっていたほむらです。

「え、えっと……じゃあ私も、一緒にはなれで寝泊まりを……くっ……きのこご飯……」

　あきらかに未練たらたらな様子で御陵部長たちのもとへ擦り寄ります。

　そこで慌てたのは意外にも七久保でした。

「ちょちょちょ、青藍高あおこー部長。そら、まずいって。ここは折れてや」

　小声で忠告を飛ばしますが御陵の耳には届いていないようです。

　そんな彼女に、すばるが毅然と告げます。

「よいか、真世───わごりょも御陵の者なら聞き分けよ。わごりょのように格式ある娘むすめ御ごが、傀儡と寝泊まりするような振る舞いはしてはならぬ」

　そうきっぱりと言われても、御陵部長も全く退ひきません。

「御陵の家系はこのお話とは無関係です。雨乃さんはわたしにとって大切な部員です。すばる姫さまのお考えになられているような、主従や臣下の関係より、もっと親しい間柄です。その雨乃さんが是非もなく入城を許されない、というのでしたらわたしも当然それに倣ならいます」

「ならぬと言っておる。身どもを困らせるでない」

　すばるもまた、子孫の頑かたくなな態度に困惑の度合いを強めます。

「う～ん……さっそく文化衝突か……」

　腕組みして呟く上狛。そこに七久保が近寄ってきて耳打ちします。

「ちょう、コマさん。どうすんねんマズいで。御陵真世がおらへんかったら、今回の交渉も期待でけへん」

「……つっても真世もああなると絶対退かないかんな……」

　すでに諦めムードの上狛に、七久保は焦ります。

　すばるが他の部員たちに向き直ります。

「お手前たちのなかに真世を説きつける者はおらぬのか？　それとも皆、同じ考えなのか？」

　部員それぞれ感じるところはあるようでしたが、一同はこのパーティの隊長である上狛の出方を見守っていました。

　上狛はあまり深刻な感じのしないくだけた様子で、御陵部長に翻ほん意いを促しました。

「郷に入いっては何とやらだよ真世。それに雨乃だって根に持って恨んだりする子じゃないだろ？」

「……多賀くんが同じ境遇になってもそう言えますか？」

　即座に反論されてしまい、思った通りかやれやれ、と頭をかきます。

　少し真顔になった上狛が再び口を開こうとした時───

「あのぅ……」

　と、おそるおそるほむらが手を挙げました。

「えっと……すばる姫の城には、雪割丸を出入りさせているんですよね」

「いかにも」

「でしたらどうでしょう、雨乃ちゃんは真世先輩のペットということで……」

「《ぺつと》？」

　すばる姫以下、探検部員たちまでもがそろって怪訝な表情を浮かべました。

「はい、あの、地球では『ペットは家族の一員』なんて言うんです。私はペット飼ったことないですけどね。でも、あ、ホラホラたしか、ワンちゃん大だい々だい々だーい好きーなお殿様とかいませんでしたっけ？」

　ねっ？　と振られた東野が渋々とフォロー。

「犬いぬ公く方ぼう───徳とく川がわ綱つな吉よしな。たしかに城内で座敷犬も飼ってたっていうけど」

「それそれ、それですっ。東野くんさすが！　つまり……《ぺつと》でしたら城内も出入りオーケー？」

　とそこまで語って、首をかしげながら城のあるじの出方を窺うほむら。

　すばるは憮然としたまま、こう語りました。

「身どもはお手前どもに力を貸す、そう誓った。それは亡き父上に立てた誓いじゃ。決して忘れてはおらぬ。……その《ろぼと》とやら、飲み食いはするのか？───せぬのか。ではますます傀儡と同じじゃな」

　しばし思案の間があり、御陵部長のゆるがぬ瞳を見返し、やがて嘆息するすばる。

「あいわかった。どうしてもと、お手前たちが言うのなら《ろぼと》は、荷物と共に、城の馬屋に預けよ。はなれのように寒風が吹き込む、という事は無い。階段をつたって城の高こう楼ろうとも不都合無く往おう来らいも出来る。それで不足はなかろう」

　そこで一度言葉を切りながら、すばるは、こう念を押しました。

「但し、これだけは胸に留め置いておくれ───雪割丸のことじゃ」

「雪割丸……ですか？」と御陵。

「そうじゃ。その《ろぼと》を雪割丸に近寄らせるでないぞ。雪割丸は賢いが、今は母狼でもある。仔狼たちの前では分別を忘れるやもしれぬ。そうなれば、甘嚙みされる程度では済まぬからの。身どももまた雪割丸を、馬屋やその《ろぼと》に近づけぬよう心がける」

　その場できびすを返したすばるは、きっ、と御陵部長に流し目をくれます。

「よいな真世。この件はこれでしまいじゃ」

「はい。ありがとうございます」

　そう言って御陵部長は、すばるの背に深々と頭を下げました。

「……上狛殿と共についてまいれ。一足先に城を案あ内ないする。二人で相談して、他の者たちの寝所など割り当てるがよかろう」

「はい。行きましょう、コマちゃん」

「了ー解。あー、寿命縮んだ」

　とボヤく上狛に、態度を一転してしゅんと頭を垂れる御陵。

「ごめんね。コマちゃん」

「コマちゃん。じゃないったらもう」

　───そんなやりとりを交わしつつ、魔女と一緒に部長たちが行ってしまうと、取り残された後輩たちもほっとしました。

　ほむらは励ますように雨乃に寄り添いました。

「馬屋ってどんな場所かわからないけど、ひとまず同じ場所にはいられるみたいだね。よかったね、アメちゃん」

「はい。お騒がせしてごめんなさい……」

　先頭に立って、残る面々を馬屋へと先導していた東野が振り返ります。

「雨乃が謝ることじゃねーよ。なんであそこまで雨乃ばっかり、理不尽だろ。雪割丸のことも何なんだ？」

「いいんです、巧さん。ボク、すばるさんのお言葉は気にしていませんよ。ロボットと人間は確かに違うのですから、当然です」

「でも……アメちゃん、いつもモリちゃんには怒ってるじゃない。ほら冗談で車のトランクに入れちゃうぞとか言われると」

　おやそういえばと、眉をあげた雨乃。

　それでも胸に手を添えながらこう言います。

「だってボク、まさに今、探検部の一員として認めて頂いていますから、それ以上望むことなんかないです。地球で受ける冗談とは全然ちがいます。皆さんの探検調査のためでしたら、何だってしますよ？」

　そう誇らしげに語った雨乃。そして、先の坂道でトコトコと小さな足ですばるの着物の裾を追う仔狼に視線をやります。

「……ただ初雪ちゃんに嫌われてしまったみたいなのは……ちょっとさびしいです……」

「ううっ、けなげな子だねぇ」

　よしよしと身を寄せて頭を撫でてあげるほむらに、呆れ気味な東野。

「おまえじゃ初雪の代わりにゃなんねーぞ。それにいきなりペットとか言い出して。それだって十分に失礼だ。謝れ、雨乃に」

「ハイ、ごめんなさい。いいよー私を代わりにハグしていいよホラ？」

「よーしよしよし。あはははっ。でも、ほむらさんを動物に喩たとえると何でしょうねっ」

「……よく意味もなく寝こけてるからナマケモノとかじゃね？」

「ちょっと東野くん!?」

　雨乃や東野とじゃれ合い、騒がしく不平をこぼしながらも、ほむらは肩越しに射かけられた密かな視線を感じていました。

　そちらへ向くと、それとなく顔をそらされます。

（……また……だよね、鼎さん？）

　伏し目がちで眠たげな眼差しの奥に秘められた挑むような光。

　それは確かに鼎結理から発せられたものでした。




　城の高楼。

　城下をみおろすテラスでテーブルを囲む者たち。

　城主のすばる姫を上座に、上狛部長、御陵部長、そして七久保の四人です。

　陽の差す場所はほっこりと暖かいのですが、崖の向こうの高層湿原より吹き下ろす風はすでに冬を思わせる冷ややかさです。

「…………さぶ」

　さて、今のところ手持ち無沙汰な七久保。

　目の前のパツキンハーフの着物のねーちゃんがテーブルに身を乗り出して、自慢の漬け物やら、茶請けの焼き菓子やらをしきりに勧めてくるので、なんやオバちゃんかいな、と心中で突っ込みながらも、まずは素直に耳を傾けています。

　時折、城下からは佐保秋穂とほむらの叫声やら怒声やらが聞こえてきます。

　高らかに「ババァババァエロババァ」という単語が谷間に響き渡ったりもして、隣の上狛などは折檻を決意する鋭い眼差しで漬け物を睨み、楊枝で突き刺しています。城下の彼らだって遊んでいる暇は無いんですけどね。

　しかし七久保はそんな後輩部員たちの伸びやかさに、なんのかんの言っても高校生やな、修学旅行気分かい、と納得してほっとするのでした。

　───意識をまた会話に戻します。

「ベースキャンプの建設計画を一緒に見てもらう前に、お渡ししたいものがあるんです」

　上狛はあらたまって切り出しました。

「まずこちらは、現日本国を代表して御み陵ささぎ義よし寛ひろからの親書です。ご存じの通り、貴女のご令れい淑しゅくの子孫にあたる者で、真世の父親です。義寛氏は日本国政府においては要職を歴任しています。政治家の中では特に虚惑星への造ぞう詣けいが深く、国を統治する総理大臣からも信頼の厚い方です。どうぞお受け取りください」

「───承うけたまわった」

　上狛の手からうやうやしく差し出された書簡。折りたたまれた和紙に筆でしたためられた手紙を、すばるはしっかりと受け取りました。

　ずしりと手応えのある書簡を手の中で返すと、蠟ろうで封ふう緘かんがされています。すばるは、ほう、と感心して頷きました。

　───義寛殿はその政まん所どころで具体的には何をされておるのだ？　と尋ねられると、ひとまず御陵は「徳川幕府で喩たとえると老ろう中じゅうや若わか年どし寄よりみたいな役職です」とアバウトに答えました。たしかに話せば長くなりそうでしたから。

　こんどは御陵部長がもう一通の手紙を取り出します。

「これは、わたしたち探検部の顧問───調査管理官を務めている藤森稚鮎からのご挨拶です。こちらは国連虚惑星開拓計画からの正式なコレスポンデンス……外交文書と捉えていただいて結構です。今回のベースキャンプ設営の意図についても詳細に触れています。藤森からはくれぐれも宜しくとのことです」

「ふむ。承った。こちらで判ぜぬ言葉があればまた尋ねよう」

　藤森の自筆の手紙もまた、御陵議員のものに劣らずボリュームがありました。

　さらにもう一通の手紙を御陵が取り出します。

「それからこれは───」

「まだあるのか」

「ええ」にこりと微笑む御陵。「これは鈴蘭からの手紙です。どうぞ」

「…………っ」

　差し出されたのは、それまでのお堅い書状とはうってかわって、少女らしい柄のレターセットでした。宛名には筆ペンの文字で「昴すばるさまへ」と記されています。

「あいかわらず下手な筆じゃな」

　じっとその文字を眺めながら、すばるは苦笑しました。

「同じ年頃の子と比べたら達筆ですよ。鈴蘭ちゃん」と御陵。

　それを聞いたすばるは、ぱっと顔を明るくします。

「そ、そうか？───オホン。今はもう小お野の恵え里り香かと名乗っておるのであろ。あのてんば娘のことゆえ、ご母堂ばかりでなく方々に迷惑をかけているじゃろうな。しかし……」

　おだやかな、でもどこか寂しげな微笑を浮かべるすばる。

「……どうかのう。達者でやっておるか」

「はい。とっても元気です。わたし自身も鈴蘭ちゃんから、すばる姫にお伝えするお話を言づかっていますから。またあとでお聞かせしますね。それに写真も」

「まずは達者であればそれでよい。文ふみはのちほど目を通そう。逗留の時間は限られておるのじゃろう？　男おとこ衆しゅうを待たせては申し訳ない。《べいすきゃんぷ》の件を詰めるとしよう」

　そうすばるは言いますが、脇に重ねられた手紙が気になりウズウズしている様子が見て取れて、なんだか悪い気もしました。

　まず行われた四人の相談とは───


幾つかの候補地から城下のどの立地がキャンプ設営地としてふさわしいのか、

どれだけの建築資材を現地調達できそうか、

相当な量になる滞在中の食事当番をどう分担するか。



　そんな内容を、ざっくりと確認していきました。

　真剣に耳を傾けるすばる姫の理解は驚くほど早く、江戸時代には存在しなかった用語や概念も、一度説明を受ければ、すぐに骨子を摑み取って自分のものとしていきました。

　その柔軟な理解力が、虚惑星人の本来の特徴なのか、それともすばる個人の適性であるのか、それはまだ七久保には判断はつきません。

　ミーティングの間、そんなことを彼女が漠然と考えていると、

「時に、七久保殿は上かみ方がたから参られたのか」

　なんて問いかけが飛び出します。

「───はい？　カミガタ？　あ、ああそうっすけど。関西は浪速なにわの恵え比び寿すですわ」

「当たったか。ふふ、身どもの目利きもまんざらでもなかろ？」

「はあ。すばる姫は月の世界の宮殿から牛ぎっ車しゃでおいでになったんすか」

　なにやら自慢げなすばるには、ふざけて返すしかない七久保。

「うむ。望もち月づきの光を浴びすぎたせいか、黒かった髪色もすっかり変わってしまったの」

「はあ」

　時々みせる、そんな冗談とも天然ともつかぬ姫様の振る舞いには面食らいましたが、さりとて七久保は動揺せず、かえって彼女の心中は冷めていきます。

　七久保自身が持ち帰ろうとしている成果は、決して小さいものではありません。

　ベースキャンプ設営は、むしろその添え物に過ぎません。

　彼女は天竜代表と大嵐副部長から譲られた大役を意識しながらも、その機会を眈々と窺うことにするのでした。




　翌日の朝。

　一夜を過ごした十一人の探検部員たち。

　てみじかに朝食を済ませると、うっすら霧の漂う城下の広場に集まりました。

　一週間にわたる作業の段取りを説明するミーティングです。

　昨夜遅くまでかかって上狛と御陵の両部長が考案したものです。

　二人とも過去にベースキャンプの設営経験があり、しかも、この地ではすばる姫の支援を受けられるので、いくらか気楽なようでした。桃山先輩もまた脇であくびをしているところを見ると昨晩は一緒にプラン作りに協力していたようです。

　───設営予定地はほぼ決まりです。

　白羽の矢が立ったのは、城の本丸からは用水の小川を挟んで反対側にある廃屋でした。

　廃屋は石造りの二階建ての住居で、建物の基礎はいまだに健在ですが、一部はかなり傷んでいてそのまま使用するのは難しいようです。

「昔は工房だった場所じゃ。身どもの幼少の頃にはもう使われておらなんだ。屋根の破れた部屋にはシダも生えておるし、とにかく荒れ放題じゃが、そういう修繕には腕に覚えがあると聞いた。好きなように工夫して使えばよいじゃろう」

　最低限の口添えをしたすばるは、あとはもう指図はせず距離をとって一同の様子を眺めるのみにしました。

　……そんなすばる姫は、今日はだいぶ格好が異なります。着物の袂たもとを襷たすきで持ち上げ、長い髪も結わえ、頭には三角巾を被っています。口出しはせずとも、手伝う気だけはまんまんといったご様子。

　桃山先輩がラフを起こしたベースキャンプ完成図を見せながら、御陵が今日の仕事を説明します。

　まずはその廃屋の大掃除となるようです。

　これは一言に掃除といっても石壁を壊したり、地面を掘り起こしたりの大仕事です。作業が内装の段階に進むまでは、一年の女子部員にはしばらく手が出せなさそうでした。

「………………」

　そうして御陵の説明する前で、ほむらは朝から不機嫌でした。

　それもそのはず、彼女は結局二晩も風呂に入っておらず、この朝も洗髪をする暇もなく、冷たい水で顔を洗っただけです。

「鼎さん、よく平気だね……」

「何が。結局寝袋で寝たこと？」

　隣に立つ鼎は、ほむらの問いに平然と答えます。

「それもあるけど……」

　これが野外であれば、置かれた境遇にもまだあきらめがつくのですが……、曲がりなりにも文明の地であるこの城下では、なかなか堪え難いものがあったようです。

「そんなほむらに朗報！」

「はぃ？」

　御陵の脇で説明をフォローしていた上狛が、ほむらをビシッと指さします。

「すばる姫に城の湯ゆ殿どのを開放してもらったよ。いっぺんに十人は入浴できる露天風呂だそうだ」

「湯殿!?　露天風呂!?　本当ですか！」

　ほむらばかりではなく部員一同がわっと歓声をあげます。

「ただね、鈴蘭が地球に戻って以来、湯を通していないそうだから、このあと掃除に向かってくれる？　ユリと二人で」と依頼する上狛。

「わ、わかりました。そういう事なら」とほむらも請け合います。

　風呂掃除といえば日ノ岡家の姉妹の日課で本当はうんざり気味なのですが、虚惑星でまともな風呂に浸かれるというのなら話は大違いです。が、

「そんな無駄の多そうな露天風呂とかでなくても、昨晩みたいにタライに湯を張った行ぎょう水ずいであたしは十分ですけれど」

　信じがたい鼎の発言に、えっと目を剝むくほむら。

「おいおい、ユリ。俺らの労働の後の楽しみくらい協力してくれよ」と早瀬がたしなめます。

「おっさんくさい」

　ふん、と顔をそむける鼎に、たいして怒るでもなく上狛が告げます。

「あと秋穂にも覗かれなくて済むけどね？」

　そこでまたぎょっとするほむら。

「あ……秋穂くん、昨日の夜覗いてたの!?　ちょっとぉ!?」

「いや？　まだだけど。暗かったしさ」しれっと答える佐保でした。

「……わかりました。風呂の清掃ですね」

　あっけらかんと見返す佐保としばし顔を見合わせてから、鼎は渋々了解しました。

　そんなわけで、ほむらと鼎の二人は一同から別れて城へ。

　残った部員たちはまず廃屋へ。

　向かう道の途中の傾斜地には、すでに刈り入れを終え、水を抜かれた棚たな田だが連なっていました。各所には稲わらがまとめられています。

　稲わらは屋根を葺ふくにも、寝床を作るにも何かと応用の利く材料なので、上狛たちも目を光らせます。

「刈り入れ前でしたら、まさに穂ほ群むらでしたね」と微笑む御陵。

「あーそういえば」

　相槌を打った東野は、以前、水田の痕跡を目印にこの城に辿り着いた過去を鮮明に思い返します。あいつなんで休耕田の花なんか知ってたんだろと思ったら、そういう繫がりだったのか……と納得しつつ。

「虚惑星の水田かいな……貴重な光景やな、ある意味」

　そんな七久保の独り言に応じるように桃山がつぶやきます。

「すごいよ。おそろしいほど品種改良されてる」

「ふーん、わかるんすか桃山先輩。見た感じフツーやけど。えらい病害に強いとか？」

「うん。それもありそうだし、普通はこんな気候じゃうまく育たない」

　はぁなるほど、と七久保は頷きます。

　田端に刈り残され、雀がつついている稲穂を、何気なく見つめる七久保。

「もしかしてあの種たね籾もみ、ちょいと拝借してったら蔵が建つんか……？」

「僕にもあの種籾はとてつもない黄金に見えてる。虚惑星の遺伝子資源はどれもそうだ。品種改良で言えば、インドなんかは稲や小麦の改良で飢饉を見事に遠ざけたし。主食の優良品種ってことなら、人口問題を抱えている国にとっても、そうでなくても利用価値は計り知れない……」

　国家スケールのひそひそ話に、七久保は肩をすくめました。

「ハァ。まったく色々悩ましゅうて厄介やなぁ───ところですばる姫ー？　これだけの田畑の刈り入れをお一人でー？」

「ふむ。それもすぐに教えて進ぜよう」

　声をあげて尋ねた七久保に、すばる姫が頷きます。

「あっ、あれか」東野がはっと気づくと、すばるも微笑を返します。

「なんや秘密かい。やらしいな」

　露天風呂の開放で気になるお風呂問題も（ついでに洗濯場も）確保されました。

「衣食住」の衣と住は当面ＯＫ。残るは「食」です。

　まず主食となる穀類や芋類、野菜類。

　それらは今回のミッションを見越して、すばる姫が備蓄してくれたこともあり、心配は無いようです。しかしそれだけでは寂しいので、どうにかタンパク源も補給したいところ。ハンバーガーの嫌いな高校生などおりません。

　途中で狩った鹿肉の残りは、すでに昨晩のうちに調理してしまいました。

　一行が廃屋へと向かう直前───御陵はこんなふうに提案しました。

「なるべく多くの食料調達手段を考えましょう。この城の周辺一帯は、狼の群れを支えるために、めぼしい大型獣は狩り尽くされています。すばるさんは家鶏を何羽か提供してくださるとおっしゃってますけれど、それに頼るのは最後の手段として、まずは自分たちで調達しましょう。今後のこともありますから、選択肢は多いに越したことはありません」

「どうするんです？　獣がだめなら野鳥ですか？」と東野。

「てっとり早いほうがええやろ。確実なのは魚やな。うちが行こか。鰻うなぎもおったら最高やな」

　早速の七久保の提案に御陵は頷きました。

「そうですね、助かります。まずはそれで。同行者は……」

「あれか、今日の設営現場は結構力仕事はあるんか？　でもま、多賀くんがおれば大抵なんとかなるか。せやったら東野、あんた来るか。このへんの川筋は知っとんのやろ」

「はい。一応」

　できれば設営に加わりたそうな東野でしたが、将来この場所をベースキャンプとして利用していくためにも食料確保の方法を知っておくのは必要だよな、と思い直します。

「良さそうですね。七久保さん、東野くん、お願いします」と御陵。

「はいな。とはいえ、まずは設営予定地のほうを見させてもらおか」

　そこでハイ、と手をあげたのは雨乃です。

「部長、あのボクも七久保先輩と巧さんと同行させてもらっても!?」

「そら無理や」

「ええ～、お願いします」

　やる気に溢れていても、色々な場所をみてまわりたくて仕方のない雨乃。

「雨乃さんは今回が最初ですから、なるべくわたしと一緒に行動しましょう」

「……そうですね、まずは設営が大事ですものね」

　目に見えてがっかりしている雨乃を、励ますように御陵が口添えします。

「キャンプの設営が順調に行けば、きっと一緒に狩りにも行けますよ」

「そうですね、わかりました。頑張ります！」

　───一方、ほむらと鼎。

　廃屋へ向かった探検部員たちとは別行動となった二人は、城内へと戻ります。

　すばる姫に教わった順路をたどって湯殿に着くと、早速掃除にとりかかりました。

　広い浴室は一見岩造りで、天蓋の一部にはガラスが、床には装飾入りタイルが張られ、さらに浴槽の片側には厚い檜ひのきの板が渡してあります。

　城の高楼に置かれた湯殿は見晴らしもよく、風呂好きな日本人ならずとも安らぐ光景です。この城に暮らしていた住人が、この湯殿を大切にしていたのは間違いありません。

　一面に立ちこめていた霧が途切れ、晴れ間をのぞかせ始めた空。幾筋もの日差しが折り重なって輝く城下の風景を、ほむらは溜め息まじりに見渡します。

「はぁ……いい眺め。まるでスパか温泉宿だ……」

　ほむらはふと、江戸時代の日本人だったすばるの父、御み陵ささぎ義よし処ずみの趣味とかも反映されてるのかな？　と想像を巡らせます。

　確かに十人は浸かれそうな大きな浴槽だけでなく、他にも水風呂や、さらには釜からの熱気を引き込んだサウナまでが置かれていたのには驚きました。

「じゃ。あたしこちら側をやるから。いい？」

　デッキブラシに似た柄付きの豚毛のブラシを持って、鼎はほむらに自分の担当範囲を宣言しました。

「う、うん。了解」

　ほむらは慌てて頷き返し、木製のたらいと植物の繊維を丸めて縛ったタワシのような道具を手にとります。

　まずは服の裾を捲まくりあげて取りかかったのですが、思った以上に藻や苔類が飛び散ります。水着の用意などはもちろん無し。やむなく鼎ともども髪はアップに、上は濡れて構わないＴシャツ、あとは下着という格好になりました。

（やっぱりとゆーか、あらびっくりとゆーか、鼎さん……）

　───体の線をあらわにした彼女。

　探検服の時点で薄々判明していましたが、鼎結理は御陵部長にも劣らぬ魅惑のプロポーションです。背丈こそほむらと変わらないのですが、いろいろとパーツを比べてしまったり。

（むむむ、鞍馬さんといい勝負？）

　城内を流れる水路から、木桶に水を汲んで前を通るたびに、ついつい鼎に視線を注いでしまいます。先のレース中はじっくり観察する余裕がなかったリベンジである、とばかりに。

　すらりと長い手足も細い足首も、小顔でより強調されて、なんというか羨ましくて死ねます。ただ、ぴこぴことよく動いていた佐保や稲荷の尻尾と違って、鼎の細く尖った尻尾は表情がありません。今は無造作に下着からはみ出し、くるりと太腿に巻きつけられています。

　夜になると角ツノも生えるよ？　とは佐保の弁でしたが、実際に角を出したところはまだ目撃していません。そもそもいきなり角なんか生えてきて大丈夫なんでしょうか？　それに彼女の姿を何と呼べばいいのやら。強いて言えば……

（───小悪魔？）

　ほむらの失敬な連想が伝わったかのように、はたと鼎が振り返りました。

「……何。真面目にやってよ。終わらないでしょ。どうせ午後にはまた別の仕事があるんだから」

「はい！　すいません！」

　殺気のこもった視線を向けられて慌てるほむら。

　ミーティングではいかにも面倒そうで、あまりやる気の感じられなかった鼎ですが、いざ動き始めると、彼女はとにかく効率的に動きます。

　かたや城内で見かけた珍しい品物に驚いたり、この掃除もついつい楽しんでしまおうとするほむらとでは、どうもウマが合いません。

　とはいえ黙っているのも居心地が悪いほむら。

「───鼎さんってさ、憑格者トランスとしては、何て登録されてるの？」

「……そんなコラボで検索すればわかること、一々聞かないで」

「ごめん」

　鼎もプログラマーとして協力した有志運営のコラボレーション・ツールには、各部員たちの自己紹介が登録されています。でも今はネット環境がありませんけどね。

「…………フゥ……精霊格所有者ＴＳＰＣの魔人種ディアボロだけど」

「《でぃあぼろ》ってナニ？」

「だから勝手に検索してよ、そんなの」

　そっけない会話の間も、二人は一応手を動かしてはいます。

　それも段々と言葉少なになり、やがては沈黙。ゴシゴシとこする音だけが浴室に響きます。

　そこでふと鼎が顔をあげました。

「……思い出したわ。あなたに一つ言いたい事があった」

「なに？」

　唐突な鼎の言葉でしたが、ちょっと嬉しそうにほむらは応じました。

「完成度で言うならチャンポンメンよ」

「───え？」

　予想外の単語にきょとんとするほむら。

「サッポロ何とか塩ラーメンは、認めないって言ったの」

　なにかと思えばラーメンの話題です。そう言えば、舎人の研究室でそんな会話をしました。

「でもほら、チャンポンはチャンポンでしょ？　全然別物じゃない？」

「チャンポンじゃなくて、チャンポンメン」

　要領を得ないまま聞き返すほむら。

「それ袋入りのインスタント？　鼎さん普段そーゆーの食べてるの？　どこで売ってるの？」

「コンビニとかには無いけど。そういえば関東こっちじゃあまり見ないか───そうね、隣に並んでたサッポロみそラーメンって言うのなら、チャンポンメンには及ばないにせよ姉妹品のキャベツラーメンとは互角くらいかも」

　濡れた床とこ石いしの上で、手にしたブラシを攻撃的に突き出す鼎。

「は？　キャベツ？」

　勢いよくすべってきた木桶を足先で、がっ、と止めるほむら。

「いやいや聞き捨てなりませんな……たしかに、みそラーメンの応用力はすごいよ。それは認めましょう。私も無性に食べたくなる時あるし。けど単品の完成度でいえば、これはもう確実に塩ラーメンの圧勝だから」

　と謎の見得を切るほむら。再び床石をすべって戻っていく木桶。

「あたしは実際に全部食べて、比較分析してみての感想なんだけど？」

「そこまで？　いやだったら私も今度試してみるから。ネットで買える？　そのチャンポンて」

「チャンポンメンだって言ってるでしょ！」

　木桶のラリーが続き、いつのまにか手が止まっているのに気づいた二人。

　はっと我に返ってまた掃除の続きに戻ります。

（………………）

　再び沈黙が続いたのちに、ほむらはおずおずと切り出しました。

「ね、鼎さん……よかったら鼎さんのこと、ユリちゃんって呼んでいい？　私もほむらって呼んでもらえるとその、嬉しいかなって……」

「……構わないけど」

「ほんと!?　よかったぁ。ほら、秋穂くんもそう呼んでたし御陵先輩もやっぱりユリちゃんって───」

　御陵先輩の名前を耳にした途端、鼎が表情をきつく強こわ張ばらせたのをみて、ほむらは遅かりながら、しまったと慌てました。

　そんなほむらにまるでつけ込むように、鼎は目に嗜し虐ぎゃくの光を浮かべながら、立てたブラシの柄にもたれます。

「ユリでも、ユリちゃんでも、別にどうでもいいの、呼び名なんて。そんなふうに馴れ馴れしく呼び交わす自己満足でいいなら。探検部で孤立してないってアピールしたいなら勝手にどうぞ。それで利用されたって、あたしが損するわけじゃないし」

「…………別に私、そんなつもりじゃなくて……」そう言いかけて、首を振るほむら。「……ごめん。そういうつもり少しあった」

　拭き終わったばかりの檜の浴槽の縁ふちに尻をつくとひやりとしました。

「私、焦ってるのかも。探検部の活動にハマればハマるほど、学校のクラスの子たちとも段々距離が出来てきちゃうし。友達の発表会にも行けないし。自分が今ここにいていいのかなって、時々考えちゃうから……」

「…………そう」

　ほむらのすぐ目の前まで歩み寄った鼎は、尖った爪の先で喉元を引き搔くような、ほむらの心をかきむしる言葉を突きつけました。

「青藍はお気楽でいいわね。日ノ岡さんを見てるとよくわかる」

「…………っ……」

　鼎の笑みが一層冷ややかさを増します。

「怒ったの、ほむら？　これでいい？　自分をごまかせなくなると黙るのね。ほむらにとって探検部は仲良しサークルなんでしょ。でもね、あたしにとっては違うの。そやけど、うちの邪魔をしない範囲やったら、あなたの価値ある思い出作りにつきあってあげてもいいわ」

　彼女はあえて挑発してる。

　普段のクールな装いを捨ててまで。でも、こんな自分にそれだけの挑発に見合う価値があるとは思えないのです。だったらなぜ？　ほむらはそれが疑問でした。

「鼎さ……ごめん。ユ、ユリちゃんにとっては、じゃあ探検部って何なの？」

「現実よ」

　随分漠然とした問いかけでしたが鼎は即座に断言しました。

「───他に何があるの。そんなふうに自分にとっての特別な意味なんて、考えてる余裕は無いの。時々考える、なんて選択肢は最初から無いのよ」

　現実？　これって現実？

　一足飛びに自分の中に踏み込んできた鼎の態度と言いい種ぐさに、まだ動揺がおさまらないほむら。それでも自然と反発するように、ほむらの口をついて出たのは、いつからかずっと心に潜ひそんでいたあのことば。

「た、探検部だけが現実リアルじゃないでしょ……」

　それは、今ここにはいない稲荷直すなおのことば───『虚惑星だけが現実リアルだなんて、思い込んだりするんじゃないぞ』。そう彼女が発した忠告の真意も、いまだわからないまま───

「言うじゃない」

　ふん、と嘲笑するように鼻を鳴らし、鼎は退さがりました。

　ほむらは少しほっとしました。それ以上、彼女の瞳が迫ってきたら自分が何を口走ってしまうかわかりませんでしたから。

　二人はキュッキュッと掃除の仕上げに戻りました。ややあって、はたと「でも正直……」と呟いた鼎。

「しょうゆに手を出すくらいなら……」

「ラーメン屋へ行く」と応じるほむら。

　───ニヤ、と視線を交わし、二人は掃除に戻りました。

　さて、ふたたび御陵部長と東野たち。

　すばる姫を通して虚惑星人の暮らしぶりが明らかにされていきます。

　一行が待つ廃屋の前に、四体の人形が現れました。皮剝きされた杉の丸太をその肩に担いでいます。部員たちは驚きと好奇心、そして少なからぬ不安とで彼らを迎えました。

「此これが傀儡じゃ」

　そう告げたすばる姫に誇示の色はありません。

　御陵や東野にはすでに見覚えのある木製の人形です。

　一見それは美術用具のデッサン人形に似ていますが、もっとがっしりと、そして精巧に作られています。膝や肩の関節は歯車が巧妙に組み合わさり、人間のような自由度を持っていました。

　四体の傀儡は、大人でも担ぐには骨が折れる重い丸太を易々とこの傾斜地まで運んできました。

「右から、熊くま五ご郎ろう、八はち五ご郎ろう、定さだ吉きちに、権ごん助すけじゃ。名前をしたためた木札も首に下げとるから区別もつくじゃろ」

「はい。なんとなくわかります」

　笑いをこらえながら上狛が頷きます。

　というのも、傀儡にはそれぞれユーモラスな顔があるのです。本来のっぺりとした木の曲面に、とうもろこしのヒゲなども付けられ、なんだか人形劇のようです。

「す、鈴すずのやつが落書きをしおってな。拭ぬぐうのも面倒なので残しておる。気にせんでもよい」

　気恥ずかしそうに咳払いしたすばるが、傀儡たちに指示を出します。

「丸太をあちらの空き地に下ろして、待機しておれ」

「俺はあんなのと間違われたのか……」と落ち込む東野。

　その隣で雨乃は複雑な表情をみせ、傀儡たちを眺めています。

「どうした、雨乃。大丈夫か」と東野。

「…………」

「雨乃？」

「あっはい。ちょっと……不思議な気持ちです」

　そんな雨乃の横顔を、東野もまた神妙に見つめました。

　あらたまって上狛がすばるに尋ねます。

「すばる姫───とても有り難いのですが、これってすばる姫の生活を支える道具ではないのですか？　それをあたし達が借用させて頂いても？」

「よい。慣れておけ。この地に基地を設けるというのならば」

　傀儡の扱いについて、すばるはざっと語り始めました。

「こちらの言うことを何でも聞いて従うわけではない。仕事に対応した符ふ丁ちょうがある。設営の作業に必要そうな符丁は昨晩、真世に伝えた───荷運び、木こ挽びき、薪割り、石拾い、草取り、水汲み、田た返がえし、皮かわ鞣なめし、縄なわ結ゆい、そんなところじゃ。符丁は他にもあるが、身ども以外が指図してもそれらは受け付けぬ」

　その説明に、腕組みした七久保はしきりに感心しています。

「マクロ登録されとるんやな。鼎が好きそうな玩具ガジェットや」

「もしもですけど。間違った命令を出して、傀儡が暴走してしまったら？」

　と突っ込んだ質問をしたのは早瀬です。

「用心をするのは感心じゃな───されど仮に、大おお鎌がまを持たせて稲刈りを命じたところで、前に立つ人間を切ったりはせん。勝手に避けるし、避けられなければ止まる。無論、振り下ろした鉈なたの下に手を差しこむような真似をすれば無事では済まん。無茶はするな」

　早瀬はなるほどと了解しました。すばるが続けます。

「……まず無いことじゃが、こちらで腕を摑んだり『止まれ』と指図しても言うことを聞かぬようなことがあれば……その時は躊ちゅう躇ちょせず破壊してよい。しかしそれもなかなか難しかろうな───熊五郎」

　名前を呼ばれた一体の傀儡が、歩み寄り、すばるの前に立ちます。

　少しためらった様子を見せてから、すばるは一つの秘密を一同に明かしました。

「首の木札には《力の石》が埋め込まれておる。これを体から離せば、傀儡はただの木で偶くに戻る」

　木札を取ると、人形は軽い軋きしみをあげてその場に倒れました。

「今のうちに、よく検分しておくがよかろ」

　そう言って《熊五郎》から取り上げた木札を上狛に手渡します。言われた通りよく観察している上狛の脇から、七久保も一緒にのぞき込みます。

「《力の石》か……。準位三か、四ってとこだな」と小声でつぶやく上狛。

「……また貴重なもんが出てきよったな。これが傀儡の本体ってことかい。精霊石の人形。どうやら雨乃の先輩みたいやな」

「あ、あの……」

　そう控えめに言葉を発したのは当の雨乃です。

「……傀儡さんたちは、こちらの言葉をよく聞いてますよね。理解されているのでしたら、会話は出来ないんですか？」

　本来であればそれは当然の問いでした。

　しかしすばるは極めて冷たくそれに応じます。

「理解など無い。この者たちには意思は無い。感じる心も無い。これらの動作も最初に教えたとおりに繰り返しているだけじゃ。それ以外のことは全くせぬ。壊れても直せる。人間のような配慮は不要じゃ。しかし……」

　戻された札を人形の首にかけ直すと、熊五郎はまたすっくと立ち上がりました。

「傀儡は重ちょう宝ほうじゃが、慎重に扱うがよい。鈴の真似をして悪戯いたずらをしようなどとは努ゆめ々ゆめ企くわだてるでないぞ」

　御陵たちの廃屋での作業開始を見届けてからのち───

　東野と七久保は、二人で滝の上流へと向かいました。

　まずは城の背の崖道を登り、川沿いに遡さかのぼりながら数ヶ所に罠を仕掛けていきます。

　罠は地球から持参した、魚を捕るための網あみびくです。

「サカナ、捕れますかね」と東野。

「めっちゃ捕れるで。虚惑星の魚はチョロい。網びくがパンパンになってな、破れてみんな逃げてもうた事あんねん」

「へぇ～……いや、よく考えたら駄目じゃないですかそれ」

　罠を仕掛け終わっても、七久保はそのまま川沿いを登っていきます。

　虚惑星では珍しい整備された山道を観察しているようです。

「この先に吊り橋もあります。道はそこまで続いてる」

「ほんまかい。信じられんわ。こんな状態のいい道がまだ残ってるなんて」

　その場にしゃがみ、路肩の岩の様子を観察する七久保。そんな彼女に、

「……ところで七久保先輩。先輩は、眼鏡はずさないんすね」と尋ねる東野。

「アホ。うちから眼鏡とったら美少女しか残らへんやろ。噓や。惜しいな。さすがの虚惑星さんもうちの近眼は治せへんかった。それだけうちが大物ってことや。ま、その代わり……」

「……なんすか？」

「まーええやろ。すぐに判る。おっ、栗の木やんか。大型獣がおらんて本当やな！　取り放題や。よっしゃ栗拾いタイム！　ほらボケっとせんと東野、籠かごと火ばさみ出せ」

　七久保は勢いよく尾根の裾を駆けていき、栗の木の幹をがしがし蹴り飛ばしています。

「それ危ないんじゃ───ああ、言わんこっちゃない」

　東野は二年の先輩の勢いにあてられながら、道具をザックから取り出し準備をはじめました。

　仕掛けた罠の釣ちょう果かを待ちながら、東野と七久保は集めた栗を靴で踏みつけ、イガを取ったりしながら時間をつぶします。

　そのうちに七久保はぽろりと白状しました。

「ぶっちゃけ廃屋のリフォームなんて、あんな地味な仕事はうちには向いてないねん」

「って、それが城を出てきた本音っすか？」

　にやりと笑う七久保。

「せっかくここまで来たんや。ここら付近の地勢やら何やら、自分の目で確認しとかんわけにはあかんやろ。あの城のほかにも虚惑星人の遺跡が見つかるかもしれんしな」

「なんだ。だったら雨乃も連れてきてやればよかったな」

「……ま、わからんでも無い。ロボットでも虚惑星に初めて来ると嬉しいんやなあ」

　ふっと空のベーグルを見上げた七久保。

　そんな七久保を脇目でちらっと見ながら、栗のイガを休まずに踏む東野。

「ぃよっと……もしかして栗のイガ剝きも頼めたのかな、あの傀儡たちに。それにあの傀儡たち、立派に動力になりますよね。ダイナモで発電するのだって、軽量車サイクルカーを動かすのだって」

「……せやな。おっかないな。雨乃の存在意義ゼロや」

　それを聞いて憤る東野。

「いや、まさか。そんなはずないですよ。雨乃は自分で状況の分析も出来るし、なんてったって人間以上に会話も出来るんですから全然違います」

「そうか？　雨乃アレは出来すぎとる。うちが妹に欲しいくらいや。人間そっくりの虚惑星探査機は、一般受けはええかもしらんけど、国の上の連中はそうは思わん。道具は喋らんほうがええに決まっとる───硬いなぁこのイガ」

「かかとで踏むとラクっすよ───上の連中、ですか。うちの藤森顧問みたいなこと言いますね」

「藤森さんはそれとちゃう。逆や」

「……どう違うって言うんです」

「アホ。そんなんは自分で考えや。そうでなくとも、もっと手に入りやすい準位の低い精霊石をロボット化できる技術ができたら、雨乃はお払い箱や。スクーターで済む用事で、フェラーリのエンジンは要らんねん。その技術はたぶん、あの姫さんがご存じなんやろうけどな」

「…………ですかね？　俺はそうは───」

「どした」

　何かに気づいたらしい東野がすっと立ち上がりました。

　その視線の方向の尾根。

　朝から見かけなかった灰色の狼の群れが、紅葉の森の狭間を駆けていきます。

「───雪割丸だ」

　群れの先頭を行くのは雪割丸でした。

　純白の毛並みが、あたかも森の暗がりを照らして流れていく日差しのようです。

　その精悍な姿を二人が目で追っていると、群れはそのまま方向を変えて、こちらに走ってきました。

「なんやこっち来たで……？」

　昨日の歓迎と同じように彼ら狼たちは敵意はみせませんでした。

　ところが群れのリーダーの雪割丸だけは、じっと七久保を見据えながら最接近したかと思うと、その胸先にぐっと鼻先を寄せてきました。

「うっ……」

　間近に迫った巨狼の迫力に絶句する七久保。

　思わずあとじさる彼女のまわりを、さらにつぶさに観察するようにぐるりと周回します。雪割丸は七久保だけに関心を示し、東野には目もくれません。

「ちょ、あ……あかんて……」

　鋭い眼光に気圧された七久保はよろめいて尻餅をつきます。

　けれどやがて雪割丸は鼻先をそむけ、そのまままた城の方向へと群れを率いて帰還していきました。

　腰が抜けたようにへたりこんだ七久保と、ぽつんと立つ東野がその場に残されました。

「ふぅ……食われるかと思ったわ」

　同じく安堵の息を吐く東野が心配そうに近寄ります。

「きっとお腹いっぱいでしたよ。子供に与えるエサを胃に溜めてたでしょうから」

「うぇ」

　子育てをする親狼は、胃の内容物を吐きだして仔狼に与える習性があります。

「でもちょっと様子がおかしかったな」と、いぶかしむ東野。

　七久保は動悸を落ち着けようと胸を押さえています。はだけ気味になっていたスカートに気がついて慌てて直し、照れ隠しするようにその場にあぐらをかきます。

「なあ東野……もしかしてあのでかいホワイトウルフ、魔力が探知できるんか？」

　てっきり身を起こすのかと七久保へ伸ばした手のやり場を失って、東野は肩をすくめます。

「雪割丸ですってば。……確かに、そう思わせる出来事は以前ありました。魔力探知、たぶん出来ると思います」

「たいしたもんやな。さすが使い魔ってとこか。きのう、雨乃がちっこいのに吠え立てられた時は、こっちがびくっとしたがな」

　そういいながら、突然、自分の探検服の前みごろのファスナーをおろして胸もとを軽く開きます。怪訝な顔の東野にニヤリと微笑む七久保。

「なーんてな」

　そう悪戯っぽく呟くと、七久保は首から下げていた細いチェーンをたぐって外に出しました。面くらいつつも、東野はチェーンの先にあった貴重品に目を見張りました。

「転リ送ン環グじゃないっすか！　もしかしてそれって虚惑星の無人島の？」

「正解。なんやもう教わっとったんか。ほむらの奴ぅ……せやで、西イリ表オモテ島のウファラの浜の転送環や。ちょっと思うところあって持ってきた」

「思うところ……？」

　その場では七久保はそれ以上のことは語りませんでした。

　───城下へ戻る東野と七久保。

　七久保が宣言した通り、川に仕掛けた罠は、驚くほど大量の釣果でした。

　活きのいい鮎あゆがずっしり詰まった網びくを両手に抱え、背中には栗をどっさりと背負いながら意気揚々と戻ります。

　本丸へと向かう道すがら、作業中の廃屋の前を通ると、七久保は忙しくしている部員たちに声をかけました。

「おーい、こっちは大漁や！　鰻はおらへんかったけど鮎と川エビはぎょうさん捕れたで！」

　そんな彼らは食欲どころでは無いのか、お～、と疲れた声が返ってきます。東野も自分だけのんびりしてはいられないと、ちょっと慌てました。さらに七久保が声をあげます。

「コマさん！　御陵部長！　明日の夜から崩れるで！」

「うぇー、マジかー」

　七久保の忠告に、上狛は土埃にまみれた顔で空をあおぎました。

　隣で水を飲んでいる佐保をはたいて発破をかけます。「お前らハリアップ！」

　そんな上狛を落ち着かせつつ御陵部長もフォローします。

「無理しないでも大丈夫です。でも作業の段取りは考え直さないといけないですね」

　釣つる瓶べ落としに日も暮れました。

　本日の作業も終わりです。

　昨日に到着したほむらたちは、すばる姫から城の広間をあてがわれ、ひとまずそこを寝床としました。男女部員とも一室での雑魚寝です（雨乃だけは馬屋でしたが）。

　城内の部屋の多くは大理石で作られているのですが、この広間には赤松の板が敷かれ、剣道場のような広い板間になっています。

　ただし今晩は雑魚寝は避けられそうです。ほむらと鼎、そして合流した雨乃も頑張りをみせて、また別の一室を、女子部員の寝室とするように整えました。ふかふかのお蒲ふ団とんとはいきませんが、元から鉄枠の寝台があったところへ稲わらを運び、持参のシーツで覆って、中世ヨーロッパ風の麦わらならぬ稲わらのベッドも作りました。

「すまぬな。まともな寝具は身どもと鈴のものしか用意が無い。不便をかける」

　部屋に現れたすばる姫はそう言って詫びますが、御陵部長はとんでもないと首を振ります。

　オイルランプの明かりで照らされた部屋には、稲わらの香ばしい香りが漂っています。

「ベースキャンプに移るまで、あくまで臨時で使わせてもらうのですから十分です。わたし達には寝袋もありますし」

「すばる姫はどんなおフトンに？」と横から出てきて尋ねるほむら。

「どんな、と申されてもな。水鳥の綿わた羽ばねの蒲ふ団とんじゃがな」

「はい！　私、今日からこの城の子になります！」

「羽毛蒲団くらいで懐柔されんなや」

　と、ほむらに突っ込む七久保。

　そんな姦かしましい様子にすばるは微笑みながら、手近なベッドに腰掛けました。

　手先でその感触をみながら呟きます。

「実に手際のよいことじゃな。家造りも食料の調達も。初めてみるじゃろう傀儡たちまでも、そつなく使いこなしておったし」

「おそれいります」

　頭を垂れる御陵。

「男子陣は？　広間にはいませんでしたけど」と尋ねるほむら。

「お風呂に行ってもらいました。ほむらさんたちが清掃してくれた露天風呂に」と御陵。

「なんや男子が先かいな。レディーファーストやろ？　まーえーけど」

　とぼやく七久保は、さっそくベッドに大の字に寝そべっています。

　その上に勢いよく仰向けに倒れ込む上狛。

「ぐえっ」

「よーっし、一休みしたらメシの用意だ。皆の者もう一踏ん張り頑張ろう～」

「え～、私たちはお風呂いつ入れるんですか？　せっかく自分で掃除したのに……」

「そう嘆くなって、ほむら。連中も頑張ったんだ───厨房へ行く前に、鼎と雨乃を呼んできてもらえる？」

　渋るほむらに、上狛は苦笑で応じました。

「あ、コマさん」立ち上がった上狛を、七久保が呼び止めます。「魚も栗も先に厨房で処理しといたで───今晩は鮎の塩焼きに栗ご飯や。たまらんな～。エビは天ぷらにでもしたるか。揚げものの油はあるっすか、すばるさん？」

「ならば胡ご麻まの油を使うとよい」

「へー、そらええですわ。昨日のきのこと山菜のおこわも美う味まかったしなー。ますます奥座敷の料亭じみてきたわ。金とれるで？」

「きのことは思えないくらいしっかりした味で、すごく美味しかったですよね」と同意するほむら。

「そうか？　では本当に旅籠でも開くかのぅ」

　と自慢げに頷くすばる。

　同じく部屋を出ようとしたほむらは、ふと立ち止まりました。

「えっと、そういえば鼎さんは……？」

「馬屋のほうに降りてるみたいだな、鼎は」と上狛。

「あ……」

　いつのまにか鼎はそちらへ行ったようです。

　雨乃を一人にしてしまっていた自分はひどく薄情な気がしました。

　寝室の端の御陵部長から、お願いしますね、と言いたげにほむらは目配せされます。

　そんな少女たちのやりとりを、すばるは傍らで静かに見守っていました。

　にぎやかな食事のあと───

　女子部員一同は、揃ってほむら念願の露天風呂へと向かいます。

　地球のボイラーのように二十四時間自由自在とはいきません。湯釜に火が入っている間の貴重な入浴タイムです。ちなみにじゃんけんで勝ち残った東野が湯釜係となり、他の男子は食後の片付け担当です。どちらが役得かは……本人次第。

　城の高楼。

　脱衣所のランプをあえて遠ざけてある薄暗い浴室。

　夜空には、虚惑星の陰にまわったベーグルが、山稜のシルエットの上で、さらに高く大きくそびえる純白の山脈となって輝いています。

「立派なお風呂ですねえ！」

　そんな絶景の露天風呂を目にした雨乃が、感嘆の声をもらします。

　他の女子部員がそれぞれ洗い場の木椅子に座った横で、タオル一枚の雨乃があちらこちらを見て回っています。

「雨乃、あんた、風呂入る意味あるんか？」

　近視の目を細めながら七久保が尋ねると、えへへと雨乃は照れ笑いします。

「基本的にはメンテフリーなんですけど……光を浴びれば汚れも落ちますし……でもこちらのお風呂を楽しみにしてましたので。そんなわけでお邪魔してます」

「あー構へん構へん。汗でもミシン油でも好きなだけ流しとき」

「そうですよ。雨乃さんは大活躍してくださいましたから」と御陵。

「とんでもないです部長。言われた通りの事をこなしてるだけじゃまだまだ……」

「なんだか耳が痛いですなー」

　ざばーと木桶の湯をかぶったほむらは、雨乃の両肩に手を添えて洗い場へ。

「……わっわっ、ほむらさん？」

「いやーアメちゃん、今日はあんまり一緒にいられなくてすまんですのう。どれどれ、お背中流して進ぜましょうか」

「だ、大丈夫ですよ。ほむらさんこそ、お掃除やお部屋づくり大変だったのでは。あっ、それにボクのベッドまで整えてくださって……」

「といっても馬屋だけどね。私もそっちに泊まってみようかな？───あら、髪の中に小枝を発見しましたぞ。これは念入りに洗わないといけませんな」

　城の下層にある馬屋にもまた、雨乃と一緒に彼女のためのベッドを作りました。

「そんな赤土さんみたいなこと言わないでくださいってば」

「え、何それ意味シンだね。あ、それと……ユ、ユリちゃんも手伝ってくれたんだ。ベッド作り。ね？」

　続く雨乃のお礼の声にも、当の鼎は背中を向けたまま無反応です。その尖った尻尾も、きゅっとしまったお尻の尾てい骨の先付近からたらりと垂れ下がったままぴくりともしません。まだ野良猫のほうが愛想があります。肩をすくめて雨乃に向き直るほむら。

「アメちゃんは露天風呂はじめて？」

「はい！　あっ、でも知識としては知ってました」

「それでも珍しいの？」

「はい。とっても造りが変わってます。一見、装飾は和風ですけど、ベースは伝統的なローマ式みたいに見えます。排気の仕方とか、滝の上流からの水の取り入れ方ですとか」

「ローマ式ですと……なんとこれは豪華ローマ風呂ってやつだったのか。つまり……あれですね？　『テルマエ・ロマエ』？」

「そうそれそれ。テルマエ」

　御陵と共に一足先に浴槽に浸かっていた上狛が声をあげます。

「この付近の幾つかの遺跡で、特に大理石の使われていた場所では、公衆浴場、いわゆるテルマエが見つかっててさ。街の中でもけっこう重要な施設だったらしいね」

「へえー。虚惑星人たちもスーパー銭湯とかに通ってたんですか。ちょっと意外な感じですね」

「合理的だわ」ぽつりと呟く鼎。

「せやな。家ごとに湯釜を置かんでええから、失火も防げるしな」と七久保。

「そんな理由？　うーん……きっと楽しくって元気になれたからですよ。でなかったら続かないですって」

　と、ほむらには意外と真剣にそう思えたのでした。

　そのうちに新たな入浴者が現れました。

　人影と物音に、まさか男子（特定一名）の覗き!?　とちょっと身をすくませたのですが、そんな警戒は不要でした。なにしろもっと緊張を迫られる相手でしたので。

　脱衣所の入り口に立つ、その薄うす衣ぎぬから透けて見える艶なまめかしきシルエットは、この城のあるじのものでした。

「───よいか、邪魔をするぞ」

　透き通るような白い裸身に茜あかねで染め抜かれた木も綿めんの湯ゆ帷子かたびらをまとっています。

「す、すばるさん？　どうぞ？」

　どきりとしたのは、ほむらだけではありません。

　もちろん断れるはずもなく迎え入れます。ほむらの前で木椅子に座る雨乃が、緊張に姿勢を正したのがわかりました。

「湯加減は良いようだな」とすばる。

「おかげさまで。明日の英気を養わせてもらっています」

　上狛の礼の言葉に、うむ、うむ、と何度も頷くすばる。なんだかちょっと様子が変です。

　そんな彼女がふいに、ほむらの方を見ました。

「───雨乃はおるか」

「あ、はいっ」とはじかれたように雨乃が応じました。

「髪を流せ。身どもの髪かみ梳すきを頼む」

　すばるはそう一方的に告げると、洗い場の一角に腰をおろします。

「はい。喜んで」

「ちょちょちょ、アメちゃん？　すばる姫も───」

　いきなり髪を洗えと命令されて、はいそうですかとさせるわけには。

　そんなふうに焦ったほむらの腕を、御陵がそっと押さえました。湯船から身を乗り出したまま小さく首を振ります。

（……え……先輩？）

　すばるにしても先輩にしても、どういうつもりかわからず、ほむらは戸惑います。

　一方、雨乃はタオルを胸に巻き直しておとなしくすばるに従いました。

「それじゃ、失礼しますね～」

　まずは結い上げられた髪に指先をはわせながら、痛くしないよう慎重にほどいていきます。すばるはつんと顎をあげて、彼女にされるがままにしています。

　心配顔の消えないほむらは、二人の隣に木椅子ごと引っ越してきました。

　熱心に髪を扱う雨乃に目配せしながら、おそるおそる話しかけます。

「あの～、すばるさん、ランプの具合のせいかもしれませんけど、なんだかお顔が赤くありませんか……先にそちらのサウナに入られてたり？」

「《さうな》？　蒸し風呂のことを申しておるのか？　いや。気にするな」

「……あっ、この香り……もしかして、お酒を？」

　赤らんだ顔のすばるから、化粧ばかりではない甘い香りが漂ってきます。

「よ……酔ってはおらぬぞ？　少しばかり食後の酒はたしなんだが、断じて酔い乱れてなどはおらん」

（───酔ってる）と心中で突っ込むほむら。

　振り返ると、湯船の中から興味深げにこちらをのぞき込んでいた上狛と御陵も、

（絶対酔ってる）（……酔ってますね）と言いたげな雰囲気で頷きます。そこへ、

「酔っとるやん！」と痛烈に口に出して指摘する七久保。「来た時からふらついとったで？」と遠慮がありません。

「……か、構わぬであろう。身どもも、もう後は休むばかりじゃからの」

「大丈夫ですよ」

　雨乃にされるがまま、じっとしているすばる。薄いたらいに張った湯に、ほどいて下ろした長い髪を浸します。

「……随分手慣れておるのじゃな」

「ハイ！」

「あれ、そうなの？　アメちゃん」とほむら。

「ですよ？　髪を洗ったり、お風呂をお手伝いしたりするのは、ボクの大事なお仕事ですから。赤土さんのおばあちゃんにも褒めていただきました！」

「あ、そっか。そう言えば」

　雨乃が虚惑星探査機としてばかりでなく、介護用のロボットとしても運用されていたことをようやく思い出したほむら。

「でも、こんなに綺麗でとっても長い髪を洗わせてもらうのは、初めてですけれど……うまく出来てますでしょうか？」

「黙っていたせ」

「ハイ！───痒かゆいところはございませんか？」

「…………じゃからな……」

　緊張気味の雨乃も、慣れた仕事をしながらすこしは打ち解けてきたようです。

　隣で体を洗いながら話しかけるほむら。

「すばるさん。鈴蘭ちゃんとも、よくこちらの露天風呂に？」

「うむ……と言いたいところじゃが、あれは野山で土まみれになっておるくせに、大の風呂嫌いじゃったからのう。夏ともなると、川に出て水浴びばかりしておったな。それでもこのくらい肌寒い頃ともなれば、観念させて浸からせたものじゃ。湯に林檎を浮かべたりしての」

「へえ、林檎のお風呂ですか。素敵ですね」

　そんなすばるからほんのりと漂っていた酒気も、また林檎の香りなのでした。

　やがて髪を洗い終えた雨乃と、すばる姫と共に、揃って広い浴槽に移ります。

　湯ゆ帷子かたびらを脱いだすばるの胸には、革紐で結ばれた精霊石が下がっていました。

　はっと上狛と七久保が目を見張りますが、ほむらなどはもっぱらすばるの美しさに見惚れていました。

　岩壁を背に、浴槽の縁に腰掛けたすばる。十分に湯で温まった体をさましながら、ベーグルの明かりに照らされた少女たちの顔ぶれと、星のまたたく夜空とをおだやかに眺め渡します。

　姫の酒気もすこしは抜けてきたようです。

　どうやら彼女は、お酒には強くもなく飲み慣れてもいないような雰囲気でした。

　そんなすばるがぽつりと呟きます。

「娘むすめ子ごの頃を思い出すのう」

「すばるさんの幼い頃のことを……？」と御陵。

　頷くすばる。はるか城下へと視線をやります。

「この川を下り、山を越えたずっと先の、街道の交差する地に《ドゥーブレ》という名の里さとがあってな。短い娘子の季節を、身どもはその地で過ごした」

「《ドゥーブレ》……虚惑星人の街が……」思わず息をのんだ御陵。「それは、すばるさんがその里で過ごされたというのは、わたしたちの文化でいう寄宿舎のような───江戸時代でいえば藩はん校こうのようなものだったのでしょうか」

　御陵の問いかけにすばるは頷きます。

　隣で湯船の縁に腰掛ける上狛や、ぷかりと体を伸ばしている七久保も、その場にそぐわぬ鋭い視線をすばる姫に向けていました。

「うむ。おそらくお手前たちの想像からは拍子抜けするような、ささやかなものじゃがな。《ドゥーブレ》には、この一帯から色々な者たちが集まってきておった」

　藩校とは、江戸時代の武士の子弟を入学させ、文事と武事を厳しく教え込んだ、いわば公立の教育機関でした。

「《ドゥーブレ》は元をたどれば、この城に勤めていた我が氏族の家臣が拓ひらいた里じゃ。そこでは、身どもの叔お母ばが──身どもの母上の妹いもうと君ぎみのことじゃな──招かれて、氏族の役目としての参さん審しん人にんをつとめておった」

　そんなすばるの声には、愁うれいと懐かしさの響きが入り混じります。

「サンシンニン？」と首をかしげたほむら。「野球と関係が？」

「えーと、参審人は現代で言う裁さい判ばん員いんのことかと」と雨乃がフォロー。

「では、叔母様というのは、純粋な虚惑星人……ですか」

　上狛の問いに、再び頷くすばる。

「───身どもは、その叔母を保護者として《ドゥーブレ》に一時暮らし、学び、多くはないが友とも垣がきとも交わった。参審人といっても、ほとんど閑職同然の名誉職じゃからな。それもあってか、叔母はその地では教師もしておった。身どもも友垣と肩をならべ、色々なことを教わったよ。塵劫術マテマテカもその一つじゃ……」

　そう語り、すばるは胸の精霊石にそっと手を添えました。

「マテマテカぁ？　なんですのんそれ」と七久保がその奇妙な響きに反応します。「……あ、そか……マスマティクス？　数学!?　いきなり英語かいな！」

「ラテン語だわ。語源は」と鼎がぽつり。

「し、知っとるわ」

　ふっ、と笑うすばる。その指先を静かに湯にひたします。

「最初は……斯か様ような児じ戯ぎからな……」

「はっ」と雨乃が息をのみます。

　雨乃の前の湯面から、小さな湯の球体が、ぷかりと宙に浮かび上がりました。

　静かに浮上した水球はレンズとなって皆の顔を映し出しています。

　よくみれば球体の下には糸のように細い水の柱があります。

　それは確かに、すばる姫のささやかな魔法でした。

「……懐かしいの」

（大嵐さんの魔法に似てる……でも……）

　その不思議な光景に、ほむらは奇妙な違和感を感じましたが、それをとっさに言葉にすることが出来ません。

　御陵が湯をすくいあげました。その掌の中から、今度はもっと小さな球となって、湯がひとりでに跳ねます。

　こちらは御陵部長の魔法です。水を操るのは、彼女の得意技です。

　ぴちぴちと飛び上がった湯の小球たちは、すばるの球に触れると磁石のようにぴたりと吸いつき、あたかも衛星のように、くるくるとその周囲をめぐるのでした。

　翌日の滞在三日目。

　その日もまた問題なくキャンプの設営は進みました。

　ところがさらに翌日の四日目は、朝から雨です。

　七久保の言った通り、昨晩遅くからの風の強い雨がずっと降り続いていました。

　風雨を見越して屋内でこなせる仕事を幾つか残しておいたのですが、それらも済んでしまってからは、部員たちは少々手持ち無沙汰です。

　そんなわけで、男子などは休息がてら広間でカードゲームに興じています。

　とはいえ雨なら雨で、部長たちにはまた別の思惑があります。

　食事の準備を一段落させてゲームの輪に加わっていたほむらは、城の高楼に用があるといって出て行く桃山先輩に無理を言って付き添い、同じく広間を離れました。もちろん狙いは部長たちの話に加わりたいがためです。

　高楼のテラスでは、すばる姫と御陵部長、上狛部長、そして七久保先輩が顔を並べています。

「おっ来たね、桃山くん。ほむらまで来たか」と呆れる上狛。

「私はもう絶対勝てないゲームなんかやりませんから」

「なんだそりゃ」

　山稜にかかる雨雲のうねりが足早に流れていきます。

　テーブルにはいつもの茶器のセットとお茶請けが並んでいます。

「これは？」とほむら。

「蜂蜜にきなこを練りこんだ菓子じゃ。娘子たち向けかと思うてな」

「きなこ飴ですね！　いただきまーす！」

「ほんま何しに来たん、あんた」

　微笑むすばるの前には一冊のアルバムが開かれています。

　御陵の持参した写真のプリントを眺めるすばる姫。ほむらも興味津々でのぞき込みます。

　そこには中学校の制服を緊張気味に着用する鈴蘭の姿があり、すばるは目を丸くしました。

「ほう……これはなんと……いや……馬子にも衣装じゃな。とてもあのてんば娘には見えぬの」と感嘆の溜め息。「こちらの隣のお方がご母堂か。優しそうなご仁じゃ」

　ほむらも久々に見かけた彼女。鈴蘭の肩に手を置いて微笑んでいます。元気そうです。少し髪が伸びました。

　また一枚の写真をすばるが取り上げます。

「この者たちは、鈴の友人か？」

「あっ、学校のクラスメートだと思います。えっと、寺子屋で一緒に学んでいるお勉強仲間、かな？」とほむら。

「寺子屋に喩えるのでしたら筆ふで子こですね。そのお二人は鈴蘭とも特に仲が良いそうですよ」

　へぇと納得するほむらに、御陵が頷きました。

「そうか…………」

　写真を眺めるすばるの、その複雑な想いが秘められた横顔。

　年齢平均から比べると、鈴蘭は小柄なほうです。

　写真中央には制服を着た鈴蘭が。その両隣には、同じ制服に身を包んだ背の高い面倒見の良さそうな凜とした少女。そして鈴蘭ともさほど背の変わらないおとなしそうな眼鏡の少女が寄り添いながら写っています。

「鈴すずちゃん大変だろうなあ……」

　思わず率直な感想がほむらから漏れます。

「うむ」

　すばるも寂しげに頷きます。そうは言いながら、ほむらもほっとさせられたのです。

「でも、みんな大変ですよ、女の子は。だけど鈴蘭ちゃんなら大丈夫です」

「そうか……お手前のような者が言うのだ。確かにそうなのだろう」

「そーですとも……ってあれ、それどういう意味です？」

「うむ。他意は無い」

　離れがたそうにしながらも鈴蘭のアルバムから目を移し、すばるは居住まいを正しました。

　上狛、そして七久保も向き直って、この席の本題を慎重に切り出します。

「───海岸方面への遠征に向かいたいとな？　次なる《みっしょん》とやらでか？」

「はい」

　神妙に頷いたのは上狛部長です。

「あたしたち日吉坂校の探検部は、北東地方への長距離遠征を主な活動にしてきました。そのために周辺の探索がおろそかになっているんです」

　すばるは耳を傾けながら、その先を促しました。

「桃山くん、あれお願い」

　上狛に促されて、桃山は一枚の大きな地図を取り出しテーブルに広げました。

　少し緊張気味に桃山が語りはじめます。

「これはこの地域一帯の地図になります。僕たち日吉坂高校と青藍高校の調査範囲を合成したものです。この地点が今いる城の谷、ここが青藍高校の元ベースキャンプ。こちらは僕らの日吉坂校のベースキャンプです───海岸方面はこの地図の北東側です」

　地図の北東、右上の方角はほとんど空白地帯になっていました。

　すばる姫は地図を眺めながら、ふむと感心して頷きます。

　ところどころに不連続な短い海岸線が描かれています。しかし伸ばされた調査の手は途中ではばまれ、途切れていました。

「地図の下地に薄い色で描かれているのは虚軸望遠鏡衛星──地球の空に打ち上げた望遠鏡みたいなものです──からの観測による推測ですが、見ての通り、海岸と陸が区別できる程度で、その地のくわしい地勢まではわかりません」

「北東の海側の山並みは、おしなべて険しい」とすばる。

「……はい。海岸を伝っての移動もかないませんでした。ここから先へ地図を広げようと考えたら、大型の船が必要です。でもそれは僕らにはまだ……」

「………………」

　沈黙するすばる。

　桃山はそんなすばるに懇願の眼差しを向けて尋ねました。

「すばる姫。もしや、この地域の地図をお持ちでは？」

　普段からおだやかな桃山先輩のそんな必死な表情を見たのは初めてでした。

「……その地図作りを成し遂げるのが、お手前たちの役割なのであろう。それを簡単に手放すようなことをしてしまってよいのか？」

「それは、確かにおっしゃる通りです」

（……そっか）

　ここにきて、ほむらはようやく上狛部長たちの考えがわかってきました。

　───この城での寝泊まりが始まってからというもの。

　城の不用な場所には決して立ち入らないようにと、上狛も御陵も部員には厳命していました。もちろん、すばるの私室などはもってのほかです。

　それは互いの信用を培つちかうためには何より大切なことです。

　それでも城内を移動するうちに、それとなく視線をめぐらせてみた範囲では、『書庫』にあたるような場所は見当たりませんでした。

　虚惑星人の文化や歴史を記した書物───そして虚惑星の地図のありか。

　桃山の問いを上狛が引き継ぎます。

「あたしたちは、ぜひともこの先の地域に踏み出したいんです。ほんの少しの範囲でも構いません。もし詳しい地形図があるなら、それで遠征の危険を減らせます。あたし達、調査官にとって本末転倒であることは、わかっていますが……」

「……ま、ぶっちゃけ、虚惑星版の地球儀とか？　虚惑星版の世界地図帳ワールドアトラスを持っとりゃせんですかね？　すばるさん」

　と七久保が、単刀直入に尋ねました。

　それは上狛と御陵の二人がびくりと体を震わせるくらい、ぶしつけな問いかけではありましたが、両部長にとってもすぐに否定できない悲願には違いないのでした。

　おそらくそれは日本の調査官だけでなく、国連ＵＮＰＩＥＰに所属する調査官全員の悲願なのです。

　すばるは地図を眺めたまま、まだ沈黙しています。

「…………」

　そんな中、ほむらがおそるおそる茶菓子の木皿に手を伸ばすと、びしっと上狛にはたかれました。

「あぅっ、こ、これとっても美味しいんですよ？」

　がらがらがらと木皿を遠ざけられて、お菓子に罪はないのに！　と嘆くほむら。

　そんなやりとりをよそに、静かに御陵が口を開きます。

「すばるさんがお話しされた《ドゥーブレ》というのはこの街では……ありませんか？」

　御陵が数枚の白黒写真を取り出しました。

　おずおずと差し出されたそれに、すばるは釘付けになります。

　それは街といっても、もはや廃墟と化し、主な石組みしか残らない遺跡です。

「わたしたちが過去の探検で発見した場所です。この街は大きな火災で失われたことがわかっています。もう何百年以上も前のことです……。勿論、もう誰もその地に住んではおられませんでした」

　すばる姫の反応に確信を強めながら続ける御陵。

「───地図上ではここになります」広げられた地図の南方の一角に指を置く御陵。「青藍高校の調査中に先代部長と……もう一人の部員の稲荷と共に見つけた遺跡です」

　すばるは静かに頷きました。

「……いかにも、この瓦礫は彼かの《ドゥーブレ》のなれの果てじゃ」

　ほむらははっとしました。

　写真を見つめるすばるの頰に、一筋の涙がつたいます。

「存じておるとも。忘れるわけが無い。《ドゥーブレ》は身どもが焼き払ったのだから。それ以来、あの地に足を運んだことは一度も無い」

「……えっ……」

　ほむらも、他の者たちも息をのみます。衝撃的な告白でした。

「参審人をつとめていらした叔母上様は……？」

　そう尋ねた御陵の懸念を見越して、すばるは首を振りました。

「……彼女はその街で亡くなってはおらぬ。叔母上はこの城の者たちと共に、此処ここより遠い地へと去った」

《ドゥーブレ》で何が起きたのかはわかりませんが、それを聞いてひとまずはほっとするほむら。

　すばるはさらに言葉を続けます。

「この《ドゥーブレ》のような、捨て置かれた街をさらに目にしたいと申すのか？　どうしても、地図が欲しいと、そう申すのか？」

　すばるは問い詰めるように、上狛たちを見つめます。

「───否、たとえ地図があったとして、もはや昔の街道などは荒れ果てて使い物にならぬ。この城に通ずる石畳の道は、術を用いて木の根が伸び至るのを遠ざけておる。しかしそういった補修も行われておらぬ僻地となれば、とうに石草の海に没し、野山と区別はつかぬじゃろう」

「承知の上です。経年変化の不確実さを考慮しても、得られる安全性には代えられません。もし地図があるのでしたら、それは価値があります」

　と、真剣に語る上狛。桃山もまたその意気込みに同調して、ずい、とすばるに詰め寄ります。

「こちらの時間でおよそ四ヶ月後に、地球時間では三週間後に、またこちらに参ります。その時には、我々は海岸方面への遠征に出発したいと考えています」

「それはまさに豪雪のころじゃ」

「はい」

　桃山がさらに口添えします。

「かんじきとそりを使いますから、むしろ雪は助けになります。山では一番危険な沢を、夏場だったら昇降が激しすぎて消耗する渓流地帯を、なだらかに渡っていくことが出来ます」

「されど冬は景色が一変する。道迷いだけでない、また別の危険もあるじゃろうが……その保障としても、地図が欲しいのじゃな」

　念を押すように抵抗をみせるすばる。

　それでも上狛と桃山は揃って頷きました。

　その脇でほむらは、姫川たち苫小牧電波の部員たちがウィンタースポーツに興じていた姿を思い出し、ちょっと興味が湧いてきました。

「へぇー、今度は冬の虚惑星の遠征ですか。面白そうですよね。スノボとかも出来るんですか？」

　そんな彼女に話しかけられた桃山は、困ったように眉をひそめます。

「う～ん、ちょっとそれは難しい、かな」

「あれ」

　きょとんと首をかしげるほむらに、御陵がおだやかに言い聞かせました。

「日ノ岡さん。わたしたち青藍高校は、このままベースキャンプの設営を続けますよ。まだ今回だけでは終わらない仕事です。日吉坂高には、日吉坂高の役目があるのですから」

「そ、それは、わかってます……けど……」

　と、実はもっと吞気に考えていたほむら。

　七久保がさらに追い打ちをかけます。

「それに日ノ岡、あんたまだ初等調査官ノービスやろ」

「ええ、よくご存じで。それが何か？」

「初等調査官は、まだ冬期探査には加われへんで。部長級の同行者がいて最低で五等や。できれば四等でないと遠征の許可は下りん。どのみちあんたは行けへんっちゅーことや」

「えっ、そんな。藤森先生は、等級なんか単なる国の決めごとだって」

「冬山やで？　あんた死ぬ気か？　温泉付きのスキー場とちゃうねんで？」

「ううう……」

　落ち込むほむらを気の毒そうに見る桃山。その彼が、気遣うように御陵に視線を移しました。

「けれど御陵さん。これは本当は青藍高校の担当地域のミッションだ。本当に御陵さんはこのまま日吉坂高ぼくらに任せてしまっていいの？」

「…………」

　少しだけ沈黙の間を置いてから、寂しそうに頷いた御陵。

　いつか見た、微笑み。

（……先輩……）

　二人の三年生のやりとりの意味を、ほむらは自分に引き寄せて考え始めます。

　しばらく黙考していたすばるが、やがて重々しく口を開きました。

「上狛殿の申し出よくわかった。地図を授さずけてもよい。されど、一つ条件がある───」

「じょ、条件……？」

　思わずごくりと唾をのむ上狛。

　探検部一同、居住まいを正し、すばるの切り出すその条件に耳をかたむけました。
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「お手前は『山田』じゃ、東野殿」

「───あ？」と怪訝顔になる東野。

「善し、雨乃───お手前も『山田』をやってみるか」

「ハイ！」

　そう言われてすばるから渡されたのは、ずいぶん明るい染め色の木綿の着物です。

「どっかで見たような……」

　袖を通してもまだ東野は首をかしげています。

　ほむらは雨乃の格好を見て感嘆の声をあげます。

「おお～、いい山田っぷりだねぇ～」

「そうですか？」

　と俄然張り切る雨乃です。

　皆のための座布団をどんどん運んで持ってきます。

　板間の広間にはなにやら一段高い、一人用の舞台が作られました。

　中央には座布団がぽつんと一つ。じっとその舞台を見つめる東野。

　さすがにここに至って、彼も事態を把握します。

「あっ、これ、山田だ！　俺、山田くんだ！」

「だからそうだって言ってるでしょ？」と珍しく呆れる側にまわるほむら。

　一人用の舞台とはいわゆる高座です。




　そう───すばるの出した『条件』とは、

「すばる姫による創作落語を、全員正座して拝聴すること」……なのでした。




　高座の脇には、さすがにめくりまでは用意されていませんでしたが、もしあるとするならそこに書かれる名前は、

『御み陵ささぎ亭てい　すばる』───とか、

　あるいは『五い百津之おつ美み須す麻ま流る亭てい～すばりゅん～』というところでしょうか。

　言われるままに部員たちが板間に集い、妙な緊張感を感じながら高座の前に居並ぶと、舞台の袖から──音色はリュートなのですがメロディは吟遊詩人らしからぬ──痛快な演奏が始まりました。

　演奏はもちろん上狛部長で、すばる姫からぜひ落語らしいのを一曲頼む、と懇願されて弾いてる、というかかき鳴らしております。





じゃんじゃじゃ　じゃじゃじゃじゃ　じゃんじゃん───ぺぺん！




じゃんじゃじゃ　じゃじゃじゃじゃ　じゃんじゃん───ぺぺん！






　ってそれはどちらかというと落語というよりはテレビ番組の『笑点』ですが……「それしか知らないんだから仕方ないじゃん！」とは上狛の弁。

　そんな裏事情を知ってか知らずか、うきうき浮かれた様子ですばるが広間に現れました。

　客全員が拍手で出迎えまして、本日の演目の開始とあいなります。

　さてそのお題は───





『星せい神しん』






「遠くて近きは男女の道、近くて遠いは田舎の道───なんて申します。

　お江戸の長屋の八百八町にも、まあ大小長短いろいろ道がございまして、

　ちょっと変わったこの長屋、常は四つ辻のところを五辻になっておりました。

　ご想像の通り、見通しが悪い。なにしろ前があかない。

　これがまァ不便で不便で、毎日毎日、猪がぶつかり鹿がぶつかり馬がぶつかり、

　しまいには、人ならぬ者が辻のカドに頭をぶつけて倒れておりました。

　長屋に住む藤吉とうきちが、シメシメまた今夜は、牡ぼ丹たんか、紅葉もみじか、桜さくら鍋なべかと

　表に出てみますと、そこには女が倒れているじゃありませんか。

　獣なんてものは何しろ馬鹿ですから前が見えませんが、やれやれ人がぶつかるとは。

　これはちょっと鍋にはありつけそうも無いと肩を落としていたところ、

　女がぱちくりと目をさまします──────」




（すごいな……たいしたもんだ）

　───と、東野はすばるの落語の演じっぷりに感心します。

　むろんプロの噺はなし家かにはおよびもつきませんし、ちょっとは恥ずかしさも交じり、かえってこちらが気恥ずかしくなる場面もあります。

　が、それなりにそつなく演じていられるのは、やはり彼女の父親、御陵義処からの薫陶があったからでしょう。鈴蘭の前での口演の成果ももちろんです。




　これまで東野はすばるに求められ、幾冊かの落語本を献上してきました。
















　それは東野自身が図書館に通い、ネットで調べ、実際に目を通して選んだものです。

　最終的には管理官──藤森です──の検閲らしきものを受けます。けどそれも、

「面白くないなぁ───没」とか、

「他の落語家のバージョン無いの？」……などと、

　そういうなんだか個人的な理由でダメ出しをくらったりはするものの、だいたいはスルーで送り届けています。

　冷静に考えれば、落語が江戸時代に発した話芸とはいえ、こうして現代に残っているものは相当にアレンジが加えられ、語彙なども全然変わっていますから、すばるの知る落語とはだいぶ異なっているはずです。

　そういうささやかなプレゼントは、腫れ物扱いの虚惑星人絡みのエピソードとしては取り扱いやすい部類に入るようで、ＵＮＰＩＥＰ日本支部でも積極的に活用されています。

　ただその一方では、元からすばるが身につけている貴重な江戸時代の伝統芸能、口承文芸を破壊する行為に他ならない、なんて批判も目にしないわけではありません。

　しかしそんな事を忠実に遵守していったら、すばる姫とおいそれと会話もできなくなります。実際、自分たちのくだけた日本語に触れている時点でもう、破壊されまくっているわけですから。

　すばる自身の吸収の速さにも目を見張ります。現代の活字の書物も難なく読みこなします。東野が江戸時代の書物を紐解こうとしたらそれはもう一日仕事です。

　彼女の演じる落語はすでに、東野たちにも理解しやすい口語になっていて、それもやはり自分たちの会話や、書物から得た知識なのでしょう。





「───すみません。わたしは元は空の星でしたが、神様のお怒りを買いまして、

　空を追われ地上に遣つかわされたのです。ついつい馴染みのある形が見えたものですから、

　くらくらと招かれてあの夜半に、辻でゴツンと頭つむりをしたたかにぶつけた次第です。

　ただこうして正体を見られたからには、わたしは海のヒトデに身をやつさなくてはなりません───」






　東野は、それまで特に落語に関心があったわけではありません。実際に人間の噺家が芸を披露する「寄よ席せ」という興行小屋にも足を踏み入れたことがありません。せいぜいＴＶで見かけるくらいです。

　が、すばる姫との間で落おとし話、落語の情報をやりとりするようになってからは、すこし興味が湧いてきました。

　すばるの噺はなしに耳を傾けていると、江戸の地名が入り乱れます。

　すばるの過去の地名の知識は現代日本人よりもずっと詳しいくらいでしたが、微妙にその地理はズレてしまっていて、実際の地理を知っている東野はなんだか、びゅんびゅんと韋駄天足で江戸中を走り回っているような気持ちで聞いていました。

　やがて東野は、すばるの作り上げた噺の元は、どうやら『水神すいじん』という、人情噺の落語を彼女なりにアレンジしたものだろうと見当をつけました。

『水神』は、女房に愛想を尽かされ乳飲み子を抱えた男が、不思議な女と出会うという場面から始まります。男と女はいい仲になりますが。その女は実は、水神の遣つかいのカラスで、罰を受けて人間に化けていたのでした。そして昔話の常つねで、正体のばれてしまった女は男の元を去ります。そして最後には……





「藤吉は海に向かって、さめざめと泣きはらしました。

　ナァナァ帰ってきておくれ、お星せい。星神だか迷神だか知らないが、

　適当な話をつけて縁を切ってくりゃいいじゃないか。

　なにしろうちは幼子が五人もいて手が足りてないんだ。手が足りてない。

　手が足りない。人ヒト手デが足りない。







───おあとがよろしいようで」







[image: ]
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　落語の夜の翌日も、依然として雨は降り続いていました。

　滞在時間が限られる中で上狛と御陵は決断し、ある程度濡れることも覚悟で作業を再開しました。

　なかには濡れた足場の上から、重い岩を下ろすような危険な作業もあります。

「精が出るのう」

　雨の中、様子をうかがいに現場を訪れたすばる。

　竹骨に和紙を張った和傘を差し、足下には、また小さな白狼の初雪を連れています。

「なんだぁ、お姫さんかよ……日ノ岡さんかせめてユリちゃんが差し入れにでも来てくんなきゃ、やる気も精も出ないっての、精も出ないっての、二度言いました！」

「おま、声がでけーよ」

　あからさまにぼやいている佐保を、東野がたしなめます。

　とはいえハードな作業にグロッキー気味なのは、東野も早瀬も同じでした。多賀先輩はあいかわらずのタフネスぶりを発揮してはいましたが。

　すばるは、その危なっかしい作業を見かねて助太刀を申し出ました。

　探検部員たちには教えていなかった符丁を駆使して、傀儡に作業を代行させます。

　それは複数の傀儡が全く異なる動作をしながらも、互いに連携して働くものでした。タイミング合わせから作業の精度から、既に教わっている符丁だけではとても再現できない困難な作業です。

「何か……おっかないな……」

　そんな傀儡たちの作業を眺める佐保。びしょ濡れの髪を、雨乃が渡してくれたタオルでぬぐいながら呟きます。

「…………」

　同じく眺める東野もまた佐保の呟きには、ひそかに同意していました。

　それまでの作業で見てきた、木こ挽びきのための長い鋸のこぎりや、草刈り用の鎌を持つ傀儡たち。

　近寄っても危険は無い、とは教えられましたが、実際に彼らが刃物を持ちながら黙々と動く姿には、言いようのない不安を感じずにはいられませんでした。

　ましてや今は、一抱えもある岩を傀儡同士で投げ渡しているのです。

　もし、あの岩が自分たちに向かって飛んできたなら───

　あるいは傀儡たちが刃物を握り、一斉に向かってきたなら───

　……そしてそれを行うのが傀儡ではなく、操られた東野自身だったのならば。ふとそんな考えに至り、雨の冷たさばかりでない寒気が東野を襲います。

　没頭していた東野は、耳に鋭く届いた声に、はっと注意を取り戻します。

「これ、初雪！」

　唐突に初雪が前に駆けだしました。

　すぐさま、すばる姫は傀儡を停止させる符丁を叫びます。

　しかし傀儡が投げ捨てたサッカーボール程もある岩までは止まりません。

「───！」

　雑草を抜いたばかりのぬかるみと砂利の上。

　誰よりも先に動いたのは雨乃でした。

　迅速に仔狼の前に飛び出し、滑り込みながら身をかがめて、みずから壁になります。

　岩は、片腕をあげて庇う姿勢をとった雨乃の背の片側にぶつかり、どっ、と鈍い音を立てて方向をずらして落ちました。

　事態を理解していない初雪から、キャン、と驚きの吠え声が響きます。

　雨乃の身を案じる部員たちが集まるなか、

「大丈夫ですか？　お怪我はないですか？」

　と、あたかも人間に対するように、初雪に語りかける雨乃。

　けれどその相手はけたたましく雨乃に向かって吠え立てると、威嚇するように尻尾をふくらませ、その場から雨の下を走り去ってしまいました。

「よかった……」

　ほっと胸をなでおろす雨乃に、部員たちは口々に声をかけます。

　されども本人はケロリとしています。

「ハイ。だい……じょうぶ……だと思いますよ？　ちょっと皮膚のコーティングがはがれたかもしれませんけれど。あとで確認してみます」

　確かめるように、体をうごかしてみる雨乃。

「人間だったら骨折じゃ済まなかったぞ」

「ヘイキですよ。ボク、虚惑星上では特に剛性が変化して───」

　そう口にしかけた雨乃の言葉をさえぎって、すっとんきょうな声があがります。

「ゔぇー、雨乃ちゃんひどいよー」

「───秋穂さん？　わっ」

　そんな間の抜けた声をあげたのは佐保です。

「どーした佐保？　ああ、落ちた岩で泥が撥ねたのか？」と笑う上狛。

　佐保の体の前面は泥だらけです。レインジャケットはすぐに洗い落とせるとはいえ、さきほど拭ったばかりの顔はむざんなことに。

「ごめんなさい、秋穂さん。そちらにまで計算が至りませんでした」

　ぺこりと頭をさげる雨乃。

「うんうん。ま、あの仔が無事だったから、よしとしますか」と佐保。

「なんでお前がドヤ顔なんだよ」と早瀬が突っ込みます。

　すばるは、初雪とみずからの不手際を詫びました。

　そして驚くべきことに、雨乃にも。

「まことに怪我は無いのか、雨乃」

「……は、はい。ご心配おかけしました」そしてまたはっとする雨乃。「あっ、稚鮎さんにも報告しなくちゃですね。ボク、ちゃんと落石対策にも一役買えますよって。自分が落石になったりなんかしませんから？」

「───雨乃さん」

　しかしそんな彼女の快活さとは裏腹に、御陵は浮かない顔で名前を呼びました。

　雨乃は部長を見上げて、不思議そうな表情を浮かべます。

「どうかされましたか、部長」

「……雨乃さん。とっさに動いてしまったことは責めません。けれど、雨乃さんの判断は誤りです。そんなふうに自分を犠牲にしてはいけません」

「……っ……部長、あの」

　言葉を連ねようとした雨乃でしたが、あまり見せることの無い、御陵の真剣な様子に言葉を飲み込みました。

　傍らでそれを見ていた東野にも、彼女らしくない雰囲気だと感じられました。

「今後は評価値をあらためてください。よいですね、雨乃さん」

「はい……わかりました。ごめんなさい」と素直に頭を垂れる雨乃。

「───真世」

　問いかけとも咎とがめともとれる声音で、すばるが彼女の名を呼びます。

　そんなすばるに対してさえも御陵は、お騒がせしました、とすっと頭を下げるばかりで心を寄せ付けません。

「よーし、じゃあ、ちょっと休憩にしようかね！」と上狛が切り出して、泥だらけの佐保の肩を叩きます。

　あまりに汚れた男子部員たちは、そのまま広間に戻るわけにもいかず、昼の露天風呂へと直行。

　大量の洗濯物を押しつけられたほむらが「これはもしかして性差別って奴じゃないですか～？」と抗議の声をあげます。その脇では、鼎が「だったらあなたは男子に服でも下着でも洗ってもらえばいいんじゃない」と言い捨てさっさと仕事にかかるという、おなじみの光景が繰り広げられるのでした。




　翌日の朝。

　城の最も奥にある、すばるの私室に呼ばれた上狛と御陵。

「いくらか時間をもらったが、約束の地図を授ける」

　それは美しく作図された地図でした。

　我々現代人の使用する地図の記号と様式にほぼ則のっとって描かれた見事なものです。

　中央やや南方にすばるの城が置かれ、その紙面の北方には、上狛たちにとっての未知の領域が広がっています。

　上狛から提供された探検部製の地図は、そのまま地図上に反映されています。

「……す、すばる姫の直筆、ですか？」

　おもわず黙りこくって図面を凝視していた上狛が顔をあげます。

「うむ。久々に熱を入れて筆をとったので少々疲れた」

　上狛の感嘆の声にも、自分の肩を叩きながら、何ということもなく応じるすばる。

「まるでプリントアウトしたみたいに精巧ですね」

　和紙の上に、細筆や烏からす口ぐち、羽根ペンなどで滑すべらかに描き分けられた地図は工芸品のような上品ささえ漂っています。

「《ぷりんたうと》？　まあ、術を使わずとも、このくらいのことは出来る。記号や図柄はお手前たちのものから踏とう襲しゅうさせてもらったしの。このていどの製図などより、むしろ反たん物ものの染めの柄を練るほうが頭を使うのう」

　あらためて上狛と御陵の前に広げられた地図を前に、すばるは語ります。

「この一帯の地形を、身どもの知識の及ぶ範囲でしたためた」

「何か別の書物から描き写されたのではなくて、記憶を頼りに、ですか」と上狛。

「うむ。しかしあいにくながら、これは古こ地ち図ずじゃ。山は崩れておるかもしれぬし、川は涸かれておるかもしれぬ。先にも申したように、旧き街道もまた森に没しておることじゃろう。それでも助けになるならば持って行くがいい」

「ありがとうございます」

　上狛は謹んで受け取りました。

「《あとらす地図帳》と申しておったな。身どもにも覚えのある名じゃ。しかしながら、おぬしたちが望んでおるような、地図を纏まとめた書物は無い。身どもの書斎にある書物はごく私的なものだけじゃ。それも数は限られておる───智慧ある人々は、この地を去る時に、書物はすべて持ち去った。でなければ、あるいは……」

　すばるは言葉を濁しましたが、御陵たちにもその先の察しはつきました。

　持ち去る必要の無かった書物は、すべて焼かれて処分されたのです。

　世界中の調査官によって、幾多の虚惑星人の遺跡が見つけられていながらも、その中に虚惑星人たちの文化を知る文献がなかなか見つけられないでいる原因が、それでわかりました。

「そんな自分たちの生きた証を消すような真似までして、智慧ある人々はいったい何処へ行かれたというのでしょうか？」

　失礼を承知の上で、御陵が神妙に尋ねました。

　それはすばる姫の心の禁忌に触れる問いです。厳しい視線で御陵は睨み返されます。

　しかし御陵も上狛も、彼女たちの瞳に映っているのは純粋な興味です。

　やがて自分に言い聞かせるように、すばるは重々しく口を開きました。

「それを語ってよいのかどうか、身どもには……まだ判断がつかぬ」

「…………」

「我が父祖たちへの義理立てばかりではない。その事柄を明かせば、お手前たちをさらに深い危険に追いやることにもなりかねん。いいや、きっとなるじゃろう」

　すばるの抱える苦悩は深刻です。調査官として決心して尋ねたとはいえ、彼女が思い悩むさまをこうも見せつけられると、苦い想いで胸が一杯になります。

「───斯様な事情があることは、身どもからも義よし寛ひろ殿と、藤森稚鮎殿にもお伝えする。それは請け合おう。決してお手前たちが至らなかったためではないとな。それで堪忍してはいただけないだろうか」

　恐おそれ慎つつしみながら御陵も頭を垂れ、謝意を返します。

「いえ……そこまでお気遣いいただけようとは、思いも寄りませんでした。すばる姫の真意は十二分に伝わります」

　御陵からの礼を受けとめ、まだその眉根に苦悩をとどめながらも、すばるが口を開きます。

「地図と共に、お手前たちに伝えねばならぬことがある───」

　彼女の様子から耳に心地の良い話ではないと察して、聞く二人もさらに集中します。

「この広大な星に生き延びておる者は、身どもだけではない。一つの地にとどまらず、旅をする者どもがおる」

「……やっぱり……そうだったのか」

　上狛が低くつぶやきます。

「…………」

　御陵もすばるの告白を苦々しい思いで受け止めます。

　すばる姫との遭遇は、地球ではセンセーショナルに報道されました。しかし、一部のベテラン調査官たちにとっては、それが時間の問題であると肌で感じられていたのです。

　東野とほむらたちの前で、稲荷が冗談交じりに口にのぼらせたように。

　あるいは、ＳＡの発表の場で多くの探検部員たちが沈黙で応えたように。

「日ノ岡さんや東野くんが、最初にすばる姫と出会われた時───すばる姫は、二人を賊や墓荒しと呼んだそうですね。鈴蘭も、盗ぬす人っとだと呼び捨てた」

「……それを聞いておるのならば、話は早いな。そうじゃ。きゃつらは、智慧ある人々への敬意など持ち合わせてはおらぬ。そればかりか、天狗隠しに遭いこの星に現れた者を、狩る」

「……っ……狩る？　人を狩る？」

　その恐ろしい響きに、目をむく上狛。

「天狗隠しに遭おうた者は、宝の塊と言ってもよい。我が父も一度はきゃつらの手に落ちたが、からくも逃げ延びた」

「義処殿が……ですか」

　頷くすばる。

　御陵真世は素早く思案します。それほどの過去から、墓荒しが虚惑星上を跳梁していたということは、すばるが幼少を過ごした時代には、もはや智慧ある人々の勢力は、かなり衰えてしまっていたのだろうと。

「地球からの虚惑星調査官がこの地を訪れて、六十年余りと申したか？　地球では十年前からということになるな。その間に、きゃつら墓荒しと出会わなかったことは、単なる幸運であった……とは言いがたいのう」

　腕を組んだまま沈思する上狛。

　上狛もまたすばる姫と同じ思いです。散発的な虚惑星の調査のなかで、ただ幸運だけで不幸な接触が起こらなかったのだ、とは思えません。むしろ逆に、彼らからは避けられていたと考えるのが妥当です。

「お手前たちは、天狗隠しに遭おうた者とは違って、必ず徒党を組んでおる。仮に遭遇したとしても、墓荒しどもがおいそれと手を出すわけにはいかぬ」

　巻きとられた地図がすばるから上狛に手渡されます。

「このことを他の探検部員に伝えるか否かは、お手前たちで判断するがよかろう。警戒をするということは、武器を持つということじゃ。それがお手前たちのなかに余計な諍いさかいを起こす火だねとなるやもしれぬ」

　それで、最低限の部長二人だけを、部屋に呼びつけた理由がわかりました。事は日本の調査官だけの問題ではありません。今のところ虚惑星には自衛と動物の狩りのための武器しか持ち込まれていませんが、さらに強力な銃器などを所持する未来が訪れるとしたら、虚惑星の平和的利用を定めたシュリーハリコータ条約の「軍事的利用の禁止」という大原則がおびやかされます。

「じゃが……」

　神妙に切り出すすばる。

「いずれは身どもも知らぬ遠方の地へも向かおうというお手前たちじゃ。じゃから……よいか、これだけは心しておくれ───我が城の傀儡たちの働きを、もうお手前たちは十分に目にしたな」

　頷く二人。

「唐から金かねの傀儡を目にしたならば、必ず逃げよ。よいな」

　唐金とはつまり青銅です。

　すばる姫の扱う傀儡はそのすべてが木製でした。

「唐金の傀儡が爪つま繰ぐられ、操あやつられる地には、死あるのみじゃ」




　さて、そんな頃。

　部長たちがすばる姫に招かれていたのと同じ時刻。

　しばらく朝食後の休憩となったその時間に、七久保に呼び出されたほむら。

「七久保ナナ先輩の言った通り、晴れましたねー」

　空には晴れ間が広がりはじめましたが、それと共に急に冷え込んでもきました。

　防寒着代わりに羽織ってきたレインジャケットをかきよせます。

「ナナナナやかましわ。あんたわざと言っとるやろ……」

　本当は部長たちと同席したかったらしく、七久保は少しすねた様子です。

　果樹園の狭間にある安息所。屋外に置かれた椅子にだらんと座っています。

　そんな先輩を元気づけようというのか、それとも素すなのか、ちょっとはしゃぐほむら。

「おー、虹だ！　虹ですよ、先輩！　綺麗～」

「こんどは虹かいな。虹なんぞ珍しかないっつーの」

　そうボヤきつつも七久保は、朝霧の向こうに浮かび上がった虹を見上げて、ふぅと溜め息をつきます。

「しまったなぁ、カメラをお城に忘れてきたぁ。今こそ越中高岡高謹製のターレットフィルターが活躍したのになぁ～。ぱっと取りに行ってもいいですか？」

「あかん。そんなもんでフィルムの無駄遣いすんな。虹だの、紅葉だの。その虚惑星用フィルムの原価知っとんのか？」

「ベーグルと虹を一緒に写せたら、二ふた重え橋ばしみたいで面白いのになぁ。主虹と副虹ダブル・レインボーでしたっけ？　あれが見られたらなんと三重橋に……って、あれ？　もしかして方角的に無理？」

「……それやったら、もっと低緯度の大陸に行かんと無理やないの。それでも、たぶんあんたの考えてるような、虹とベーグルが平らに並んどるような画えは撮れへん」

「おや、よくわかりましたね。で、お話って何ですか？　また何かシゴかれるんでしょーか……私」

　そこへもう一人の一年生が顔を出します。東野です。

「あれ、日ノ岡？　お前もいたのか」

　現れた東野もまた、七久保の呼び出しを受けたのだと語りました。

　雨があがったことが嬉しいようで、寒がりのほむらに比べてもずっと軽装です。

「わっ、なに。東野くん、先輩の呼び出しでのこのこ来ちゃうの？　いやらしい」

「どう思いますかねセンパイ、こいつの頭。なんか素性のよくないエロアプリがインストールされてると思うんですけど」

「しらんがな。何やのこいつら」

　あきれる七久保。いいからこっちに来い、とばかりに東野を手招きします。

「……ま、本当は、日ノ岡にだけあった用事や。東野、あんたは行きがかり上、呼んだまでや」

「俺、あんまり派は閥ばつ作りとか好きじゃないんですけど」

　まだ少し警戒している様子の東野。

「ちゃうゆーとるやろ。それにこれはァ、大嵐さんの意思でもあるんや」

「魔術師ウィザードさまの!?」

　その名を聞いてぴっと背筋を伸ばすほむら。本来でしたら、この七久保先輩ではなく、大嵐副部長がこのミッションに参加している筈なのです。

「一年に用があるんでしたら、なんで鼎や佐保を呼ばないんです」と東野。

「痛いとこつくなー。佐保は口が軽そうやから駄目やな。それと、鼎は……アレやからな……」

「なんにせよ日ノ岡よりは口が重いんじゃ？」と東野。

「ぐっ」と胸をおさえてほむらは前のめりになります。

　七久保は、下から拾い上げた乾いた落ち葉を、目の前のテーブルの厚い天板の上にぱらぱらと散らしました。かすかに湿った天板に、鮮やかな彩りが添えられます。

「一つ新しい魔法を教える。このミッション中に覚えて帰れ」

「新しい魔法……？」

　そう聞いて、ようやく神妙な様子になってきたほむら。

「せや。まだ探検部のライブラリーにも載っとらん。出来たてホヤホヤの魔法や───周す防おうさん、おぼえとるか？」

　一年の二人が椅子にかけると、今度は七久保が立ち上がって話を続けました。

「はい。長門水産高の女子部長ですね」と東野。

「シャチのボビーの！　ボビーくんたちシャチの群れを使い魔にしてる、ご主人様ですよね？　周防部長」

　頷く七久保。

「そのシャチの群れや。あのシャチは虚惑星の海を回遊しとる。その総距離は一年で七万五千キロメートルにも達すると推測されとる」

「そ、そんなに……!?　地球だったら、二周もしてるじゃないですか」

　数秒、その数字を胸にとどめて思案していた東野が、怪訝そうに顔をあげます。

「だいたいそれじゃあ、ほとんど一年中移動していることになるんじゃないすか？　狩りの時間や繁殖期の定住期間を除いたら、きっと寝る暇もありませんよ？」

「いや、足りん。それでもまず絶対無理な距離や。虚惑星のシャチは地球の種と比べて、そう体格は変わらへん。最高スピードも出せて時速八十キロや。しかし計算では回遊に必要とされる速力は、時速二百キロに達しとる」

「ええっ、二百キロ!?　新幹線ですか？」とほむら。

「地球のマグロは時速百六十キロで突進するそうやな。それも瞬間的に限っての話や。通常はせいぜい時速九十キロ以下───ところが、ボビーたち虚惑星のシャチは時速二百キロで二晩も三晩も巡航する」

　二人の顔色を、特にほむらがついてきているかどうかを確認しながら、七久保は続けます。

「ど、どうぞ」

「───これは生物学的には不可能なスピードや。せやからシャチの群れの渡りは一年単位ではなく、隔年で回遊しているものと推測されとった。ま、この説も結構無理があるんやけどな」

「事実は違ったんですね」

　ほむらの言葉に、七久保は頷きます。

「そうや、ボビーの群れのシャチは魔法を使つこっとった。それは流動体系の魔法で、海水の抵抗を減らし、海水そのものを動かして推力を得る魔法や。それも群れごとな」

「おお……流動体を操る限定イコサモデル正二十面体ですか……」

「超伝導推進だ」ほむらの隣で目を見張る東野。

「なにそれ？」「いや何でもない」

　ふぅ、と息をつく七久保。

「海中を突っ走る新幹線に、生身の人間が張り付いとったら普通死ぬで。周防さんもほんま無理しよる……まあおかげで解ったんやけどな」

　感嘆しつつ半ば呆れてもいる七久保に向かって、ほむらは身を乗り出します。

「じゃあ新しい魔法っていうのは、その水の抵抗を減らして速く泳げるようになる魔法ですねっ」

「そうそう。ススイのスィーってな……ってちゃうやろ？　なんでそんな魔法をわざわざ教えに来なあかんねん。陸おかで使い道がないやろ」

「えーっ」

　すると今度は東野が、「じゃあ天気予報の魔法ですか？」と尋ね直します。

「おっ」

　そう言われると、手を合わせてキュッと科しなを作る七久保。

「えーねー東野クン。ええとこ気がついたねー。うち感激やわー」

「うわ、気持ち悪い」とドン引きする東野。

「なんやと？　ま、それもハズレや。天気予報はうち独自の体質で、あんたらには真似でけへん。はい残念賞」とテーブルを叩きます。

「なんだ。違うんだ」

　お生憎様、とそっけなく首を振る七久保。

「うっし、こっからは真面目な話や。よく聞いとけ───まず魔法を使う動物は稀少や。人間でも習得の難しい魔法を、生存競争の激しい野生動物が獲得するんは、大変なコストがかかる。それを子孫に伝えていくのもな」

　この場合のコストとは、例えば、大きな体格を維持するためのカロリー摂取であったり、敵に率先して立ち向かう危険であったり、そもそも短命であったりと、そういった結果的にあらわれる特徴です。

「ただそれが、群れで生きる動物ならば、そのうちの一頭がコストを払えばええ。おそらく雪割丸はそういうケースなんやろな」

「ボビーくんは？」とほむら。

「そこや。ボビーはシャチの群れのリーダーや。そんで確かに魔法を使う。けれど、群れ全体を時速二百キロにまで加速するなんてのは、まず無理な話や。魔術師ウィザードの大嵐さんも水の上走ったりするけどな、その魔法を他人のぶんまで肩代わりするのは出来へんやろ。ましてや、ボビーたちはそれで何日もぶっ続けで移動するんやから」

「だったら……持続性のある魔法で……？」

　ほむらの思いつきに、おっ、と顔をあげる七久保。

「それに気がついたんは偉いで。兵ひょう庫ご灘なだ浜はま高の花はな屋や敷しき部長もそう考えて、周防部長と一緒にシャチの群れの魔法の秘密をさぐった……ところがこれは違ったんや。持続性の魔法とはちゃう」

　七久保は怪談でも語るような顔つきですごんでみせます。

「シャチたちは、群れの一頭一頭が必要な魔力を分担しとったんや。つまり集団で呪文を唱えることで、はじめて成立する魔法や。ボビーはその中ハ心ブとなる」

　机の上に散らされた落ち葉を、シャチに見立てて並べる七久保。

　先頭の大きな葉がボビー、他の小さな葉が群れの仲間です。

「これは、みんなで揃って同じ魔法を唱えてパワーアップぅ！　みたいな、そんな単純な話やない。それぞれが異なるパターンを唱えながら、パズルみたいにお互いのパターンが組み合わさって完成する大きな魔法や───せやから、その魔法を唱える間は、シャチの群れは全体で一つの頭脳になる。群れ全体で一つの生命のように振る舞っていたってことや」

　机の落ち葉は、そのふちを少しずつ重ねて並べなおされ、大きな一枚のシルエットになりました。それはまさにボビーたちシャチの群れが、海中を猛スピードで突進する姿を連想させるものでした。

「……この現象を集団魔法と呼ぶのはふさわしくないねん。群体魔法ってとこやけど、これもしっくりきいへんな……こんな生存戦略を持つ生き物は、地球では見つかっとらんから、概念用語もまだ無いんや。近い例で言うたら、上昇気流を利用する渡り鳥の隊列とか？　蜂はちのスクラムとか？　そんなんやろうけどな。こうなると虚惑星の渡り鳥も気になるわ……ぃよっと……」

　そこで胸元をたぐり、数日前に東野に見せた転送環を取り出す七久保。

「あっ……それ……西表島の……」

　ほむらはこのミッションでは初見だったために、びっくりしています。

　傍らの東野にも視線をやり、頷き返されています。

「前置きが長くなってえらいスンマセン。ようやく本題や！　花屋敷部長は、周防部長が実際に経験した魔法を脳波スキャナで解析して、これを転送環に応用する呪文を創造した。この新しい魔法を使えば、転送環から転送環へ、魔力を自在に移すことが出来る───何言っとるか、わかるか？」

　一気に語ってきた七久保はここでしばらく間を置き、二人に内容をかみくだく時間を与えてくれました。

　おずおずと、なんとか自分一人でひねりだした考察を口にするほむら。

「……うーん。転送環の魔力の伝達ですか……えっと、一瞬便利かなって思えたんですけど、結局魔法を使えるのは虚惑星側に限られるわけですからぁ、あんまり意味が無いんじゃ？」

　その意見には東野が口を挟みました。

「でもさ、今回のミッションみたいに、転送環を持つ部長が二人いれば、魔力を融ゆう通ずうして地球に帰還する時のメンバー構成を変更できるだろ？　日吉坂高の部員たちは、わざわざ遠いベースキャンプまで引き返さなくてもいい」

「それはあるね。でも、それもそんなに画期的なハナシかな？　地球時間でせいぜい数時間の短縮だよ？」

「日ノ岡、あんたけっこうシビアやな……」

　と、へんな感心をしつつも、七久保は手の中の転送環をつまみ、二人の鼻先にもったいぶって示しました。

「………………」

「………………あっ」

　二人はほぼ同時に思い当たったようです。

「その紛失された転送環の余剰の魔力を使えば───」

「私たち、自由に虚惑星と地球を行き来することが……出来る、ってこと？」

　顔を見合わせる東野とほむら。

　七久保は意を得たりと強くうなずき、椅子にかけ直しました。

　その通り───。

　転送環の残存魔力は、遭難時などの生死を分ける重大な要因となります。さらには中国で露見したような、条約から逸脱した調査活動を発見するための指標にもなります。そのため、各転送環の残存魔力量は国連ＵＮＰＩＥＰ本部によって厳密に管理され、時にはメイヴェルのような監査官によって査察の対象となります。

　七久保が指先にかかげる、これもある種、違法といえる転送環には、大量の魔力が溜め込まれていますが、これは元から西表島で使用するように座標が設定されているため、他に行き場所の無いあの虚惑星の無人島へ行き来することしか出来ませんでした。

　しかし───

　その魔力を他の転送環へ自在に移動させることが出来るなら───話は別です。

「せや。できるで？　自由に虚惑星へ行き来出来る！　国連本部や、日本政府の目を逃れてな。部室の転送室への入室記録なんざ、いくらでも誤魔化せる。べつに部室のすぐ外から、転移したって何も問題ないんや。転送環さえ外部に持ち出せればな。いまは厳重に警戒はしとるけど、実際そういう機会、あんたらもあったやろ？───問題は転送環とその魔力や」

　確かに。ほむらも虚惑星からの緊急脱出のあとでは、それと気づかぬうちに転送環を部室の外に持ち出していました。

　東野は深刻な様子で首をかしげました。

「なぜそれを大嵐さんは、七久保先輩を通して俺たちに……？　ライブラリーで公おおやけにもしないまま、秘密を教えてくれるんですか？」

「あー……それやんなぁ……」

　そんな声を漏らすと彼女はテーブルに頰杖をつき、すこし寂しげな顔になるのでした。

「……なんでやろな。うちもわからへんわ。教えてくれてもええのにな」

　今度はほむらが心配そうに尋ねます。手につまんだ二枚の落ち葉を、自分の眉に当てながら弱り顔のポーズ。

「ま、まさか……日本転覆なんて話じゃ、な、ないですよね？」

「ないわ。いっくら虚惑星でぶいぶい言わせとっても、結局うちらは高校生のひよっこやで。何が出来るっちゅーねん。そんな与太、稲荷が聞いとったらぶん殴っとるで？」

　先輩の剣幕に、たはは……と苦笑するほむら。

　そんなほむらと東野の前で彼女は、普段見せることの無いしんみりと物憂げな表情を浮かべ、自分自身に言い聞かせるかのように呟くのです。

「うちが変えたいのは探検部や……きっと変えたる」

　思わず漏らしたその言葉。

　耳にした二人も、はっと気持ちがあらたまります。

　それでも感じ方は二人それぞれです。ほむらには、七久保がより身近な存在になったように思えました。

（…………七久保ナナ先輩……やっぱり、寂しいんだ……）

　それはたった一年間という日々の差でありながらも、彼らにはまだ追いつけない場所にいる先輩の姿であり、そして同時に、とても大きな存在である部長たちの陰でなんとか踏みとどまりながらあがこうとしている、一人の少女の横顔でもありました。

　そんな彼女は、先ほどのほむらの冗談を意外と気に入ったのか、顔をあげてニカッと笑います。

「日本転覆はともかく、この技わざを、探検部各部に周知しとこうっちゅう方針そのものは、うちも賛成しとる。これはうちら調査官にとっては心強い保障になるしな」

「ホショウ？　あっ、保険のことですかぁ。お安くしときますよ～」

「なんやあんたん家は保険屋かいな。調査官なんて真マ逆ギャクやろ。よく親が許したな」

　いろいろゴタゴタのあった経緯は飲み込んで笑うほむら。

　呆れながら続ける七久保。

「ま、これは奥の手やけど、遭難者の救助チームを送り込む時に、その座標近辺の転送環に魔力が足りなければ、他から魔力を都合して、追加の救助人員を送り込めるからな。そうなったら、さすがに色々バレるやろうけど」

　そこでぱしっと脚を叩き七久保は立ち上がります。

「とにかくや。この話の前提は、各部に一人ずつこの新しい魔法が使える人間がおってネットワーク化せんことには意味が無い。日ひ吉よ坂こ高ーには、同じ話をコマさんに伝えるつもりや───さぁて、ここからは楽しいお勉強の時間やで。基礎ガッタガタの日ノ岡のために、原理からいくで？」

　うっ、とほむらはのけぞりました。

「───なぜ地球にある転送環が魔力を回復できるんか、考えたことあるか？」




　その日の夕刻。

　あかね色の空の彼方。綿雲と共に染まっていく天の環を眺めやりながら、ひとり、すばるは一足先に露天風呂に浸かっていました。

　静かに迫る夜気。冷え切った手足を、湯は心地よく揉みほぐしていきます。

「日も秋も暮れた……もう冬のとば口じゃの」

　それは日々折々と変わることのない一人湯であったとはいえ、彼女は格別の充足を感じていました。

　そして、明日には城を離れて出立するという地球の若者たちに、また何か一品手料理を振る舞ってやろうかと、夕ゆう餉げの献立に思案をめぐらせていました。

　そこへ……

　───すばるさん？　います？

　と脱衣所から遠慮がちな声がかかりました。

「その声は、ほむらか？───こちらへ来て構わぬぞ」

「いえっ、私はここで……あの……」

「どうした」

　ほむらは上のジャケットは羽織らず、シャツを腕まくりした料理の支度中の格好のままで、脱衣所を訪れていましたが、すばるに気兼ねして奥にまでは踏み込みません。

　浴室を隔てる葦よし簀ず張りの向こうで、声だけで尋ねます。

「あの、すばるさん。そちらで何か変わったこと、ありませんでしたでしょうか？」

「ふむ。変わったことか……ゴイサギたちが夕まずめの漁いさりに向かったのは見かけたがのう」

　そんなすばるの言い回しはほむらには難しすぎましたが、取り立てて何も変事は無いというニュアンスはちゃんと伝わりました。

「はぁ……そうですか。いえ、ご入浴中にお邪魔しましてすみませんでした」

「うむ」

　丁寧に失礼を詫びる少女に湯の中から頷くすばる。

　ほむらは何やらぶつぶつとボヤきつつ、また露天風呂を離れて行きます。連れて、廊下の奥からは、厳しく指示を飛ばすような上狛の声も届きました。

「……ふぅ」

　やや間をおいて、すばるは湯から身を起こすと、浴槽の縁にゆっくりと腰をおろし、その濡れて上気した体に湯ゆ帷子かたびらを羽織ります。

　そしてひさし越しに城の高たか殿どのをあおぎ、静かに声をかけます。

「───もうよいぞ。雪割丸」

　すると音も無く、巨体がしなやかに城壁をつたい降り、谷間にむかって突きだした浴室の岩縁に降り立ちました。

　あかね色の光を照り返す雪割丸。

　その牙には一人の少年が、奥襟をくわえられ、ぷらんとぶら下がっていました。

　雪割丸が軽く顎を振れば、城下へまっさかさまに落ちていこうという際どい状態です。

「はてさて───雪ゆき割わりにこのような育った仔狼はいたかのう？」

　すばるのとぼけた問いに、渋い顔で少年は答えます。

　佐保秋穂です。首が絞められたまま身動きもとれず、だいぶ苦しげです。

「あー……ども」

　単衣ひとえ一枚を羽織っているとはいえ、すばるはすっかりボディラインの浮かび出る裸身同然の格好です。長い髪が湯に浸からぬように、巻いた手ぬぐいで後ろに持ち上げてもいたため尚更でした。

「あ、キャーとかは、言わないんすか。姫様は」

「ふむ。身どもが騒ぐと、案じた娘子たちが引き返してくるやもしれぬのでな」

「え、それだと都合悪いんすか？　やっべぇ。行方不明者出ちゃうのかな」

　窮地の佐保ですが、声色だけは無駄に落ち着いています。

　そんな佐保の格好は、上はシャツのみと軽装。下はズボンの裾をまくりあげて裸足。明らかに、この垂直に近い城の壁面を攻略してやろうという意気込みに溢れる格好でした。

　そんな佐保は、ぷらぷらと雪割丸の牙の下で風に揺れながら、ある意味不可抗力とはいえ、向かい合った彼女を見つめています。

　あけすけな視線にさらされ、すばるはさりげなく胸元に手を置いて身をそらします。

　その頰は、湯上がりの為ばかりでなく、かすかに染まっていたかもしれません。けれどこの夕映えの下では判らぬことです。

　そして感心したかのように頷きます。

「ふむ。これはよい機会かもしれぬの」

「いやー、僕もそう思ったんですよ。まだ日のある今がチャンスだなって。明日はもう無理でしょ？」

　口の減らぬ相手に、ふっと微笑を返すすばる。

「確か───身どもを大おお年とし増まと言い囃はやした者がおったのう。もしや、お前さんだったかい？　覗き好きの世よ之の介すけ殿」

　すばるの声には、落語を演じるようなおどけた調子がありました。

　佐保秋穂はそんなふうに愛嬌をふりまく姫に、艶なまめかしい赴おもむきを感じて、幾ばくかの衝動にかられました。

　平たくいえばちょっとムラっときたのですが、置かれた状況もあり、彼に出来たのは息苦しさを堪こらえて、なんとか言葉を絞り出すことくらい。

「え？　いや、世之介じゃなくて佐保っす。佐保秋穂」

　そんな彼の背伸びが面白いのか、くく、と笑うすばる。

「……ふむ。人は人にとって狼、というのは真まことじゃな。されども、狼の言い分も聞いてやれ、とも言うしのう。この大年増のところへ何用じゃ───佐保殿？」

　すばるが小さく手招きをします。

　と、ようやく雪割丸が動いて、佐保を浴室内に下ろしました。

　雪割丸の鳶色の瞳にじっと凝視されながら、観念した様子で岩縁の上にあぐらをかく佐保。

「どっかで聞いたことあるっすね、その動物ことわざシリーズ。前に断崖、後ろに狼、とかも言ったっけ？　ま、それはいいや。お姫さん、僕のこの猫人の姿を見ても、何も言いませんでしたね。ユリちゃんの肌の色やらを見てもね。見たとこ普通の人間に見えてたはずの雨乃ちゃんだけを傀儡扱いで」

「お手前たちがこちらへ参った初日のことか。それが如何したか？」

「うん。もう、それだけで解ったことがあるんですよ。この星にいた人々は、標準的な人間ばかりではなかったってこと。いや、どっちが標準的なのか断言できないけど」

「それだけでは、この湯殿に忍んできた理由にはならぬであろ」

「いや、ありますって───うわっ」

　岩縁から降りて、前に出ようとした佐保。そんな彼はズボンに牙を立てた雪割丸にすぐに後方へと引き戻されました。

「痛いてて……お姫さん自身が、僕みたいな猫人だったり、動物や精霊の特徴を持った憑格者トランスだったらわからないでしょ」

「……なるほどの。それを確かめに、か。身どもを夜這いに来た痴しれ者ものとは違う、と申すのか」

「そんなわけないじゃないっすかー」と首をふる佐保。

「ほう……？　さりとて、他の娘子どもに尋ねれば済む話じゃろ？」

「女同士じゃん。そんなの一番信用ならないでしょ。僕が聞いたって、まともに答えてくれるかどうか。それに夜になって遷せん移いするタイプの憑格者トランスだって───」

　そんな相手の能書きを遮りすばるは、

「構わぬぞ」

「えっ」ぽかんとなって聞き返した佐保。

「構わぬぞ。それにお手前には、まだ礼を伝えていなかった。ほれ、身どもに撥ねた泥を、お手前は身を挺して被り受けてくれたなァ」

　───設営現場で起きた事故。

　傀儡のほうった岩が、初雪を庇う雨乃に当たって落ちたその時。高く撥ねた泥水を佐保はしたたかに被りました。その一部始終を、すばるはしっかりと目におさめていたようです。

「あ……あれは、さすがにそっちへ岩が飛んでいったらヤバいなと思って、とっさにですって。結局泥まみれ損っすよ。僕ぁそれより初雪ちゃんをね、あっちは雨乃ちゃんが速かったけど───」

「身どものヤマイヌたちとも何かと遊んでくれているようじゃな、佐保殿は」

「そりゃまあね。部長はサボんなって怒鳴るけど」

「ふっ……今はもう鈴蘭のように身一つで戯れてくれる者がおらぬからの。ヤマイヌたちも喜んでおるようじゃ……」

「へーそうなのお前たち？　だったらさぁ……って……っ……」

　横にいる雪割丸に話しかけた佐保は、振り返って息をのみました。

　立ち上がったすばるが彼に背を向けながら、しずかに湯帷子を脱いだからです。

「これでよいか」

　暮れゆく日の下に、輝く裸身をさらして立つ魔女の姫。

　背から腰のくびれにかけて細く垂れた金の髪の房が、なだらかに張りついています。

「………………」

　予期せず彼の望みを聞き入れたすばる。

　佐保は軽口も忘れて、一糸纏わぬ姿に見入ってしまいました。

　二人とも沈黙してしまうと、滝の音に混じって、高楼に植樹された観葉樹や、城の壁を這う蔦つたの葉のさざめきが届きます。

　戻ってきた夕風が肌をなでます。そんな冷ややかさの中に彼女を晒してしまっていたことに佐保は気づきました。

　それでもまだ言葉が出ません。

「佐保殿」

　しばらくして、おもむろにすばるは口を開きました。

　肩越しに佐保に首を向けます。

「……なんの変哲もない老ろう軀くで口くち惜おしかろうが、いくら待てども尻尾は生えぬ」

　はっとなる佐保。

「あ…………えっと…………くるりと回ってみてもらっても？」

「殺すぞ───もうあちらを向け」

　それでも呆然と視線を切れずにいる佐保の前に、鼻先を持ち上げた雪割丸がずいと割って入りました。

「お、おいってちょっ邪魔」

　湯ゆ帷子かたびらを着直したすばるは、変わらぬ落ち着きのまま語ります。

「お手前たち探検部の男衆も髷まげを結えば男前になるのにのう。月さか代やきを剃れとまでは言わぬが。身ばかり大きくとも童わらべのようじゃな」

「ハァ、マゲ？　そんなん結うわけないでしょ」

　と不遜な態度で取り合わない佐保。

「少しばかり冷えた。身どもはまた軽く浸かってから厨房へ向かおうかの」

　そんな相手の様子に、すばる姫もまた魔女らしい薄笑いで応じると、軽く顎をしゃくって雪割丸に合図します。

「では滝壺に放り込んでこい、雪割」

「え、噓、うわぁあああっ」

　何くわぬ顔で浴室出口から城内へ向かいかけていた佐保は、ふたたび白狼の牙に首根っこをくわえられ、墜落と見まごう勢いで城の外へと飛び出していきました。




「うわあ、やっぱり寒いねえ。ここは」

「───ほむらさん？」

　身をかがめながら、馬屋へと続く石段を降りてきたのは、ほむらです。

　寝間着の上からジャケットを羽織り、小脇には手製の枕をかかえています。

　馬屋にある探検部の装備の整頓を終えて、残る自分の荷物を整理していた雨乃は、そんな夜の来訪者に顔をあげました。

「よかったら今夜は一緒に寝よっか、アメちゃん」

　そう言ってほむらの吐いた息が、ランプの光に白く照らされました。

「こちらでですか？　いけませんよほむらさん。風邪をひきますよ？」

「大丈夫大丈夫」

　そう言って、得意げに自分のお腹をさするほむら。

「アメちゃんと部長が山で獲ってきてくれた、雉きじのお鍋でもう、お腹ぽかぽかですから」

「でも」

「みんなもよく食べたよね。そーれパスっ」

　と言って、強引に雨乃に枕を押しつけるほむら。

「おっと、キャッチです───すばる姫さんは、冬を越せるじゃろうか……、なんて米びつを覗きながら深刻なお顔をされてましたが……」

「そっちが馬屋の出口だっけ　ちょっと出てみてもいい？」

「あっそちらは倉庫です。出口は反対側です。暗いですから、足下にお気をつけて」

　城の最下層部の側面に出入り口がある馬屋。

　ここは天然の岩盤をくりぬいて作られています。馬屋の奥には、さらに半地下となった倉庫があります。

　木戸を締め切っていれば風はほとんど入りませんが、忍び寄る冷気からの底冷えは、ほむらの足下をぞくりとさせます。

　薄くあけた扉から外に出てみたほむら。夜の星空を見上げます。

「まだまだ秋まっさかりと思って来てみたら、もう虚惑星は冬なんだね」

「はい」

「こっちにいるとさぁ、私どんどん歳をとっちゃうなぁ……ねぇ？」

「アハハ、はい。でも歳をとるのも悪いことばかりでは無いですって、赤土さんのおばあちゃんもおっしゃってました」

「そう？　ふーん。……意見は保留します」

　馬屋の前は、小さな広場となりその先は木立となっています。この場所からは、城下の光景をそのまま見渡すことは出来ません。

　それでも谷間の四方からは、反響する滝の音が幾つも取り囲むように届きます。昼の間は遠ざかって聞こえていた音たちが、くっきりとした姿となって感じられました。

　それは振り仰いだ夜空も同じでした。都会で見る控えめな星とは比べものにならない、目を刺す輝きの星たちが天上に瞬いています。

　そんな星々に見入りながら、掌の中に白い息を吐くほむら。

「……何度見ても壮観だ……そういえば虚惑星って、星座とかあるの？」

　雨乃もまたほむらの隣に並んで空を見上げています。

「ハイ、一応あるみたいですよ？　でもいろんな国の方たちが、それぞれ名前をつけて主張されているので、これ、と決まったものはまだ無いみたいですね。ボクも今は全部はわかりません。ネットワークが不通なので……」

「そっかぁ、星座まで競争かぁ」

「それよりもほむらさん。すばる姫さんでしたら、この星で暮らした智慧ある人々が、伝え残していった星座のお名前や伝説をきっとご存じなのでは」

「あっ、それは星空の地図だね？　だったらベーグルと関係するお話がたくさんあるに違いないねっ」

　と腕組みして頷くほむら。苫小牧電波の姫川さんやウサギ少年の桑くわ園ぞのくんだったなら、望遠鏡で観測している星々に、どんな名前をつけるのだろうと想いを馳せます。

「星の地図といえば……」

　そう言いかけたほむらの背後で、呆れるような、詰問するかのような声がしました。

「───何をしているの？」

　馬屋の半開きの戸口から鼎が覗いていました。

　そのまま彼女も外に出てきます。ほむらとは違ってまだ探検服のままです。

「あっ、ユリさん。こんばんは」

「雨乃まで」

「ふふん。やっぱり来ましたかー」

　としたり顔のほむらに、鼎はむっとします。

「ほむらさんと星を眺めていました」と雨乃。

「そう」

　興味薄そうにしながらも鼎もまた雨乃の横に立ち、ひっそりと夜空を見上げます。

（…………）

　横からそっとのぞいた鼎の横顔。その暗い深紅の瞳にも星が映り込んでいます。

「ユリちゃんは知ってる？　ＳＡの発表中に、天てん動どう説せつカセツ？　とかいう話が出てきたでしょ。あれもこっちの星座と関係あったり？」

　その単語を耳にしたとたん、鼎はいらだちを隠さず答えました。

「……天動説仮か説せつはヨーロッパとか、南米とか、キリスト教圏の国の一部で支持されてる虚こ惑ち星ら側の宇宙についての迷信よ」

「迷信？」

「まだ迷信と決まったわけでは……」

　と口を挟んできた雨乃を、鼎はきっと睨みます。

「雨乃まで。馬鹿馬鹿しい」

「それって何なんだろ？　アリスなんとかシステム……とかも言ってなかったっけ」

「別にどうでも。星座伝説と同じ迷信よ。それでいいでしょ」

「えー……ユリちゃんさん先生？」

「やめなさいよ」

　どうやら説明する気の無さそうな鼎にかわり、じゃあいいですか？　と雨乃が話を引き継ぎました。

「天動説仮説の一番強力な支持者はバチカン市国、つまりローマ教皇庁なんです。ですから、仮説に同調されているカトリック教徒の方たちも、虚惑星をそういうふうに捉えられているようです」

「へぇ～。うんバチカンは私も知ってるよ。世界で一番小さい国で有名だもんね。虚惑星を捉えるって、どういうふうに？」

「Aristarchusic systemアリスタルコシック・システムというのはですね、天動説の一種でして、太陽を中心として宇宙が公転している、という宇宙論ですね。有名な方ですと、天文学者のコペルニクスさんですとか、哲学者のプラトンさんもそう考えておられたそうです。同じくギリシャの天文学者アリスタルコスさんもその一人で、その方のお名前で呼ばれています」

「それでかぁ。アリスとかゴシックとか言うもんだから、ファッション関係の話なのかなーとか」

　ほむらの見当外れな感心ぶりを見かねてか、鼎はようやく口を開きます。

「……本当は天動説と呼ぶのは正しくない。アリスタルコシック・システムにおける地球は動いているのだから、本来は地動説と呼ぶべき。でも宇宙が公転しているのには違いないから……天動説仮説というのは、批判する側がこの迷信を皮肉って呼んだ名称が、そのまま定着してしまったのよ。シュレディンガーの猫みたいなもの」

「ふむふむ……えーとそれで？」

　まだピンと来ないらしいほむら。鼎はほむらの肩を摑んでぐっと顔を引き寄せ、鋭く睨みます。

「まだわからないの？　教皇庁バチカンはね、この虚惑星は、神が我らに与えたもうた惑ほ星しだって言ってるのよ。旧約聖書の創世記で描かれている、アダムとイヴが追い出されたエデンの園だって、そう喧けん伝でんしているの」

「……エデンの園!?　なんと！」と驚くほむら。

「虚惑星がエデンの園だったら、地球は煉れん獄ごくの星にでもなるっていうの？　ほんとくだらない。笑っちゃうわ」

「でもですね、実際に虚こ惑ち星らでは恐竜の化石がまだ見つかっていなかったりしますし……それに年代測定の件ですとか……きわめつけは大きな洪水の跡なんてのも……ですね」

「雨乃まで……もうっ」

　ふくれ顔の鼎の前で、ほがらかに雨乃が首をすくめます。

「もしそうだとしたら、私たち戻ってきちゃってよかったのかな？　神様に怒られちゃう？」

「やめてってば！　ただでさえカトリックの懐古主義者たちが調子に乗ってしまって大変なのに」

「ゴメンゴメン」

　よくわからないまま相手の剣幕におされて謝るほむら。とはいえ───

　現代では否定されている中世の宇宙論が、虚惑星の発見によって復活しそうだからといって、それを唱えていた人々の宗教や世界観までもがついでに盛り返すというのは、確かに話が違う気がしました。雨乃も真面目に頷きます。

「そうですね。チャンドラー博士はニューヨーク国連本部での演説で、地球に生きるすべての人々と、未来に生きる子供たちのために虚惑星は開かれている、と語っておられました。ですから特定の宗教を信仰される方々の主張だけを認めるような発言は、慎むべきですね」

「そっか。そうだね。特に私たち調査官は慎重にならないと……ってことだ？」

「ハイ」

　彼女の調査官らしい自覚ある発言に感心した雨乃でしたが、それもそんなに長続きはしません。

「ねえでもさ、その天動説仮説では、じゃあ宇宙のほうがぐるぐる公転してるの？　遠心力やばくない？」

「そこまでバチカンも愚かじゃないわ。太陽が中心になる、というのは別の意味よ」

「別のって……ふぁ……ふぁふぁふぁ……」

　ほむらは大きなくしゃみをしました。それを見て、雨乃が馬屋に戻ろうと二人を促します。

　───そんなほむらが、ちょっと名残惜しそうに夜空を振り返った時のこと。

「あ、待って……何か……空に流れて……」

　急に立ち止まったほむらが暗がりを見つめます。

　そんなほむらの視線を追う鼎。なにげなく、空に向かって差しのべられた手の先に、馬屋から漏れた明かりが届き、かすかに瞬きました。

　鼎のその指に舞い降りたのは、ひとかけらの夜空の瞬き───。

「…………雪……」

　ぽつりと鼎が呟きます。

　そこへ口元を両手で押さえながら顔を近づけたほむらが微笑みました。

「……ほんとうだ。わぁ……」

「雪ですか……!?」

　駆け戻った雨乃もかろうじてそれをみることが出来ました。

　冷え切った指の上でほんのわずかに形を保った結晶は、やがてすっと薄れて消えました。




　馬屋に戻ったほむらたち。

　稲わらのベッドには、雨乃を真ん中に、片側にほむら、もう片側には鼎が潜り込んでいます。

「アメちゃんあったかいねぇ」

「えへへ」

「雨乃、体温調節おかしい。温度下げなさい。そんなの無駄よ」

「大丈夫ですよ。明日、帰還するぶんのバッテリーはじゅうぶん残ってます」

「も、もうちょっと詰めて……落っこちちゃう」とほむら。

　もともと鼎も馬屋で眠る心づもりだったらしく、部屋で掛け蒲団代わりにしていた寝袋を持参してきていました。それにしても雨乃用に作った小さなベッドでは、さすがに手狭です。

　壁側に押しつけられた鼎は不満顔ですが、雨乃は逆にその窮屈さが嬉しそうでした。

「すごいなぁ……雪かぁ……初雪ですね！」

「あっ、そうだね？　初雪ちゃんだ」

　その後、さらにまたちらちらと雪は舞い始めました。

　積もるほどの天候ではありません。でも寒さはいっそう増して感じられ、扉の外で霜の育ちゆく音が聞こえてくるようです。

「あれはね、きっと最初の雪。虚惑星で最初の雪。その冬の最初の雪を見た人はね、とっても幸せになれるんだよ」と自信たっぷりに宣言するほむら。

「そうなんですか？」

「そう───とっても特別な雪だよ。あの雪はユリちゃんに届いたんだもの。ユリちゃんは幸せになれるね」

「…………なれるわけないでしょ」

　鼎はほむらの言葉を否定して鼻で笑います。いかにも、くだらない迷信おまじないを雨乃に吹き込まないで、と言いたげに。

「……雪なんて年中どこかで降ってるのよ。それに初雪だけが特別だなんてこともない。雪の結晶は全部一つ一つ違うんだから」

「ハハハ、そんなご冗談を……えっマジ？」

「ほむらさん、ユリさんのお話は本当です。雪の結晶の形はどれもちょっとずつ違うんです。一回の季節の中で、全く同じ形の雪の結晶にはまず出会えません。結晶のパターン数はおよそ千京個にもなります。同一の人工環境を用意しても、なぜか違ってしまうんです」

　新説をネットで確認出来ないので間違ってたらごめんなさい、とやや頼りなげに語る雨乃。

「おっと出たなパターン。……へぇ、だったら降る雪は、全部が初雪ちゃん？」

「そう考えたほうが得ですね」

　被せられた寝袋の下で雨乃はくすくすと笑いました。

　鼎は苦々しげに眉をひそめると寝返りをうち、背を向けてしまいました。

「本当にお気楽でいいわね……」

　呆れ声で言い捨てるとそのまま黙ってしまいます。

「いつの間にかユリちゃん、になったんですね……？」

　と雨乃が小声で──勿論本人に聞こえてはいますけれど──囁きかけました。

　頷くほむら。

「アメちゃんとユリちゃんが仲良しで羨ましかったからね～。前の晩もユリちゃん、馬こ屋こに来てたみたいだね」今度はほむらが小声で、「もしかしてアメちゃんの妹のお話？　沙さ毬まりちゃんの」

「…………っ……」

　無言のままの鼎に気兼ねしてか、雨乃は答えにくいようです。

　ほむらには馬屋の薄暗がりの中で、そんな雨乃がちょっと寂しそうな顔をしたように感じられました。

　路ろ灯と沙さ毬まり───鼎のつけたアナグラムの名前。呼び名なんてどうでもいい。そんな鼎の言葉はきっと噓です。何か意味と想いが込められているのです。

　ほむらにとって妹は鬱陶しくも切り離せない、身近にありながらも趣味も話も合わない、そんな近くて遠い存在なのですけれど、雨乃自身はどんな風に感じているのでしょう。

　そうそれに、沙毬が日吉坂のミッションに参加できる日はいつになるのか。

「……それとも初雪ちゃんの話だった？　あの仔ったら警戒心が強いのか、なかなか懐いてくれないけれど。次こそは仲良くなれるよね」

「はい。本当にそうなったらいいなぁ。それに、次来る時はもっと大きくなってます。初雪ちゃん」

「そっか……そうだよね……」

　地球に戻るたびに隔てられていく時間の壁。遠くなってしまう、すばる姫との心と思い出の距離。初雪の成長もスキップでしか見られない無念さ。

　もしも、この虚惑星を神様が作ったのだとしたら、ちょっと残酷な設計だったんじゃないかなあと、恨み言の一つも言ってやりたくなります。

（冬山かぁ……キツネだったら冬山は得意かなぁ……）

　そんなことをぼんやりと思いながら、ほむらは眠りに落ちるのでした。




　深夜の書斎に響いたノックにも顔をあげずすばるは机に向かっています。

　既に近づく足音には気づいていました。

「入って構わぬぞ───真世」

「……夜分遅くに、失礼いたします」

　小さなランプを提げながら書斎を訪れたのは御陵真世です。ほどいて下ろされたその銀色の髪は、夜を迎えたために濃い色合いに戻ってきています。

　城の高階にあるすばるの書斎。

　窓際の机の脇に掛けられたランプに照らされ、すばるの大きな影が壁に落ちます。

　部屋の一方では、鉄瓶の載せられた火鉢がぼんやりと熾おきの火をともしています。

　それでも冷え込みは厳しく、部屋は冷気で満たされています。

「掛かけて楽にしておれ。もう少しで一段落する。そうしたら茶でも淹れよう」

　そう答えながらも、すらすらと細筆を走らせる手は休めません。

「すまぬな。見ての通り、真世の父上殿と、藤森殿への返事の文をしたためておるところだ」

「有り難うございます。お邪魔して申し訳ありません」

「よい」

　言われた通りに、静かに長椅子に腰をおろしていると、そんな真世の様子に気づいたすばるが声をかけます。

「……珍しいか？」

「はい───」

　椅子の脇に置かれた見事な翡翠の工芸品に目をひかれながら真世は頷きました。

　また壁にはよい香りのするドライフラワーと共に、中国の胡こ琴きんそっくりに見える使い込まれた弦楽器なども掛けられています。

　この書斎には何度か上狛とともに参上していますが、真世だけ単身で訪れ、こうして落ち着いて部屋を見回すのは初めてです。

「興味をひくものばかりです……それと、桃山くんが言っていました。この城にある物には、すばるさんご自身の自給自足だけでは調達の難しい物品が少なからず在ると」

　それを聞いて、すばるは皮肉な微笑みを浮かべます。

「嫌なことを思い出させてくれるのう、桃山殿は」

「嫌なこと……？」

「それとも、嫌な奴と申すべきかのう……」溜め息をつくすばる。「時折、忘れた頃にこの城を訪問する馴染みの旅商人たびあきうどがおってな……。口くち惜おしいが、其そ奴やつから仕入れねばならぬ品々は確かにある。身どもはどうにも、その商人とは折り合いが悪い。しかしながら腐っても旅の者じゃ。こちらが丁重にもてなそうとするのに、何かと足下を見おって、腹の立つ」

　虚惑星を旅する商人がいる、というのは初めて耳にする話でした。

　ただ真世にはその理由は理解できました。既に教わっている危険な墓荒しと、その旅商人とを区別する方法はおそらく無いのです。だからあえて予断を招くような事柄は伝えずにいたのだろう、と。……それでも個人的に気になることはあります。

「男性なのですね、その方は」

　おや、とすばるが真世に目を向けます。

「……まあそうじゃな。といってもお互い、馬ば齢れいを重ねた老いぼれじゃからな。とうに枯れておる。この墨すみも、彼あ奴やつに高値を吹っ掛けられて手に入れたのじゃ。まったく忌々いまいましい」

　硯すずりで墨をすり足しながら、すばるはぼやきました。

「む。そうか……彼奴ならば、この星をめぐる地図を持っておるじゃろうな……思い至らなかった。と言っても次に来るのは、何年後か、何十年後か……」

「……お名前は何と言うのですか？」

　真世に尋ねられても、すばるは肩をすくめます。

「彼奴の名前か。さてな。場所場所で幾つも異なる名を名乗っておるようじゃ。何と申したか……たしか《おいれしゅぴげる》だの《ふぉうるすたふ》だの《あるれきの》だの……どうせいずれの名でも良いのであろ。下手に日ひのの本もとの言葉が判るからといって、身どもの前では洒落おって、傀儡くぐつ師しなどと名乗っておるよ───よいぞ。もし真世たちが《みっしょん》のさなかで巡り合うことがあれば、無礼討ちなどと言わず即刻斬り捨てて構わぬぞ」

「それはすばるさんがお困りに」

　にべもないすばるの言いように、真世はくすくすと笑いました。

「構わぬ。せいせいする」

「そこまでおっしゃらずとも───では、傀儡師と名乗るからには、傀儡も商あきなっているのですか？」

「傀儡そのものではなく、その修理をな。鍋なべ釜かまを修繕して歩く鋳い掛かけ屋やのようなものか───ふむ。あれはまず覚えてはおらぬじゃろうが、鈴蘭がまだ物心つかぬ頃にも一度訪れたのう。その時も調子の悪くなった傀儡を直させた」

「では……鈴蘭の悪わる巫ふ山ざ戯けにおあつらえ向きの玩具を与えてしまった張本人ですね？」

「まったくじゃの」すばるはかかと笑い、筆先に視線を落としながら頷きました。

　すばるの話におとなしく耳を傾けながら、御陵真世のなかの冷静な部分は、その貴重な情報を素早く吟味してさらに情報を引き出そうとしています。

　その傀儡師がもしまだ存命であるならば、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめと変わらぬ虚惑星の秘密を抱えた人物であり、ともすれば瞬く間に虚惑星の全貌を解き明かすほどの足がかりとなるかもしれない存在であろうと。

　───しかし。

　今はこのかけがえの無い静かな夜の一時を壊したくありません。

　沈黙の譜面に綴つづられた休符のような、ひと呼吸のさざめきすらも、胸にしまっておきたい音楽のように受けとめられるのでした。

　やがて筆を置いたすばるが、おもむろに椅子をずらして向き直りました。

「真世。こっちゃ来い」

　なにやら手招きしています。

　すこし戸惑いながら、真世は首を振りました。

「書き物の邪魔になります」

「あとで良い。そんな燃もえ止さしの火ひ櫃びつでは、よけい凍えるじゃろう。こっちゃ来い」

　膝掛けをめくり、自分の膝をぽんぽんと叩きます。

　不思議な模様の敷物が敷かれた床。そこにはいつも鈴蘭がいたのでしょう、小さめの座蒲団がまだ置いたままにしてありました。今は小さな初雪がやってきて、そこでまどろむこともあるのでしょうか。

　真世は裾の垂れたすばるの足下におずおずと膝をつき、そっと寄り添いました。

「次に真世たちが訪れるのは春か」

「はい」

「そうか、またそれは先のことじゃな」

「はい……」

　もちょっと近ちこう、と手招きをするすばる。指先を握られ、上半身ごと膝に導かれます。

「あ……」

　指先に触れたすべらかな絹の手触りと、衣を通して伝わるぬくもりに、抗いがたい郷愁をおぼえ、真世はおとなしく言われた通りにしました。

　膝掛けが真世の肩にかけられ、思った以上に冷えていた体を暖かく包みこみます。

　───協力して大がかりな設営作業を終えた青藍高校探検部は、次回は上狛たち日吉坂高校探検部とは日程をずらしての来訪予定です。

　次回はベースキャンプを実際に運用できる段階まで整えます。

　さらには、その時期にはもう準備が整っているはずの新規の転送環の出現座標を設定する、という非常に重要な任務が待ち構えています。チャンドラー博士の手で創造され、国連本部の認可を受けた新しい転送環です。

「もしよければじゃがお手前の《べいすきゃんぷ》に多少、手をつけても構わぬかの」

　望外な申し出に、真世は驚いて顔を上げました。

　残るベースキャンプの細かな設営作業を、自分の手で完了させてしまおうかとすばる姫は言っているのです。

「そんな、それには及びません。明日、出立する前にきちんと現場は保護していきます。春にまた作業を再開するまで、雪にも十分耐えられると思います」

「うむ。それは感心じゃが、身どもの良い退屈しのぎにもなるのでな。迷惑になるのでなければどうじゃ」

　それが頼めるなら、どんなに助かるか───。

　いずれ順次迎え入れていくはずの他校調査官のための宿舎となる場所です。この地を中継しながら遠征へ向かうはずの上狛たちのミッションにも必ず役立つでしょう。

「………………」

　一言では答えられないまま、真世はうつむき、すばるの膝上に頰をつけてもたれます。

　その頭こうべに愛おしげに掌を置き、髪をなでながらすばるは優しく諭します。

「真世は気を張りすぎじゃ。ほむらや佐保殿などは、まだまだ童わらべの心持ちが抜けぬようじゃが、わごりょはもう少々、年相応の息抜きをしてもよい」

　そう言って、しなやかに頭を垂れるすばる。

「雨乃の件では身どもが大人げなかったがのう。許しておくれ」

「いいえ……わたしこそ、こちらの慣習に理解を示すことが出来なくて……ごめんなさい」

「それが気を張りすぎというのじゃぞ。身どもが間違っていたと申したのじゃから、それ見たことかと天狗のように鼻を高くして威張っておればよい。鈴蘭ならそうしておるぞ」

　くすりと笑った真世の、その息のさざめきを直に感じながら、すばるは言葉を続けます。

「真世。わごりょの母上は、同じ屋敷には暮らしてはおらぬのじゃな。文ふみの中で義寛殿が、自分は男おとこ寡婦やもめ同然で、真世には苦労をかけていると申しておった」

「……父の義寛は再婚したのです。わたしの母はその後ご妻さいです。母は健在ですが、今は父とは別居しています。前妻の義母は子供が無いまま亡くなられました」

「子別れか。娘は母のもとに付くのではないのか」

「はい。幼少の頃はそうしていました。でも、わたしは父のもとに戻ったのです。母はきっとわたしを許してはくれないでしょう」

「……では奇しくも、身どもと似たような身の上か。……義寛殿は多忙の身であろう。わごりょは寂しくしてはおらぬか」

「屋敷には話の合うお手伝いの方や、料理係の方がおりますから、寂しくはありませんよ。それに仲の良い友達もいます。わたしは自分が不幸だとは……決して思っていません。幸せ者です」

「それを聞いて安堵した」

「……でも……」

　唇を嚙み、自分を戒めるように一度首をそむけた真世。

　けれど堪えられない衝動に突き動かされて、またすばるの瞳を見つめます。

「です……けれど……」

「うむ」

　せかさず静かに聞き入るすばる。

「……すばるさん。あなたと一緒に過ごせる日々は、もうわずかしか残されていません。わたしは高校では最上級生です。あと半年もすれば卒業いたします。そうしたら───」

　肩をふるわせながら言葉に詰まる真世。

　おのずと察したすばるが、彼女の言葉を継ぎます。

「日ひのの本もとの法律で定められておるのじゃな。数え年で二は十た歳ち───満年齢なら十九となる、か、高等学校を修了した者は、虚惑星調査官を退官しなければならぬ、と」

「はいっ……そうしたら、わたしはもう虚惑星を訪れることは出来なくなります。すばるさんとも会えません！　これからもずっと、ずっと───お別れです」

「然さ様よう……それがお手前たちの従わねばならぬ習ならわしとは言え……つらいのう」

　日本国内の虚惑星調査官は十五歳以上、十八歳以下、およびそれに相当する学年に限られると制度上、決められています。

　活動の実態としても、満十九歳を超えた調査官は、個人のＩＥ反応の高低にかかわらず、転送の成功確率が急速に低下していくことがわかっています。

　虚惑星での滞在時間が長ければ長いほど、その調査官の肉体的な生理年齢はふえる計算になりますが、その場合はかえって転送の成功確率低下が緩くなる傾向があります。勿論それもまた限界があります。

　それらの制約こそが、地球の大人たちが、若き調査官ひとりひとりの肩に虚惑星を委ねなければならぬ、そもそもの理由です。

　三年間の高校の課程を修了したら、卒業しなければならない。

　三年が過ぎれば部活動も一区切りとなり、未知なる場所と見知らぬ人々の取り巻く舞台へ挑まなければならない。それもまたきっと当たり前のこと。

　それでも───

「わたし、わたし、もっともっと遠くへ行きたい。もっとこの星を知りたい。地図なんか無くたっていいんですっ。自分の足でどこまでも行ければ……！」

　数刻のあいだ、顔を伏せ、すばるの膝を濡らしていた真世。

　その彼女が恥ずかしそうに顔を上げて言いました。

「───すばるさんはご褒美です」

「ふむ？」

　真世のほつれた髪を直してやりながら、すばるは首をかしげます。

「虚惑星のお姫さまと出逢えたのは、わたしの三年間のご褒美です」沸き上がる喜びに包まれる真世。「あなたと出逢えてよかった」

　すばるもまた、家族と認める者にしかみせぬ温かい親愛の微笑みでこくりと頷きました。

「そうじゃな。わごりょとは、亡き父上が引き合わせてくださった。身どもにはそう思える」

　そう言うとすばるは、袂から出した袱ふく紗さで、真世の目尻をぬぐいます。

「ちょっとは娘子らしい顔に戻ったの」

　───部屋にもまた、ほっとする和やかな空気が戻ります。

　真世はちょっと気恥ずかしそうに立ち、椅子に掛けるすばるの背に寄り添います。と、そこで、

「それは───？」

　机の端に重ねられていた書類の束に自然と目がいきました。

　それはすばるの筆記具とは違い、あきらかに現代日本製のカラフルでコミカルなシールなどが貼られた紙束だったものですから、どうしても注目してしまいました。

「これか？　ああ、見つかってしまったの。これは迂う闊かつ」

　やや白々しい様子で肩をすくめながら、手に取った便箋やプリントアウトの束を、真世の目の前に見せました。

「手紙？　こんなに？」

　頷くすばる。

「ほむらと東野殿が、先輩には内密に、と念を押して持参した文ふみじゃ。こちらへ来られない他の調査官たちから預かったと申しておった。やあ、迂闊迂闊」

「日ノ岡さん、東野くん……もうっ、そんな勝手に……」

　頰をふくらませる真世。

「まあそう叱ってやるな。ほむらや東野殿も、友とも垣がきに頼まれたなら嫌とは言えぬじゃろう。とはいえ、まだ目を通すのがせいぜいでな。こちらの返事は次になりそうじゃな。ときに、わからぬ言葉が幾つかあったのじゃが、よいか？」

「……はぁ」

　まだ眉をひそめながら、真世はすばるの問いに耳を傾けました。

「《すりさいず》というのは何じゃ。幾人もの文ふみの中でしばしば重ねて尋ねられた。かなり重要なことらしい」

「…………っ……」

「それと『黒猫と一緒に箒ほうきに乗って活動写真に出てください』というのもあった。これは全くわからん。共に記されていた宅急便というのは、飛脚と関係があるのか？」

「重ね重ね……申し訳ありません……」

　赤面して小さくなる真世。

　気にせず笑ってすばるは彼女の頭を上げさせます。

「応、こんな問いもあったの。いま好みの現代落語は『任にん俠きょう流ながれ山やま動物園』じゃ。あれは落語本を読んだあとも二、三日は思い出すたび笑いが止まらなかった。それだけは先に伝えてくれても構わぬ」

「……は、はい」

　前回訪れた際に、東野から贈った落語本に含まれていた演目のようです。

「そのお話でしたら落語協会も喜ぶかもしれません。実は、すばる姫が落語がお好きと伝わってから、いま日本ではちょっとした落語ブームですから。すばる姫を真しん打うちとしてお迎えしたい、という動きもあるようですよ」

「そ……そんな恐れ多いことはやめとくれ……」

　今度はすばるが恐縮する番でした。自然と落語の演技じみた大げさな身振りが出てしまいます。

「真打というのは噺はなし家かの師匠じゃろう？　噺家の師匠といえば、身どもにとっては芸能の神々も同然じゃ。そのような、あまりにももったいない！　いやはや恐れ多い恐れ多い……」

　本当に青ざめてしまい、しきりに首を振りたくるすばる。

　そっと立ち上がると、火鉢へと向かい、新しい火を熾おこしながら、お茶を淹れる支度をはじめました。それでもまだ、いやいやいや……と首を振っています。

「そろそろ夜も更けるのう。わごりょも部屋に戻られるじゃろう。その前にひとつだけ頼まれてはくれぬか」

「何でしょう？」

　袂から現れ、真世に差し出されたそれは、真世にも見覚えのある一通の手紙でした。

「鈴蘭の手紙……？　まだ開封されていなかったのですか？」

「…………うむ、これがな……実を申さば……些いささか……怖い……」

　湯気の立つ湯飲みを両手に持ちながら神妙な顔のすばる。

「頼む、真世。この文ふみは、わごりょの口から読み聞かせてはくれぬか。でなければいつまでも封を切れそうもない」

「まあ」

　露天風呂に酒気を帯びて現れたのも、この手紙と向き合おうとした末のことだったと、すばるは白状しました。

　真世は長椅子で居住まいを正し、すまし顔になります。まるでほむらをたしなめる時のようです。

「鈴蘭が直接すばるさんに宛てたお手紙です。それはお一人で読まれるべきだと思いますよ。お写真だってごらんになったではありませんか。何も心配されるようなことは……」

「後生だから頼まれておくれ、真世───」

　両手を握って懇願するすばるに、真世は肩をすくめます。

「すばるさんも子供っぽいところがあるのですね……わかりました。お引き受けいたします」

　観念して真世はその小さな手紙を受け取りました。

　しきりに身震いする姫を肩にすがらせたまま、封を開き、静かに読みあげはじめます。


『拝啓　昴すばる様

　お元気に過ごしていらっしゃいますでしょうか。

　[image: 〓]わたしは──────』
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　とある放課後。

　部室棟のいつもの待機室に顔を並べた青藍高校探検部一同。

　移動を含め十日間に亘わたった虚惑星でのミッションを終え、無事に地球に帰還を果たしたほむらたちが、お茶菓子──今日は雨乃が用意したドーナツです──を広げてくつろいでいます。

　本日は二学期の中間テスト前とあって、軽いミーティングの予定でした。

　そこへ投下された思いがけない議題とは。

「日吉坂高ひよこーと一緒に遠征に行きたいぃ───？」

　それがほむらの話を聞いた藤森顧問の第一声でした。

　はぁー、と感心の溜め息まで漏らしています。

「きみからそういう要望が出てくるのは初めてだなあ。大丈夫なのか？　虚惑星で妙なビョーキもらってきてないか？」

　同席する御陵部長と東野、そして雨乃の三人に向けて、藤森は大げさに首をかしげます。彼らにとってもほむらの話は初耳でした。

　茶化す藤森の態度にむっとしつつも、ほむらは直談判を続けます。

「ベースキャンプの設営は順調ですし、すばるさんもお手伝いしてくださるそうですから。私たちの予定を前倒ししてもいいんじゃないかなって思って」

「気軽に言ってくれるけど。テスト勉強から目を逸らしたい現実逃避なら願い下げだぞ？」

　そう言って腕組みして椅子の背にもたれる藤森。

「うっ……そ、そんなことはありませぬぞ？　試験はヤだけど」

「でもよ日ノ岡。お前───」

　まあまあ、と東野の出鼻を折ってしまうほむら。

　しばらく椅子をゆらして思案していた藤森ですが、ぱっと明るい顔で身を乗り出しました。

「いいんじゃない、冬期調査。面白いし。綺麗だし。上コ狛マも御陵もいるんなら、全然大丈夫だろ」

「ですよね！」とほむら。

「そういや雨乃にも冬期調査やらせたいって舎人主任から要望されてたな……空気電池の低温下特性がどうのこうのって……」

「本当ですか？」

　と今度は雨乃が喜色を浮かべます。

　しかしそこで部長の御陵は心配そうに口を挟みました。

「でも、先生……日ノ岡さん、は、まだ初等調査官ノービス、です」

「ん？」

　それが何か？　という顔をしていた藤森でしたが、席を立った東野が部室の本棚から探検部の活動要項をまとめた冊子を持ち出し、藤森の目前に置いて、ようやく思い至ったようです。

「あっ、だめだ。だめじゃん」

「先生……しっかりしてください」と呆れる東野。

「だって、わたしらの時はそんな規定無かったんだもの」

　おかげで大変な事件に発展したのですが、辛かった方の思い出はすっぱり失念してしまってるんですかね、稚鮎さんたら。

「日吉坂高が遠征に行く期間、俺たちが地球に残るのって、バックアップの意味もあるんでしょ？」

「さっすが東野。受けた恩は忘れない、か」と藤森。

「さっすが、じゃないですよ。日ノ岡に変な期待持たせないでください。俺だって、行けるもんなら……」

　と言いかけて口ごもった東野。彼にしては珍しい歯切れの悪さでした。

　バックアップに関しては東野の言う通りです。基地設営のミッションでは両校部員総動員での活動となりましたが、未知の地の踏破となればそうはいきません。

「というわけで……すまん。だめだ日ノ岡」

「「ええ～～!?」」

　さらりと掌を返した藤森に、こんどはほむらと雨乃のダブル抗議が部室に響きました。

　コーヒーに浸したオールドファッションドーナツをもぐもぐやりながら、藤森はこんなことを言いました。

「バックアップ体制はともかく、日ノ岡の等級の件に関しては方法が無いでもないがな」

「方法……？　それはつまり……モリちゃんがコネを駆使して、サクッとレベルアップさせてくれる……とか？」

「しがない公務員に何を言うか、きみは。わたしのコネなんてなぁ、出張先で連中に無理矢理ビール奢おごらせるくらいだ───ご都合主義のレベルアップ方法と言えば、古今東西『特訓』に決まってるだろ」

「特訓？」

　ほむらには漫画でしか耳に馴染みのない言葉です。雨乃は目を輝かせます。

「日ひ吉よ坂こ高ーは今度の遠征に備えて強化合宿を実施する。まずそれに同行するんだ。実際のミッションに参加できるかどうかは別としても、その経験は損にはならない───な？」

　と藤森顧問に話を振られて、御陵部長は頷きながらも戸惑い気味です。

「アンカレッジ、の合宿の、ことです、か？」

　と地名を聞いてもピンとこないほむら。「アンカレッジ……ってどこの大学？」

「アラスカの都市だろ。アメリカ合衆国の」雲行きに眉をひそめながら答える東野。

「あ、アラスカぁ!?　いきなり海外!?」

「デナリ国立、公園内、の訓練フィールド、です。マッキンリー、山脈のふもと、にあり、ます」

「先輩。それって……」

　月刊誌のナショゲオにも頻繁に登場するその地名。くわえて御陵の見せる不安げな様子で、なんとなく想像がついたのか、東野もいよいよ深刻な顔になってきました。

　対して藤森はいかにも楽観的です。

「そーだそーだ。それがいい。日吉坂では佐保と鼎の訓練がメインだろ。ちょうどいい、交ぜてもらえよ」

　かたや、ほむらはほむらで、見当違いな悩みで頭を抱えています。

「海外ですか……私、海外経験はグアムだけで。親戚の結婚式で一回きり……」

「じゃあパスポートはあるんだな。虚惑星に比べたら近いもんだ。チャーター便でたかだか七時間。ああ旅費なら心配するな。部費で落とす」

　虚惑星は一瞬で行けますけどね。それに部費の元は日本国民の税金ですよ？

「東野はどうだ？　無いのかパスポート。そうかじゃあ急いで作れ」

「えっ、俺も？　行っていいんですか？」

　当然、とばかりに頷く藤森。ほむらは残る仲間たちに目を向けます。

「そうすると、先輩とアメちゃんは？」

「御陵は忙しかろう。今さら訓練の必要もない。雨乃も他にやることがある───なに、合む衆こ国うの新米連中もわんさと来るから、ついでに親交も深めてこい」

「で、でもですね。現地で教わると言っても私……あ、アイキャンスピーク、イングリッシュ……ア、リトル？」

「そんな調子できみ、英語授業どうしてるんだ？」と先生の顔に戻る藤森。

「おもに……ボディランゲージで……」

　無意味さに呆れる藤森。

「リトルで十分だ。実地で英語学習できるチャンスだろ」

　難色を示すほむらに、藤森は遠慮なくたたみかけます。

「お、お父さんに聞いてみます……なんだかうまく乗せられた気もしますけど。でも先生、その強化合宿に行けば、日ひ吉よ坂こ高ーの遠征に参加できるんですね？」

「いや、それはわたしには確約出来ない」とさらりと首を振る藤森にほむらはげんなり。「───悪いがそれは日む吉こ坂うの都合が優先だ。今回、設営で世話になったんだから当然だな。ただし、等級の昇級に関しては、これまでの日ノ岡の虚惑星滞在日数と合わせて、五等調査官になるには十分だ。筆記もクリアできれば四等になれるかもな」

「筆記試験もあるのかー」

「ボクがご一緒できたら通訳もできるのに……が、頑張ってください、ほむらさん！」

　ぐっと気合いを込めて励ます雨乃。

　その横でほむらは、段々と無表情になり、雨乃に肩をゆすられています。

　滅多に出てこないほむらの自発性を、藤森にまんまと利用されてしまったような？

　そんな彼女に向けて御陵は遠慮がちに告げました。

「日ノ岡さん……もし、わたしのことを、考えてくださってる、なら、いいんですよ？　日ノ岡さん、は、虚惑星でのミッションを終えたばかり、です。そんなに続けて健闘されては、倒れてしまいません、か？」

「先輩……」

　かなわないな、とほむらは微苦笑。気まぐれを装っていたつもりだったけれど、そんなのは御陵先輩には見透かされていました。が、

「あと、それと……」「はい？」

　いかにも言いづらそうに御陵が続けました。

「あちら、で指導、にあたられる担当管理官、が、そのタフ、というか、パワフルな方、なので……たぶん日ノ岡さんは、帰ってくるまでに最低、五回くらいは、泣かされることになると、思います」

「そんなに」

　思わず真顔になるほむら。御陵部長がそこまで脅すのですからこれは相当です。

「決し、て意地の悪い方、では無い、のです、けど……」

「ああそっか、そういや教官はあの雪ゴリラか」と藤森。「あいつまだ現役なのか。思い出しただけでムカつく……まあなんだ。言い出しっぺが自分だと思えば結構堪えられるもんだ。日吉坂との交渉はわたしと部長でやっておく。まずは中間試験に向けて専念してくれ。でないと、ご両親の許可も貰えない。悪いが、東野もフォロー頼むな」

「はい。解りました」

　と了解しつつも、どうすんだこれ、とほむらを横目で案じる東野。

　あれよあれよという間にほむらの手の届かないところまで話が運ばれていきました。

「不安が目白押しだ……」

　返事代わりに、ほむらはがくりと頭を垂れます。

　その後。

　しばしキャンプ設営中の出来事などを閑談し、今日の短い部活は終了です。

「そういえば、すばる姫は先生宛にはなんてお返事書かれてたんです？」

「んー？　内緒」

　とぼける藤森にほむらは食い下がりますが、

「きみたち、随分お姫様とは仲良くしてたみたいじゃないか。わたしだってちょっとくらい秘密があってもいいだろ？」と、負け惜しみ。

　東野も興味は同じらしく、こんなことを言って藤森をおだてたり。

「俺にも教えてくださいって、先生。すばる姫は『藤森殿は美人でカッコいい』って言ってたけどな」

「えっマジ？」

　……それはマジです。

　もっと正確に言うと「女形おやまを彷彿とさせる美び丈じょう夫ふじゃのう」ですが。当初は、手紙の文面から受けた印象で男性と信じて疑わず、写真を見せてもしばらく気づかなかった……とは言わぬが花ですね。

「えっとジーンズを珍しがってました……」と白々しく口を添えるほむら。

「そっかぁ。じゃあ次は、すばる姫に似合いそうなジーンズでもお贈りしようっかなぁ」

「……ぶっ……！」

　コーヒーにむせて咳き込んだ御陵部長の背を、慌てて雨乃がさするのでした。




　試験前の最後の休日。

　ありふれた平穏な午後。

　それでも、ほむらにとっては貴重で大切にしたい時間。

　市内で買い物をするという九く条じょう織おり江えに（半ば無理矢理）つきあって街に出ました。

　幾つか用事を済ませて向かったのは、公園に面したお洒落な喫茶店。

　母との買い物帰りにもよく立ち寄る、カフェご飯の美味しいお店です。

　と、そこへ偶然にも現れたのは稲荷でした。隣にはあのにゃっち先輩の姿も。

（あれ……稲荷先輩たちだ）

　声をかけようとしたほむらは、はた、と止まりました。

　稲荷のにゃっち先輩への人懐っこい態度……というかベタベタな甘え方が、これまで見せた稲荷の態度からはあまりにもかけ離れていて、なんだか顔を合わせる気が咎め、つい声をかけるのを躊躇してしまいました。

「誰か知り合い？」

「ううん、人違いだったみたい」

　九条に話を向けられても、ひとまずほむらは誤魔化しました。

　それでも離れた席から、にゃっちにゃっちにゃっちにゃっちと稲荷のはしゃぐ声が聞こえてきて、もう気が散るったら居たたまれないったら───

　あちら側と顔を合わせないように、身をよじって顔をしかめていたら、九条がついに心配をはじめます。

「……具合でも悪いの？　日ノ岡さん」

「ちょ、ちょっとお手洗いに避難を───」

　とそこへ、

「はぎゃあ！」

　というあられもない悲鳴が届きます。またもや稲荷です。

　見ると給仕されたばかりの飲み物を倒したらしく、その服にかなり飛び散ってしまっていました。飲み物の名残なごりのホイップクリームがテーブル上にぽこんと残っています。

（何やってるんですかもう!?）

　無残にこぼれた飲み物を、半泣きで見ながら固まっている稲荷先輩。

　さすがに慌てて駆け寄ろうとすると、慌てず騒がずにゃっち先輩は、そつの無い動きでテーブルナプキンを稲荷に手渡し、倒れたグラスを直し、店員を呼び止めました。

　その間実に三秒。

　店員が道具を持ってやってくる間も、被害が広がらないように液体をテーブルクロスでせき止めてしまいます。

　おかげで周囲にいた客などは、何が起きたのか気がついていなかったほどです。

　じきに稲荷とにゃっち先輩の二人は、女性店員に案内されて、奥のスタッフルームへ向かいました。きっと仮の服に着替えるのでしょう。

　稲荷ともにゃっち先輩とも面識の無い九条は、そんなアクシデントも飲食店のよくある風景という様子で、そっけなく眺めていました。

　ふぅ、と一安心してほむらは会話に戻ります。

「……でね？　困ったことに、探検部のスケジュールがかち合ってしまって、今度の九条さんのコンサートに行けなさそうなのだよ！」

　と詰め寄るほむら。

「そう───コンサートじゃなくて、コンテストだけど」とこちらも、もう慣れた雰囲気で訂正する九条。

「ごめん、そうでした。コンテスト。何だっけ上狛先輩に聞いたよ。超絶技巧っていうんだよね？　チョーゼツ高度な演奏テクニックが要求される曲だって」

「サラサーテの『カルメン幻想曲』……」

「おおぅ。チョーゼツの名にふさわしい、かっこいい題名ですな」

「でも……あまり好きな曲じゃないの。自分で選んだわけじゃなくて……課題曲だから。勿論、練習はするけれど」

「九条さんくらい上手でもやっぱり大変な曲なの？　じゃあ毎日、練習漬けだ？」

「そうね。夢にみる。……カルメン」

　うわ、と閉口するほむら。

「大変だね～。学校の試験だってあるのに、同時にコンテストの準備もだなんて」

「日ノ岡さんもね」

　いやあそんなと照れるほむら。

　はっと気がつくと、九条はマナーモードで着信を告げる携帯電話の小画面を見ていました。

「───自宅からみたい。悪いけど、少しはずすわ。先に帰ってもらって構わないから」

　そう告げて、携帯を持って店外へ一時退出する九条。

　入れ替わりに現れたのは、スタッフルームから一人で戻ってきた、にゃっち先輩です。

　彼女と目が合って会釈をすると、そのままこちらのテーブルまでやってきました。それまで九条の座っていた場所は避けて、斜め向かいの空席に手を置きます。

「こんにちは。掛けても大丈夫？」

「ハイ、どうぞ。えっと、にゃっち先輩……？」

　学校で顔を合わせたことのある上級生とは言え、初めて会話する相手で微妙な距離感です。

「にゃっち＝イコール寝ね屋や川かわね」

「あっ、すいません。寝屋川先輩……ですね」と教えられた名前の響きを反芻。「ねやかわ……ねやかわっち……ねやっち……にゃっち!?」

「そういうこと」

「ナルホド。それで稲荷先輩、大丈夫でした？」

　さらに遅れてほむら自身も名乗ります。

「うん。今着替えてる。ちょっとハイになってたみたい」

　聞けばなんでも、今日もまたあの動物自然公園のシロクマのポールに会いに行っていたようです。納得してうなずくほむら。

「ところで日ノ岡さん、あの帰宅部の子は？」

　九条のことは寝屋川も顔を知っていました。

　用事で席を外しているところだと伝えつつ、恐縮するほむら。

「もしかすると、家からの呼び出しかも。私が引き留めちゃったから……」

　さて帰宅部といえば、

「寝屋川先輩は何部なんですか？」

「……お昼の音楽の時間です。本日のリクエスト曲は、一年Ａ組の日ノ岡穂群さんからの───」

「あっ、放送部の！」

　たしかに耳にしてみれば、その声には聞き覚えが。

　意識して少し声色を変えてみせた寝屋川先輩。なかなかの美声です。

「日ノ岡さん、あのね。学校でＲａｆＡラディアンス・ファクタの『トぶ狂室』を掛けるのは無理だから。いつもリクエストしてくれるのは有り難いけど」

「あ、やっぱりですか。いやー駄目モトでですねー」

　おどけるほむらにも、寝屋川は泰然自若としてニコリともしません。放送の真似事をしてみせた一瞬をのぞいて、愛想笑い一つなく、ずっと仏頂面です。が、不思議と話しにくい感じはありません。

（うーむ、類は友を呼ぶというか）

　そんな両方の連れはなかなか戻ってきません。

　自然と話題は、共通の知り合いである稲荷に戻ります。寝屋川は一学年から稲荷と同じクラスだそうです。その彼女がふと、こんなことを言いました。

「ねえ日ノ岡さん。探検部なら彼女は知ってるかな。眼鏡でツリ目で、ちょっと物腰がきつい感じの───」

「む？　探検部の？」

「───関西弁のひと」

「七久保ナナ先輩だ」合点して手をうつほむら。「大阪府立南雲の二年生の七なな久く保ぼ小さ枝えさんです、きっと。稲荷先輩とは同期になるお知り合いです」

「ああ……そういやスナオも、ナナって言ってたっけ」

「七久保先輩がどうかされたんですか？」

　うなずく寝屋川。

「去年の暮れ、にさ。まだ個室で入院していた頃に、スナオったらさ」

　寝屋川によれば、ちょうど彼女が病院を訪れていた時に、不意に七久保が見舞いにやってきたことがあったそうです。

「───せっかく見舞いに来てくれた相手を、絶対病室に入れないでくれって強情張ってね。その時は家族の人もいなかったから、結局、あたしがロビーまで出て行って、頭下げて帰ってもらった。そんな強情張る元気はあるくせに」

「あら……」

「でもさ、そういうのあたしは許せないんだわ。だからね、何様のつもりだって怒って、もうスナオのとこには、それから二度と見舞いになんか行ってやらなかった」

「うわ」

「ま、そんな事もあった、っていう報告」

　温厚そうな雰囲気の寝屋川ですが、それはまたずいぶんと厳しいお灸です。

　そのわりに二人はちゃんと関係回復しているように見えました。今後のためにもその秘密を知りたいところです。ふとほむらは、以前、稲荷と一緒に動物自然公園を訪れた時にも、寝屋川先輩の名前を耳にしたような気がしました。

　また寝屋川が思い出したように話を続けます。

「……あとあの人も一緒に来てたな。その時」

「……え……それって誰、でしょう……？」

　漠然とその相手を予感しつつも、ほむらは尋ねました。本当は聞くべきではなかったのです。けれどそれは───

「天てん竜りゅう主かず馬ま───探検部の代表だよね、あの人。あとでニュースで見かけて気づいた」

「……はい……」

　ああ───。

　困ったことに、それはとても腑に落ちてしまう答えで───。

　ほむらの胸の中にある小さなパズルの、その最後のピースが埋まった気がしました。

　寝屋川が目の前にいなかったら、大げさな溜め息をついてしまったことでしょう。

　そんなショックはおくびにも出さず、相手も気づかぬまま淡々と続けます。

「探検部の人たちも、なかなか面倒見がいいよね。なにか関東こっちでの仕事のついでだったのかな」

「いえ……たぶん、お二人とも稲荷先輩を心配してお見舞いにやって来たんだと思います」

「そう。じゃあやっぱりスナオが悪いな」

「そ、そうですよ。スナオさんたら、スナオじゃないんです」

「まったくそうだね」

　とそこでは意気投合。

　けれど、ほむらと寝屋川には、決定的に違う点が一つありました。

「あの……寝屋川先輩は、稲荷先輩の探検部の復帰については、どう考えてるんですか」

「うん、反対だよ。稲荷直は探検部には戻らない方がいいと思ってる」

　さらりと語る彼女。しかしそこに意地悪なニュアンスは感じません。

「そうですね。入院までしたんですから……」

「それもあるけど。あたしは一応、稲荷直の味方だ。だからスナオの夢を応援したい。でも、あの子は今とても迷っているように見える」

「迷ってる……？　稲荷先輩が？」

　ほむらにはとってもまっすぐに見える稲荷。藤森との屋上の会話が思い出されます。

　頷いて続ける寝屋川。

「拒食症を克服して、病院から退院してもその悩みは治らなかった。そんなに器用じゃないんだ、もともとさ───だから探検部に戻るよりも、それを治すことが先決だと思う」

「こないだの放課後、稲荷先輩はジャーナリストになりたいって言ってましたね」

「うん。それは以前からのスナオの夢なんだろうね……だけどそれって目指してなれるようなものじゃ無いと思う。あたしはジャーナリズムの専門家ってわけではないけれど、まあ放送部でもあるし、一応端くれの端くれではある」

　続けて語る寝屋川。

「これだけ情報があふれてる世の中で、何かを伝えていくのって大変なことじゃない？　ましてや真実なんてさ。小さい話だけど、お昼の放送を選曲したり探してくるだけでも結構大変だもの。ネットの再生数だけを窺いながら人気曲を選んでれば楽なんだろうけど、それなら誰だって出来る仕事だ。だから、何かを伝えたいって思った時に、迷ったり不安になったら、自分の帰れる場所がなければ駄目なんだと思う───ああ、これってスナオじゃなくて、あたしの話になってるね」

　そこでちょっと寝屋川さんは笑いました。

「あなたはいい人だね。日ノ岡穂群さん」

　意外なことを言われて、きょとんとするほむら。

「この『いい』は『良よい』じゃなくて、『いいな』の『いい』だけど───近頃スナオはあなたのこともよく話すから。あなたは自分に正直に生きてる。あたしはそういうの、いいなって思うよ。未熟さを馬鹿にされたり、他人に追いつこうとして良い所を真似しながら偽者扱いされたり、それでもどんどん前に出て行けるのは、きっと強みになる」

「そんな立派なことは全然なくて……よく面の皮が厚いと言われます……」

「でも厚顔無恥、とは違うんじゃない。あなたはそんなのもう解ってて、ファッションみたいに着こなしてるみたいだ」

「でも私は……」

　つと、寝屋川が肩越しに後方を指さしました。

　振り返るとそこには、いつの間にか店内に戻った九条の姿がぽつんと。

　人見知りな彼女は、寝屋川と話し込んでいたほむらのもとに、ちょっと戻りづらそうに離れて立っていました。

　ほむらは慌てて、九条のもとに飛んでいってとりなします。

　そこへさらに着替えた稲荷が戻ってきました。元着ていた服は紙袋で提げています。

　ほむらは稲荷と寝屋川の二人の先輩に九条を紹介します。妙に自慢げに。

「クラスメートの九条さんです。今日は一緒に買い物に来たのです。ふふふ」

「よろしく。試験前に余裕だね、ってのはお互い様か。買い物ってその細いケース？　なんだろ。フルート？」と稲荷。

「これは……弓ゆみです。楽器の」

　控えめに答える九条を勝手に補足するほむら。

「ヴァイオリンの新しい弓を、工房に引き取りに行ったんだよね。いや～、本体ばかりでなく、弓まであんなに高価なものだとは。私の服が何着買えるやら……」

「購入じゃなくて、弓の毛け替がえをしてもらったの。それにあたしのは普通の日本製の弓よ。高価なものは百万円くらいするわ。上は天井知らず」

　ぎゃーと悲鳴をあげるほむら。その脇で、

「九条……？　もしかして……」

　九条の顔を見つめながら、はっとなる稲荷。

「天才少女ヴァイオリニストの九く条じょう綾あや歌か？　うわすごっ。あたし国際コンクールの演奏観たことある。パガニーニの超絶技巧！　思い出しただけで鳥肌が立っちゃう。すごいっ、サインして！」

　九条の横で、必死に手と首を振って否定するほむら。

　しかし九条本人は無表情で慣れたふうに応じます。

「……それは姉です。今はニューヨークに留学中で日本にはいません」

「あっ、そうなの。ごめん」ようやく勘違いに気づいて慌てる稲荷。

「…………」

「ほんと、ごめんなさい。この通り」

「いえ」

　寝屋川とほむらに挟まれながら、ぺこぺこ何度も頭を下げる稲荷でした。




　ほむらたちが地球に帰還して二週間余りが経っていました。

　アラスカでの強化合宿もまた怒濤の勢いで過ぎ去りました。

　合衆国所属の探検部員たちエクスプローラーズが、その合宿体験をコキタスと呼んで畏怖していると知ったのも現地に到着してからのことで、そのタイミングにはもう時既に遅しです。

　コキタスとはダンテの『神曲』に登場する、地下最下層にあるという氷地獄。ギリシャ風に発音すればコキュートス。

　アンカレッジ市からも遥か百マイルも隔たれた訓練フィールドは、その異名に恥じぬ極ごっ寒かんの僻地で、逃げようったって逃げられず、ろくに言葉も通じず。

　あの佐保ですら最終的には、泣いたり笑ったり下ネタも口に出来なくなったほどですから、その厳しさが窺い知れるというものです。

　しかしそんな特訓の甲斐あって、青藍と日吉坂の一年生は揃って四等調査官に昇進がかないました。虚惑星での冬期遠征に参加する資格ありということになります。




　しかしさい先が良いばかりではありません。ほむらや東野にとって心を揺さぶる衝撃だったこともあります。

　それは帰国してすぐ行われた遠征に備えてのミーティングでのこと。

　日吉坂高に両校の探検部員が集いました。その席で、御陵部長が最初から遠征に不参加のつもりでいたと知って、ほむらは驚きました。

　予定されるミッションでは、地球サイドでの残留組として、最低二人のバックアップが必要とされていました。その中には日吉坂高の副部長の多賀と、青藍高部長の御陵が含まれていたのです。

　これは青藍の一年生が参加する時点で、推測できた結論でしたが、東野もほむらもそこまで思い至りませんでした。

　ほむらたちの冬期遠征が可能となったことも受けてこのミッションは、ベテラン部員による未踏破地域の調査よりも、一年調査官のキャリアを積むための絶好の機会としてその内容もシフトしたのです。

　しかしミーティング中に、その流れに異議を唱えた三年生がいました。

　桃山です。

「青藍高校の一年生三人には、やっぱり御陵さんがついていないと指導も連携も行き届かないよ。そこで早瀬くんとも相談をしたけれど、残留組バックアップには僕ら二人が残ろうと思う。日吉坂にとっても、今回は一年部員が経験を重ねる場としよう。どうかな」

　そうなると本ミッションの参加者は、


【日吉坂高校】上狛倖　部長、多賀太一副部長、佐保秋穂、　鼎結理

【青藍高校　】御陵真世部長、東野巧、　　　　日ノ岡穂群、藤森雨乃




（バックアップ：桃山雅巳、　早瀬諒）



　───という布陣になります。

　両校から四名ずつ、計八名のパーティ。隊長は再び上狛倖です。

　当初の予定から多賀と早瀬が入れ替わったのは、多賀に副部長として一年の指導を行わせるためと、バックアップ要員としての経験を早瀬に積ませるためです。二等調査官の桃山が抜けた穴を、同じく二等調査官の多賀が埋めて、パーティの平均等級を維持するためでもあります。もちろん救助の機会などは無いに越したことはないのですが。

　日吉坂の棚たな倉くら顧問、上狛部長は、桃山の提案に同意しました。

　青藍、藤森顧問は部長に判断を委ねます。

　御陵は自身の参加には難色を示して、最後まで抵抗しましたが、理路整然とした桃山の説得と、さらに設営中のベースキャンプの調整の件も持ち出されて、やがて折れ、渋々同意しました。




　休日の青藍高校。

　最終ミーティングを終えて日吉坂から帰校した探検部一同。

　部室棟に戻った青藍探検部の一同は、ほむらたちの渡米中に部室に届けられた、新しい冬山装備を試着したり、実際に着火したりしてすべての確認をしました。

　さまざまな虚惑星対応ツールは、現役部員からの熱心で頻繁なフィードバックの甲斐もあってか進歩の著しいものがあります。

　ほりゃ、と小さなサンドバッグのような品を投げつける藤森。

「これが冬山専用の寝袋シュラフサマだ！　一度試用してみるか？　春夏秋用スリーシーズンとは大違いだからな。どんだけ性能があるか実感しとくと、実際使う時の寝間着も調整できていいぞ」

　軽くてコンパクトな寝袋。それでいて実に丈夫で水も通しません。アラスカの訓練中に貸し出されたボロボロの寝袋に比べたら、まさに天国と地獄ほども違います。

「おニューでデビューってわけにはいかないんですかねぇ」

　とぼやきつつ、でも試用って何処で？　と首をかしげたほむらに「なるべく寒そうなところ。冷蔵庫とか」などと返す藤森。

　それを聞いた雨乃がこんな提案をします。

「部室棟の屋上はいかがですか？　放射冷却で冷え込む予報が出ていますし、それに今夜は流星群が見られるかもしれませんよ？」

「へぇ～。流星群？」

　悪くない提案です。雨乃も乗り気で自分の寝袋を抱えています。

　早速、家に連絡して許可をもらうほむら。

　折悪くと言いますか、自宅の共用電話に出たのは、ほむらの父親の雅まさ史ふみでした。断られるのを覚悟で予定外の外泊をお願いすると、不承不承、許可がおりました。父親もそろそろ感覚が麻痺しかけてきているのかもしれません。

　デリバリーのピザで夕食を終えたあと、まだ打ち合わせを重ねている藤森と御陵の二人を待機室に残して、三人は屋上にあがりました。

　───とっぷりと日も暮れた青藍高校の校庭。

　真っ暗な校舎。その向こうに海のように横たわる、市街地の明かり。

　今夜は空気が澄んでいて、目に飛び込んでくるように人々の営みの光が届きます。すばるの城で聞こえた滝の水音の代わりに、ここでは電車の走行音が響いてきます。

　けれど、空の星はうっすらとしか見えません。

　燦然たる虚惑星の星空と比べると、鏡映しで天地をひっくり返したような光景です。

　屋上の手すりに並んでもたれるほむらたちに、寒風が吹きつけます。

　ひとまず屋上の様子を見に上がって来てはみましたが、もう冬制服だけでは足りない、コートの欲しくなる季節でした。

「けど、なんであんなにセンパイは遠征に参加するの嫌がったんだろうね？　ユリちゃんなんかもう後半は話聞く気なくして寝てたよ？」

　そう言うほむらに、思案げに答える東野。

「俺たちにしてみたら、もちろん御陵先輩が一緒にいてくれたほうが心強いのは確かだけど、それは身勝手な話だからじゃないか。日ひ吉よ坂こ高ーの予定だってあるんだし───鼎はいつにもましてやる気が無かったな。さすがにアラスカが身に応えたんだろうけど」

　御陵と桃山のやりとりを思い返すほむら。

　言うなれば桃山からの厚意を受けつけようとしなかったわけですから、桃山としても差し出した手のやり場を失ってしまって立場が無いよなあ、と同情してしまいます。

　夜の街を眺めながら、ぽつりと雨乃がつぶやきます。

「部長は桃山先輩に虚惑星に行ってほしかったんですよ、きっと」

　それが───

　一心に彼かの惑星の探検に力を注いできた先輩たちの最大の友情。

　残り少ない調査の機会を、信頼できる相手に託す。

　仲間だからできる励ましの標識ルートサイン。

「……そうか……そうなんだよな」雨乃の言葉をかみしめるように東野が頷きます。「桃山さんも三年生なんだものな。あと数えるほどしか虚惑星には行けないんだ」

「ていうかさ、センパイと行きたかったのは、桃山先輩なのにね。その機会を自分から手放しちゃうんだから……勿体ないと言いますか残念というか……」

　容赦ない指摘に複雑な表情を浮かべる東野。さらに続けるほむら。

「───私なんかもう、じゃあ自分が残留組で地球に残りましょうか？　ってセリフが、ここまで出掛かったもの」

　ハッ、とほむらを振り向く雨乃と東野。

「ちょ」「おい」

「もう正直さぁ、雪山とかダイヤモンドダストとか幻日サンドッグとかアラスカでお腹いっぱいになっちゃってさぁ。ユリちゃんもきっとそういう気持ちだったに違いない」

「おま……それ絶対、他で言うなよ？　色々ぶち壊しだぞ？」

「ほむらさんひどい！　青藍の参加のきっかけはほむらさんですよ!?」

「はーい、ごめんなさーい。我ながらとは思うけどさ。でもホントそう思ったんだもの」

　半ば予想していた反応に、あまり悪びれもせず続けるほむら。

「でもー、東野くんとアメちゃんは虚惑星に行けて嬉しい人なんだし？　ちょっとは私に感謝してもバチは当たらないのでは？」

　と、口の減らないほむらを、こんこんと責める二人。

　そのうちすっかり体が冷えてしまって、もう階下の宿直室で寝ちゃおうよ、などと初志貫徹出来ないほむら。

　結局は雨乃と東野に引きずられ、一度、階下の更衣室へと戻り、学校のジャージに着替えて今度は寝袋を抱えて屋上に戻ります。

「あれ？　先輩？」

　───そこには御陵部長がひとりたたずみ、静かに街をみおろしていました。風にあおられる黒髪を押さえながら、彼らに気がついて振り返ります。

「よかった……先に、虚惑星、に行っちゃった、のかと思いました」

　と微笑んでみせる御陵。

「───わたし、も一緒にいても、いいですか？」

　もちろんです、と頷く三人。

　てっきり御陵はこのまま帰宅するものと思っていました。

　先のミッションでも西表島のＳＡでも、部屋は男女別でしたし、なにより雨乃は馬屋でしたから、この四人で一緒に寝るのは実は初めてでした。

　広い屋上の真ん中。

　頭を寄せ合い、十字形に寝袋を並べた四人。

　どこから流星が来ようとも即座に撃墜できる十字の陣形とでも申しましょうか。

　早速横になり潜り込んだ寝袋の想像以上の暖かさに、ほむらはご満悦です。

　実際、ジャージ着用では暑いくらいで、シャツ一枚、いや裸だって大丈夫なのでは？　と感じたほどです。

「………………むぅ……」その寝袋から両手を出して夜空に指のファインダーを作るほむら。「……飛行機しか流れないなぁ」

「何のお話、です、か？」と御陵。

　ちょうどその場にいなかった御陵のために、雨乃が先ほどの会話を繰り返して聞かせます。

「ハレー流星群です。もう極大期は過ぎてしまいましたけど……見られなかったらごめんなさい」

「どっち向きで待ち構えてればいいんじゃろ？」

　と、仰向けのまま首をあちこちに向けるほむら。

「放射点は東側です。ほむらさんの足下の方向ですよ。でもたぶん、全天で見られるはずです」

「おおう。そんなに目は開きませんよう」

「なあ雨乃。ハレー流星群って、オリオン座流星群のことだよな？」と東野。

「はい───」

　自分も空を見つめながら頷く雨乃。

「狩人オリオンの右肩に輝いていたα星のベテルギウスが、超新星爆発を起こして以来、オリオン座という星座は失われてしまいましたけれど……そうお呼びになっている方は、まだ多いと思いますよ」

　ベテルギウス───

　春先の空にぼんやりと灯っていた赤色の染み。今もわずかに、その名残を見つけられます。気をつけなければ判らないくらいに、それは薄れてしまいました。

「あれが……オリオン座、の腰のベルト、の、三つ星」

　寝袋の中で、上はＴシャツのみという薄着の御陵。夜空に向かってすらりと伸びた白い手が、まずオリオン座のあった場所を指し、そこからすっと上に持ち上げられます。

「三つ星、から、天頂に近い場所にある、赤い星が、アルデバラン、さらに、その上の小さな星の集まりが───昴すばるです」

「…………どれでしょう」

　御陵の肩に頭をぴたりと寄せて、指先でガイドしてもらいながら、夜空をにらむほむら。ようやくそれらしき星団を見つけました。肉眼でもうっすらと見ることが出来ます。

「あれが……すばる」

　すばる。またの名をプレイアデス星団。

「俺は、地球こっちだとよく見えないな……」「双眼鏡ありますよ？」

　東野も雨乃も寝転がったまま静かに夜空を見上げ、同じ星々を見つめています。

「虚惑星のほうが、星はずっと綺麗にみえるけれど……でも、すばる姫は自分の星を見ることは出来ないんですね」

「そうです、ね……見せてあげたい、ですね」

　ふと、最近耳にした星座の名前を思い出したほむらが、雨乃に尋ねました。

「ねえアメちゃん。かじき座はわかる？」

「かじき座ですか？　えっと、かじき座は南南東側ですけれど、ほとんど地平線の下ですから……でもなぜいきなり、かじき座？」

「ちょっとね」

「…………『サンデュリーク[image: 〓] [image: 〓]』ですか？」

　と雨乃がさらりと答えたものですから、ほむらは驚いて、船の甲板に打ち上げられた人魚のように（あるいは地面に落ちたミノ虫のように）、ちょっと屋上から跳ねあがりました。

「どうかされましたか、ほむらさん？　ベテルギウスのお話が出ましたから、きっと超新星つながりなのかなって思ったんですけれど。学校のお勉強とも関係のない知識ですのに、よくご存じでしたね」

「いやーちょっとねー」

　御陵もしきりに感心する向こうで、東野はしらを切っています。

　それからしばらく、御陵がとつとつと語るギリシャ神話のプレイアデスの伝説に耳を傾けていると、寝袋の暖かさにも慣れ、体もだんだんと寝る態勢になってきました。

　ファスナーを首元まで上げて横を向くほむら。部室棟倉庫から引っ張り出してきた、寝袋用キャンプピローというのを使ってみましたが、なかなか快適です。いつものミッション中では、疲労困憊のあまり、枕のことなど思い出す前に寝てしまってばかりです。

　そうして、うとうとしはじめた時、東野がぽつりと呟きました。

「先輩……。先輩は、天竜代表と結婚するんですか」

（……え……）

　寝袋のなかで一気に眠気が醒めるほむら。

（……と、東野くん？）

　聞こえないふりなど出来ないほど近くにいる、二人の会話をもてあまし、戸惑うほむら。東野自身もないしょ話をするつもりは無いようです。確かに、ほむら自身も気になっていたことではありますが、今ここでいきなり……

「……まだ、お話し、してなかったです、ね。天竜主馬さんとは、お家同士のつきあいが、あって……」

「許嫁の関係だって、鼎から聞きました。ていうか単に俺が知らなかっただけだったんですけど」

　東野の口ぶりは落ち着いています。

「すいません、突然。穿せん鑿さくとかするつもりは無いんです。ただ、俺が迷惑になってないかなって、それは、やっぱり、どうしても気になって」

（いやいやいや───）

　そうじゃないでしょー！　とほむらは寝袋の中で突っ込みます。じわりと耳や首が熱くなってきて、もう息苦しいったら。

「迷惑……？　東野くん、が……ですか？」

　寝返りをうって東野を向いた御陵が、戸惑い気味に聞き返します。東野は眼鏡を着けないまま、じっと夜空を見上げています。

「俺が、探検部に入部したのはやっぱり、先輩がいたからですから。探検部の部活なら、先輩と一緒にいられますから。でも……あー、うまく言えないな……。もし、先輩がこの部にいなくなっても、やめるやめないとか、そういうのじゃないんです」

　思わずほむらは、

「……だよね。そういう聞き方じゃ、卑怯だもの」二人の様子が見えないまま、まだ見る勇気が無いまま呟きました。

　でも───ははっ、と東野の弱々しい自分を責めるようなかすれた笑いを耳にして、口をはさんでしまったことを後悔しはじめます。

「……俺が剣道を辞めたのだって、個人的な理由で、探検部のためとかじゃないんです。今は、探検部に打ち込む意味だって感じられる、し……」

　まだ言葉を選んで迷っている、そんな彼を待ちながら、御陵は静かに仰向けに戻って、話をつなぎます。

「……主馬さんは、昔からわたしを、よく、子供扱いするの、で、ちょっと苦手なだけ、です。いい人なのは、わかっているん、です」

　いい人……

　それでは、ほむらは納得できません。

「先輩───」じぃぃっと寝袋のファスナーを下げたほむら。ぷはっと顔を出して御陵に頭を向けます。「許嫁なんて、ユリちゃんの冗談ですよね？　もうそんなのは昔のしきたりで、なんの強制力も無いって、私のお母さんも教えてくれましたよ？」

「……ええ。日ノ岡さん、の、お母さまの言う通り、です。でも……わたしには、意味が、あるんです」

　そんなたどたどしい彼女の言葉に秘められた、強い意志の響きを、ほむらも東野もはっきりと感じていました。

「わたしが、わたしの幸せを願ってくれる人に、応えたいと願うのはいけないことですか？」

「え……じゃあ……」「先輩は……」

「結婚します、よ？　わたしは、天竜主馬さん、と結婚、します」

　息をのむほむら。東野もまた絶句。

「勿論、まだ先のお話、です」

　御陵先輩にとっては先のお話かもですが、いま目の前で終わってしまったものも一つあるのです。

「それって……稲荷先輩には」と尋ねるほむら。

「稲荷さんに……？」

「なんで稲荷なんだよ」と苦しげに呟く東野。

「なんでも、です───稲荷先輩は、その許嫁とか結婚のお話は知っているんですか？」

「はい」と頷く御陵。「……知って、います。稲荷さんが入部したばかりの頃に、上狛さんとも一緒に、お話ししました、から。コマちゃん……上狛さんは、日ノ岡さんのように、許嫁というお話にはとても反発されて、いました、けれど。わたしが真剣だ、と伝えてから、は、納得してもらえたと、思い、ます。稲荷さん、にも」

　さらに御陵は続けます。

「……東野くん。わたしは、このお話は、部活動に持ち込みたく、ありません、でした。探検部代表の、天竜主馬に、保護、される付属物のように見られる、のも、いやでした。でも、わたしが黙っていたせいで、東野くんが困惑したり、わたしを気遣って、胸を痛めていたのだと、したら、わたしが間違っていたのだと思い、ます───ごめんなさい、東野くん」

　ごめんなさい。

　彼女はそう言って、夜空の星を示したように、またその白い腕を彼に伸ばしました。

　それはきっと彼の思いやりに応えたくて、差しのべられた手。

　彼のくれた親しさへ、いたわりで報いようとした指先。

　けれど触れたのは拒絶───こわばった肩の腱の硬さでした。

「…………っ……」

　びくり───と、震えた御陵先輩の息づかいが、ほむらにも感じられました。

　そして東野の、悔いながらも、怒りのこめられた小さな吐息も。

「俺は、謝ってほしいとかじゃなくて……そうじゃなくてさ……先輩は、なんで疑問を持たないんですか。父親に言われたら、言われた通りに結婚するんですか。死ねって言われたら、死ぬんですか」

「ちょ……東野くん」

「日ノ岡は黙っててくれよ。……こんな所で、こんな話されて迷惑だったろうけど」

「また迷惑とか───」

　しかし東野に言いかけたほむらの文句は、御陵先輩の言葉で遮られます。

「それはもう、お答えしました、よ。わたしが、わたしらしくいられる、のは、決して自分一人の、想いの力だけじゃないん、です。繫がっているんですよ？　それを古風……と言われたら、その通りとしか言えません、けれ、ど……」

「先輩は最初からあきらめてるんじゃないですか」

「そんなこと、はありません」

　それはもう頑なになってしまった彼女の声で。

（……これは……あれだねぇ）

　ほむらは、二人の言葉が少しずつ掛け違えられて、離れていってしまっている事に、もう気づいていました。それはまだ幼稚だった彼女自身が、身をもって知った、数少ない、忘れがたい痛みだからです。

　そんな二人を向き合わせるには、お互いがそうだと信じている相手の姿を、一度引きはがして壊してしまわなくちゃ───ほむらにはそう思えました。

　お互いに、決して心地の良いことではありません。

　けれど掛け違いが長引けば、色々な気持ちを巻き込んで、自分を駄目にしてしまうこともあるのです。

　だから、この私が、と腹を据えようとしたその時───

「はくしゅん」

　わざとらしい可愛いくしゃみが聞こえました。

「痛いてて……雨乃、おい」「雨乃さん……？」

　戸惑いながら漏れた声に、寝そべりながら左右を見上げると、それまでずっと黙っていた雨乃が、東野と御陵先輩の寝袋までぐんと大きく伸ばした手で、二人の手をしっかり握りしめているのでした。

「喧嘩しちゃ、だめなんですよ」

　ちょっとむくれたように聞こえた雨乃の声。

「……ボクたちは仲間なんですから。部長も、巧さんも、喧嘩しちゃだめです。ボク、手を離しませんからね」

「……雨乃でも怒るのか？」と手を握られたまま尋ねる東野。

「怒ってませんよ。ボクから喧嘩しちゃだめって言っているのに、そんなわけないじゃないですか」

「……いつ離してくれんだよ」

「バッテリーが切れるまでです。当たり前でしょ」

　ええ？　とちょっと情けない声をもらす東野。

　くすっ、かすかに聞こえた吐息。そして耳元に触れた指先に、ほむらが見上げると、先輩が、ほむらにも手を差しのべていました。

「先輩……」

　おずおずとその指先を握り返すほむら。そのぬくもりはまだ、しっかりと覚えています。

「………………」

　その一方で、ひとつ残された自分の掌を仏頂面でにらんだほむらは、少々やけっぱち気味に、隣の少年の顔面に向かってそれをたたきつけます。

「あだっ！……日ノ岡までなんだよ！」

「……ん」

　自分の手先をあごでしゃくって示すほむら。

　そんな置かれた状況の馬鹿馬鹿しさと、それまでの苛立った気持ちからの落差に、東野自身も少し笑えてきたのでしょう。

「ふぅ……」

　観念したように手を摑みました。

　伝わる強い力にほむらは、転移の際の握手とはまた別の昂たかぶりを感じて、落ち着かなくなります。彼の手は、いつも竹刀を握りしめているとは思えない、しなやかで熱い感触でした。

　ぎこちなく結ばれる四人の手。

　深夜の学校の屋上に、不器用につながれた環リングがひとつ───

　結局、狩人オリオンが遺のこしていった流星群は、彼らが寝入ってしまったあとに数回流れたくらいで、誰もその軌跡を眺めることはできませんでした。

　けれどそれは御陵真世が青藍高校を去ってしまったあとでも、この屋上に来るたびに思い返され、ずっと記憶に残り続けた、そんなおかしな夜なのでした。




　それから数日後の放課後。

　九条織江と連れ立って帰宅するほむら。

　相変わらずこの時間帯の通学路は、ほとんど二人の貸し切り状態。

　ほむらにとっては、気ぜわしくなってきた日々の中でほっとする時間でもあります。

　またの名を『ＨはっぴーＫくじょーＨあわー』です。

　……ただし二日後に件くだんの超絶技巧曲のコンテストを控えている九条織江は、今はまったく気もそぞろで、昼休みに一緒に昼食をとりながら話しかけても、たった今ハロウィンの定番かぼちゃスイーツの話題をふってみても、ただ適当な相槌がかえってくるばかりなのでした。

　これはもう自分のことを話すような機会ではないな、と感じたほむらは、ラジオのように他愛も無い話題をさえずるだけのスピーカーとなります。そこで沈黙を良しとしたりしないのがほむらです。

（……いいのだっ。ぽわんとしている九条さんもまた可愛いのだ！）

　でもそこで、ただなんとなく心に留まっていた言葉が胸によみがえり、スピーカーの言葉の勢いのまま彼女にたずねてみるのでした。

「ねえ───九条さんには、仲間と呼べる人って、いる？」

「いないわ」

「あら……そ、そうですか」

　がくりと歩調を落としたほむらは、九条から見えない角度で（ここ、ここ！）と自分を指さしながら追いかけます。

「も、勿論、音楽の世界のお話をしてるんですケドね？　ねえでも九条さん、それって一人で演奏するのが自分の性に合ってるってことなの？　以前、一緒に演奏していたジャズバンドの人たちとかは？」

「…………うーん」

　祈るような仕草で口もとに両の掌を添える九条。そんなふうに彼女が深く思案する姿を見せたのはたぶん初めてのことで、なんだか新鮮です。

「そうね。考えてみれば……」

「うんうん」

「ライヴで演奏セッションをしたり、オーケストラに所属しながら何度もリハを重ねたり、そういう時は仲間を意識することはあるかな。でも解散したら、そこで終わりで、みんなきっと別の場所で、別の仲間と頑張っている。……頑張らずにやめてしまう人もいるのでしょうけれど」

「ほうほう？」

「……だから……言い換えるのなら……一つの曲を完成させたり、コンサートを演やり遂げる、その一瞬へ向かっている時には、たしかに同じ方向を向いている仲間……なんだと思う。でも、立ち止まってその人たちを捜そうと周りを見まわしても、誰もいない。仲間だった過去、がそこにあるだけで」

（……過去、か）

　なんだか微分と積分のお話みたいですね。習うのは第二学年ですか？

「うん……なんとなくわかる。わかった気がする。ありがと」

「どういたしまして」

　そうして駅の改札をくぐり、反対方向のホームへと向かう九条に「また明日ね」ではなく「またね」と告げて、別れたほむら。今日は寄り道も買い物も無しですが、それでも話し相手のいる幸せを嚙みしめながら、自宅へ戻ります。

　ちょうど自宅に到着し、母の顔を見たところで、携帯電話に着信がありました。

　未編集の着信音に（誰だったかな？）と思いながら表示を見ると、九条織江の名前があり驚きました。

　冷蔵庫より登場したパウンドケーキを、どのくらい切る？　とアイコンタクトで尋ねてくる母に、このくらいで！　と身振りで厚みを伝えながら、自分の部屋へ慌てて向かいます。

「もしもし？　初めて電話もらったからちょっとびっくりしちゃった」

『そうだったかしら』

　電話から届いた彼女の声は変わらず落ち着いていました。

　まだ外にいるらしく、背後からは車の走行音や街のざわめきが聞こえます。

『あたしも、いつ日ノ岡さんの番号を入れたのか覚えてなかったから、登録されていてちょっと驚いたわ───今いい？』

「うん。なに？」

『ちょっと言い忘れたから……。朝のＨホームＲルームで先生が、また日ノ岡さんは一週間お休みになるって話していたような気がしたのだけど』

「うん。五日間ほどね、また虚あ惑ち星らへ行ってまいりまーす。土日が続くせいで、あわせて一週間コースになっちゃうんだ」

『そう…………気をつけてね』

「うん。気をつけるよ」

『…………』

「…………」

『…………じゃ』

「……え、あっ、それだけのために電話を？」

『一応』

「うん……気をつける。すっごい気をつけるよ。でも私、死んでもいいかも？」

『やめて。大げさ』

「ありがとう。九条さんもコンテスト、頑張ってね」

『ええ。じゃあ』

　そうして途切れた短い電話のあと。

　ほむらは、すぐさま階下に駆け下りて、ケーキの厚さを二倍、いや三倍にしてもらえるように母の背にむけてお願いするのでした。





[image: ]









■20







　虚惑星の厳冬期。

　太陽は虚惑星を取り巻く環ベーグルの向こうに隠れながら、申し訳なさそうに地平線から顔を出し、のろのろと億劫そうに空へと昇っていきます。

　その間、地上は人間がじゅうぶん活動できるだけの明るさに満たされるものの、サングラスから覗いたような色彩の失われた世界になります。

　やがて正午に近づくにつれて、ようやく太陽はベーグルから完全に顔を出します。

　それはあたかも、一日に二度の夜明けと日没があるようなものです。

　実際には、ベーグルに太陽が隠されている間も、環わの縞模様を構成している隙間から、何度もちらちらと太陽は顔を見せるのです。なので、空が晴れている限り、その居場所を見失うというようなことはありません。

　そんな二度目の夜明けが近づく頃───

　すばるの城の高楼に登り、遥か地平線に目をやると、そこにはベーグルの境界線が明暗の差となって横たわり、北方から南方へ向けて、虚惑星の自転の速度を反映しながら移動していく姿が見られるのでした。

　ほぼ直線状の長い長い影が、雪を冠した山々の稜線に落ちて、波打ちながら山並みをすべっていく様は、あたかも音の波を視覚化してみせたウェーブグラフのようでした。

　地球の雲影に似た景色でもあります。けれど時折、環を構成する小天体の縁ふちを経て、屈折し分散しながら届いた光線が、不思議な淡い色のグラデーションを雪原のスクリーンに投じる景色は、地球の虹や幻日サンドッグなどとも異なる、虚惑星だけのユニークな現象でした。




　三週間ぶりのすばるの城。

　虚惑星の時間では、およそ四ヶ月ぶりとなる再訪。

　上狛部長の宣言した通りの期日に訪れた調査官たち。

　日吉坂高に同行しながら参上した、青藍高校の面々を見たすばるは、さほど驚いた顔もせず、予期していた微笑みで彼らを迎えました。




　海岸方面の未踏地への遠征。

　冬季の山岳地帯の踏破。その期間は四週間にも及ぶと見積もられています。

　すばる姫との対立時期をのぞけば、もっとも危険性の高いミッションです。

　そのために、虚惑星への転移後もすぐに出発とはならず、入念な準備が行われます。

　準備には、すばるの城ではなく、新しいベースキャンプが使われました。

　すばる姫の厚意を受け入れて、後を託していったベースキャンプを見た調査官たちは呆気にとられました。

　前回の設営でだいぶ形を整えたとはいえ───

　荒れ放題の廃屋にすぎなかったキャンプが、まるで高級ペンションのように様変わりしています。石造りの土台に、違和感なく融合したログハウスといったところ。

　開放的で明るい部屋。清潔で使い勝手のよさそうな厨房。転送室として使う予定の屋内倉庫もあります。わざわざ城の空き部屋から移したという、ガラスの窓枠も各所に配されています。

　今はなかば雪に覆われていますが、二階テラスにはジャグジー風呂を思わせるような円筒形の浴槽まで見てとれます。

　これに近い建物を見たのは、苫小牧電波高専の年季の入ったベースキャンプですが、こちらのキャンプもひけをとりません。

「………………」

　啞然として建物を見あげる両校の調査官たち。

　その背後で、すばる姫は、

「鈴蘭がしでかした火遊びの、罪ほろぼしになるかと思うたのじゃが……少々、凝こりすぎたかの……」と、気遣わしげな声をもらします。

　極めつけは、二階の寝室に用意されていた、水鳥の綿わた羽ばねの蒲ふ団とん一式です。

　ほむらはもちろん大感激で「お値段以上～～！」と叫んで蒲団の山にダイブ。

　しかしその一方で、上狛などは生唾を飲み込んで絶句、です。

「この、虚惑星にあるまじきラグジュアリー感……これはもうミス・チャンドラーですらインド象で乗りつけて上から飛び蹴りをくらわせるレベル……」

「そんなに」とほむら。

　……とはいえ、まんざらでもなさそうに喜んでいる青藍高あおこー部員と、ジェラシーの目を向ける日ひ吉よ坂こ高ーの部員たちの様子に、どうも度を越してしまったらしい、と察したすばるは、申し訳なさそうに、その場をすごすご退散しました。

　このベースキャンプの設計をし、しかも今回は青藍高部員のために機会を譲ってくれた桃山先輩の名をとって、『桃とう山ざん荘そう』と名づけられました。ちょうど建物の隣は果樹園ですからぴったりです。




　まだ家具の無い部屋に広げられた、遠征の道具一式。

　両校のパーティはあらためてそれらを整理し、最終的な確認を行います。

　今回の遠征のために持参した虚惑星用ツール、ならびに一般登山用具は実に多岐に亘わたります。

　そういった道具類にはあまり興味もなく、知識も無いほむらでしたが、今はそれがどんな意味を持ち、どんな環境で自分を助けてくれるのか、それなりの実感をもってわかるようになりました。

　また、虚惑星への転送では、自分になじんだ道具かどうかで、虚惑星に持ち込めるかどうかが変わってくるのです。ほむらにはまだその経験はありませんが、最悪の場合は物品の消失ロストが生じます。舎人主任などは「転移するには素っ裸が一番向いてる。緊急離脱ディス・エンゲージで怪我したくなければ、裸で戻ってこい」などと語っていました。

　アラスカでの特訓には、それら慣れない登山の道具類を、自分の身体の延長として近づけるという、二重の意味もあったのでした。ただし、七久保小枝のような例外はあるようですが。

　───石の床に、ひとまずマット代わりに敷かれた冬山専用の寝袋サマ。

　その上に置かれたのは、まずは大きなパーカー。

　元から非常に高機能に作られている探検服がミドルレイヤーの役目を果たし、その上から羽織るパーカーはアウターレイヤーとなります。

　さらにキャンプでの休息時や、やむなく吹雪での活動を迫られた時などに、内側に重ね着するフリースに似た新素材の防寒着。

　下に穿くトレッキングパンツ。ブーツ。足の雪よけカバーとなるゲイター。

　帽子。グローブ。靴下。着替えの下着類。

　……と、衣類だけでもうどっさりと山積みです。

　───さらに雪山向けの道具が続きます。

　すばる姫にはかんじきと説明したブーツに装着するスノーシュー。

　積雪状況によって使い分ける、同じくブーツに取り付ける鋼鉄製の爪、アイゼン。

　ゴーグル。両手に持つトレッキングポール。保温水筒。

　怪我や病気に対応するためのファーストエイドキット。緊急避難時のエマージェンシーキット。行動食の飴ちゃん類。

　日焼け止めクリームと、そして母と妹の百倍祈願パワーのこめられた成なり田た山さんの御守りももちろん。

　ほむらには馴染みの深い、クマ用の催涙スプレーも持ちました。クマは冬眠中であることを望むばかりですが、冬季に活動する動物たちだって他にいっぱいいますから。

　そんな装備の確認中に、ふらりとベースキャンプ内に入ってきて、好奇心旺盛にほむらの道具整理の様子をのぞきこんできた一頭の狼──佐保曰いわくキリマル──に、試しにそのスプレーを見せると、ばっときびすを返して逃げ出していきました。

　はっはっは（泣）とやけ気味に勝ち誇るほむらでしたが、すぐに頭を抱えて情けない声をあげます。

「あーっ、私のパーカーが足跡だらけに……！　もうっ、キリマルぅ!!」

「おいおい、大事にしろよ。もう上着の替えは無いんだかんな」

「わ、わかってますぅ……」

　ちょっと情けない声で東野に答えたのは、すでにそのパーカーが二着目だったから。

　出発の直前───例によって部室で雨乃と一緒に興奮して盛り上がっていたほむらは、椅子にかけていた自分のパーカーに盛大に食事をこぼしました。

　それも簡単には汚れの落ちそうもない服の内側に。

　自業自得だな……とか、機能的には問題無かろう……などと白い目で見つめてくる東野や藤森に、

「遠征中、ずっとミートソースの匂いがするのはいかがなものかと……」

　と平身低頭、泣きをいれて急遽、部室に保管されていた予備のパーカーと交換したのでした。これじゃあ稲荷先輩の喫茶店での失敗を笑ったりなんてできませんね？

「ふぅ……」

　と溜め息をつくほむら。

　あとはほんの少々の私物で整頓は一段落ですが、これらはまだ、ほむら個人が雪山で生存するための最低限の道具に過ぎないのです。

　───加えて、この調査遠征のための本来の道具があります。

　これらは各部員が分担して運ぶことになります。

　そのメインとなるのは、まずはとにかく食料と、調理器具、その燃料です。

　そこら中に雪があるわけですから、一番重量をとる水を運ぶ必要が無いのは助かりますが、それも雪を溶かす燃料が無ければ困ったことになります。

　他にもテント、測量器具、ほむらたちには手出しの難しい場所を攻略するためのピッケルやロープなどの登とう攀はん用具。そして資料映像をおさめるカメラなど撮影機材です。

　日吉坂高のメンバーだけでは、これらすべての調査機器を運ぶことは出来なかったでしょう。人数が増えたことで調査の届く範囲も広がったといえます。

　振り返ってみれば多賀先輩が、それ電動自転車セルフレーム何台分ですか？　というような巨大な荷物の背負い具合を確かめていました。

　───それら遠征の道具の中で、ほむらが運ぶ担当となったのは雪崩なだれ対策用に用意されたアイテムでした。

　まずは雪搔き用の比較的軽量なシャベル。

　そして「ゾンデ」と呼ばれる折りたたみ式の、三メートルほどの細いポール。雪に深く突き刺して、埋まってしまった埋没者を探り当てるための道具です。

　アラスカでの訓練ではさらにこれに、電波を発して自分の居場所をうったえるビーコンを使いました。

　しかし虚惑星では電子機器は作動しないので、その代用品として各自に支給されたのは合成樹脂製のホイッスルでした。ちょっと息を吹き込んだだけで猛烈な音が発せられるので、他の緊急時にも使える便利な道具です。さらにこのホイッスルの一番の特徴は、同時に超音波が発せられることです。

　この超音波は人間には聞こえませんが、確認されている多くの動物格所有者ＴＡＰＣなどの憑格者トランスの可聴域に合わせてあります。

　今回のパーティでいえば、多賀副部長と佐保秋穂であれば、雪の下で鳴らされたホイッスルの音を聞きつけて位置を特定することが出来るわけです。心強いですね。




　───以上。

　ほむらにとっては、おおいに神経を使う、半日がかりの確認作業でした。

　同じ事をしているはずなのに、御陵先輩はあっという間にその作業を終えてしまうと、弓を持ち出し、雨乃を連れて、雪深い山へと狩りに向かいました。

　旧ベースキャンプからすばる城へと移動する、それほど積雪の厳しくない道程を軽装備でやってきた間も、雨乃の動作チェックは行われていました。

　雪山での狩りは、そのチェックの仕上げも兼ねて、ということのようです。

（…………アメちゃん……）

　出発前に、藤森顧問に言われた注意が脳裏をかすめます。

　珍しく深刻な様子で藤森は、東野とほむらを部室に呼びつけてこう言いました。

「いいか───これは冗談ではなくて、真剣な話だ。管理官としての命令と思ってくれ。もし雨乃にトラブルがあったら、雨乃が自力で移動が出来なくなった時点でその場に放棄していくように」

「…………放棄って……？」

　まさかそんな注意を受けるとは思わなかったほむらは、目の前の藤森が別人になってしまったのではないかと感じるくらい大きなショックを受けました。

　しかし隣の東野は、その横顔に動揺はみてとれるものの、藤森に対して反発する態度などはみせませんでした。

「……はい……」と東野が静かに頷きます。それもまたショックでした。

　彼は納得しているのです。

「日ノ岡───返事は？」と藤森。

「…………っ……」

　イエスなら右回り。ノーなら───

　ほむらは胸が詰まり、とっさに声が出せません。

「……これに了解しないならば、きみは遠征には向かわせない。この件は、御陵部長も、雨乃自身も了解している」

「雨乃ちゃん自身も、ですか……？　でももし遠征先に置いていかれてしまったら、雨乃ちゃんはどうなるんです？」

「状況に応じて、待機サスペンドモードに移行する、と聞いてる。もし単身で自己修復がかなえば、目印を残しながら最寄りのベースキャンプに帰還する。バッテリー切れはあるが、人間のように飢え死にするわけじゃない。周囲の環境が好転すれば、次のミッションで回収に向かうことになる」

「それってでも、虚惑星の時間で何ヶ月も経ってから……ううん、場合によっては何年も経ってから……ですか？」

「そうなるな」

　そこまで語ってから、藤森は、ふぅ……と肩の力を抜きました。

「雨乃をパーティの一員とみなして、助太刀してやりたいと考える気持ちはわかる。でもやっぱり、雨乃は虚惑星探査機という一つの道具なんだ。それできみたち自身が危険にさらされるようなことがあっちゃいけない。雨乃本人にしたって、それが一番つらいことなんだ───それに……」

　藤森は言葉を続けます。

「雨乃にはいずれ、単独での調査が命じられるはずなんだ。それが最初からの目標───自分で状況を判断して調査をするのが虚惑星探査機の役目なんだから。だから、その目標に至るまでに将来あり得るケースとして、トラブル発生からの基地への帰還や、虚惑星での長期間の待機、……というのはクリアしていかないといけない中間目標の一つなんだ。わかるかな？　つまりは、だ───」

「それは、雨乃ちゃんにとっても必要なことなんですね？　もし、一人きりで遭難してしまっても、雨乃ちゃんはそれに挑戦する覚悟を、最初から持っているんですね？」

　念を押してたずねるほむらに、藤森もまた真面目に返します。

「───うん。意味を持ってこの世に生まれてくる。それが人間とロボットの一番の違いだと、そうわたしは思っているよ」

　その藤森の言葉を聞いてようやく、ほむらは藤森の管理官としての問いかけに、イエスと答えることが出来ました。

　けれど、本当にそんな事態に陥ってしまったときに、自分がどう感じ、どう考えるのか……それまでは、まだ解らなかったのです。




　その夜───。

　新キャンプの厨房に初めての火を入れて、最初の食事を済ませると、また女子部員一同で城の露天風呂を借りに行きました。

　刻々と山の彼方に沈みゆく太陽が織りなす夕映えと、輝く星達の競演は格別でした。

　同じく西の空に架かり、虚惑星の影に切り取られて消えていくベーグルの境界線は、これまでの季節よりもずっと緩やかなアーチを描いています。

　環の裏側から太陽の光を浴びて輝くベーグルもまた、夏とは違った、どことなく怪しげな色彩で夜空を彩いろどっているのでした。

　城からキャンプに戻ろうとしたほむらは、単身、すばる姫に呼び止められます。

「あっ、すばるさん、林檎！　林檎の湯、有り難うございました！」

「うむ。それは何よりじゃ。ところでの……」

　ほむらを手招きするすばる。

　なんだろうと首をかしげつつも、御陵たちに断りを入れて、すばる姫につきあいます。

　そうして向かった先は、すばるの私室ではなく、城の最下層の馬屋でした。

「おや、東野くん……も？」

　ランプの灯るその場所には、既に東野が待っていました。

　まだ以前に使った稲わらのベッドが置いたままにしてあります。二人の若者をそこに座らせると、おもむろに城の主は話を切り出しました。

「ほむら、御身にひとつ、申しつけておきたいことがあっての。東野殿にも詫びねばならぬことがある」

　あらたまった物言いに、居住まいを正すほむらたち。

　城の周りにある滝のほとんどは凍結しています。積雪に囲まれた城の馬屋は耳が痛くなるほどの静けさに包まれています。

「これは、先せんに城を訪れた時に、伝えるべきか幾度も迷ったが……お手前たちがこの城にまた戻り、件くだんの《みっしょん》に向かうという確約も無かったからの。判断を延ばしてしまった」

　そうして、すばるは東野にまず向き直ります。

「東野殿……御身には、一ひと時ときのあいだ、この昴に人ひと傀儡くぐつとして爪つま繰ぐられたことがあったな。おそらくその記憶は漠ばくとしたものじゃろうが」

（人傀儡……）

　すばるの言葉は江ノ島で、東野がほむらに打ち明けた苦悩を、そのまま言い当てるものでした。東野だけでなく、ほむらもまた真剣に耳を傾けます。

「身どもは、この人傀儡の術を、何なん人ぴとたりとも教えるつもりは無い。このまま墓の下まで持って行く腹づもりじゃ。なにより、この術は決してお手前たちのような潔白な者に使ってはならぬ業わざであった───東野殿にはどれだけ詫びても足りぬ。すまなかった」

　そう言うと、すばるは深く頭を垂れました。

　いたたまれずに、ほむらはつい口を挟んでしまいます。

「……すばるさん。でも、もう術は解けたんですから。そんな……」

「解けてはおらぬ」

「…………っ……」

　ぞくり、と、ほむらの肌は粟あわ立だちました。

　思いも寄らぬ答えに、東野もまた衝撃を受け、押し黙ります。

「───解けてはおらぬ。身どもの側から解くことはもはやできぬ。それゆえ、この術は忌まわしいのじゃ。仮にいま、身どもが命じれば、東野殿はまた人傀儡に戻る」

「……じゃあ、俺、このままずっと……すばる姫の……」

　術を施した本人のすばるも、悲痛な顔で頷きます。

「人傀儡の術は、その者の一番深き想いにくさびを打ち込む、宿やどり木ぎのようなものじゃ。……もはや言えた義理ではないが、身どもは金輪際二度と東野殿を人傀儡として命じることはせぬ。それは、誓う」

　やりきれない静寂が続いたのちに、再びすばるが口を開きます。

「…………じゃが、一つだけ不幸中の幸いと言えることがある。今宵はそれを伝えたかった。明日、お手前たち探検部が旅立たれる前にの」

「教えてください」

　東野は、そう毅然と言い放ちました。

　その様子に感じ入ったようにすばるは、彼をじっと見詰めます。

「この星に、放浪者どもがおるのはもう耳にしておるな？───然さ様よう、身どもがお手前たちと《ふぁうすこんたく》した際に告げた通りじゃ」

　二人は頷きます。

「東野殿はもう、新たに人傀儡の術にかかることは無い。既に身どもの傀儡であるからじゃ、もし──これは真に恐ろしいことじゃが──もし放浪者どもの中に、人傀儡を爪つま繰ぐる術士がおったとしても、東野殿は其そ奴やつを恐れずに済む。そのような事態に陥ったのなら、傀儡になったふりをして、その悪あっ漢かんの寝首を搔かけ」

　そう厳しく言い放つすばる。

　悪漢とか、寝首とか、ほむらは時代劇の世界に放り込まれた気分です。

「そしてもう一つ」事態を飲み込めず戸惑うほむらにさらに告げられた事実は、「ほむら、お手前には人傀儡の術は効き目が無い。何故かはわからぬ」

「……えっ……えええ!?」

　座ったベッドの上で、ぴょんと飛び跳ねてのけぞるほむら。

「私にも掛けようとしたんですか？　その人傀儡の術を!?」

　本人は十分驚愕していましたが、どこか吞気にも聞こえる反応に、すばるはちょっと面くらったように眉をあげました。

「忘れたか？　身どもとお手前は果たし合いをしたのじゃぞ？　身どもは手加減をした覚えは無い。……ほむら、お手前にも既に何者かの人傀儡の術がかかっておるのではないか？」

　心配そうな東野と顔を見合わせてから、必死に首を振るほむら。

「な、無いです無いです！　術をかけられたなんて、そんなこと一度も！」

「……術をかけられた記憶そのものを、忘れさせてしまう事も出来るのじゃがな」

　勿論身に覚えの無い話で、ほむらも動揺しますが、それよりも今は東野のことが心配でした。

「だったら、東野くんをそうしてあげてください……それがいいって、ね？」

　すばるが発した言葉の意味を、じっくりと考えてから、やがて首を振る東野。

「いや……こうやってすばる姫に事実を明かしてもらえたんだったら、俺はもうそれで十分だ」

「そんな」

　決して安堵とはいえませんが、それでも納得のいった様子で東野は答えました。すばるもまた同意して頷きます。

「うむ。身どもも、それが次じ善ぜんの道かと思う」

「…………えー!?　ホ、ホントにそれでいいの？」

　しつこいな、と言いたげに東野は頷き返しました。

「有り難い言葉じゃ……しかし東野殿にしてみれば、己の首に刃を突きつけられておるようなもの。この品で詫びの代わりになるかはわからぬが……」そう言って袂から取り出した一つの巾着袋を彼に手渡します。「用心に渡そう。好きに使うがよい」

　東野が渡された袋の中身を手にあけると、黄色い菱ひし形がたの石が転がり出してきました。

　二人とも見覚えのあるその石にぎょっとします。

「うわ！」

「これってあの……てけれっつのもががが───」

　ほむらの口元を東野が素早く手で押さえました。危ないところでした？

「───うむ。癇癪玉じゃ。湯ゆ花わ玉だま、と呼ぶ」

　それは旧ベースキャンプを強襲した鈴蘭が東野に投げつけ、さらには御陵先輩に怪我を負わせた、おそるべき爆発力を持つ罠の石でした。

「案ずるな。胸の内に、とある図形を描き留めてから唱えなければ起爆はせぬ。図形は後ほど教えよう。使い方次第で、起爆の時間をずらし、罠のように使うことも出来る」

　驚き感心する東野。それは便利ですね。

「それはすげえっ……すごい……けど、危険すぎますって。う、受け取れません」

　そう言って巾着袋をもどそうとする東野。すばるはもう受け取る気もなく、使うも捨てるも勝手にせいという態度です。

「一個一個の威力は、鈴が持ち出したものよりは弱めてある。人一人を吹き飛ばすというところじゃな。癇癪玉とは申したが、この石は岩にぶつけようと、そのまま火にくべようと、何も起こらぬ───《みっしょん》でも重宝するのではないか？」

　困り顔の東野。

　東野の手から、恐る恐る黄色い石をつまみあげたほむらが尋ねます。

「……これって火薬で出来てるわけじゃ……ないんですか？」

「これは身どもが唱えた術そのものじゃ」と聞いて目を見開く二人。「実のところ、たった今も極めてゆっくりと膨張しておる。長き年月を経てビードロが形を変えるように、の。その停滞を合図で解放するというわけじゃ」

「術そのもの……極端に爆発を遅く……？　んん、どっかで聞いたような？」

　としきりに首をひねるほむら。

「……触しょく媒ばいパターンだ」

　東野の鋭い指摘に、ハッとして手を合わせるほむら。

　触媒パターン───舎人主任がその口から「循環サイクルを形成し、なんらかの反応を促進する、あるいは遅らせる特別なパターンがある」と語っていました。虚惑星調査官の魔法使いたちが求めてやまない、持続性のある魔法です。

「……以前の座談の中で、七久保殿が強い興味を示しておったのう。白しらを切ったがな───いかにもこれは《触媒ぱたあん》の産物じゃ」

　すばる姫は既にその概念を理解していました。

　彼女が秘めている術体系とは、また異なる由来であることは確実ですが、置き換えて考えられる概念が確かに存在するようです。

　調査官たちが、すばる姫の振る舞いや言葉の内外から虚惑星の歴史を推測するように、すばる姫もまた、部長や七久保たちがあえて語ろうとしない地球の知識を吸収していました。

「どうしてそんな大切なことを……？」

「私たちに教えてくださるんです？」

「湯ゆ花わ玉だまのことを他の者に語るのはべつに構わぬが……しかし人傀儡の件は、東野殿にとっては重大事じゃ。探検部においての東野殿の立場を危うくするのは、身どもの本意では無い」

　さらにすばるは、誇らしげに、親しみをもって語ります。

「身どもは二人に借りがある。我が心に積もった妄もう執しゅうの雲を打ちはらってもらった恩義がある───それになによりな……塵劫術マテマテカを指し南なんする相手が欲しくての」

　ランプの光にゆらめく青い瞳で見詰め返してくるすばる。

「ほむら、わごりょはいつか時間を作り、身どもの許もとへと来やれ」

「……っ……」

　彼女の唇からこぼれた招しょう請せいの誘さそいには、ほむらも、東野も息を吞みました。

　戯れ言などではないぞ、と微笑みを浮かべ、二人に目配せしながらこう告げます。

「そう慮りょ外がいなことではない。お手前たちは真世の系けい譜ふを継ぐ者なのじゃろう。ならば、身どもはそなたたちにこそ、我が術の一いっ端たんを授けたい」

「───はい！」

　勢いよく、ほむらはそう答えていました。思いきり。

　呆れかえった東野は顰しかめた顔を手で覆います。

「おまえ……ノリでそういう……」

　……いやでも、最初からノリだったっけ、と。

　自分がほむらを呼び止め、魔法使いにならないか？　と探検部に勧誘した、あの放課後を顧かえりみながら、東野は思わず苦笑するのでした。
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　翌日の朝早く。

　探検部はついに雪原へと踏み出しました。

　雪山用に整えた装備は、到着時とはまるで異なる格好に見えます。

　少し歩くとすぐに暑く感じられて、パーカーのファスナーは全開にしています。

　すばるの城に別れを告げてしばらく街道を進むと、尾根の上から雪割丸たちが一行を見送っていました。

　大柄な灰色狼のなかに、小柄な若い狼が何頭か交じっています。好奇心に負けて、若い狼たちが群れを飛び出してきました。先頭は白い狼です。

「初雪だ」

　佐保の言葉に、雨乃が落ち着かない様子でそちらを見上げます。

　初雪は随分と成長していました。以前は犬の豆柴くらいだったものが、普通の成犬くらいになっています。もう仔狼とはいえない若い狼です。

「もう、ちゃん付けしたら怒られちゃいますねっ」

　ほむらを振り返り、なんだか照れくさそうに雨乃が笑いました。

　初雪たち若い狼は一定の距離をとりながら、一行を追いかけてきました。

　やがて谷の出口といえる場所まで一行が離れると、狼は立ち止まり引き返していきました。初雪だけは、ずっとこちらを見詰めています。

　雨乃はパーティの最後尾を歩きながら、名残惜しそうに何度も振り返り、初雪に向かって手を振っていました。




　出発して数日の間は降雪も無く、とても楽しい移動が続きました。

　雪中での行軍に合わせて体が徐々に出来上がっていく感覚があります。

　普段の山歩きとはまた違う筋肉を酷使して、最初は筋肉痛もひどかったのですが、それもやがて慣れて、疲れずに自分のペースで歩けるようになってきました。

　体で雪をかきわけながら進むような、ラッセルが必要なほどの深い新雪に当たらなかったことも幸いでした。

　他の季節であれば見通しも悪く、地上に堆積した枝葉で歩きにくかったであろう針葉樹の森は、それらをすべて覆い隠して積もった雪のおかげで、広くて新しい道となり、歩きやすい事この上ありません。

　寒さで虫たちの活動が控えめになっているのも、ほむらとしてはおおいに助かるところでした。金沢浅野高の井い口ぐちさんほどではないにせよ、決して虫が得意とは言えないほむらです。それでもしつこくしつこく頭上に飛んで来るブユの群れには悩まされましたが……




　ほむらがもっとも緊張したのは、丘陵の日陰の斜面でカチカチに凍結していた雪面です。

　アルミの新素材で作られているスノーシューの爪先ではまったく雪面に刺さらず、少し登ったところでずるずると滑り落ちてしまいます。

　当然ながらここでは、体を支えるトレッキングポール、そして本ミッションの最強兵器かもしれないブーツに取り付ける鋼鉄の爪、アイゼンの出番となりました。

「初はつアイゼン！」

「初アイゼーン！」

　両手に持ったアイゼンで「しゃあー！」とポーズを構えるほむらに、笑って応じる雨乃。

「ダブルヘビーアイゼン!!」

　と、上狛先輩が構えるのは、多賀先輩から奪いとったアイゼンです。その巨大なスパイクはまるで恐ろしげな武器のよう。上狛の脇ではそれを履く途中だった多賀先輩が困った顔をしています。

　そんなアイゼンの出番を迎えた斜面も、あの憎き……いや敬愛すべき雪ゴリラ教官のおかげで難なく──二、三回転ぶ程度で──クリアすることができました。教わった教訓が活いかされるたびに、あの焼きすぎたステーキのようなニタニタした顔を思い出すのは非常に癪なのですが、彼には感謝しなければならないでしょう。

　そんな中でも、まったく雪山歩きを苦にしていないように見えたのは佐保でした。

　まるで体重を忘れてしまったかのような身軽さで、雪面をぱたぱたと走って行きます。

　そして、やれあちらにウサギがいた、やれ鹿の足跡だ、やれキツネの糞だ、やれリスを拾ってきた、ともう連日連夜、喧やかましいこと。

　しかしそんな佐保は偵察役として非常に重宝されました。

　目前に横たわる尾根を越えるべきか迂回すべきか、というような判断で立ち止まった時には、あれよあれよという間に駆けていって先の様子を見てきました。

　最初は用心のために、御陵や東野も同行しようとしていたのですが、佐保は聞かずにさっさと前へ行ってしまいます。

　その機敏な姿には、稲荷が無人島で見せた身軽さが思い出されました。




　……かたや、ほむらが気になったのは鼎結理でした。

　今回の旅での鼎は、体調が良好とは言えないようでした。

　荷物も大幅に減らし、隊列の中央を歩いています。事実上、パーティは鼎のペースに合わせて進んでいました。

　しかしそれは病気というわけではなく、虚惑星に起因する体質変化にまつわるものなのです。転送酔いも同じことです。いわば避けようのない生理現象で、誰もその事を気にしてはいない……と、そう思いたいのですが、ほむらはやはり鼎が気の毒に思えてきてしまいます。

　自分が一度そういう庇かばわれる側の身になった事があるからこそ、時折、多賀や上狛たちの口の端にのぼってくる「予定より遅れ気味だ」「この斜面は避けたほうが無難だろう」といった言葉が、棘となって刺さってくることがわかります。

　パーティのしんがりを務める御陵部長も、鼎を気にしています。

　休憩中、ついほむらが、荒い息を整えている鼎のそばに寄り添い、

「ユリちゃん……大丈夫？　足とか……」

　と声をかけてしまったのも、そんな気遣いから発した言葉でした。

「…………」

　汗を浮かべた鼎が、ほむらにきつい眼差しを向けながらも、こくりと頷きます。

　やはりどこかつらそうにしている彼女。ほむらには出発前に見た早瀬諒の顔が思い起こされました。

　いつもの飄ひょう々ひょうとした様子とは違って、沈み込み、浮かぬ顔に見えた彼。けれど出発前にそれに気づいて視線が合ったほむらに、彼は何も言いませんでした。小さな微笑みを浮かべただけです。

　今回は早瀬と桃山のバックアップ組は、母校の日吉坂高校ではなく、青藍高校での待機となっていました。

　日中の授業時間は日吉坂高校に通い、それ以外の時間はなるべく青藍高校の部室棟で待機して過ごし、さらに泊まり込みもするという万全の態勢です。

　日吉坂よりも青藍のキャンプのほうが、遠征地にずっと距離が近いためです。

（いつもの早瀬先輩がそばにいない……ユリちゃん、か……）

　そんな事もあってか、ほむらは鼎に対して、どこか保護者のような気持ちを抱いてしまっていたのかもしれません。

　だから、楽しい話をして励まそうと思ったのです。が……

「ユリちゃん。よかったらさ、例の相談をしたいんだけど……」

「……あとにして」

「えっと、でもね。もうそんなに時間も無いし。あの私、思いついたんだけど───」

「…………っ……」

　その直後、鼎がほむらに向かって怒鳴りつけた声を聞いて、他のパーティの面々は振り返りました。

　心配そうに顔を向ける御陵や上狛たちに、すぐにほむらは立ち上がって、自虐的な冗談を交えながら頭を下げます。

　すると、ちょうどそばにいた佐保がうまく話を合わせて、ほむらが鼎をからかって怒らせたていで、ほむら自身をこっぴどく責めてくれました。しかも同時に、冗談もわからずふてくされている鼎も馬鹿にしてみせる、というフォローまでしてくれたために、注意の矛先は佐保にずれてしまい、それ以上騒ぎが大きくなることもありませんでした。

　佐保には感謝の一語に尽きます。彼は周囲から思われているよりも、アホでも軽率でもないのでは……？　と思わせる出来事ではありました。

　───その夜。御陵と雨乃と一緒に、三人で眠る雪上のテントの中で。

　寝袋にくるまれ休もうとするほむらの胸のうちで、鼎から差し向けられたアイゼンよりも鋭く刺さる声がまた反響するのでした。

　うるさいっ、消えてぇや！……と。




　出発して三日目の朝。

　平地の森でのキャンプ。

　あまり寝覚めは良くありません。からからに渇いた喉を、寝袋に一緒に入れておいた水筒の水で潤してからテントを這い出したほむらは、そこに予期せぬ相手の姿を見つけました。

　早くから起き出していた多賀と、和装の姫が、焚き火の前で向かい合いコーヒーを飲んでいます。

「………………」

　昨夜苦労して熾おこした焚き火だなー、などとぼんやり考えながら、ようやくその違和感に気づきます。

「……え？　すばる姫？」

「む。起きたか───ほむら、これはお手前が飲め。身どもはこの《こうひい》は、どうも飲みつけぬ」

　と、淹れてくれた相手に一応の礼を示しながらカップを戻します。

「ウス」

　と多賀がそれを受け取って、残念そうに頭をかきました。

　すばるはいつもの着物の上から、薄手の白い打うち掛かけをまとっていました。足下には脚きゃ絆はんというのか、毛皮で作られたブーツのようなものを巻き付けています。

「な、なんでいるんですか!?　すばるさん!?」

「……よくない夢を見たのでな」

　と、事もなげに答えます。

「ええっ───夢？」

　そんな事を言われても、逆に自分が夢を見ているのでは？　などと思ってしまったほむら。

　見ると、また少し離れた雪原には、雪割丸がどっしりと寝そべっていました。

　そこでは、やはり早起きしていた佐保と東野が、雪割丸の前にかがみこみ、何か森で捕まえてきたらしい餌（リス？　テン？）を与えようとしています。食べませんけど。

　まるで雪原に盛り上がったかまくらのような雪割丸は、その背に毛皮の柔らかい鞍のようなものが結わえられています。その四本の脚の先にも、短い防寒靴下のようなものを被せられていました。

　脇にはすばる姫の荷物の小さな竹の行こう李りと、顎で縛る紐付きの市いち女め笠がさが置かれていました。

　ほむらたちがこれだけ装備に気を遣っているのが馬鹿らしくなるほどの軽装です。

　さらに離れた場所では、朝食の準備に取りかかりながら、雨乃が雪割丸をちらちらと見ていました。そんな彼女の姿をみとめつつも、雪割丸はおとなしくしています。

　───やがてテントをたたみ、出発した探検部パーティ。

　その隊列の脇を、すばる姫も随伴します。

　闊歩する雪割丸の背に横向きに腰をおろして悠然としている、そんな彼女の髪が、朝の木漏れ日にきらきらと輝くさまは、金砂を蒔いた一幅ぷくの日本画のような美しさです。時代がかった傘と白い着物とが相まって、嫁入り姿のような雰囲気すら漂っています。

　ほむらばかりでなく、なんとなく前方の佐保まで見とれている気も。

「……うむ。ここまでじゃな」

　という呟きとともに、雪割丸の歩みが止まりました。

　パーティも歩みを止めて、そんな彼女を見つめます。

「もはや面影も無いが、ここは一筋の街道じゃった。山中へと逸それる脇道のある小さな辻つじじゃ……身どもはこの辻の先へと進んだことが無い。また今後も、そのような機会が訪れることは決して無かろう。ここからは……お手前たちだけじゃ」

　前方の森を見つめ、呟くすばる。まるで、その目前に見えない壁を感じているかのように、気後れした様子で雪割丸の上でたたずみます。

「突然邪魔をしてすまなかったな。お手前たちはいつも通りよくやっておる。身どもの心配など杞き憂ゆうじゃ。朝から押し掛け、騒ぎ立ててすまなかった」

　とんでもない、と上狛が頭を下げます。

「いいえ、すばる姫───こんな遠方までのお見送り、有り難うございました。おかげで用意した地図の正しさも、ちゃんと読み取れていたことも判りました。とても役に立っています」

　すばるは神妙に頷きます。そんな彼女を、

「まったく、虫の知らせだか知んないけど、不吉なフラグ立てないでくださいよー。風邪ひかないうちに早く帰ったほうがいいんじゃないっすかー？」

　と冷やかす佐保。いつもなら彼女は、そんな軽口は鼻で笑い返すのですが、その時は違いました。

「……そうじゃな」

　と、どこかしおらしく、先走った行動をした自分の焦りを戒めるようにうなだれました。

「風邪をひく……か。いつかこの道で父上にも、そう告げられたような気がする。おとなしく戻るとしよう」

　言い過ぎでしょっ、と佐保の背中をはたくほむら。

　そうして一度、雪割丸の鼻先を返したすばるでしたが、突然、思い立ったようにその背を降りて、御陵のもとに歩み寄りました。

「真世───これを預かれ」

「すばるさん……」

　御陵の手に押しつけられるように渡されたのは、精霊石でした。

　すばるが常に身につけている《力の石》です。

「そんな、いけません。受け取れません……」

「わごりょが無事に戻ればよい。その時に返してくれれば済むことじゃ」

　なにか突き動かされるような彼女の態度に、御陵も戸惑っています。

　探検部員たちももちろん精霊石の貴重さは知っています。すばる個人がそれを大切にしていることも。ただの御守り代わりに、とは言い難いかけがえのない品のはずです。

　短い言葉で固辞するやりとりをみせた二人に、こんな声が掛けられました。

「要らないんだったら、あたしにくれませんか───それ」

　そうはっきりと切望の言葉を口にしたのは鼎結理でした。

「そんなに軽々しく他人に渡せるものなんだったら、いいですよね。失なくしちゃうかもしれないですし。あたしにくれませんか、それ」

「鼎───」

　非礼をたしなめる上狛の声音は厳しいものでした。

「ちょっと、ユリちゃん。どしたの？」と佐保も顔色をうかがいます。

「…………」

　鼎は視線をそらしながら「……すみませんでした」と小声で謝りました。

　すばるは結局、石を御陵に渡すのはあきらめ、他の部員たちにも頭を垂れてその場を離れました。

「ユリと申したな。かたじけない……身どもの気の迷いで、厄介をかけた」

　プチ修羅場にたじたじのほむらでしたが、なんとか胸をなでおろします。鼎がどういうつもりでそんなことを言ったのかは解りません。

　すばるは後方に控えていた雪割丸に戻りました。

　その彼女が、ほむらとすれ違いざまに、周囲にはそれとわからぬよう何かを押しつけていきました。

（───！）

　グローブ越しに伝わる硬い感触に、慄然とするほむら。

（えええええぇぇ……!?　ちょちょ、す、すばるさぁん!?）

　……と、心中で困惑の悲鳴をあげるほむら。

　しかし反論する暇もなく、すばる姫は雪割丸に飛び乗り、元来た道を颯爽と駆けていってしまいます。

　とっさにポケットにおさめたそれを、後に自分一人になった機会に取り出してみると、間違いなく、すばる姫の持つ精霊石《力の石》だったのです。




　その日の午後は強い風が吹きつけました。

　非常にさいわいなことに、まだこの遠征での大きな降雪は無かったのですが、その午後は強風で地表から巻き上げられた氷のような雪粒に、ゴーグルやパーカーをしたたかに叩きつけられました。

　いつも口数の少ない多賀いわく、この風は海岸線に近づいた証拠だそうです。

　その夜───ようやく風のおさまったキャンプで、上狛は部員を集め、現在の状況をあらためて語りました。

「───めざす仮の目的地までは、三分の二ってところだよ。明日には間違いなく最初の海岸線に到達するだろうね。以前に桃山くんたちと試みた遠征では、これだけの距離を稼ぐために、ほとんど倍の日数を費やしてしまって、そこでタイムアップしたんだ。それを考えたら、とてもいい進行状況だ」

　それはもちろん、調査官それぞれの慣れもありますが、やはり提供された地図で歩きやすい地形を選んでこられたというのが大きいようです。

　一度などは予定のルートを外れて進もうとしていた上狛の間違いを、気づいたほむらが指摘できたこともありました。ＳＡでのレースの経験が役に立ちました。

　両校の調査官パーティが目標として向かっているのは、明日到着する海岸の、さらにその対岸にある半島部です。

「対岸の半島には、高峰の山脈があるのはわかっている。まず、あたしらとしては、そのふもとまで行きたい。そんで、可能であればその高峰に登って測量しながら、半島一帯の状況を確かめたい」

　そこで東野が尋ねます。

「半島へは、手前の湾の海岸部を大きく迂回しないと行けないわけですよね。本来は」

「本来は、ね」

「……なんなの？　船でも造るんですか？」

　とほむらが首をかしげます。海岸に沿った山並みはおしなべて険しい、とすばる姫が語っていたところまでは覚えています。

　それを見て上狛は、東野とも顔を見合わせ、このミーティングをやってよかった、と何度も頷きながら話を続けます。

「この湾にはね、冬は流氷が押し寄せる。海流と季節風で運ばれてくるんだ」

「流氷……？」

　あくまで伝え聞いた事としてすばる姫が語ったのは、夏にはその湾には渡し船があったが、冬は旅人自身が海を歩いて対岸まで渡ったのだと。本人は「海の両りょう国ごく橋ばしというわけじゃ」などと洒落ていました。すばる姫は国くに境ざかいの橋というニュアンスで言ったのでしょうが、季節ごとに流されてしまうんじゃ「流れ橋」ですよねえ。

　海を歩く……そんな話が、にわかに現実味をおびてきて焦るほむら。

「流氷の上を歩いて渡るってことですか……!?　穴でもあいてたらおぼれて死んじゃいますよ!?」

「うん。その危険があるのは否定しません！」と上狛。

「開き直った！」ぎゃーと固まるほむら。

「衛星でも氷の厚さまではわかんないからねー。明日、海岸に到達したら念入りに調査をして、また検討しよう。駄目だったら、その時はその時だ！」

　上狛としても、自信を持って言えるのはそこまでです。

「さて、皆の衆───この先、こんなに薪たきぎになる木のある地域にいけるかどうかわからないしぃ。例の秘密兵器の出番といこうじゃないか」

「やったぁ！」と不安も忘れて喜ぶほむら。

「待ってましたぁ～～！」さらに浮かれて飛び上がったのは佐保です。そんな彼に、

「秋穂は両手両足を縛ってテントの中で待機」と冷たく告げる上狛。

「ひでえ！　部長横暴！　断固拒否！」

「なんだとぉ～、こないだはおまえの覗き一つで国際問題、いやっ、惑星間問題になるところだったんだからなぁ！　反省しろ～この発情ネコがぁ～！」

　憤怒の形相で佐保のネコ耳をぐりぐりと引っ張る上狛でした。




『秘密兵器』とは、なんのことはない折りたたみのプールです。

　それはアラスカでの合宿で、合衆国の調査官たちから贈られた、彼らの自慢のツールでした。

　軽くて丈夫で、国連ＵＮＰＩＥＰの制式テントのポールなどを兼用できて、さらに断熱性能もあるため雪上での使用もオーケーという優れもの。とはいえ、基本的には使い捨ての道具のようです。

　周囲の森から大量のトウヒ（エゾマツの一種）の枝を集めてきて火を熾し、手持ちの鍋クッカー総出で雪を溶かしながら、湯を沸かします。

　踏み固められた雪の上に、円筒形のプールフェンスが張られ、注ぎ込まれたお湯は猛然と湯気を立て始めました。定員は三名。二人なら悠々と脚が伸ばせる広さです。

　しかし、さすがにこの気温では、みるみるうちに湯が冷めるので、何度も熱湯を補充しないといけません。入浴時間も最小限にしぼられます。

「二人ずつ、十五分交替な」

　そう上狛に告げられて、ほむらは一番手で風呂に向かいました。

　日吉坂の女子テント内では、ぼそぼそとやりとりが交わされていましたが、やがてテントからは鼎が出てきました。上狛はランタンを消して、青藍の女子テントへ向かったようです。

　男子のテントは、樹々の陰になるさらに離れた所にあるので、ひとまずは安心です。ひとまずは。ええ、ひとまずは。

　とっくに零下になっている外気にガチガチ歯を鳴らしながら、ほむらは重ね着していた服を脱いでいきます。

「ここここ、これは、着替えも迅速にならざるをえないいいいい……」

　なんとか外で体を流してから、もうもうたる湯気に包まれながらフェンス内に入ります。

　即席のバスタブは、座ればじゅうぶん首まで湯に浸かれるだけの高さがありました。しびれるように熱く感じられた湯のなかで、ようやく人心地つきます。

「…………むむっ!?　あれ、アレっ？」

　ところが今度は髪を洗う方法がありません。ほむらとしてはとにかくそれがメインだったので、ハッと我に返りました。しかも刻々と制限時間は迫ってきます。普通に洗ったらせっかくのお湯は泡だらけです。もう「水の要らないシャンプー」とかはうんざりなのです。

　おくれてバスタブに入ってきた鼎が溜め息をつきました。

「頭だけ外にだして洗えば……？　済んだら流してあげるから」

　と呆れ顔で助け船を出します。

「あ、ありがとーユリちゃん！　急いで、私もっ、シャワー係、交替、します、ので！」

「……あたしは、別にいい。ゆっくり洗いなさいよ」

　───いやいやそういう訳には！　と懸命に洗髪にかかるほむら。小分けしてあったシャンプーを持参のポーチから取り出して、鼎にもその一包みを押しつけます。

　そうやって裸のまま互いに髪を流しながらも、ほむらには口に出しづらい想いがもたげてきました。

　脱ぎ捨てた服の中には、まだ、すばる姫の精霊石があります。鼎はそれを知りません。

　ほむらはとにかく沈黙を消したくて、また彼女に尋ねてしまいます。

「体調……戻ってきたみたいだね、ユリちゃん」

「……知ってるでしょ。夜のほうが調子がいいのよ」

「じゃあずっと夜間に移動すればいいのに」

「きっと誰も生きて帰れないわ、それじゃ」と鼎。

　虚惑星を訪れた調査官は一般的に運動能力が向上します。鼎は、その数少ない例外ということのようでした。

　お互い、それほど体力に自信がある方ではありません。それでも鼎もまた、アラスカではほむらと同じ訓練を経験したのです。そう考えると、やはり虚惑星での体質から来る得手不得手はあるのです。

「じゃあユリちゃんは白びゃく夜やの種族か……」

「なによそれ。白夜もその反対の極きょく夜やも、まだ誰も経験したことがないわ……この惑星ほしではね」

「そうなんだ。ところでそろそろ、例の相談はできませんかねぇ……？」とほむら。

「相談……？　あんなのどうでもいい。ほむら、勝手にやってよ」

「…………またそれですか」ぶぅ、と唇をとがらせるほむら。「じゃあ勝手にやらせてもらいますけどぉ、あとで文句言わないでよね───痛たた目が、目がぁ、しみるぅっ」

「…………」

　ざばーとかけられた湯が、一応彼女の了解の返事のようでした。

　そうやってなんとか洗髪も済ませて、ようやくお互いが湯に浸かります。

　二人が異なるテントへと戻る前の、残されたわずかな時間で、ほむらは彼女に尋ねなければならないことがありました。

　意を決して、口を開きます。

「ねえ……どうして突然すばるさんに、あんなこと言ったの？」

「……上狛先輩には謝ったわ。もう二度と口にしないから、別にいいでしょう」

「でも……ユリちゃんらしくなかったよ」

「………………かもね」

　しばしの沈黙。

　まるで不機嫌な時の九条さんのような、皮肉っぽい言いぐさ。

　洗い上げてまとめた髪に、しんしんと冷気がおり、たちまち霜がつきます。

　ぱちぱちと爆はぜながら燃える焚き火を眺めながら、鼎はこう言いました。

「解析しないと解らないけれど……五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめが携帯している精霊石は、間違いなく準位二……か、それ以上の……もしかすると準位一の精霊石だわ」

「雨乃ちゃんや、沙毬ちゃんの心臓みたいな？」

「…………そう」

　苦々しげに鼎は頷きます。

　珍しい物であることはほむらも解ります。けれど……

　つと彼女は、湯から立ち上がり、何を見つけたわけでもなく、ただ夜の森の暗闇をじっと見詰めました。

　焚き火の色が、濡れた褐色の肌で照り返されています。

「だから……沙毬……が……」絞り出すような鼎の声。「沙毬はきっと……」

「沙毬ちゃんが……？」とほむら。

　不穏な色ののった声で、鼎が言葉を続けます。

「新しい、虚軸望遠鏡衛星の打ち上げ計画があるの……今の精度不十分な望遠鏡ではなくて、もっとずっと精度の高い望遠鏡を打ち上げようって」

「……うん」

　それだけを聞けば素晴らしい話のように聞こえます。

　ほむらたちばかりでなく、世界中の調査官の活動の助けになり、安全面も飛躍的に向上することでしょう。鼎はまるでその事態を歓迎していない口ぶりです。

　それは、なぜなら───

「衛星に……搭載する観測機として、沙毬の精霊石を転用するプランがあるのよ……いえ、もうほぼ内定されて、設計もシステムも動きだしてる。あたしは知ってるの。そうなったら……」

　鼎は体をそらし、ぐっと顔を顰しかめてうつむきました。

「きっと沙毬は……解体される……」

「……か……解体？　そんな……っ……」

　穏やかではない言葉に、息を吞むほむら。

「だって沙毬ちゃんは生きてるんでしょう？　そんなこと、誰もしちゃだめだよ？　そうでしょう？」

「……沙毬の自意識が既に確立されているって、対外的に主張しているのは舎人主任マエストロだけよ。国連の技術部は否定的だわ……だから……だから価値が無いって……すべて抹消して、もっと有効な用途に再利用すべきだって……」

　忍び寄る冷気だけでなく、隠しきれぬ不安から、鼎は自分の体を抱くように堅く腕をまわしました。まるで自分だけが、ここでぬくもりに包まれていることが罪であるかのように、極寒の夜気に身をさらしています。

「……じゃ、じゃあさ……」

　ほむらもまた、いたたまれず立ち上がっていました。

「私たちで代わりの精霊石を見つけよう！　沙毬ちゃんを助けようよ！」

　思わず彼女の手を握っていたほむらの指先は、鋭く振り払われます。

「ハッ……本ッ当に、お気楽やなぁ……！　出来るわけおへんやろ！　国内で十年かかって二つしか見つかっとらんのに？　それに合衆国も中国もＥＵも、大国はどこも発見した精霊石の存在を隠しとる。強力な次世代無人兵器になると確信しとるから……金融市場にまで干渉させる気やって……だから、代わりなんか何処にも無い……」

「………………」

　絶句するほむら。

　たなびく雲の合間に、虚惑星宇宙の星々がのぞいています。

　夜の側の軌道で、虚惑星の影を受けたベーグル。輝く星の海をくっきりとかき消して横たわる漆黒の空間。それはまるで夜空に開いた暗黒の淵です。じっと見つめていると、そのまま吸い込まれそうな錯覚にほむらは陥ります。

　そしてさすがに上半身が凍えそうになってきたところで、ようやく鼎もバスタブに戻ってくれたので、ほむらもまた湯に戻れました。

　ぬるくなってしまった湯に、膝を抱えて口元までつかりながら、ほむらは言いました。

「どうして日本支部の人たちは反対してくれないの……？　沙毬ちゃんだって、日本の虚惑星探査機になるんでしょう？」

「決まってるわ。雨乃さえいれば、もう十分だからでしょ……それだけ雨乃はよくやってるもの。それよりも精霊石を提供することで、国連に恩を売りたいんだわ」

　それは、おそらくは鼎の推測です。そのまま事実というわけではなさそうでした。

　でも鼎の言いたいことはわかります。

（……だったら……）

　一瞬ほむらは、すばる姫が解決の糸口を持ってはいないだろうかと思いあたります。

　だけれど、今ほむらが預かっている───すばる姫自身が本来肌身離さず大切にしているほどの石を───鼎の言うような準位二や準位一の《力の石》というものを、すばる姫がさらに他にも所有しているという事があるでしょうか？

　仮に所有していたとしても、その目的が虚惑星の詳細な地図を作る事だとしたら、たやすく力を貸してくれるでしょうか……？　それは、彼女がなかなか触れようとしない、智慧ある人々が向かった地を、自おのずと炙あぶり出してしまう行為なのではないでしょうか？

　ほむらの胸に、いつかの七久保の言葉が浮かびます。

（紛失したことになっとる……か）

　あんなふうに無理矢理に預けられた石を、自分が偶然に紛失してしまったからといって、すばる姫に責められるような謂いわれは無いのでは。

　つかの間、そんな考えが横切りすぐにハッと思い直します。それじゃあ自分は鼎の暴言と同じ、いえそれよりも醜い我欲にかられていることになってしまいます。そんなひどいことは出来ません。まさしくすばる姫への裏切りです。

　もう時間は残されていません。

　それでも一つだけ、鼎の口から聞いておかなければ、とほむらは思いました。

「ねぇ、もしかしてユリちゃんは……雨乃ちゃんが憎いの……？」

「…………」

　その問いに、鼎は答えません。

　離れたテントから、小柄な影が出てきたのには二人とも気づいていました。

「ほむらさん……ユリさん……？」

　ほの暗い雪原の上を、きゅっきゅっと、心細そうにバスタブのそばまでやってきた雨乃が、二人に声をかけました。

「……そろそろ交替の時間だからって、部長さんたちが。ボク、今回はシャワー係です、えへへ。お湯もまたどんどん足さないとですね？」

「あれ、アメちゃんは入らないの？」

「ボクは今回は日光浴で十分です。多賀先輩には、お一人でゆったり入ってもらいたいですしね？」

「それはそうだねぇ……ていうか二人一組といったって、それは混浴でしょー？　イカンイカン。お父さんは許しませんぞっ」と威張るほむら。

「でも、ほむらさんたちは以前、混浴に挑戦したって聞きましたよ？」

「───む」

　ほむらと鼎は、そのまま言葉も無く風呂からあがり、着替えを済ませました。

　そうして青藍のテントへ戻り、部長たちに交替を伝えようとするほむらに付き添いながら、雨乃が控えめに呟きました。

「ほむらさん、あの……」

「うん」

「ユリさん……のこと、キライにならないでください……ね？」

「…………」

　ほむらはそんな雨乃の肩に手をやり、横からぎゅっと抱き寄せます。

「あっ……ボク、冷たいですよ……」

　たしかに彼女の頰はひやっとして、触れた人間が凍傷にならない程度にバッテリーの消費もセーブされていました。けれど、それでもやっぱりほんのりと温かくて、すべすべとやわらかい感触でした。

　そんな彼女を作った人は……きっと変態に違いないなぁと、あらためてほむらは思うのでした。
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　翌日。

　ついにパーティは海岸線に到達しました。

　目前に広がる海原は、事前の情報通り、青白い流氷に覆い尽くされていました。

　海岸に打ち寄せられた流氷は、割れて幾重にも重なっています。

　氷そのものにはかなりの厚みがあり、手近なものを測ってみただけでも優に七、八十センチ以上あるのですが、その随所に割れ目が走り不均一に隆起しているので、この氷の上を長時間移動することは困難そうでした。

　パーティは到着した地点から雪積もる海岸をたどりながら北上します。

　御陵部長の見立てでは、この場所はまだ流りゅう氷ひょう原げんの成長地点で、さらに北上するに従って氷の厚みも均一さも増していくはずだとのことでした。

　ただしそのまままっすぐ北上するわけにはいかず、岬となって東側にせり出している海岸線をぐるりと迂回する道程です。

　しかしやがて御陵の言葉通りに、見渡す水平線の流氷の色もだんだんと白さを増していきました。

「海の上にキツネがいるねぇー。化かされてるのかなー？」

　また目ざとく佐保が、野生動物を見つけます。

　氷原を稲妻のように大きく裂いて青黒い割れ目となった海上を、褐色の毛並みのキツネが慎重に歩いています。一見すると海に見えた場所には、実はすでに薄氷が張っているようでした。

　その後も一行は海岸をたどりながら、可愛いアザラシを見つけたと思えば、今度は巨大な海獣のゾウアザラシの営巣地コロニーに遭遇したりと、これまで実感したことのなかった虚惑星の海の豊かさを感じながら移動を続けました。

　それだけ野生動物が繁殖しているということは、海の下にもまたたくさんの魚が棲息し、その餌も豊富にあるということです。

　時折、ほむらはカメラを取り出して、それらの動物の写真をおさめます。

　撮影はとても楽しいのですが、フィルムを交換したり細かな操作をするために手袋を外す時だけは文字通り苦痛でした。絶え間ない寒風で、あっという間に指先がしびれていきます。




　その日最大のトラブルは、体長八メートルはあろうかという超巨大なセイウチとの遭遇でした───まさに海カイ獣ジュウです。

　群れには属さず一頭で崖の下に陣取ったセイウチは、海も割れようかという、ものすごい鳴き声でパーティを威嚇してくるのです。振りかざされる二本の長い牙！

　崖で狭まった海岸を抜けるためには、どうしてもその前をくぐらなくてはならず、まさに門番のように立ちはだかっています。

　本来おとなしい性質で、貝やエビなどを食べて人間のような動物を襲うことはまず無いとされるセイウチですが、目前の規格外の海獣は虚惑星固有の種のようです。

「よーし……だったら二刀流には二刀流でいくか！」

　という、なかば投げやりな上狛の判断で結局、東野がまず挑戦することに。

　意味があるのかどうか謎ですがその手には剣も握られています。今回、彼は愛用の二振りの剣の両方を持ってくることは断念し、短いほうだけを腰に下げています。すばる姫からあれだけ脅されてしまっては、さすがに心こころ許もとなかったようで。

「ダンプカーくらいあるぞこれ……砂利満載の四トンのヤツ……」

　警戒しつつ崖下をおそるおそるカニ歩きする東野。

　鼓膜を破られそうな威嚇の声は止みませんが、なんとかセイウチの前を通過してやりすごすことが出来ました。

　そうして東野を見み倣ならいながら、一人ずつ順番にセイウチの前の狭い岸壁を抜けて──ほむらは御陵先輩の背にぴったり張り付いて目をつぶりながら──なんとかこの崖下の門番を後に出来たと思った、その矢先……

「そんなカリカリしてっから、メスはべらせたハーレムも作れないんじゃないの？」

　と佐保が、ずかずかと大胆にセイウチに近寄っていきました。

「ばっ───」

（───バカぁーっ）と、そのあまりの行状に、先で見守っていた全員が息をのみます。

　分厚い脂肪のとりまく腹をぽんぽんと叩きながら馴れ馴れしく話しかける佐保。

「まあ、ハーレムと縁の無い者同士さ、仲良くしようぶぇ───」

　牙の先にひっかけられた佐保が宙を舞います。

　吹っ飛んだ佐保は、そのまま二秒くらいかけて皆の頭上を飛び越し、雪原を転がりながら遥か前方に墜落。そのまま倒こけつ転まろびつ一目散に逃げ出しました。

　みるみる小さくなる佐保の後ろ姿に、ほむらは啞然。

「やべぇ、みんな逃げろ！」

　と叫ぶ上狛の声もかき消すセイウチの怒号が周囲に響き渡り、褐色の巨体が地面を揺るがしながらパーティめがけ突進してきました。

　全員その場をダッシュで駆け出します。

「あいつ何がしたかったんだ！」と東野。

「迷惑すぎる！　誰か早瀬先輩連れてきてよっ。突っ込みきれない！」とほむら。

「最初から秋穂を生け贄に差し出してればよかったのよ」と鼎。

　幸運なことに佐保も含めて怪我人も無く、その場から逃げ出すことが出来ました。

　帰り道がどうなるかは海の神のみぞ知るです。




　午後も海岸沿いの探検行は続きます。

　その日の昼食はあらかじめ調理してフリーザーバッグで凍らせておいたカレーでした。厳冬期の旅では屋外がそのまま天然の冷凍庫となり、様々な食料の保存が利きます。

　鍋で溶かすだけですぐ完成というのも、調理担当のほむらとしては地球並の手軽さで、大歓迎です。冬の遠征なんて寒いばかりと思っていたほむらですが、こんなささやかな事が楽しく感じられている自分が、ちょっと意外でした。

　ただスプーンを口に運ぶ寸前、なぜか東野は上狛や御陵の様子をじっと観察します。

「どうしたの？」とほむら。

「いや……ちょっと嫌な予感が……」

　部長たちが普通に食事を始めると、東野も安心して口をつけます。が、

「……あれ？……むむ……」皆の皿によそったりなんだり食事の準備で忙しくしていたほむらも遅れて食べ始めると、顔をしかめました。「か、辛から……」

　ほむら自作の野菜ごろごろカレーです。凍っている間は気がつきませんでしたが、いつのまにか随分と赤みがアップしているような───!?

「ちょっと味を足しておいた」と、こともなげに伝える上狛。

　見れば一年部員は全員苦悶の顔を浮かべています。大食漢の多賀先輩ですらふだんよりペースが遅いような気が。平然としているのは三年の部長二人だけです。

「ふむ……口に入れた瞬間突き抜ける黒胡椒の辛さ……そして中盤からじわじわと進撃を開始する唐辛子の辛さ……さらには後をひいて胃袋の中でも主張を続けるハバネーロの辛さがまたスパァイシーでバイオレンスゥ……」などと、ほむらは六地蔵会長ばりの解説でせいいっぱいの抗議をします。

「……つまり、滅めっ法ぽう辛い、と」興味深げに耳を傾ける雨乃が、お水を差し出しながらまとめてくれました。

「そうかなあ。このくらい普通だよな？」

　御陵に同意を求める上狛。御陵もなにくわぬ顔で頷きます。

「ちょっと辛いくらいの方が体が温まりますし」とかなんとか！

　確かに歩くのを止めて休憩に入った途端、急に体は冷えてきてくしゃみ連発になったりもしますが、だからといってこの辛からい仕打ちは無いのでは？

　そういえば慌ただしい調理の終盤に、ちょろっと上狛が味見にやってきたような。

「元部長の『地獄弁当Hell's lunch』シリーズが思い出されるな……」と汗を垂らしながらぼやく東野。

　それを聞いて、あのお弁当は元部長の仕業だったのか、と今頃気がつくほむら。

　上狛も頷きます。

「あー、あの人はことカレーとなると完全にリミッターが外れちゃって、辛くないカレーなんてヒンドゥーの神々の神罰がくだるぞこの罰当たりめ、ラーマーヤナではインドラの矢とも伝えているがね、とか息巻いてたからね。あたしらに言わせたら、食べられるカレーはカレーじゃないってなもんだよ。こんなの全然序の口の甘あま口くち」と上狛。

　またもや御陵は頷いています。完全に元部長による舌の啓蒙けいもうというか、洗脳が行き届いているとしか思えません。今度からは仕込みの時には鍋から目を離すまいと誓うほむらでした。




　そんな辛い昼食後。

　再び海沿いを目的地へ向かう一行。

　午後からまた風も強まりましたが、進行ルートは断崖の陰となっているおかげで強風は遮られ、しばらくは凌しのぎやすい道が続きます。時折、進路上に現れて立ち並ぶ奇岩の群れが単調な風景のよいアクセントです。

　やがて海岸の自然の道は広がり、針葉樹の森から続く雪原と、海の上の氷原が、なだらかな斜面となってつながりました。

　それまではほぼ二列で進んでいた隊列も、横に広がって歩く余裕も出てきました。

　───セイウチ騒動でやらかしてくれた佐保は、きつく絞られました。上狛部長からは勿論こっぴどく。さらには多賀からも無言の圧力で。しばらくはしゅんとしていましたが、今はもうけろりとしてほむらの隣に並び歩きながら熱心にお喋りしています。

「───そうそう、とっても上手だよ日ノ岡さん。で、これがカバね」

「ふんふん」と佐保の指導に耳を傾けるほむら。

　雨乃も一緒になって佐保の熱演ぶりに感心し、それを真似してみせます。

　そんな三人の隣に、前方から後退してきた東野が並びました。

「お前らさっきから何、おたけびあげてんだ？　オアーだの、ヴェーだの」

　そんな東野に向かってまた、ボァー！　といかにも野生動物っぽく叫んでみせるほむら。東野の迷惑そうな顔がツボにハマったのか、何度も繰り返してみたり。

「秋穂さんから野生動物の鳴き声を教わってました！」と雨乃が嬉しげに答えました。

「……鳴き声？」

「そう！　せーの───」

　ほむらと雨乃そして佐保が揃ってまた一鳴き。

　ほぼ無音の白い水平線に声は吸い込まれていきます。雪ゆき煙けむりの舞い上がる海上はひたすら純白の世界で、空は花曇りの灰色。彩度の失われた景色にわずかに太陽の光が射し込みます。

　前方を歩く上狛がちらりと振り返りましたが、さほど気にせずまた多賀や御陵たちとの会話に戻ります。鼎はその中間をぽつんと歩いています。

　教えたとおりの声の再現度に、いかにも満足げな佐保が続けます。

「ゾウガメとか、リクガメなんかはもっと人間に近くて切ない感じでさ」

「切ない？　ん？」と目をぱちくりさせるほむら。「亀って鳴くの？」

「いや、鳴かねえよな。カメには声帯なんか無かったろ、確かさ」

　という東野の指摘に頷いた佐保は、身をくねらせながらこんな事を言います。

「鳴くって言うかさ、喘あえぐんだよね。ハァーンとか、アアーンって」

「ん？……ちょっと待って」首をかしげ、あらたまって尋ねるほむら。「秋穂くん……これ、ホントに鳴き声なの……？」

「そうだってば。野生動物の交尾の時の声」

「ちょ、こ、交尾ぃ───!?」

　な、何てことやらせんの!!　と今度はほむらの抗議の絶叫が雪原に響き渡ります。

　合わせて雨乃がまたボァーと叫ぶものですから、慌ててほむらは止めさせます。

　呆れかえりながらも思わず笑ってしまった東野がふと前方を見ると、手をふりあげた多賀が海の氷原に向けて指差しました。

「あ」と響く太い声。

　ざっと風が強く吹きつけて、雪煙が吹き飛ばされた向こうには青空が───

　そしてその下方、凍り付いた水平線の彼方にくっきりと境界線を描いて横たわる、雪を冠した山脈───まばゆい白はく嶺れいが浮かびあがりました。

　めざす対岸の半島が、遂に姿を現したのです。




　その日は、夕刻から海岸の雪上にキャンプを張りました。

　ほむらたちが早速食事の準備にとりかかる脇で、東野たちは溜まった廃棄物やこの先不要となる道具類などを地中に埋めて、帰還時に回収するための目印を設置しました。

　そんなキャンプポイントは、雄大な弧を描く湾の中で、地図上では対岸に最も接近した地点です。

　海上に張り詰めた流氷はもはや鏡のようになめらかで、渡るにはなんの問題も無さそうに見えます。すでに氷の厚みは一メートルを超えています。

　日没の直前。水平線の彼方に再び姿を現した対岸の山脈は、夕日を浴びて淡いピンク色に染まっていました。

　ようやく直接目にした荘厳な目的地の姿に、ほむらはすこし興奮してきました。

　御陵部長たちの推測では、黎明の時刻から出発し、丸一日かけておそらく日没前後には対岸に到着できるだろうとの見立てでした。勿論、天候が良好であればですが。

　もし海上を渡っている間に、吹雪に見舞われた場合は面白くないことになります。さえぎるものの皆無な海上の氷原では、固定したテントを簡単に吹き飛ばすような強風が吹きます。そうなったら逃げ場所はありません。雪洞を掘って隠れることすら出来ずに凍えてしまいます。いかに冬山専用の寝袋サマが頼もしい存在であろうとも、氷点下二十度の風に絶え間なく晒されていれば、確実にフリーズドライです。新鮮なままに。

　だいたい、いかに氷が厚かろうと氷板一枚下は海という場所で眠る羽目になるなんて、ほむらの心情的にぞっとしません。

（スケートや船旅なんかとはわけが違うのだ……）

　しかし探検部員たちが実際に向かう氷上では、そんなほむらの心配を上回る困難が待っていたのでした。




　翌日。上狛の下した判断はゴーでした。

　前夜は彼女は何度もテントから出て、天候の推移を確認していました。

　さらに一日間この海岸に待機しながら、状況を確かめることも出来ます。しかし、ここまで良好に継続してきた天候が明日以降も持ち堪えてくれるという保証はありません。

　こんな時に、天気予報の特技をもつ七久保がいてくれたらなぁ、というのは思わず東野と一緒に肩をすくめてしまった無い物ねだりです。

　そんな不安をおぼえながら眠りについた夜。上狛が大きな声をあげた一幕がありました。

　翌日の夜明け前───

　ざわつく外の様子で目を覚ましたほむらがテントから出てみると、暗がりの中で探検部員たちが空を指差しながら、さかんに会話しているのでした。

「どうしたんですかぁ……」

　相手の顔もわからず寝ぼけ眼で尋ねたほむらに、多賀先輩が夜空の一角にすっと指をすべらせて問題の異変のありかを教えてくれます。

　凍てつく冷気にさらされ、ようやく目の焦点も合ってくると、ほむらは夜空にたなびく光のラインに気がつきました。ベーグルの陰の面を背景にして輝くそれは、あらためて見るとかなり目立つ夜空の目印です。

「……えっ、何だろ……飛行機雲？　なわけない……す、彗星？」とほむら。

「たぶん流星が残した雲だと思うのですけど……」御陵にしては歯切れの悪い答えです。どうやって発光しているのかも判然としないと言います。

「流星……じゃあ隕石が落ちてきたんですか？」と尋ねたほむらに、上狛が、

「ヒューッて流れた瞬間は、パァーッてかなり明るく光ってさ。それで起きてきた連中もいたくらい」

　本人も興奮気味の上狛が示した先では、わいわいと騒いでいる東野たちが。なかでも佐保などは「魔女の仕業に決まってんじゃん？」などとうそぶきます。

「いや、魔女って……それは縁起がいいのやら悪いのやら……」

　てんでんばらばらに起き出してきた部員たちの中には鼎もいました。

　肩を出した薄い寝間着一枚きり、と随分と肌寒そうな彼女。

　そんな彼女は一心に空を見詰めていました。

（あっ……ユリちゃん……！）

　ほむらが向ける視線の先で、彼女の頭頂の両側面に、にぶく紅く輝く角ツノが出現しました。それはほむらが初めて見る、魔人種ディアボロとしての鼎の真の姿でした。山羊か羊を思わせる巻いた角の異形は、いよいよ彼女を悪魔めいて見せるものでした。

　かなり高空にある光のラインは、やがて薄れて消えてしまいます。その行く先は偶然にも、ほむらたちの向かう山脈の方向を指していました。




　そんな不思議な出来事を胸に留めながら、探検部一行は氷上の旅人となります。

　東の空を彩る朝焼けに向かいながら、対岸の山脈めざして湾の横断を開始しました。

「ここからは……冒険ですね」そう呟いた御陵に、「だなっ」と上狛が愉快そうに応じます。

（えっ、まだ冒険じゃなかったの!?）……と、ほむらは突っ込んでやりたい気持ちでいっぱいでしたが、その時ちょうど空に起きた異変に目を奪われました。

　空が燃えあがりました。

　パステル調の淡い色彩だった朝焼けの空は、細かく波打つ雲に点描された油絵のように、すばらしく鮮烈な色合いに一瞬にして染まりました。

　光を弱められていた太陽が、環ベーグルの間隙かんげきから顔を出したのです。

　ほむらの肩をつついた東野が無言で空を示します。その先では、目指す東の山脈の高峰が、雲間に影を投げかけていました。昇る太陽と共に雲のスクリーンに一直線に伸びていく様子は、まるで影のサーチライトのようです。

　ほんのつかの間、目を楽しませてくれた美しい光景でした。冒険のムードを盛り上げるのはそれだけではありません。

　これまで結局出番の無かったソリが登場しました。アルミフレームの間にネットが張られただけの簡易なソリですが、平坦な氷原では非常に頼もしい助っ人となってくれます。

　まるで力自慢の多賀先輩が、もう一人現れたかのようです。まあ実際に荷物を載せて引っ張っていくのは東野と佐保の二人なんですけども。

「おー、東野くんたら、ますます犬っぽいねえ」と脇を歩きつつ声をかけるほむら。

「うるせえぞ。ますますってなんだよ」

「しかももう一人は猫だしにゃあ。猫ゾリって言うのは初めて聞いたぞ？」

「いやぁ、最初はちょっと楽しそうだと思ったけど、地味にきついっていうかマゾいよこれは……あー今、四十九キロくらい重くなった」

「えっ、いやいやいや、そんなに無いってばっ」

「んん？　おいこら日ノ岡っ、ソリに乗んなって言ってんだろ！　すぐバレんだよ！」

「ですよねー」

　雪ゾリが珍しくて、イタズラにかまけるほむら。

　しかしそんな軽口を叩いていられたのは最初のうちだけです。

　先頭を進む上狛の進行ペースは速く、小休止にとられる時間も最低限です。

　いたずらに不安を煽る言葉は口にしませんが、態度からこの氷原を危険な場所として捉えていることははっきり伝わってきました。これまでの経験で午後から風の強まる傾向もわかっているので、それを警戒して距離を稼いでおこうという焦りも感じられます。

　ふたたび最後尾をつとめる御陵もホイッスルの合図で前方に指示を飛ばし、あたかもボート競技の舵手コックスのように、細かくパーティの進行を調整します。

　やがて黙々と歩く隊列は、引き返すならここというポイントにさしかかりました。

　それは何の目印も無い氷原の一点でしたが、残り時間と対岸までの距離から逆算されたボーダーラインです。ここから先へと踏み出せば、もう突然の吹雪が来ようとも引き返す行為は逆に危険になるのです。

　今のところは晴れ間さえ覗く良好な天候です。全員の体調や足の疲れ具合をチェックしている中で、雨乃はこんな提案をしました。

「ユリさんのお荷物をボクがお引き受けしますよ？」

　東野と佐保たちソリの引き手は、それなら自分たちがと申し出ましたが、二人の部長は雨乃の負担を増やす方を選びました。

「ありがとう、雨乃さん。ではお願いします。異常なバッテリーの消耗があったらすぐに報告してくださいね」と御陵がねぎらいます。

「はい！　おまかせください！」嬉しそうに頷く雨乃。

　一方、緊急ツールをおさめた小さなザックだけ残して身軽になった鼎。やはりこの一行でもっとも疲労の色が濃いのは鼎です。

　ほむら自身も、これまでの雪原とは異なる硬い表面になかなか足が慣れず、太腿ににぶい痛みを感じてきているのですが、鼎の様子を見ると弱音は吐けそうもありません。

「…………」

　鼎は感謝の言葉もなく、部長たちに指示された通りに、ただ無言で荷物を雨乃に預け渡します。

　雨乃はもう、ほむらから見たらちょっとびっくりするくらいの大荷物でした。体重比で言えば多賀先輩以上でしょう。山岳地のような傾斜のある場所でしたらば、万一転倒でもすれば周囲に危険が及ぶ可能性があったかもしれませんが、この氷原ではその心配は無用です。そう考えると、やはり部長たちや雨乃自身の判断は妥当のようでした。

「よし！　それじゃリフトオーフだなっ！」

　上狛が腕を振り上げると、パーティ一同もまた、おーふ、と精一杯の空元気の声を張り上げて応じました。

　最終的な前進を決意した一行。ほむらは移動再開の間際に、鼎が雨乃の肩にぽんと手を置いてから、また淡々と歩き始めたのを見逃しませんでした。




　───やがてその脅威は突然に訪れました。

　まず異変を感じ取ったのは、上狛と共に先頭を歩む多賀です。

「……コマさん」

「ん？　どした？」

　歩調を緩めた多賀が、上狛の肩に手を置きました。

　東野と並んでソリを引いてた佐保がいきなりその手を離して、前へ駆け出しました。

「おい!?　なんだよ秋穂!?」と一人で運搬を任された東野が慌てます。

　佐保はそのまま鼎を追い越して、多賀の背に飛びつきました。

　氷原の水平線の彼方に目をこらす多賀はまるで動じず、そのまま佐保をよじのぼらせ、肩の上に彼を立たせます。追い抜かれながら、はっと何かに気づいた鼎はきびすを返し、引き手の減ったソリの元に駆け戻って、秋穂の代わりを務めました。

「来るわ───全員かたまらないと───！」

「え？」

　わけもわからぬまま、東野は鼎と共にソリを引っ張り前へと急ぎます。

　後方から小走りで追いついた御陵と雨乃も、呆然としていたほむらをせかしました。

「日ノ岡さんは雨乃さんと一緒に、多賀くんの近くへ！」

　そう指示する御陵は、移動しながら自分の荷物をソリに括くくり付けて身軽な格好になります。背から取り出され素早く展開されたのは、部長愛用の折りたたみ式の弓でした。

「じ、地震……っ？」

　やがてほむらにも異変が伝わりました。微妙な震動が足下から伝わってきます。

　この海上の氷原で───地震が？

　佐保の見通す水平線には、みるみると黒い帯が広がり始めました。

　言われた通りに、小走りで多賀のもとまで走り寄ったほむら。

　同じく水平線をにらんでいる上狛に尋ねます。

「先輩、何ですあれ!?　津波!?」

「違う。津波じゃない。いやー……あたしの勘はばっちりだったってわけだ」

　そう頷きながら、上狛は覗いていた双眼鏡をほむらに手渡しました。

　渡されるままに双眼鏡を覗くほむら。激しく雪煙を巻き上げて拡がる水平線の黒い帯───双眼鏡のレンズが捉えたその正体は、無数の獣が横に連なる光景だとわかりました。そのあまりの膨大さに、ぞくぞく鳥肌の立つほむら。

「凄い勢いでこっちに向かって走って来る……頭にツノが……鹿？……いや、牛!?」

「あれはバイソンだよ、ほむら！　アメリカバイソンの大群だ！───この氷原を渡るための絶好の日和は、連中にとっても同じだったってことだね」と勝手に納得する上狛。

　双眼鏡から目を離すと上狛はリュートを抱え、脱いだグローブを収納していました。下には、こんな時のために備えてあった指出し手袋をあらかじめ着用しています。

　手袋の背についたシールに嚙みつきはがします。

「それは……？」

「発熱体だよ。多少はこれで保つさ。あとは連中次第だなあ───どうだ、秋穂！」

　そう叫んで、多賀の背に乗る佐保を振り仰ぐ上狛。

「……ものすごい！　こんなバイソンの大集団、初めて見た。群れの終わりが全く見えないよ！　北に流れてるけど、全体としてはどんどんこっちに膨らんできてる！」

　そう上狛に報告しながら、佐保は多賀の肩から飛び降りました。

「直行でご対面じゃないだけマシか……太一、お願い！」

　すると今度は上狛が多賀にそっと抱き上げられて、肩の上に腰を下ろし、リュートを腹に抱きながら双眼鏡を覗きはじめます。

　その間にもバイソンの群れが起こす地響きはどんどん強まってきます。肉眼でも一頭一頭が見分けられるほどに近づいてきました。

「いったいどれだけいるの？」とほむら。佐保は肩をすくめます。

「視界に入るだけで一万頭くらいいるし、たぶん奥のほうにもっと大集団が控えていると思う。へたしたら全部で百万頭くらいいてもおかしくないよ」

「百万頭ぉ───!?　ミ、ミリオン!?」どうやら冗談では無さそうです。「私の催涙スプレー、せいぜい十頭ぶんくらいしか無いってば？」

「刺激なんかしたらかえってまずいって。ここは部長が頼りだ」

　その上狛が上から指示を飛ばし、パーティは一団となって固まりました。

　元より氷上に身を隠すものは無く、横に倒したソリがとりあえずの壁ですが、とてもその役には立ちそうもありません。

　褐色の長い体毛に覆われたバイソンは、日本で見慣れている乳牛などよりも遥かに大きく、盛り上がった肩の高さは二メートル近く、体重は雄の成獣で一トンはあるとのことでした。頭部と比較すれば短く見えたツノも、差し渡し一メートルに届きそうです。

　バイソンたちは重なり合い、ほむらたちの目の前で、濁流のように流れていきます。

「百万頭……一頭が一万円のお肉としたら百億円……」

　ほむらの場違いな冗談に、佐保は含み笑いながらもこう呟きます。

「ちょっと笑えないかもね───昔、北米大陸には六千万頭はいたそうだよ。それがヨーロッパ人の開拓で乱獲されてたった五百頭きりになった。それがこうして虚惑星ではそのまま生き残ってるんだ。本当にすごいことだよ。きっとこの星には優に一億頭くらいのバイソンが、いやもっともっといるんだろうな───」

　ほむら同様、その圧倒的な数に肌で脅威を感じながらも、佐保の目には涙すら浮かんでいました。

（…………でも、やっぱり怖いってば……）

　やがて懸念された通り、さらなるバイソンの大集団が目前に迫ってきました。

　雪と氷の世界に、強い匂いが戻ってきました。

　それまでこちらの数十メートル先を迂回していたバイソンたちは、群れの圧力で押し出されながら、どんどんと距離をせばめてきます。

　そんな彼らから明確な敵意は向けられることは無いものの、もはや一頭一頭の判断力は失われて、何かに突き動かされているようにしか見えません。

　氷のナイフのように鋭いツノが、脅威となって視界に映り込んできたその時、

（……あっ……）

　頭上からリュートの音色が響き始めました。

（上狛先輩の魔法……ピタゴラス音律にのっとった十二平均律のパターン！）

　旋律はさらに魔法でその音圧を強め、足音や風にも消されることなく、遠方まで送り届けられます。音色の届く範囲にさしかかると、バイソンたちはとろんと眠たげな目になり、目に見えてその動きを緩めはじめました。

　いまこの瞬間、リュートを奏でる上狛の脳内では、音階再現に特化しているというドデ正十カモデル二面体が回転し、特定のパターンを刻んでいるはずです。

　やがてパーティの周囲一帯は、歩みを止めたり、ゆったりと歩くだけのバイソンたちにぐるりと囲まれていました。雷のように轟いてた足音もぐんと遠ざかります。

「すげえなコマ先輩……これが吟遊詩人バードか……」

　音の伝わる限りの空間を支配する───そんな吟遊詩人バードの本領発揮という場面に居合わせて、東野は感心しきりで上狛を見上げます。

　……ところが、探検部一行はそのまま三十分近くもその場所に足止めをされて、一歩も動けない状況が続きました。バイソンたちの群れは、あとからあとから押し寄せ、まるで止む気配がありません。いったい何万頭が目前を過ぎ去ったことでしょうか。

　上狛は時々、佐保に指示を飛ばして手伝わせながら、手袋の発熱体を交換していましたが、それでも冷気に露出したままの指はもう真っ白で、きっと鋸の歯のように感じられているだろう凍ったリュートの弦に触れる指先は真っ赤になっています。

　固唾を吞みながら、彼女の演奏を見守るしかない一行。御陵も、痛々しげに上狛を見詰めます。

　やがて───強化されたリュートの音圧が弱まってきているのが、ほむらにも感じられました。苦痛で集中が乱され、魔法のパターンを完成できないでいるのです。

（……コマ先輩……っ……）

　胸を痛めるほむらの隣で、御陵が動きはじめました。

「東野くん、バイソンは鼻を押さえれば大人しくなります。捕まえた一頭をそのまま盾にしてください。剣ではきっとツノを躱す役にしか立ちません。闘牛のように失血させている余裕は無いです」

「───はい」

「日ノ岡さん、氷の表面を溶かして水を作れますか？」

「えっ、は、はいっ───やってみますっ」

　東野に続いて振り向けられた御陵の指示に慌てるほむら。

（氷を溶かす……!?）

　これまでは焚き火を起こすため、おなじみの火口箱ティンダーボックスの魔法を使ってきましたが、これがなかなか着火しなかったり、着火しても風で消えてしまったりと、苦戦を強いられました。しかもこの氷原には火をともすための燃料がありません。

（ど、どうしよう……）

　ほむらが逡巡していると、さらに周囲で動きがありました。

　パーティを取り囲んでいた群れがいっせいに動き始めたのです。まだ上狛の旋律の魔法は続いているにもかかわらず───

　佐保が焦った様子で叫びます。

「まずいよ、部長！　何かが群れの後ろから来てる！　追われてるんだ！」

　なぜそれが彼に解るのか───

　ともかくバイソンたちは一気に緊張を高めて、走り始めました。パーティの固まりすれすれをかすめて、障壁代わりのソリを乱暴に突き飛ばします。

　御陵は自分の水筒の口を開けると、その中身の湯をざっと足下にあけました。

　一気に氷原に拡がって凍り付くかに思えた一リットルほどの液体は、湯気を立てながら回転し、見る間に球形に丸まりました。

　すぐさま弓を引き絞って放ちます。直接バイソンを狙ったものではありません。

　バイソンたちの頭上を飛び越した矢には鏃やじりのかわりに、球体となった液体が付着していました。

　ある程度飛翔した場所でその球体は、回転しながらいびつな蜘蛛の巣のように空中で拡がり、矢自身に急制動をかけます。

　そして鋭く氷原に突き刺さると、小さな敷居フェンスとなりました。

　───いわば氷の鉄条網です。

　のちにほむらが教わった魔法の原理によれば、水から急激に熱を奪いながらも結晶化が進行しないように制御し（これが難しいのだそうです）、過冷却となった液体をするどく地面に穿ち、衝撃インパクトと共に凍結させる魔法なのだそうです。今、ほむらたちが囲まれているような氷点下の環境でしか不可能なわざです。

　しかし、迫り来る大群に対処するには、もっともっと大量の水が必要でした。

　さらにもう一本の矢が放たれます。御陵の水筒が空になります。

「───むん！」

　多賀の唸り声。他のバイソンと衝突しふらついて正面から向かってきた巨大なバイソンが体当たりで押しのけられました。

　ほむらは御陵に向かって叫びます。

「せ、先輩！　『たＰいトまーつチ』の呪文を使います！」

「……っ……やってください！」

　一瞬、ためらいを見せながらも御陵も同意します。

　それは地球側でのシミュレーションで何度も練習を重ねながらも、これまで使う機会がなかった呪文です。限定ヘキサモデル正六面体を想起する呪文としては、最も高度な部類に入ります。部長はそれを知りながらも、ほむらに任せてくれました。

　同じ成果はルービックモデルを使えばより短時間で実現できるのですが、脳内でのパターンの形成はずっと複雑になります。このぎりぎりの場所で失敗を恐れたほむらはルービックモデルよりも、使い慣れた限定ヘキサモデル正六面体を選びました。

「たＰいトまーつチを出すからね！　絶対誰も近寄らないでね！」

　この魔法は、火口箱ティンダーボックスの魔法よりも格段に大きな熱量を生み出します。なにしろＰトーチのＰは、プラズマのＰです。

　周囲を駆け抜けていく異常な様子のバイソンたちに戦おののきながらも、ほむらはパーティから単身距離をおいて、呪文の詠唱にとりかかります。

「Ｈｉハイドラ……Ｏｘオクスィ……」

　そんなほむらの背に、剣を両手で構えた東野が張り付き、不意に接近するバイソンを牽制します。

（近寄らないでって言ったのに……！）

　それでも背後の気配に頼もしさをおぼえながら、ほむらは詠唱を遂行します。

「……Ｍｇマグナ…………Ａｒアルゴス!!」

　パターンの結ばれた証あかし───ゆらめく輝線が空中に渦巻いて出現しました。

　思い切り前へと延ばされた腕の先に現れた火柱は、一時、風に荒れ狂いながらうねりましたが、すぐに細長く収束して、まばゆく輝く紫色の刀身となります。

　この魔法がＥＵ圏ではまさに「炎の剣フランベルジュ」と呼ばれていることも練習の過程で知りましたが、あまりにも物騒すぎる名前でほむらには馴染めません。

（炎を絞って───絞って───えいっ！）

　すでに高熱を発し、皮膚をちりちりさせる炎の刀身を、集中を乱さぬまま足下の氷原に突き刺しました。

　キュゥゥゥと、甲高い音を立てて刀身は氷塊に吸い込まれます。

　氷原の表層に積もっていた白い雪粒はたちまち消失し、下から本来の青黒い氷が姿を現しました。

　───しかし、あまりにも高温すぎるためか氷からは湯気が立つばかりで、目的の液体の水を得ることが出来ません。

　穿たれた穴は野球ボール大からハンドボール大に広がります。

（あ、あれっ、思ったより溶け、ない？───熱が周りに伝わってない!?）

　起きている事態に気づいて冷や汗をかくほむら。まずは大きな鉄板とか、岩の塊でも熱するべきだったのか……と今さらに思い至りましたが、もはやその余裕はありません。そんな都合のいい物体も手近にありません。

（───っ！）

　それまで氷が立てていた甲高い音が消え、ごぼぼぼという大きな水音に変わります。

「な、なんの音だ!?」と肩越しに戸惑いの声をあげる東野。

（───私が知りたいよう！）

　集中を続けるほむらには、返事を口にのぼらせる余裕はありません。

　拡がった穴からは、ほむらの顔に向けてぬるい熱気が、次いで冷気が吹き付けます。

　いやな予感がして思わずあとじさった瞬間、氷原に穿たれた穴からは、大量の海水がどっとあふれ出しました。厚い海氷の向こうにまで炎が貫通したのです。

　押し寄せた無数のバイソンたちの加重を受けて氷下に封じ込められていた空気が、そして大量の海水が一気に噴き出します。

「それ───いただきます！」

　というかけ声とともに御陵が、すうっと手を差し伸べました。

　ほむらの背を高々と越えて吹き上がり、今にも正面から浴びかけていた海水が空中で向きを変え、大蛇のようにのたくり御陵のもとに素早く這い寄りました。

　さらに、ぐうっと角度をつけて構えられた弓───一度に二本の矢をつがえ、先ほどよりもずっと大きな水球を矢に粘着させながら射ち放します。

　水球は射られた矢を追う二重螺旋の尾となって、笛の音を鳴らしながら飛翔しました。

　矢の軌跡の直下に、瞬く間に氷の鉄条網が張り下ろされます。

　さらに御陵は迫るバイソンをかわし続け、時には動きをゆるめた成獣の背を蹴り飛ばしながら機敏に跳躍を繰り返し、次々と矢を放ちます。

　あっという間に十本ほどの矢が放たれ、氷で編まれた鉄条網は幾重にも重なりながら、迫る群れと対峙するくさび状の緩衝帯となって形成されました。

「部長すごいです！　八はっ艘そう飛とびですね！」

　息を荒げながら戻った部長を雨乃が絶賛します。

　さらに御陵は余った海水を操り、退路を残しながら一気に氷の壁を張り巡らせます。

　形成したたＰいトまーつチを無害に納めるための終端処理ターミネートのパターンを慎重に唱えながら、ほむらもそんな御陵の鮮やかな活躍には目を見張りました。

「最初からこうしていればよかったですね。ごめんなさい、コマちゃん」

　御陵に呼びかけられた上狛は、いーよいーよと多賀の肩の上から手を振りました。グローブに戻された手を見て、ほむらもほっとします。

　ほむらの後方ではまだ海水が噴き出し続け、シャーベット状の山になっています。

「すみません先輩。私、こんな厚い氷の下にまで穴をあけるだなんて考えも……そもそもおっかなくて……」

「ううん。ありがとう、日ノ岡さん。ちゃんと慎重に出来ましたね」と汗ばみながら微笑む御陵。

　ぶっつけではありましたが炎と氷の魔法の連携はうまくいきました。

　ただそれでも、この時のほむらの魔法はまだ不安定でした。集中できる時間もごく短時間。炎を目にしたバイソンがパニックに陥った可能性も捨てきれません。極寒の環境でさえなければ、リュートの旋律に乗せながら何十分でも効果を維持していられる上狛先輩の魔法のほうがずっと適していたと痛感しました。

　バイソンの群れは少しずつ即席の鉄条網を削っていきます。なかには自分が傷つくのもお構いなしに突っ込み損壊させるバイソンもいます。

「まだ安心しないで！　バイソンたちの緊張は消えてないから！」

　そう叫ぶ佐保は、巨大セイウチに気安くハイタッチした彼とはまるで別人です。むしろそんな彼の態度にこそ非常時を感じてほむらは緊張します。

　しかし警告とは裏腹に、大きな群れの波をなんとかやり過ごしバイソンたちはまばらになってきました。

「おかしい───あそこだ」

　同様に警戒を緩めずにいた多賀が、群れの一団を指差しました。

　小集団のバイソンがもつれるように走っています。前方を走るバイソンが突然に数頭のバイソンから頭突きをくらいました。あろうことか群れの仲間から攻撃されているのです。

　やがてそのバイソンは仲間から脱落し、ずるずる後退をはじめます。助け合うための群れのはずが、仲間同士で傷つけ合う姿に、ほむらは衝撃を受けました。

　さらに悪いことに小集団は激しく鳴き立てながら、こちらへ向かってきました。泡を吹いて恐慌しています。またしてもほむらたちは蹂躙の危機に立たされます。

「氷の壁が崩される！」

　上狛が多賀の上から飛び降り、退避の指示を飛ばします。

　しかしそれよりも速く、白い角の槍やり衾ぶすまが迫りました。

　一頭のバイソンと多賀が正面から組み打ちました。低く頭を下げて突進してきた頑強な頭骨を多賀は肩で支え、顔面を狙って振りたくられる鋭い角を両腕でつかみます。

　濁流を上流でせき止めるように踏ん張る多賀。

　ぎらつき間近をかすめる角におおびえながら後退する八人の部員たち。

　かろうじて壁となっていたソリも突き飛ばされて流されていきます。あとで回収するしかありません。

　あとわずか堪こらえれば、やり過ごせるはず───

　そう一心に願った時でした───

「あっ、あれ！」佐保が目を見開いて叫びます。

「あれは……」御陵もまた驚きに息を吞みます。

「───そんなまさかっ。こんな昼間に、幻げん肢し虎こが……！　こんな場所に！」

　佐保の尻尾がぶわっと逆立ちます。

（何？　まぶしい……虎……？）

　まだ遠方ですが、ほむらもその姿を自分の目で確認しました。

　群れの合間を縫って、かすかな音も無くしなやかに駆けていく大型獣が見えます。

　氷原にはそぐわない明るく鮮やかな毛並み。口元には小さな牙が光ります。

　まさしく虎視眈々といったふうな鋭い眼差しでグリーンの瞳を輝かせ、バイソンを付け狙っています。

「剣歯が見える……！　あれ、幻肢虎って奴ですか!?」

「そうです！　肉食の猛獣です。バイソンより遥かに利口で危険です！」

　東野の叫びに、御陵が弓を構え直しながら答えました。

　───それは虚惑星の固有種に分類される野生の虎です。

　バイソンに比べれば小型とはいえ、他の肉食系の虚惑星固有種に劣らぬ大型の獣。体重は三百キロは優に超えています。雪割丸にも匹敵します。

　虎と言われてほむらが連想するスマトラ虎やベンガル虎とは違い、ふさふさとした長い体毛が全身を覆っています。特に頰から首にかけては襟巻きのように豊かな毛にとりまかれていて、みるからに温かそうです。

　その毛並みも純白から淡い褐色、濃い褐色と、ミルクとエスプレッソで描かれたアートのようなストライプを描いています。ここが鉄の檻に囲まれた動物園であれば、ずっと眺めていたいような美しい獣なのですが、今は相手と隔てるものは何一つありません。

　言いようのない緊張に唾をのむほむら。

「チクショー、それでバイソンの群れが乱れたのか！」と上狛。

「だから何度も言ったじゃないですか部長！」「ごめんよ！　でもこの状況じゃ対処しようがないだろ！」

　怒る佐保に、逆ギレの上狛。そんな彼らに向かって御陵が注意を促します。

「落ち着いて……！　幻肢虎は弱った獲物を狙います。ふらついたり、慌てた動きをしたりせずに、かたまって警戒してください」

　そういう御陵に、なおも佐保は言い寄りました。

「でも御陵先輩───幻肢虎は夜行性で、夜にしか狩りをしない筈なのに変ですよ！」

「わたしにもわかりません……厳冬期で餌が乏しいせいなのかも」

「っ……あれは雄オスだ……繁殖期なら雌メスを捜しているのかも……」

　佐保は冷静に分析しているようでも、どこか興味優先のようにも見えます。

「大型獣用の槍って無いの？　例の新兵器はっ？」

　雨乃や鼎と共に集団中央に退避しているほむらは、肩越しに東野に問いかけます。

「ねぇよ！　あっても相手が虎じゃ、動きが速すぎてどうだか……！」

「よ、よーし、そ、それでは、こんな事もあろうかと……」ここぞとばかりにほむらは自慢の催涙スプレーを取り出し、流れる動作で安全ピンを抜きグリップを装着しました。けれど風下に試し打ちしたトリガーの感触は軽くてスカスカです。ガスの缶にまるで圧力がありません。「だ、駄目かもぉ……」

　さかんに鼻をひくつかせる佐保の様子にふと気がつきます。

「多賀先輩、気づいてます？」

　そう尋ねた佐保に、突きかかってきたバイソンの一頭を豪快にいなした多賀は、油断せずに頷きます。

「どうしたの？　何が……？」とほむらが佐保に尋ねた時でした。

「いや、あの幻肢虎、全然匂いが───っ！」

「え？」

　はっと佐保が息を吞んだ様子に、ほむらも慌てて前方に向きなおります。

　仲間から攻撃されたあのバイソンが、金色の追っ手にツノを向けて威嚇の姿勢を見せていたかと思いきや、今度はさっと方向を変え、こちらへまっすぐに走り出しました。

　すかさずその背を追う幻肢虎。

　多賀が再びバイソンと組み打つ姿勢をみせます。

　瞬発力あふれる助走から跳躍した幻肢虎はバイソンの下半身めがけて両脚の爪を振り上げて飛びかかりました。

「……っ」

　しゃにむに正面から向かってくるバイソンと幻肢虎に、やむをえず二手に分かれ避ける部員たち。その中央に、鼎が逃げ遅れて取り残されます。鼎はくいいるように幻肢虎を凝視しています。

「ユリ！」

　とっさに戻ったほむらが鼎の手を摑みます。はっと我にかえる鼎。

　その時、ほむらは鼎とともに見ました。今にも獲物に襲いかかろうと、大きく開かれた幻肢虎の口元に、ひときわ強い輝きが現れた瞬間を。

　長大な牙───透き通った結晶質の牙が一瞬で何倍にも伸び、双対の剣となって振りかざされました。それは自分の何倍もある超大型の獲物を狩るための双撃。古代地球の剣歯虎サーベルタイガーが所有し、それゆえに滅んだとされる自然界において希け有うな力を、この幻肢虎もまた獲得していたのです。

　狙われたバイソンはすでに前足の爪で下半身を幾筋も引き裂かれ、雪原に点々と血を残しながら駆け迫ります。

「……っ！」

　視界を覆う程に迫った獣を、二人の少女はもつれるように躱します。バイソンに突き飛ばされたようにも、強引に誰かに引き寄せられたようにも思えました。

「──────」

　おもわず目をつぶってしまった混乱の中で、氷原に倒れている自分に気づいたほむら。

　その彼女の目に飛び込んできたのは、バイソンの太い首筋に牙を深々と突き立てる幻肢虎の姿でした。急所を深く傷つけられたバイソンは、もはや観念したように弱々しく横たわっています。

　氷原に湯気を立てて拡がるバイソンの生命───

「……ひっ……う……」

　凍ったようにこわばった手足を叱しっ咤たし、仰向けのままあとじさるほむら。

　小山のようなバイソンを足下に組み伏せ、幻肢虎は一滴の無駄な返り血もあびることなく、超然とほむらを見下ろしていました。

　胸が痛いほどの圧倒的な存在感。その双牙に劣らぬ鋭利な眼差し。

　混乱で舞い上がった雪が落ちきらぬほどの刹那───

　対峙の時間はごくわずかだった筈ですが、その恐怖の経験はほむらの理性を奪い、ただひたすらに遁走とんそうさせるには十分でした。

　周囲に響く叫び声もまるで耳に入らず、じたばたと手足をかいてよつんばいになり、這うようにして必死にその場を逃れます。

　しかし、そんなほむらを絶望に突き落とす背の感触。

「はぁっ、はぁはぁはぁはぁっ───」

　どしりと背中にのしかかる前足の重さ。さらに首もとのパーカーのフードにかかる爪。

　がくんとつんのめり、ほむらは否応なくその場に俯うつぶせで釘付けにされます。

　幻肢虎の鼻先が、自分のうなじに触れるほど間近に迫ったのをありありと感じます。

　次なる瞬間にはあの恐ろしい牙が自分ののど笛を切り裂くのかと、歯をくいしばりながら、意識が遠のきかけるほむら。しかし───

（……え……あ、あれ……？）

　佐保たちの口にした違和感が、ようやくほむらにも察せられました。

　野生の獣には必ずつきものの「匂い」が感じられないのです。身動きを封じるだけの重さを背で受けとめながら、たった今、屠られたばかりのバイソンの血の錆びた匂いも漂ってはきません。それどころか、間近な吐息すらも。

「日ノ岡さん───そのまま伏せて！」

　感じたのは、射られた矢が鋭く冷気を裂く気配でした。

　次の瞬間には、血の気がひいて狭まった視界に、東野のブーツが飛び込んできました。

「いやぁあああ───!!」

　気合いの声と共に、再び感じた宙を切り払う剣の気配。

　同時に背の重みがふっと消失します。

　東野の腕に引き起こされながらほむらが見たのは、高々と跳躍して脇へと逃れた幻肢虎の影です。

　それぞれの武器を構えて立ちはだかる御陵と東野越しに、離れた場所から幻肢虎はほむらをじっと見据えています。なぜかそれが解りました。その口元に、既にあの大きな牙は見えなくなっています。

「なんで……？　襲われなかっ……た……？」

　そんな呟きに応えるかのように、ぴくりと幻肢虎の耳が動きました。

　張り詰めた緊張の間。

　互いに音も立てず探検部員たちと向かい合っていた幻肢虎は、やがてじりじりと後退すると鼻先をひるがえし、バイソンたちの立てる雪煙のなかへと走り去っていってしまいました。




　その後も、ほむらに感傷の時間は与えられませんでした。

　かなりまばらになったとはいえ、探検部パーティは依然としてバイソンの群れの中にいました。

　一行は散らばった荷物をまとめて念入りに確認し、ソリを立て直して再び移動を開始します。かれこれ一時間近くの足止めを受けています。この氷上の平原で、日没後に吹雪に遭遇するなどとなれば、まさしく命に関わる事態ですので皆必死です。

　幻肢虎に襲われたほむらも、結局、何一つ傷は負わされなかったと判ってからは、誰も甘やかしてはくれません。それどころかネタにされる始末です。

　先ほどの緊張が噓のように、のんきに喋りだす佐保。

「幻肢虎に会えるなんてほんと来てよかったなぁ！　でも結局、せっかく倒した獲物のバイソンにも口をつけなかったし……いやいや、謎が深まるばかりで興味尽きないね。案外やっぱり繁殖目的で出てきてたのかな？」

「繁殖目的というと、お嫁さん探しですか？」と素直に尋ねる雨乃。

「うん。本来は夜行性の幻肢虎がさ、空腹でも無いのに現れるとしたらそのくらいしか思いつかないもの」

　得意げに知識を披露する佐保に非難のジト目を向けるほむら。ねちねちと。

「……なによ……じゃあ、私フラれたってこと？……あの幻肢虎ちゃんに？」

「可能性ある。よし、次回に備えて練習しよう。えーとね虎の交尾の声は凄くて───」

「シャラップshut up」

　ばんと佐保の頭をはたくほむら。その一方で、

「日ノ岡、お前、何か幻肢虎の興味を引くものを持ってたんじゃ？」

　と東野に尋ねられて、ほむらはどきりとしました。

　すばる姫から預かっていた《力の石》のことをすっかり忘れていたからです。

「う……し、知りません……よ？」

「知りませんって何だよ。じゃあ何だったんだろな───まあそれより……」

　東野の視線に応えて御陵が頷きました。

　───宙を切り、素通りした東野の剣。そして射かけられた御陵の矢もまた、幻肢虎に刺さることなく貫通しました。あらためてその出来事を聞かされほむらも驚きます。

　湾の対岸をたゆまず目指しながらも、幻肢虎の持つ特異な力について、御陵の言葉に一行は耳を傾けました。

「幻肢虎の名前の由来は、音の似ている剣けん歯し虎こもあると思いますが、本来は幻げん影えい肢しを持つ虎という意味です」

　幻影肢ファントム・リム、または幻げん肢しは神経心理学用語で、事故や手術で失われた四肢が、まだ存在するかのように確かな感触として感じられる現象のことです。幻肢虎は、由来となったこの現象とは逆に、幻の非実体の前脚を作り出して獲物を攻撃し、狩りに役立てる特異な力を持つのだそうです。

「質量を持った幻!?　魔法の虎……じゃ、あの、ものすごい牙も？」

　御陵は頷きました。

「そうです。一時的に高密度な物質を形成する魔法です。虚惑星への転移を除いては、わたしたち調査官にはまだ実現出来ない技術です。火球のような熱エネルギーや、液体を操る運動エネルギーを生み出すことは出来ても、物質の創造までは……」

　ほむらは知っています。

　すばる姫の呪文が結晶した湯ゆ花わ玉だまがその例外であることを。その湯花玉も、物質としてもろいことは解っています。しかし幻肢虎の牙はまさしく、肉と骨を切り裂くナイフの硬度を持った物質でした。

（それに……私……）

　ほむらは罪悪感にかられながら、前を行く鼎の背を見つめます。

　もしあの幻肢虎が、ほむらの隠し持つ《力の石》に興味を示していたのだとしたら、共に襲われた鼎は、実際にはほむらが巻き込んでしまったことになります。運良くお互い無傷で逃れられたとはいえ……。

「───だけど先輩」東野が深刻そうに御陵に尋ねます。「身体全体を創造するような、そんな途方も無い幻肢虎がいるものなんですか？　それって……無敵ですよね？」

　口にした東野自身も一瞬絶句。御陵も佐保も、そんな前例は記憶に無く、問いかけに答えることが出来ません。

　剣も矢も素通りしたあの幻肢虎の、その丸ごとが幻覚の非実体で、実はどこか近くに隠れていた本体がほむらたちを観察し狙っていたのだとしたら───

「もしそれが可能だとしても、膨大な魔力を必要とするはずです。それこそ消耗して身動きが出来なくなるほどの……」

　御陵の言葉からは、せめてそうあってほしいという願望の響きが感じられました。




　それからまた数時間。

　やがて陽が落ち、薄雲越しのベーグルの反射光だけが頼りとなった遠征アタック。

　予想通り寒さも風も厳しくなりましたが、それでも重い吹雪に見舞われることなく、再び外敵に出くわすことも無く、探検部一行は海氷の湾を渡りきりました。

　海抜ゼロメートルから急激に駆け上がる山脈の裾を、キャンプに適した場所を探し歩いて、ようやく幕ばく営えいの準備に取りかかった頃には、もうすっかり夜となっていました。暗くて寒くて、待ち構える絶景も無い地味なゴールです。

　それでもついに未知の半島に到達したのです。まだ地球人は誰も到達したことの無い白地図に、ほむらたちが初めてペンを入れることができました。

（やったぁ…………着いたよぉ……）

　荷物から解放され、温かいスープを手にしながら、やり遂げた感慨にほむらがひたっていると、上狛はあらたまった様子でほむらに頭を下げました。あんな事件の直後に無理をして前進を優先させてしまって済まなかった、と。

　予想もしていなかったほむらは、あわてて首を振ります。

（やっぱり……あの事は言わなくちゃ……）と決意するほむら。

　長時間のハイペースな移動で、泥のようにくたびれきった一行は、まず食事の前に睡眠を取ることにしました。そこでは雨乃が、食事の準備をしながら見張りに立つと申し出ました。隊長の上狛はそれを有り難く受け入れます。

　今後の調査の相談をするということで、部長たちと、ほむらと鼎はそれぞれ異なる女子テントに分かれます。鼎はといえばテントの設営を終えるなり、すぐに寝袋に潜ってしまいました。

　ほむらだってそうしたい気持ちは山々でしたが、けだるい身体に鞭打ってテントを出て部長たちの元に向かいました。そんな彼女に目をとめたのは、せっせと雪上に焚き火台をセットして調理器具を準備する雨乃です。

「ほむらさん、お手洗い自然にお呼ばれですか？　おつきあいしましょうか？」

「えーとそれはー、あ、あとでお願いします……ぜひ」

「……ほむらさん、昼の出来事ではとっさに庇えずごめんなさい。ボクが動くことで、あの幻肢虎を刺激してしまったらと考えると、どうしたらいいか判りませんでした」

「大丈夫だってば。ほら、ピンピンしてるし。アメちゃんだったら、ホントにお嫁さんに連れてかれちゃったかもしれないよ？」

　ともはや自虐的な苦笑いで答えるほむら。

「ええぇぇ……」それは困ります……困りますよ……と鍋を抱いて真剣に悩んでいる雨乃を残し、部長のテントに向かいます。

　すばる姫からあずかった《力の石》のことをほむらが思い切って部長たちに打ち明けると、上狛も御陵もそれについては特に怒ったりすることはなく、帰還するまで、そのままほむらが慎重に保管するしかないだろうと判断をくだしました。

「はぁ……いいんですか？　じゃあ、とにかく気をつけます」と頷くほむら。

（いいのかなぁ……？）

　それよりも御陵は別のことを気にしていました。御陵の知識の範囲では、幻肢虎自身は魔法を使えども魔力に敏感ということは無いのだそうです。

「気がつきましたか？　日ノ岡さんに向かっていった時は、あの幻肢虎はもう剣歯を納めていました。とても狩りの姿勢には見えませんでした」

「こっちからだと、何か匂いを嗅いでいるようにみえたな」と上狛。

「匂い、ですか……？　虎の興味を引くような……？」

　シャンプーやら携行した行動食やらについて相談しましたが、他の女性部員と変わらないものばかりです。ふとほむらが思い至ったのは、

「あ、もしかして、ミートソース？」

「はあ？　ミート？」とぼけたほむらの呟きに上狛が首をかしげます。出発前のちょっとしたトラブルについてほむらは上狛に語りました。

「でも……予備のパーカーに着替えたから、やっぱり関係ないなぁ」

「ふうん。予備ねえ」と上狛。

「モリちゃんに渡されたのを、そのまま着てきたんですけど……？」

　眉をひそめながら上狛はほむらの羽織ったパーカーの襟をめくり、おやっとなります。

「───これ、稲荷の装備じゃん」

「えっそうなんですか？」とほむら。

「うん、タグが入ってる。モリちゃん交換し忘れてるよ」と緊急時の身元確認用のタグを指先で示す上狛。「それ着てた時はあいつ、ワンサイズ大きいってボヤいてたけど。確かにほむらにはぴったりだったか」

「じゃあ稲荷先輩の匂いを……？　あの、幻肢虎が？」とほむら。

「…………稲荷さんの……？」

　ほむらの憶測を耳にして、神妙な顔で御陵は思案しています。

「稲荷先輩の使い魔って幻肢虎だったんですか？　アレッ……でも使い魔は死んだって先輩たち言いましたよね？　じゃあ、あの虎は幽霊!?　ゴーストタイガー!?」

「幽霊ぇ？　いやいや、そんなわけないだろ!?　な、ないよな、マヨ？　ていうか何でそんな重要な事も知らないんだほむらは！」

「だって稲荷先輩本人も使い魔のことなんか話してくれなかったし、てっきりシロクマだったのかなあとか───」

　東野はちゃんと知ってたぞ、ほむらは勉強不足！　そして真世はきちんと話しなさい、と捲まくし立てた上狛が横目で御陵を睨むと、今度は御陵が恐縮し肩をすくめました。

　とはいえ、だからといって稲荷とあの幻肢虎が関係するという確証はありません。

　秘密を打明けに来たはずのほむらでしたが、今度は増えた謎をテントに持ち帰り、悶々としながら仮眠をとる羽目になってしまいました。




　───仮眠後。

　食事で空腹を満たし、焚き火を囲んでいると、突然、上狛がリュートをかき鳴らしはじめました。まったりとしていた食後の雰囲気を吹き飛ばす陽気なメロディに、びくっとする部員たち。

「はいはい皆さん、御お晩ばんでーす。それではめでたく未踏地踏破の第一歩とあいなりましたということでっ！　日吉坂＆青藍ハイスクール、両探検部恒例の『虚惑星隠し芸大会』とまいりましょうか！」

（ここで来たかぁ……）と顔をしかめるほむら。

　虚惑星隠し芸大会───

　それは虚惑星への出発の前日に、コラボ経由で廻ってきた通達です。青藍と日吉坂の各部員がランダムでペアになり、遠征中に隠し芸を披露せよ、というもの。おそらく言い出しっぺは上狛部長。

　ほむらは正直、こういう恥ずかしいばかりのイベントは苦手です。けれどその相手が鼎と知って、多少なりともやる気を出していたところでした。だったのですが……

「それでは、最初のペアは佐保・東野組～！」

　じゃじゃじゃん、とノリノリで奏でられるリュート。また乱暴な演奏です。

　佐保と東野の二人の演だし物ものは、漫才でした。ちょっとすばる姫の落語に影響されてきているのかも。

　名前を呼ばれて、一度テントの影にひっこんでから再登場した二人の格好に、ほむらは激しく噴き出しました。

「いやー海はいいよねー。体が洗われるねえ」と佐保。

「洗うなら心を洗ってくれよ。おい、でもなんか寒くねぇか？」と東野。

（ちょ……何やってんのこの子たちは……！）

　なにしろ二人とも黒ビキニの海水パンツ一枚というとんでもない格好。焚き火があるとはいえ、気温は零下。かなり無茶苦茶です。

　お題の中身は、海にナンパに来た二人組というていで、次々と女子部員に声をかけては、墓穴を掘ってフラれる……という繰り返しで、まあ他愛も無い内容なのですが、なにしろずっと裸同然の格好で、根性とやせ我慢だけで寒さに耐えているのが丸わかりなものですから、その一挙一動がやたらと笑えてきます。

　最初は威勢の良い調子でナンパに挑みますが、上狛にもてあそばれ、鼎ににべもなく断られ、と連続でダメ出しされて、ほむらの前に来る頃にはもう本人たちもガチガチ震えて鼻ずるずるです。

　なんともあわれみを誘う姿。二人には悪いなぁと思いつつ、ほむらもまた優柔不断な振りで返事を保留し東野たち二人を困らせてみたり。なにしろ隣では雨乃が目をキラキラさせて自分の順番を待ち構えています。

　きっと本当は、端に座る御陵先輩まで全員にフラれていくのがお約束なんでしょうけれど、

「ハイ。ボクでよかったら」と、雨乃は自分から誘いを受けて立ち上がりました。

（空気読まない系かっ、アメちゃん？　ううん……違うか）

　もしかするとそれは、たとえ演技だとしても、東野が御陵にモーションをかけてフラれるような場面を見たくないと思った雨乃の優しさだったのかもしれません。

　漫才のオチは、実は自分たちが幽霊だったと気づいた二人が、それでも答えてくれた雨乃に感謝を伝え、砂浜に見立てた新雪に豪快に寝転がり（！）、手足をジタバタさせて雪面に天使の跡を残して消えていく……というものでした。なかなか気が利いています。

（しかし、またしても幽霊！）

　本当に昇天しそうにガタガタ震える二人が焚き火の前に戻り、次のペアです。

「お次は、多賀・雨乃組～！」

　きっとここは雨乃お得意の手品でくるだろう、と踏んでいたほむらはまたしても噴き出します。

（ぶっ……多賀先輩……!?）

　小柄な雨乃をちょこんと肩に乗せた多賀が、テントの影から登場。ガシーン、ガシーンと、重量感あふれる動きでやってきます。ご丁寧にその顔には点々と、ビスの頭が描かれていました。

「タガロボ！　発進です！」

　そう叫んで雪原に飛び降りる雨乃。いかにもそれらしいポーズをつける二人。

　ロボットというよりフランケンシュタインの怪物みたいな雰囲気ですが、とにかく多賀先輩の普段のきまじめな様子とのギャップがおかしくて、上狛先輩は爆笑。御陵先輩も口元を抑えて笑っています。

　雨乃の手にはコントローラーに見立てた、シグナルミラーを起こしたエマージェンシーキットが握られています。雨乃はそのボタンを押しながらタガロボへの指令を叫びます。

「たがたいちの『た』！

　───たまご、摑みます！」

　手品の動作でさりげなく掌の上に卵を載せて差し出す雨乃。

　タガロボがまたもやぎごちない動きで、その卵をおそるおそるつまみあげました。

　ドヤ顔で振り返る雨乃でしたが、部員たちはシーン。完全に置いてけぼりです。

　あれ？　と首をひねって次のボタンを押す雨乃。

「たがたいちの『が』！

　───ガンプラ、作ります！」

　今度はタガロボが爪切りを取り出すと、なにやら真剣な様子で細かい作業を始めました。またもや部員たちは置いてけぼり。

　むむむぅ、と表情を曇らせる雨乃。

「ヘンですね……研究室の皆さんには大ウケだったのに……」

「その観客層はかなり偏ってるぞ」と冷静に突っ込む東野。

「卵摑むとすごいの？　割った方が強くない？」ときょとんとして尋ねる佐保。

「がんぷらって何？　おいしいの？」とほむら。

「もしかしてタガロボ本人も、自分で何やってるかわかってなかろー？」

　と上狛。みんなそれぞれ容赦なしです。

「生卵ですよ!?　すごいに決まってるじゃないですか！」とぷんぷん抗議する雨乃。

　ふっとほむらが隣を見ると、鼎が下を向いてうなだれていました。一瞬、また寝ているのかと思いきや……その肩はぷるぷる細かく震えています。

「……くっ……クク……く……」

　それを目ざとく認めた雨乃は、ホラ見たことですかぁ、とばかりに更にたたみかけました。

「たがたいちの『た』！　二回目！

　───たまご、剝きます！」

　またもや慎重に卵に挑むタガロボ。生卵という触れ込みでしたが、けれどもその卵は完全に凍っていて、ぼろぼろと無残に崩れてしまいます。

　タガロボとしては困った事態だったらしく、素の反応で慌てています。

　その様子はさすがに部員たちの笑いを誘って、雨乃自身までも笑っていました。

　───さてと、それなりに受けた演し物が続き、いよいよほむらたちの番です。

　観念して溜め息をつくほむらに反し、じゃじゃーんと盛り上がるリュート。

「最ト後リは、鼎・日ノ岡組～！　よっ、期待してるよ～！」

　準備の頃合いを見計らって名前を呼ばれ、ぎごちない動きでテントの背後から出てくるほむら。その手には、一枚の黒い布が。

　ペアの鼎はといえば、何をやるのかわからない様子で、とにかくほむらの陰に隠れながら気だるげに雪上のステージに進み出ました。

「お、オホン……ちゃらららららぁ～♪」

　手品番組でおなじみのオリーブの首飾りのメロディを口ずさみながら、黒い布を広げて掲げるほむら。雨乃が身を乗り出して反応します。上狛も演奏を合わせて盛り上げます。

　しゃがみこんでその布の背に隠れる鼎。もちろんその様子はバレバレ。

　さっと布を振って披露したのは、まずはぽつんと体育座りしている鼎です。

「ちゃ……ちゃらららららぁ～♪」

　また鼎を布で隠しながら、思わせぶりに前を横切るほむら。

「ちゃららら……さあなんと美女が、猫になります！」

　と高らかに宣言して、またさっと黒布を取り去るほむら。

　しかしそこにいるのは変わらず居心地の悪そうな鼎です。

「…………」

　何事も無かったかのように、また布で隠してオリーブの首飾りを続けます。

「今度は猫が、イグアナに！」

　と、布が取り去られますが、やはりそこにいるのは憮然とした鼎です。

「………………」

「なんだほむら、スベリ芸かぁ？」と上狛の突っ込みが入りますが、ほむらは無視を決め込んでマジックショーもどきを続行します。

「む、寒さのせいか、イグアナくんちょっと元気がありませんねぇ。しかしなんと今度はイグアナが消えますよぉ!?」

　……もちろん消えません。けれどもほむらは、ほらね何にもいませんよ？　と鼎の座る場所で、さっさっと手を動かします。当然ながら、元イグアナの頰や首筋をぺたんぺたん撫で叩くことになりイグアナは顔をしかめます。

「ちょ……ちょっと、やめてってば」

　ようやくそこで観衆から小さな笑いが漏れました。

「くだらねぇー」と素直な感想を口にする東野。

「最後はヤギさんです！　しかも増えますよ！」

　広げた布の向こうに、鼎と共に隠れるほむら。勿論バレバレ。

　それでも一応、盛り上げてくれるリュートのメロディのクライマックスに合わせて、布を持つ手をぱっと離します。そこには並んで座るほむらと鼎の二人。

　ほむらは頭に両手をそえて、ヤギらしき曲がった角の形態模写をしてみせます。

「…………」そのポーズのまま、じっと何か言いたげに鼎を見詰めるほむら。

「…………ハァ……」

　仕方なく脱力した鼎は、ふっと目を閉じます。

　───と彼女の頭上に赤くほのかに輝く角が現れました。

　意図が伝わりほっとするほむら。

　結局、芸らしき芸はその鼎の角の披露くらいのものでしたが、部員たちは、おおぉーと半ばヤケになって歓声をあげました。

　間近で肩を並べて初めてわかりました。鼎の角は立体的に見えますが、よく見るとホログラムのように透き通っていて感触はありません。

（なんだか宝石みたいだ……綺麗だな……）

　と、ついつい見入ってしまいます。

　立ち上がる上狛。

「うん。結構面白かった───だがしかし、まだまだ虚惑星じゃ二番目だ！　ここは我々部長が貫禄をみせてやるとしようか！　なあ真世!?」

「……？　え？」と目をぱちくりさせる御陵。

　上狛はリュートを多賀に預けると、何の準備もせず雪上のステージに自信たっぷりな足取りで進み出ます。そして、何も聞いてないですよ？　と首を振って慌てている御陵を、カマーンと手招きします。

　気を利かせて佐保が声をあげました。

「それでは皆様ご覧ください！　今宵のフィナーレは、上狛・御陵組！」

　部長の貴重な姿が見られるとあって、雨乃やほむらも歓声をあげます。

　真面目くさった顔で、雪上ステージの中央に立つ上狛。

「………………」

　黙りこくった上狛の脇では、まだ何をするのかわかっていない御陵が、おっかなびっくり上狛の様子を窺いながら立っています。

　つと、上狛は雪原に横になって腹ばいになり、頭と足を思い切り反らしました。

「エビ!!」

　赤いパーカーの色もあって、確かに言われてみれば海老のようにも見えますが……雨乃の芸の時以上に、部員たちは呆然とそれを見ています。

　すると、苦しげなその態勢で必死に堪えながら、上狛は小さく相あい方かたを手招きします。

　わかもわからず近寄る御陵。さらに手招きされてかがみ込んだところを、強引に手を引っ張って自分の背に上狛を乗せる格好になりました。

「───エビマヨ!!」

　堂々と叫ぶ上狛。ぶはっと、東野が噴き出します。

　それはある意味、敗北宣言でしたが、漂うシュールさに堪えきれなかったようです。

　やる気満々で大まじめな上狛と、戸惑う御陵というコントラストで芸は進みます。

　再び二人が離れます。

　今度は上狛は仰向けになり、ぐったりと全身を弛緩させ、表情までうつろになって雪の上に横たわりました。

「マグロ…………」

　そしてまた指先だけちょいちょいと動かして、相方を手招きします。

　今度は御陵にも見当がつきました。死んだ魚のように寝そべる上狛の脇にひざまずくと、ぺたりと上半身を乗せて、恥ずかしそうにつぶやきます。

「ツ……ツナマヨ……」

　そんな御陵の可愛らしさに、たまらずほむらも相好を崩します。

（あはは……！）

　マヨ芸のシュールな応酬は続きました。今度は上狛はぐるりと横向きに丸まります。

「ツブ貝!!」「つ、ツブマヨ……」

「ホッキ貝!!」「ほ、ホッキマヨ？」

　軍艦巻きシリーズです。御陵部長自身は、それが寿司ネタだと気づいているかどうか怪しいですけれど。ともかく、あいかわらず先輩は上に乗るだけというお手軽さながら、十分ウケは取れています。

　他の部員たちと一緒になって大笑いしながら、同じ相方をいじる芸なら、あそこまで体を張るべきだったかぁ、とほむらも感心しきりです。ふと見れば、先ほどのマジックショーもどきの直後はムスッとしていた鼎も、すこし表情がほぐれたようでした。

　そうして賑やかに行われた隠し芸大会の最後を飾ったのは、ある意味、涙なくしては見ることの出来ない一発芸───

　上狛がさっと懐から取り出した緑色のチューブを見て「げっ」「やべぇ」と佐保や東野たちが目を見開きます。上狛の声が震えていたのも寒さばかりでは。

「さ……サビッ！」

　と叫んだ上狛は、またもや御陵の手を引くと、手袋を脱いで差し出させた、人差し指の先端から第二関節まで、しかも往復で、チューブの中身をたっぷりと絞り出します。

（いやいやややや……そ、それは命にかかわるのでは……!?）

　血相を変えて二人を見詰めるほむら。上狛は自分の指にも同じく準備を済ませると、まさか……という顔の御陵の前で宣言します。

「ワサビマヨ!!」と、震える指先をぱくっと口にする上狛。

　もはや観念して、御陵も無心の表情でそれに倣います。

「「～～～～～～～!!」」

　二人はしびれたようにがくがくと体をそらしたり、鼻を押さえたりしましたが、そのままのろのろとまた体を重ねて寿司のポーズを取りました。

「……わ……わ……ワサビマヨ……ヨォ！」

　半泣きになった上狛は、どうにかネタ名を唱えましたが、その直後には、じっと堪えている御陵の背中をばんばん叩き、ごろごろ雪上を転がりながら終幕のステージを飛び出していくのでした。
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　そしてまた翌日。

　昨日、日没後に到着した探検部一行は、あらためて今いるキャンプ周囲の安全確認を行いました。

　その結果この場所は、薪となる樹々は豊富で都合がよいのですが、山の斜面がまだ近く、雪崩に巻き込まれる可能性が捨てきれない……ということでまた荷物をまとめ、移動を開始することになりました。

　捜すのは、これまでのような移動途中の休憩所ではなく、そこを拠点として長期間滞在するための、第二キャンプキャンプ・ツーとなる土地です。できれば、それなりに広くて強風を遮る樹々のある平地か、あるいは山脈の斜面近くでもそのあいだに谷間を挟んで雪崩の勢いを止められるような地形が理想的です。獣の大群の通り道のような場所も避けねばなりませんが、その危険性については昨日の途方も無いバイソンの群れとの遭遇によって若干は薄れたといえます。

　再びスノーシューを履き、ゆるい斜面を横に移動しながら景色を眺めるほむら。

　昨夜よりやや遠ざかった海岸線。そして彼方に横たわる真っ白な氷原。日は差していても、吹きすさぶ地吹雪でやって来た西の方角の陸地はまったく望めません。

「……御陵部長。私たちって、あの海氷の湾を渡ったことで、どのくらい遠くまで来たんですか？」

「ほぼ直線で四十キロ以上は移動しましたから……ドーバー海峡や宗谷海峡を渡りきったくらいですね」

「ハッ、なんと外国に来てしまった？　海氷サマサマだ！」

　地理があまり頭に入っていないほむらのために、もう少しかみ砕いて説明する御陵。

「ええと……東京湾を五倍の大きさに拡大して、神奈川県の三浦半島から、千葉県の房総半島に到達した……といった方が直感的、かな？」

「おお……なるほど。それは随分なショートカットだ」

　うむうむと頷くほむらの横で、東野もその説明を感心しながら聞いています。

「それだけ距離が離れてくると、ベースキャンプ一帯とは、だいぶ地勢も植生も変わってきてるんすよね」

「はい。藤森先生もおっしゃってましたが、これだけの高山があるということは、過去の造山活動も盛んだった証拠で……もしかすると休火山が含まれている可能性も」

　火山という単語を耳にして、じゃあ温泉があるかも!?　と目を輝かせるほむらを、東野や御陵はむしろ危険だから気をつけなければ、とたしなめました。

　とはいえ、異なる環境であればあるほど調査に訪れた意味もあるというものです。

「湾を渡る前夜に目撃した、あの流れ星が見つかったりしたら面白いですよねぇ」

　と、こちらもニコニコと期待顔で語る雨乃。

　確かにあれだけ大きな光を発した流星であれば、その核となる隕石が地上に落ちた可能性もあります。見つけだすのは、まさに運頼りになるでしょうけれども。




　やがて一行はキャンプ設営に適した平地の森林を見つけました。

　森林一帯はこれまでほどの大量の積雪は無く、木の幹の近くではぽっかりと空いた穴に黒い土の地面を見ることも出来ました。

　早速、木を切り倒して燃料を確保し、ついでに杭を地面に打ち込んで、当面の道具置き場や、食料庫などを作ります。

　食料をテント内に納めると、その匂いで野生動物を招く危険があります。これまでは金属製のネットなどで食料のザックを保護して凌しのいできましたが、この第二キャンプでは少なくとも一週間以上を過ごす計画のため、なるべく頑丈にしつらえます。

　それら設営が済むと、探検部員一同は全員そろって周辺の散策に出掛けました。

　まずは周囲の地理や危険地帯を全員で確認しておくため───

　そして一番の目的は、キャンプ背後に威風堂々とそびえる高峰の標高の測量です。




　本格的な測量には水すい準じゅん儀ぎと標ひょう尺しゃくという道具を使って、小刻みかつ正確な計測が求められますが、探検部員たちにはそれだけの時間を割いている余裕はありません。

　そのため行われるのは、間接水準測量という方法です。

　原理は簡単で、まずは地上の二地点になるべく長距離の水平な直線を確保します。その二地点から、それぞれスコープ越しに高峰の山頂を見上げて角度を計測。これでその対比から、ひとまずの高さが割り出せます。

　この計測作業を、場所を変えながら高度変化を加味しつつ、何度か繰り返して平均を求めれば、あえて高峰の山頂に昇らずともそこそこの誤差範囲内で標高を求めることが出来ます。

　そんな何度目かの計測中に、ほむらは遅ればせながら気がつきます。

「……これ、私、授業でやりましたよ？　三角比だ!?」

「ザッツライThat's right」

　そう応じる上狛はスコープを載せた三脚の前に立ち、手に持つ三角比表の冊子をめくりながら計測した数字をメモります。

「私たちが学校で習うような数学がここで役に立つとは……」

　感心するほむらに、メジャーを持って森を走り回っていた東野が白い息を吐きながら言いました。

「地球みたいにＧＰＳ衛星があれば、山に登るだけで一発なんだけどな」

　衛星という単語を耳にして、どきりとするほむら。

　ついつい、観測衛星の話を交わした鼎の様子を窺ってしまいます。当の鼎は何か気になるものでもあるのか、周囲にちらちらと視線を向けていました。髪から突き出た耳が冷たそうに少し赤くなっています。

「……そんなの、登るほうが全然大変でしょー？」とずばり東野に指摘するほむら。

　それも気にせず「せっかくここまで来たんだ。今回は無理でもいつか登ってみてえよ」と山頂を見上げる東野。「それに、あのてっぺんから見渡したら、虚惑星が丸く見えるかもしれないぜ？」

「む」

　確かに、それは気持ちのいい体験かもしれません。

　同じく三脚をかついで戻ってきた佐保が上狛に尋ねました。

「で、部長。あの山の高さは結局何メートルだったんです？」

「フフフ……一番近い数字を出した者には、賞品として特製ビーフシチューのレトルトを進ぜようぞ」

「マジで」

「フフフのヒント───日本アルプスよりも高いのダ」

「えっ、じゃあ三千メートル越えか。森林限界線があのへんだから……」

「すげえ。どうりで急なわけだ。まさか富士山より高いってことはねえよな……」

　東野と佐保は、二人で山を見上げながら話し合っています。

　この地点は観測に適した開けた森の狭間で、雪原の斜面が拡がり、山を眺めるには格好の場所です。

「ほむらはちゃんと写真撮ってるー？」と尋ねる上狛に、

「撮ってますよー。御陵部長からフィルム解禁令もいただきましたから、バシバシ撮ってます！」と勇んでカメラを見せようとしたところ……

「あれっ……」「何だあの煙？」

　と、東野たちが口々に声を上げました。

　遅れて、ぽん、ぽんっ、と小さな破裂音が耳に届きます。

　煙はみるみる大きく三角形に拡がって斜面をくだり始めました。

「えっえっあれってヤバッヤバイよ、せ、先輩っ？　アメちゃん!?」と慌てるほむら。

　上狛の脇に立っていた多賀がさっと周囲を見回し、離れた場所で測量機器を片付けていた御陵と雨乃をみとめると、

「雪崩だぁぁぁぁ──────!!」

　と張り裂けんばかりに声を張り上げました。

　二人はその声にすぐ気づいて、さっと立ち上がり合図の手を挙げます。

「そんなまさか、弱層テストもやったのに！」と佐保が青ざめます。

「山でまさかは無いって───みんな、ホイッスルを定位置に！」

　素早く双眼鏡を取り出して、雪崩を凝視する上狛。

「どっちに来ます!?」と東野。

「速いなぁ、くそっ……ちょっとわかんない！」率直に叫ぶ上狛。

　まだ距離はあるものの、雪崩の先端はどんどんその横幅を広げていくように見えました。安全に見えた樹々の合間にも、雪煙が立ちのぼり、強い流れに吞み込まれていく様子が見て取れます。

「…………っ……」

　ほむらにすら、あの勢いが自分たちの居場所にまで到達するだろうと予測できました。

　上狛は、雪崩用の道具をザックに所持する多賀と佐保、そしてほむらの三人を確認して、決然たる態度で言い渡しました。

「青藍高あおこーの二人は真世の方へ走れ！　あっちのほうが木が多い！　秋穂も一緒に行け！」

「……あっ……！」

　その指示を聞くなり、東野はほむらの手を摑み走り出していました。こちらへ向かってくる御陵たちに引き返すように、声をあげ必死に手を振ります。

「太一と結理は、私と一緒に反対側だ！　走れ！」

　周囲一帯が雪崩に巻き込まれると判断した上狛は、もはや全員の避難はあきらめ、危険を分散する手段をとりました。そのどちらに雪崩の主流が到達するかは、もはや賭けです。

「───先輩！」

　走りながらも、後ろ髪をひかれるように思わず佐保が叫びます。

　鼎を抱えて雪の中をラッセルしていく多賀。その後方を走る上狛が、佐保への返事代わりに赤いホイッスルを持った手を高く掲げました。




　気がついた時、ほむらは暗闇の中にいました。

　一瞬それは、転送直後に経験する意識喪失からの回復過程のように感じられました。

　首筋の不快な冷たさと、重苦しく全身を圧迫する違和感にはっと我に返ります。

　両腕はかろうじて顔面を覆って、呼吸のためのスペースを確保していました。

　アラスカの訓練でたたき込まれた姿勢です。しかし今は、訓練中に実際に雪に埋められた時よりも、ずっと重たい雪が体にのしかかっています。

　さいわい痛みは感じられないものの、足はぴくりとも動かせません。やはり全身が雪の中に埋まっているようです。

　状況がわかった途端、ばくばくと心臓が高鳴ってきました。

（落ち着け……落ち着かなきゃ……！）

　今にも絶叫したい気持ちをおさえつけ、残されたわずかな空気を胸に入れて、思考をまとめようとします。

（ゆ、指は動く……だったら……）

　ぎりぎりと首元に向けて手を動かし、ホイッスルの紐をたぐります。雪の中で叫んだところで声は通りません。できるだけ酸素を消費しないようにしなければ…………！

　もどかしい時間が過ぎ、何とか暗闇の中でホイッスルにかじりつくことが出来ました。

　祈りをこめて息を吹き込もうとした時、だしぬけに上半身の圧迫感が消え、冷たい風が顔面に触れました。

「ほむらさん───！」

「あ……アメちゃん……？」

　頭上から呼びかける声がしました───雨乃です。

　その時ようやく、自分が仰向けの姿勢で寝そべっていたのだとわかりました。そのまま両手を使って、猛然と周囲の雪を掘り起こしていく雨乃。

「体に痛みはありませんか？　引っ張り出していいですか？」

「う、うん！　大丈夫！　お願い！」

　服を摑まれ、強い力で雪の中から引きずりだされながら、徐々に直前までの記憶がよみがえってきます。

　───さらさらとした前ぶれの雪が流れ出した斜面を、ほむらたちは御陵と雨乃のいる木立へと走り込みました。とっさに御陵たちの格好を真似て、そのまま大樹の幹の谷側に飛び込み、身をすくめながら立ち尽くします。

　頭上から迫る滝のような轟音。その低い音に重なって、しなる樹々の枝がぶつかりあう、ばちばちとした音。それはやがて、べきべきと幹をへし折る身の毛のよだつ暴力的な響きに変わりました。

　その時にはもう、十メートルほど先に隠れていた御陵たちや、後方の佐保の姿は雪煙に隠れて見えなくなり、ただ東野だけがほむらを木に押しつけるように支えながら立っていました。

　どっどっ、と短い間隔をあけて周囲を滑り落ちていく、湿った重い雪の塊。背にする大木の太い幹は、噓のようにぐいぐいと曲がってほむらの背を圧迫し、白い濁流の渦中へ非情に投げ込もうとします。

「木に摑まれ！」

　東野の叫びに応え、無我夢中で体を返します。偶然に手にかかった木のこぶを摑み、幹を抱きしめるようにすると、ふっと、背を支えていた感触が消えました。

「東野くん───？　東野くん!?」

　そんなほむらの悲痛な声も、耳を聾する音にかき消されます。

　その直後には足下の土の地面までがずるっ、と滑り出し、摑まっていた大樹はその太い根を引き裂かれながら倒れかかってきました。

　観念したほむらは、かろうじて樹を突き飛ばして身を離すと、そのまま足をすべらせ、泳ぐようにもがきながら濁流に吞み込まれたのでした。

　つかの間、呆然としていたほむらに、雨乃が肩に手を置いてはっきりと話しかけます。

「動けますか？　救助にまわれますか？」

　震えながら息を吸い込み、必死に頷くほむら。

「と、東野くんが近くにいる筈！」

「はい！」

　見渡す景色は一変していました。どのくらい斜面を滑り落ちたのかもわかりません。

　おそらく谷間だった場所に、なだれ込んだ雪の塊───デブリがうずたかく積み上がり土手のようになっています。ほむらはその比較的浅い場所から掘り出されたのでした。

　動悸のする胸を落ち着けながら、冷静に周囲の状況を確認します。

（十五分……！　十五分以内に救助しないと、生存確率が急激に下がる！）

　目印となる赤いパーカーの色や、雪上に所持品が残されていないか、雪原をじっと観察します。

「あっ」同じく脇で耳を澄ませていた雨乃が声を上げました。

　雪山の中から、佐保の猫耳が飛び出します。ほむらたちが駆けつける前に、佐保は自力で雪の中から脱出しました。

　やはりこの一帯は雪崩の本流からは外れていたのか、比較的デブリが薄いようです。

「秋穂くん！」

「………………しっ……」

　佐保は、背のザックからゾンデを取り出しながら、ぴくぴくと耳を動かして、周囲の音に集中しています。ほむらも慌ててザックからシャベルを取り出し組み立て始めました。

「聞こえる……」そのまま雪上を走り出して、何の特徴もない平らなデブリに、ゾンデを突き立てます。

「ここだ───最後に見えた方向からして、たぶん御陵部長！」

「はい！」

　雨乃が雪原に飛びつくと、またもや素手で突きかかり、小さな重機のようなパワフルさで重い雪を搔きだしていきます。ほむらもシャベルで助太刀します。

　そうして見えない部長を掘り起こそうとする間にも、佐保は立ち上がり、耳を澄ませながら周囲を睨みつけます。

「もう一つ、聞こえる……」とデブリの下流側へと目を向ける佐保。

「……っ……きっと、東野くんだよ！」目を見張るほむらの訴えに、佐保も頷きます。

「見えました！」

　雨乃が雪中の赤いパーカーを探り当てました。乱れた長髪が目に入ります───御陵部長です。ほむらもシャベルを振るい、体の上に重なる何十キロもの雪を雨乃が作ってくれたスペースに搔き落としていくと、御陵は激しくむせながら体を起こしました。

「……っ……」

　部長は無事です。一瞬、安堵に緩んだ唇を嚙みしめ、ほむらは佐保に尋ねます。

「私、上狛部長たちを……捜しにいっていい!?」

　佐保もはっとして、一瞬戸惑いの顔を見せましたが、すぐに真剣に頷きます。

「うん。頼む、日ノ岡さん」

「お願いします！　すぐ合流します！」御陵を抱き起こしながら、雨乃も同意します。

「───部長と東野くん、頼んだよ！」

　そう伝えて後ろ髪を引かれながらほむらは駆け出します。ここには佐保さえいれば、東野の居場所はわかります。御陵部長も加われば掘り出し手は十分の筈。その筈です。

「ハァ、ハァ、ハァ……！」

　───それでも気持ちはクールには割り切れません。自分の行為が正しいだなんて確信はありませんでした。それでも残された時間は冷酷に迫ってきます。

（ごめん……ごめんね……東野くん！）彼の無事を信じながらもその場を離れなければならない、ほむらの胸は罪悪感に包まれます。

　雪上にはところどころ折れた樹々の幹や枝が突き出し、中には数トンはありそうな巨岩すら含まれていました。しかしそれらに恐れふるえている暇はありません。

　上狛たちが向かった方向と、目の当たりにした雪崩の勢いを加味しながら、下流へ下流へとデブリを辿りながら、捜索を続けます。時々、自分のホイッスルを鋭く吹き、その反応に耳を澄ませながら、また下流へと向かっていきます。

　そのうちに、ほむらは雪上に横たわる木の枝に紐をからませた双眼鏡を発見しました。上狛部長の持ち物に違いありません。

「じゃあ……この直線上にコマ先輩たちが……!?」

　双眼鏡が先に流されたか、あるいは双眼鏡のみ枝にかかって留まり、さらに本人は下へと流されていったのか───とにかく発見地点にゾンデを立てて、他に目につくものが無いかを必死にさぐります。

　───その時でした。

　雪原の下から、紅き爪先が現れたのは。

　切り欠いたガラスのように鋭利な半透明に透き通る、紅い爪。

　幾つもの面で構成された幾何学的なフォルムの指先が、花を咲かせるように、すっぽりとほむらを包み込むほどの直径に拡がり、雪原をケーキスポンジのごとく引き裂きます。

　まるで怪物の一撃。声も無くそれを見つめるほむら。

（…………えっ……ユリちゃん!?）

　爪先は逆再生された蕾つぼみの開花のように空中で消失します。飛び散った雪塊のクレーターの下から、しなやかに身を起こしたのは鼎結理でした。

　何事も無かったかのように自然体の彼女。髪にわずかに付着した髪を振り払うと、そのままあらぬ方向へと歩いていきます。

「……えっ……？」慌てて彼女を追いかけるほむら。「ゆ、ユリちゃん！　ねえ！」

　まるで声の届いた様子が無い彼女に追いすがり、息を切らしながら肩を握るほむら。

「ユリちゃんてば！　何処へ行くつもり!?」

「───触らないで」

　肩越しにほむらを見詰め返す、冷たい紅い瞳。

　小刻みな呼吸。わずかに汗ばんだ額には、細く髪が張りついています。

「まだ多賀先輩とコマ先輩がこの近くにいるはずだからっ───ユリちゃんも！」

「離してって言うとるやろっ」

　振り払われ、呆然とするほむらの視線の先で、鼎は木立へ向かって歩いて行きます。

（ユリちゃん、錯乱してる───？）

「駄目だってば───戻って！　一緒に救助を手伝って！」

　彼女のパニック症状を疑いながら、追いかけようとするほむらの前で、鼎がざっと振り返りました。

　突き出された手の先で再びあの紅い爪が忽然と出現します。小さな三角形の切片が見る間に巨大な掌の形状に成長します。

　その鋭い先端がほむらの胸元に突きつけられました。

「それ以上、近寄らないで───これは唯一の機会チャンスなんだから」

「そんな……何を言って……っ……」

　ざっと腕が横に振り払われると、紅い爪先は、地面に埋まっていた太腿ほどもある枝ごと、深々と雪原を切り裂きました。びくりとあとじさるほむら。

「ま、魔法……なの!?　それ───」

　目の前で起きている現象に、どうしても驚きを隠せないほむら。鼎はその問いには答えぬまま、淡々と告げます。

「……あなたの方よ。パニックを起こして幻覚を見たのは。ここで怪我をして死んだことにしてもいいけれど、そんなのイヤでしょ───言ってることわかる？」

「……っ……わかんないよ！　ふざけてるならやめて!?　今、そんな場合じゃ───」

「じゃあ、それでもいいわ。あたしを放っておいて」

　一方的に告げて、きびすを返す鼎。

　突然の事態に、本当に自分が錯乱してしまっているのではと混乱するほむら。

　小さくなっていく彼女の背を見つめている間も、救助のために残された時間は、刻々と失われていきます。

（……今は……先輩たちを！）

　思い切ってほむらは気持ちを切り替えます。これだけ頼んでも協力を望めないなら、今は鼎のことは忘れるしかありません。

　匂いも超音波も頼りに出来ないほむらには、ただ雪原を注意深く確認しほんのかすかな物音にでも耳を澄ませながら捜索を続けるほかは無く、じりじりと焦燥にかられる数分間が過ぎていきます。

　周囲でどさっと雪の落ちる音にびくつきながら、時にはホイッスルで呼びかけ、時には怪しげな場所をゾンデでさぐりながらただ懸命に日吉坂の二人を捜しました。

　そのうち、どこからか「ぅおーい」と、少々状況にそぐわない間抜けな声が聞こえてきました。

　気がつくと、こんもり積もったかまくらのような雪山の下から、グローブの先だけが突き出てぶらぶらと揺れています。予想よりもずっと上流の方にいたために、発見に手間取りました。

「コマ先輩!?」

「───ほむらか!?」雪の中から、くぐもった上狛の声がします。

　穴を覗き込むほむら。暗い穴の中に、わずかに多賀先輩の一部が見えます。

　どうやら寝そべる上狛を、多賀が覆い被さるようにして庇っているようです。内側から多賀が腕で掘った穴を、上狛が這って広げて外まで達したのでしょう。

「あーよかった。他のみんなは!?　ユリは!?」

「はいっ───あと、東野くんだけですけれど、もう場所はわかっていてっ、秋穂くんたちが掘り出してくれていれば、全員無事です。鼎さんも……っ」

「そっか……こっちはちょっと息苦しいけど、まだ余裕があるから、東野を先にしてくれていーよ」

「……っ……た、多賀先輩は？」

「太一は無事なんだけど……ちょっと足を挟んでるみたいで動けないんだ。あたしは大丈夫だ」

「確認します！」

　シャベル片手にデブリ後方へまわるほむら。多賀が体でせき止める形になったのか、崩れた雪塊とその下に、元は倒木だったらしい古い幹が横たわっていました。

　ゾンデを差し込み、多賀の体の位置の見当をつけながら、シャベルでその雪をかき分けていきます。掘り起こしていくと、雪山のかなりの容積をその倒木が占めていることがわかってきました。

（……思ったよりも大きい……？　多賀先輩、大丈夫なのかな……？）

　そこへ御陵部長と佐保が辿り着きました。ほむらと情報を交換し、東野と雨乃もこちらに向かっていると伝えながら、さっと周囲を見渡す御陵。

「あと一人ですね!?　結理ちゃんは───!?」

「向こうの方にその……勝手に行ってしまって……」彼女のことを何と伝えたらよいのか迷うほむら。「───でも無事でしたからっ。怖い目にあって、取り乱してしまっているんだと思います。ちょっと私には手に負えなくて……ごめんなさい」

　ある程度、状況を察したのか御陵はしっかりと頷き返しました。

「……大丈夫です。佐保くんはここでお願いします」

「はい了解っす。頼んます───まったくもう、しょーがないなユリちゃんは」

　頭のリボンのほどけてしまった御陵が、髪をなびかせながら斜面を駆けていきます。

　そのまま佐保と共に、上狛と多賀の様子をみながら、黙々とシャベルを振るいます。

「ぷはぁ……男臭かった……！」

　と、先に上狛が這い出してきたそこへ、雨乃と東野の二人が追いつきました。

　若干間延びしてきたほむらたちの空気を読んで、東野が尋ねます。平然と。

「全員無事だったみたいだな？　俺にもシャベル貸してくれ」

　そんな佐保とやりとりしている東野の顔を見て、膝からくずおれるほむら。

「はぁぁぁぁ…………」

「どうした日ノ岡───疲れたなら替わっから場所、交替してくれよ」

　なんて、なんて一方的な言い草。

　それでも体に力が入らず、ただ息を落ち着けようとするほむら。言われるまま東野に場所を譲ります。声も残さず雪の流れへ消えていったのがまるで噓のように、おばけのように立っている彼を見て喜んでいいはずなのに、なぜかこみ上げてくるのは腹立たしさばかり。そんなほむらをふらふらと雨乃が覗き込みます。

「ほむら……さん……お怪我……を……？」

「……えっ……？」

　そう言われてほむらは、初めて自分の頰に涙が伝っていたことに気がつきました。

　首を振り、恥ずかしそうに頰をぬぐいながらも、ほむらは雨乃の手元に目を引きよせられました。彼女の手袋は破けてぼろぼろです。

「平気だよ……アメちゃんこそ……熱……っ！」

　心配して彼女に触れたほむらは思わず手をすくめました。「雨乃？」と東野も心配気に振り返ります。

　さらに「───多賀先輩!?」と心配そうに名前を呼ぶ佐保の声。

　上狛から遅れること五分。ようやく上半身を掘り出した多賀でしたが、その顔が汗びっしょりです。

「緊急を要すと判断します……持ち上げます……退さがってください……」

　はっきりと───しかし淡々と呟いた雨乃は埋まっている古木に取りつくと、ぐっと腰を入れ、多賀の様子を見ながらじりじりと持ち上げました。大きな雪塊が幾つも割れて落ち、周囲に散らばります。

「太一……？　どうした？」

「……ウス」

　幹の下から這い出した多賀に上狛が呼びかけると、すっくと立ち上がります。

　───が次の瞬間、がくんと多賀は膝を折り、その場に手をついてしまいました。




　部員たちは、とぼとぼと第二キャンプに戻りました。

　多賀は二人の男子に肩を借りてようやくです。どうやら多賀は上狛を庇いながら、雪崩のデブリに挟まれた拍子に足をひねり、ひどい捻ねん挫ざを負ってしまったようでした。

　自分一人ではとても歩けない状態です。

　今日から本格的な調査が開始されるはずだったのに、それぞれ少なからぬショックを感じながら重い足取りでの帰還です。

　状態に異変があったのは多賀だけではありませんでした。

　雨乃が『省力セービングモード』へと移行してしまったのです。




　日没の迫ったキャンプ。

　山嶺からの夕日の照り返しで、周囲の雪は淡い青とピンクのグラデーションに染まっています。

「───先輩、ありがとうございました」

　鼎を無事に連れ戻してくれた御陵に、ほむらは礼を言いました。

　二つのテントを結合して四人用に設営しなおしたテントです。

　焚き火の明かりを中心に、昨夜までとは構成を変えたテントが三張り、放射状に並んでいます。皆の不安をあらわし、テントたちまでが寄り添っているようです。

　ほむらのいるテントには青藍高部員の全員が揃っています。

　他のテントにはそれぞれ、佐保と鼎の二人───そして多賀と上狛が一つのテントで休んでいます。いずれも男女混成のイレギュラーですが、ほむらにもこれが今はふさわしいと思えたのでした。

　佐保秋穂には、御陵から鼎の様子を注意して見ていてくれるようにと、しっかりと依頼されています。こんな時にまで彼が悪ふざけをするような少年ではないことは、ほむらにももう解っています。

　御陵が静かに語ります。

「結理ちゃん自身は、自分は雪に流されて自力で脱出してからは、日ノ岡さんとは出会わなかったと言っていました。皆を捜しながら、森で迷ってしまったと……」

「……えっ……」

　二人の部長から子細を問われた彼女は、ほむらの思いも寄らぬ答えを返していました。あまりのことにほむらは絶句してしまいます。

「……違うのか？」と神妙に東野に尋ねられ、ほむらはぎごちなく頷きます。

　御陵本人はほむらの口にした説明を信じてくれました。

「わたしも結理ちゃんは一時的に混乱してしまったのだと思います。あるいは、日ノ岡さんに助けられたことを恥ずかしいと感じたのか……」

　いえ、確かに鼎自身が、自力で脱出したことには変わりません。あのきっと誰も見たことがない、危うげで美しい魔法で───

　けれどそれをペラペラとほむらから他人に喋ってしまうことは、どうしてもはばかられました。何か鼎の信頼を裏切ってしまうような気がしたのです。たとえ平然と噓をつかれたとしても。

（うん……そうだ。私は彼女の噓に怒ってるんじゃない。私が知りたくて……そして怖いと思っているのは、どうして、あんな事をユリちゃんがしたのかってこと……）

　森の行動に慣れた御陵でなければ、鼎を連れ帰ってくれたかどうかわかりません。

「日ノ岡さんも東野くんも、あまり彼女を責めないでやってください」

「はい……」「わかりました」

　いつまで悩んでいても仕方ありません。気持ちを切り替えます。

「……アメちゃん、大丈夫でしょうか？」

　キャンプに戻り、同じテントに入ってからも雨乃は口を利いていません───いえ、言葉は発するのですが、いつもの彼女の明るい表情はすっかり失われてしまっているのです。

　冷気の忍び寄るテントの端で、沈黙したままうずくまっている雨乃があまりに不憫に思えて、ほむらは彼女を抱き寄せて膝枕をしてやりました。

　ゆっくりと開かれる雨乃のまぶた。

「───ご用でしょうか」と小さく呟く雨乃。

「ううん。ごめんね、起こしちゃって」と首を振るほむら。

「ご迷惑をおかけいたします。省力モードからの回復は、十六時間後の予測です。なるべく通常の室温の環境下で───」

「大丈夫。休んでていいよ、アメちゃん」

「………………」

　雨乃は無表情にほむらを見つめ返しながら、再びゆっくりとまぶたを閉じました。

　その小柄な体で、猛然とデブリに挑み、力を使い果たしてしまった彼女。

　東野もまた、雪の下から自分を果敢に助け出してくれた少女を、感謝と誇らしい気持ちで見つめていました。

　舎人から渡された雨乃のマニュアルに目を通していた御陵が顔をあげます。

「……おそらくですが、雨乃さんの人工筋肉とバッテリーとの両方に負担がかかって、そのダメージを回復するための特殊な溶液が組織中に分泌され、彼女自身を安静化に置くようシステムから求められている状態なのだと。であれば、じきに回復します」

「ほっ……そっか。よかった」と胸をなでおろす東野。

　ほむらもまた、傷ついて爪先の割れてしまった少女の手を握りながら、一刻も早い回復を祈ります。

（そういえば……アメちゃんはどうして私を最初に助けてくれたんだろう……ううん、どうやって私を見つけだしてくれたんだろう……？）

　その問いの答えはしばらく聞けそうにありません。

　外からは上狛の奏でるリュートの音色が耳に届きます。

　それは、吟遊詩人バードの魔法───痛々しく腫れ上がった多賀の、足の怪我の苦痛と炎症を緩和するための癒やしの旋律です。

「ハァ……しっかし、今回は災難続きですよね？」

　自嘲気味に笑いながら東野がぼやくと、御陵は、

「そうでもないですよ？」と微笑しました。「わたし達はまさに冒険をしているんですから、予想もつかない事は必ず起きます。多賀くんや雨乃さんは、大変でしたけれど、それでもわたし達はなかなか良くやっていると思います」

「ええーっ？」軽く落ち込みかけていたほむらは驚きの声をあげました。

　いつも控えめな御陵の態度からすると、なかなか大胆なご意見。

「あっ……幻肢虎に襲われそうになった日ノ岡さんも災難でした、ね？」

「本当ですよーもー。お釈迦様じゃあるまいし、虎に食べられて人生終了なんて願い下げですってばぁ」

　ささやかな笑い。

　クリア素材のテントの窓からしばらくのあいだ瞳に焚き火の瞬またたきを宿していた御陵は、自分の膝を抱くように座り、顔を傾けたままぽつぽつと語り出しました。

「幻肢虎……は……」

　地球でのたどたどしい口調が戻ってしまったように、何度も強くためらいながら彼女は懸命に言葉をつなぎます。

「幻肢虎は……稲荷さん……の、使い魔でした。もう会えないと、思っていました。稀少とはいっても野生の獣、ですから、そんな筈は無いのだけど……」

「…………先輩……」

　東野とほむらも、静かに耳を傾けます。

　御陵と稲荷を襲ったアクシデント。

　それは二人が仲違いをするきっかけとなった事件です。

　地球では去年の晩秋に、虚惑星では今回の遠征のような厳冬期に起きた遭難事件。

　御陵たちは───当時の部長、部員の御陵と稲荷、そして彼女の使い魔の幻肢虎の、三人と一匹で未踏地の調査をしていました。三年、二年、一年と、各学年から一人ずつの調査官というわけです。

「使い魔の幻肢虎は……なんて呼んでいたんですか？」

「トゥール。トゥールビヨン。稲荷さんの付けてくれた名前です。つむじ風という意味のフランスの言葉……」

「へぇ。まるで風のように迅速な……とか？」

　東野が由来の予想を口にすると、御陵はくすっと小さく微笑みました。

「おしりに渦巻きになっている縞の模様があったので……」

「アハハ……それで、つむじかぁ」とほむら。

「そういや、高級腕時計でトゥールビヨンってあったな。あれも中の仕掛けに宝石を使っているものがあるっすよね」

　なるほど確かに幻肢虎は宝石を連想させる牙を持っています。

「……そっか」懐かしむように御陵は胸に手を置きます。「稲荷さんの事ですから、そういう意味も重ねていたのかも……」

　───御陵が遭難事件の仔細を続けて語ります。未踏地での移動中に、御陵たちは大型の遺跡を発見し、早速調査に取りかかりました。しかし……それまで知られているものよりも、その遺跡はずっと複雑な構造をしていました。

　遺跡内部の区画を区切る扉がまだ機能していたのです。

「───その扉は一方通行になっていたんです。一度通ると後戻りが出来ない構造になっていました。わたしたちは数日間も、その遺跡に閉じ込められてしまいました」

　冷たい遺跡の底でさまよいながら、やがて食料も底をつきました。幻肢虎の餌を確保することもかないません。

「わたし、は……きっと遺跡を抜け出る道があると考えて、遺跡そのものを踏破するような道を捜そうと主張しました……けれど、稲荷さんの考えは違いました。

　───この遺跡からは悪意を感じる。進めば進むほど、自分たちを閉じ込めようとする罠なんじゃないかって。稲荷さんの言うことは、その時の私には信じられませんでした」

「あの……じゃあ緊急脱出は？　転送環で脱出すればよかったんじゃ……」と首をかしげるほむら。

　最後の非常手段である転送環の緊急脱出。東野にはその手段を避けた理由が察せられました。

「幻肢虎が───トゥールが置き去りになる」「……あっ……そうか」

　過去の遺跡に舞い戻ったかのように、つらそうに眉をひそめて頷く御陵。

「はい。緊急脱出では、幻肢虎を地球へ連れ帰ることは不可能です……稲荷さんは時間がかかっても、元の入り口に戻る手段を捜そうと言いました。遺跡の扉や、もろくなっている箇所を破壊して、侵入してきた場所に戻る道を自分たちで作ろうと」

　発見した遺跡の破壊───それは調査官としては最悪の冒瀆的な行為であることは間違いありません。御陵がそれに抵抗したのもわかります。しかし……

「部長は緊急脱出を決意しました。それが正しかったのだと、今では思います。けれど、稲荷さんは部長の決断に従いませんでした。緊急脱出をするくらいなら、自分はここに残ると……そう言って聞きませんでした」

　トゥールだけを遺跡に残してはいけない、見殺しには出来ない、と───

　使い魔を愛する稲荷が、憤る姿がありありと目に浮かぶようです。

「部長はそれを許すつもりはありませんでした。自分一人でも、緊急脱出はすると。そしてすぐに助けを呼んでくると……そう決意して、その通り実行しました」

「御陵先輩は……どうしたんです……？」

　彼女の答えになかば勘づきながら、おそるおそる東野は尋ねました。

「わたし、は……稲荷さんと一緒に遺跡に残る道を……選びました。本当に愚かしい選択でした……馬鹿でした」

「そんなこと……！　稲荷さんだって、きっと心強かったに違いないです！　そんな場所に一人で残されるなんて───」

「いいえ」と厳しく否定する御陵。「わたしのせいで……トゥールは死にました。わたしが殺してしまったも同然です」

　───その後、救助を待つ彼女たちが残された区画は、崩落を始めました。

　調査によって外気が流入したためか、それともあらかじめ仕組まれていた罠なのか、どちらかはわかりません。

　危機を察知した幻肢虎は、体力の尽きかけていた二人を連れだし、あわやのタイミングで押しつぶされる事態を避けました。

「けれど、わたしたちはいよいよ狭い場所に閉じ込められてしまいました。ほとんど意識を失った状態で、ひたすら救助を待ち続けました───」

　生死の境をさまよった二人と幻肢虎。

　今、目前で健康な姿でいる部長が信じられぬかのように、ほむらは胸を痛めます。

　地球へ帰還した元部長が、日吉坂高校の上狛や多賀たちを連れて、遺跡に戻ってきた時には、二人は重い低体温症にかかっていました。

　それでも御陵も稲荷も、命は助かりました。

「けれどトゥールは……わたしたちをずっと体であたためて……護ってくれて……」

　押し殺したむせび泣きと、言葉にならない想いが溢れて御陵の頰を伝いました。

「わたしはあの場所に残るべきじゃなかった……稲荷さんだけだったら、きっとトゥールも助かったのに……」

　彼女たちの行為と、その迎えた結末についてほむらは、あとからとやかく言うことは出来ません。

　けれど以前に稲荷は「マヨは間違っている」と言いました。探検部への復帰を促しに行ったほむらたちに、御陵自身がその間違いに気付くまで、部には戻らない───と。

（御陵先輩はぜんぶ話そうとしてくれてる……でもこの話は、それですべてでは無いんだ……）

　まだほむらの目には見えていないものがある。自分の指先には届かない気持ちがどこかに隠れている。それが御陵の犯した過ちなのか、それとも稲荷の誤解なのか、ほむらにはまだ判然としません。

　さらによみがえるのは、失敗と犠牲、という御陵議員のスピーチの中での言葉でした。

　御陵が静かに顔をあげます。

「ごめんなさい……泣くつもりじゃなかったのに。ただ感傷にひたってる恥ずかしい奴だって、思うでしょうね」

「いえそんな……」

　慰める言葉を探そうとしたほむらの隣で、東野は言いました。

「稲荷は……稲荷先輩はそれで、御陵先輩のことを恨んでいるんですか……？　トゥールを死なせてしまったことで……？」

　東野が尋ねると、御陵はびくりと肩をふるわせました。

　違う、そんな筈は絶対にない───ほむらにはそう確信がありました。けれど、どう違うのか、うまく言葉にできません。東野は静かな怒りを込めて続けます。

「───だったら稲荷は馬鹿だな。自分のせいで、先輩を危険に巻き込んだことも気づいてないんだから。あいつは自分こそ真っ先に緊急脱出するべきだったんだ。それで幻肢虎を助けにくればよかった───」

「東野くん、稲荷さんを悪くいわないでください」

「でも、自分で求めた冒険に、そんな大切な使い魔を巻き込んだのは───」

「お願いします……」

　その後、遭難者を出した遺跡は、御陵と稲荷の救助が済むと調査官たち自身の手によって封印されました。調査するには危険すぎる遺構だと判断されたのです。

（ってことは……稲荷先輩はきっと、緊急脱出で地球にもどったら、もう二度とその遺跡へ向かうことが出来なくなると察していた……だからどうしてもその場に残ると言い張った……精一杯にトゥールを助けようとして……）

　いつか、さらわれた御陵を助けるために、虚惑星に残る決心をしたほむら。

　あの時はほむらが東野を説得しましたが、御陵と稲荷ではどうだったのでしょうか。

　自分も残ると言い出した御陵を、きっと稲荷は止めたのでしょう。それでも御陵が稲荷のそばを離れなかったのは、彼女が大切だったからに他なりません。

「自分、は……」

　御陵はぽつりと言いました。傍らに眠る雨乃に、ちょっぴり腫れぼったくなってしまった目元の、けれど穏やかな眼差しをそそぎながら。

「冒険の代償は……失敗でも犠牲でも無いと、わたしは、思います」

「…………」

　それはとてもささやかながら、彼女の父への静かな反抗の言葉でした。

　東野はじっと唇を嚙み、頷くことも首を振ることもしません。

　本当の答えは、まだ誰も知りません。冒険は続いているのですから。




　翌日。

　けが人や調査遠征の動向をめぐって、経験の浅いほむらには意見の出来ない事柄が続きました。

　多賀先輩のデブリに挟まれた片足は腫れて、驚くほどぱんぱんに膨れあがっていましたが、昨日のように痛みをこらえ脂汗を流すほどつらそうな様子はもうありません。

　上狛先輩のリュートはほとんど夜を徹して聞こえてきました。その甲斐があったのでしょう。それでもなお多賀一人での歩行はとても無理です。

　パーティ全員の前で、上狛や御陵、そして多賀自身も加わって話し合いながらとられた判断は、緊急脱出は行うことなく、この場所から怪我人を搬送するための増員を地球に求めよう───というものでした。

　ベースキャンプから幾日も隔たれたこの遠征の地から、地球で待機中の桃山と早瀬を迎えに行くために選出されたのは、御陵部長と東野巧の二人でした。

　二人は最低限の軽装でベースキャンプを目指しますが、それでも増員を連れてこの地にもどって来るのは早くても八日後。

　場合によっては、まだ正常な状態への復帰を果たしていない雨乃をも搬送する必要があります。その間、部員たちは危険な調査活動には携わることなく、この場所で待機します。

　しかしただ生き延びるためだけでも、人員はぎりぎりです。食料はなんとかなりそうですが、当分の間つつましい保存食メニューを迫られそうでした。




　雪原の彼方に小さくなっていく東野と御陵を見送るほむら。

　寂しげに肩を落とすほむらに向かって少女はささやきました。

「───味方がいなくなって残念ね」

「っ……ユリちゃん……」

「もう邪魔はさせないわ、ほむら」

　振り返ると鼎の紅い瞳が、挑戦的にほむらを見据えていました。あざ笑うかのごとく薄くほころぶその唇───。

「そんなこと言ってないで、ユリちゃんも手伝ってよ。当面の調査は延期だけど、やること色々あるよ？」

　精一杯の虚勢でしたが、ほむらはきっと震えていました。




　その日の昼頃。

　ほむらたちが食事の支度をしている間、近場の木立に薪を取りに向かったはずの佐保が随分と時間が経ってから戻ってきました。その肩にかついで回収してきたのは、昨日の雪崩で現場に放置されたままだった三脚と水準儀です。

　しかも、ついでに雪崩の起きた斜面をあらかた見て回ってきたというのです。

「斜面の上の方で、へんな足跡を見つけてさ。ちょうど雪崩が起きたあたりだと思うんだよね」としれっと語る佐保。

　危険で、二人行動の原則からもはずれた佐保の振る舞いに、上狛はかなり渋い顔でしたが、それでももたらされた貴重な情報には、素直に拝聴の姿勢を見せました。

「───で。足跡って？」

「痛たたた耳は勘弁ですよ部長───それが、獣の足跡じゃなくて……かといって、調査官の履くブーツやスノーシューでもないし。何だろう……？」

「じゃあ……もしかして幻肢虎か？　幻影肢だと、足跡はそのままの形じゃなくない？」と上狛がさらに確認しても、佐保は首を振ります。

「たぶん人間くらいの体重だと思うんだけどな」

　それを聞いてほむらはさすがにぞっとしました。

「ちょちょちょ、秋穂くん？　怖がらせてどうするのよ。それにもう、あんまり遅いから心配しちゃって───」

　思わず口をつぐむほむら。鼎だけでなく秋穂までが何処かへ行ってしまおうとしたのかと……無論そんな事は言えませんでした。じっと脇目でねめつけてくる紅い瞳の前では。




　───不安と退屈の時間が過ぎていきます。

　多賀の看護はたいへん骨の折れる仕事でしたが、上狛は嫌な顔ひとつせずその世話に奔走していました。責任を感じて落ち込んでいるように見えた多賀に、むしろずけずけと減らず口をあびせて励まします。

　その上狛と一緒に、ほむらは松葉杖のようなものを作ってみましたが、これはうまくいきませんでした。どうしてもテントを離れる必要のある時は、佐保の肩を借りるか、ゆっくりでも這って移動するしか無いというあんばいです。

　救助メンバーが戻るまで、上狛と鼎も、ほむらと雨乃の大テントに移ってきました。男女混成のテント割りはさすがに一日かぎりでした。

　そんな幕営でのふとした時間に───

　雨乃とテントで二人きりになったほむら。……見方によっては一人きり残されたわけですが。

　いつもは騒がしいくらいの雨乃が、身じろぎもせずにしんと寝静まっていると、なんとも寂しく、テントの中までもうすら寒く感じられました。

「アメちゃん…………？」

　何気なく名前を口にしても返事はありません。「……雨乃ちゃん？」

　そう呼びかけてようやく彼女はまぶたを開き、ほむらに視線を向けました。

「───申し訳ありません。省力モード中です。原因不明の障害が発生しています」

「そうかぁ……」

　最初に自己診断された省力モードは、その推測に反していまだに続いていました。

　すっと上半身を起こす雨乃。

「短時間の歩行移動は可能です。追跡トラック、自動オート、登録ポイントへの単独移動など、ご要望をお申し付けください」

「はぁーあ……」

　ほむらは雨乃の背を包み込むように、自分も寝袋の上に腰をおろしました。

　ひんやりとした雨乃のボディ。自律的なバランス姿勢を取ることをやめて、硬直してしまっている硬い関節───まさに人形です。いつか舎人が見せてくれた映像の幼い雨乃のようです。

　ほむらはふと、彼女の首にさがるおまもりの紐が弛んでずれているのに気付きました。少し服を開いてちゃんと元に戻し、また服の上から、ぽんぽんと軽く叩きます。

「大丈夫だよ、アメちゃん。一緒に帰ろうね。ケーロケーロ」

「…………」

　しばらくして、テントの入り口から顔を出した人影がありました。

「ユリちゃん……？」

「部長の命令。昨日仕掛けた罠を見てこいって」

　そう短く告げた鼎は、顎でほむらの同行を示します。ほんの一瞬、ほむらの抱く雨乃の姿にも目を留めて眉をひそめたようにも思えました。




　雪崩を警戒しつつ、山の斜面側へと向かう二人。

　天候が崩れたらすぐに戻るよーに、と上狛からの注意を背にキャンプを離れました。

　佐保や上狛たちと一緒に山のあちこちに仕掛けた罠の成果の確認です。獲物や薪を縛る道具と最低限の山歩きの装備です。ハンバーガーが恋しいです。

「…………」

　ほむらは鼎の様子も怖いのですが、ずっと沈黙したままでいるのもまたつらくて、昨晩横になってから思いついたことをつらつら語ります。

「ねえ、アメちゃんのあがっちゃったバッテリーとかって交換できないかなぁ」

「……雨乃の意識が顕在化していれば、自分自身で交換したでしょうけれどね……予備パーツも持ってきているはずだから」

「えっ……自分で？」

　なかば冗談のつもりだった話題を直球で返され、その内容にもぎょっとするほむら。

　当然でしょ、と言いたげに鼎は頷きます。

「未知の環境での状況判断は、高度な自律意識を有していてこそよ。それに雨乃は古典的な自己増殖型の自動人形セルフ・リプロデューシングなオート・マトンだもの。探査機としても、自分で自分を補修するのは基本よ」

「…………はぁぁ」と大げさに溜め息をつくほむら。

「……偉そうなこと言ったけど、あたしだってハードウェアはそこまで詳しくないし専門外。どのみちあたし達にはお手上げだわ」

「───はぁい。そうですか」ほむらは両手を上げて、鼎に賛成。

　でも……魔法だったら？　とは考えてしまうのです。ここは虚惑星なのですから。

　研究室の窓際で、小さな机に向かって呪文のデザインに没頭していた鼎の姿が思い起こされます。

「ユリちゃん……あの魔法って、ユリちゃんのオリジナル？」

　───ナイフのように紅い宝石を閃かせる、あの誰とも似ていない不思議な魔法。

「どうしてそれを誰にも言わないの」と逆に尋ね返してくる鼎。

「それは、だって…………そうだね。なんでだろうね」

「あたしに恩でも売る気？」

「そんなつもりは無いけど……」

　罠の確認に向かっている筈の二人ですが、記憶の場所はもう通り過ぎてしまっていて、それでも鼎は先へ先へと進んでいきます。そんな無言の暴走に、苦い想いを抱きつつも、ほむらは鼎にぴったりついて離れまいとします。

　しばらく歩いてから、鼎は言いました。

「……ええ。教えてあげるわ。もう会うこともないでしょうし」

「またまた。そんな……早瀬先輩が悲しむようなこと言わないでよ」

「リョウにとってはあたしは重荷なの。せいせいしたって言うに決まってるわ」

　きっと、鼎はにらみ返してきました。

　予想通りの反応。ほむらはひとまず肩をすくめてやり過ごします。

「じゃあ……あの魔法って、何モデルを使ってるの？」

　普段なんのシャンプー使ってるの？　みたいな気安い調子で尋ねたほむら。しかし返ってきたのは、予想もつかぬ驚くべき答えでした。

「『テッセラクト正八胞体』───超ちょう立りっ方ぽう体たいとも言うけど」

「テセ……ラクト？　初めて聞く名前だね……アレッ、でも以前に正多面体は五種類しかありませんってアメちゃんが」

「ヘキサモデル正六面体が六つの面を持つように、八つの立方体で構成された超立方体をテッセラクト正八胞体と言うの。四次元空間上のね」

「───四次元!?」

　思わず腹部のポケットを押さえるほむら。

「そう。三次元空間では五種類の正多面体があるように、四次元空間には六種類の正せい多た胞ほう体たいがあるわ。探検部で通常運用されているものとは体系の異なる魔法よ」

　そう言うと鼎は意識を整えるそぶりを見せ、静かに片手を掲げました。

　その指の先に、音もなく現れる紅い宝石───空間の狭間からにじみ出すように。薔薇色の結晶が、早回しのフィルムの中で成長を遂げるように。

（…………っ……）

　鼎の魔法をまざまざと目にしたほむらは息を吞みました。

　彼女の側頭部にはまた対となる角つのが出現しています。この角が魔法と関係があるのは間違いないようです。

　なめらかに旋回し形状を変遷させていた宝石はやがて静止します。

「触ってもいいわ」

「手、切れない───？」

　その返事の代わりに鼎は、華奢な形状をしていた宝石を、単純な八面体のサイコロ状に変形させました。

　おそるおそる手を伸ばすと、とても硬く、ひんやりとした感触が掌に伝わります。御陵部長の語っていた、まだ誰も実現させたことのない高密度な物質を創造する魔法がこんなに近くにあったとは……！

　すこし強く握ろうとすると反動を感じました。宝石は空中に浮かびながらも、見えない力で鼎の肉体と直結しているのです。

（これって……幻肢虎の牙だ……！）

　ほむらはそう直感しました。ぐっと強く引っ張ると、かなえもまた腕を引かれます。鼎が顔をしかめると、宝石は手の中ですっと縮み、跡形も無く消えました。

「はぁぁ……」と感心しながら、何も無い自分の手を観察するほむら。

　再び歩き出しながら、鼎は説明を続けます。

「同じ方法を、大おお嵐ぞれさんや花はな屋や敷しきもアプローチしてたけれど、あたしの方が先に有効なパターンを発見したってこと」

「す、すごい……すごいねユリちゃん……」

　さすがは魔法使いマエストロの弟子！……と素直に賞賛していいものかどうか。

　ちょっと得意げにしている鼎は、もう一押しすると今度は月つゆのように怒り出してしまいそうな気がしたので。

「そのぅ……よ、四次元の立方体を？───多胞体を、思考の中で回転させるってこと？　でも、四次元の物体なんて想起イメージできないでしょ？」

　だからこの魔法は、七久保先輩のように、虚惑星での鼎自身の特別な体質に依るもの───そんな結論に飛びつきかけていたほむらに対して鼎はさらりと首を振ります。

「あなたの目は、二次元の網膜で出来ているでしょう。でもあなたの脳は、その目で捉えたものを三次元の物体として認識できる」と、こともなげに鼎は言います。

「そ、それはそうだけど……目は、二つあるし……」

「両目の視差から生じる遠近感は関係無いわ。頭の中にｎエヌ次元の空間を構成できれば、それでいいのよ。だったら四次元の物体も想像できる。その目で見たことが無いから出来ないと思っているだけ」

　ごくりと唾をのむほむら。

「じゃあ……私にも出来る……のかな？」

「───かもね。アフィン変換あたりから入ればいいわ」

「うっ……あ、あひん？」

　いきなり絶望的な難しい単語を突きつけられました。高校数学とはどうやら関係なさそうな気が……。

「あたしは数式とアルゴリズムの目を使って、四次元を見た。でも、あなたには別の方法があるかもね。数学の本質はその自由性にあるって誰かが言ってたし、好きなようにして」




　もはや二人は、罠を置いたのとはまるで違う尾根を歩いていました。

　ほむらは帰り道を記憶するのに必死です。曇りがちの空には、ほんの一部しかベーグルを見ることが出来ません。

「……もうそろそろ散歩はいいよね。キャンプに戻ろうよ」

「あなた一人で戻ればいいわ。まだ帰れるでしょう」

　と、つれない鼎。

　どうして彼女は、あえて険しい山地に踏み込んでいって、自分から行方不明になるような、まるで自殺のようなことをするのか。そしてほむらが何よりも気になるのは───

「それに、沙毬ちゃんはどうするの……？」

「……っ」

　押し黙り、表情を沈ませた鼎は、もの哀しげな微笑みをほむらに向けました。

「沙毬は……あなたに任せるわ。雨乃みたいに、良くしてあげて」

「ユリちゃん……」

　ぐっと歯を食いしばるほむら。

　よもやそんな優しい言葉が、彼女から出てくるとは思ってもみませんでした。ほむら自身は、鼎の前で、雨乃と一緒にはしゃいだりする行為に罪悪感すら覚えていたのに。

　だったら尚更、彼女に対して真剣にならねばという気持ちがこみ上げます。

「───ねえ、ホントにやめて、ユリちゃん。一緒に戻ろうったら！　沙毬ちゃんを衛星の部品なんかにさせられないでしょう？　早瀬先輩だって───」

「しょうがないわ。あたしには、どうしようも出来ないんだもの……これが、いい機会なんだわ」

　やがて二人の前方の木立がすっぱりと切れ、視界が広がりました。

「───氷河……！」と驚きの声をあげる鼎。

　その大きな谷間には、雄大な氷の河が拡がっていました。

　氷河を直接見るのは初めてではありません。アラスカでの訓練中に上を歩いたこともあります。下の地形を反映している為なのか、氷の山のように、大きく隆起している場所が見えます。それはアラスカでは見ることのなかった特徴ある光景です。

　山の岩肌を削り、手近でめくれ上がっている氷。

　鼎はその氷にブーツを載せて感触を確かめると、そのままアイゼンを取り付けはじめました。トレッキングポールしか持ってきていないほむらは慌てます。

「ユリ……！」

「───離して」

　思わず彼女にすがっていた腕を振り払い、大胆に氷河に乗り出した鼎は、一気にほむらを引き離して先へ行きます。

　探検部の先輩たちのように安定した歩行ではありませんでしたが、怖い物知らずといったふうにどんどん離れていってしまいます。突起や亀裂を飛び越えながら、ほとんど小走りで去って行く鼎。無様に転倒してもお構いなしです。

　かたや彼女を追うほむらは、姿を見失わないでいるだけで精一杯です。

　それ以上何度、彼女の名前を叫び呼びかけても、振り向く気配もありません。

「もう、だめっ……」

　ぜいぜいと息を切らしたほむらは、前方で彼女が大きく助走をつけてジャンプした姿にも気がつきませんでした。

「──────！」

　目前に青白い光があふれ、それが大きく開いた氷河の亀裂───クレバスだと悟った時にはもう遅すぎました。

　手に持ったポールは何もない宙を突いて、ほむらの体は大きくバランスを崩し、前方へと倒れ込みます。とっさにしゃがんで重心を下に移そうとすると、今度は足が滑り、さらに前へとつんのめりました。片手だけがかろうじてクレバスの縁ふちにかかりますが、何のとっかかりも無い氷の上で、グローブの先はむなしく滑りました。

「きゃあ……落ち───」

　ぐるりと回転する体。手の先に、偶然に浮いたポールの先端付近が握られました。不安定な姿勢のなかで、それでも力の限り氷にポールの石突きを突き立てます。

　けれど片手一つでは、ガガガガ───ッ、と引きずり込まれる体を留めることは出来ません。その激しい震動に、握力が追いつかず、そのままほむらは宙に投げ出されました。

「──────！」

　思わず目をつぶってしまったほむら。

　氷のきしむ猛烈な音。そして頭上から雪と氷が降りかかり、体が前後に大きく揺れました。足下には何の感触もありません。

「……らーく…………」

　数秒後、怖々と目を開いたほむらは、自分が空中にいるとようやく理解しました。

　ほむらの手を痛いほどに握りしめていたのは、悲鳴を聞きつけてとっさに舞い戻ってきた鼎でした。その事実を認識しようとする間にも、ずっ、ずっと、グローブがずれて脱げそうになります。

「───あほぅ！　ちゃんと摑んでぇな！」

　つらそうに伸びきった彼女の手を、ほむらは慌てて両手で握りしめます。

「なんで自分からクレバスに突っ込んでいくのよ！　馬鹿！」
















「……だって……っ……ごめん……」

　苦しい姿勢で見上げた鼎の背面越しに射し込む空の光。

　そして鼎の腕先に輝いていたのは、魔法の輝き───あの紅い結晶でした。

　鋭い爪先を、深々と氷河に食い込ませている悪魔の掌。

「下の深さは？　どのくらい持ちそう!?」鼎が厳しく問いかけます。

「下は……真っ暗で見えない！　すごく深い！」片側の手袋に嚙みついて脱ぎ捨て、素手になるほむら。なんとか必死に姿勢を直し、鼎の手を握り直します。「あと何分かはいける───」

「自分で這い上がれない!?───いいわ、気が散る。そのまま手を離さんで！」

「うん……！」

　鼎は魔法への集中を再開しました。

　すると、悪魔の掌は一本ずつ、その爪を動かして氷に穴を穿ち、手がかりとなる段差を力強く引き寄せながら、じりじりと二人ごと上昇を始めました。

　一心に心中の複雑なパターンを織りあげる鼎は汗びっしょりです。

　それは一分ほどの短い時間でしたが、ただ鼎を信じて待ちながら、何も出来ないほむらにとってはもはや永劫でした。

　その間に、びくつきながら視線を向けた下方───氷と氷の狭間に、氷河でも岩でも無い、なにかが───

（下に……なにか……埋まっている？　巨おおきい……）




　そうして這い上り、氷河の上へと戻った二人。

　腰が抜けて、へたりこんでしまったほむら。

　今再び見直せば、目前のクレバスは最大限に助走をつければ飛び越せそうな幅です。しかし、アイゼンの無いブーツでは───いえあったとしても、命を落としかけた自分には絶望的な広さと深さに見えました。

「…………」

　鼎は無言のまま、クレバスをジャンプして向こう側へと渡り直しました。

　焦りはありません。ほむらには越えられないと彼女にも解っているのです。

　クレバスの向こうの縁ふちに立った鼎が、ほむらに向けてぽつりと言います。

「───バイソンの借りは返したから」自分の腕をおさえながら、鼎は痛みに顔をしかめています。「よかったじゃない。鼎結理はこのクレバスに落ちて行方不明になりました───面倒な報告も簡単に済ませられるわ」

　それだけ言うときびすを返し、クレバスから離れていってしまいます。

　思わずほむらは、大切に首にかけていた石を取り出しすがるように彼女の背に向かって掲げました。

「っ……見てぇっ、ユリちゃん！　精霊石ならある!!　ここに!!」

　それはすばる姫から預かったあの大切な精霊石です。鼎はすぐに気がついたでしょう。けれど彼女が態度を変えることはもはやありませんでした。

「だから───だから、沙毬ちゃんは、部品になんかならなくて大丈夫だよ！」

「……じゃあ尚更よかった。心残りも無くなったわ」

　信じられない言葉に絶句するほむら。重苦しい沈黙。

「さいなら。雨乃によろしゅう」

　それだけを言い残して離れる彼女を呆然と見送るほむら。

　その歩み去っていく先に───

　氷河の向こうの黒々とした木立の陰に、白い布をまとった人影が───

（……誰か……いる……っ……!?）

　ぞくりと粟立つ体を自身で抱きしめるほむら。

　かすかな人影はあたかも鼎を待ち受けるように立っていましたが、やがて彼女と共に山の奥深くへと去って行きました。




　うちひしがれキャンプへ戻ろうとするほむら。

　そんな彼女にさらに厳しく追い打ちがかかります。

　一刻も早く上狛部長たちの元に戻り、鼎の失踪のことを伝えなければなりません。

　それなのに、そんなほむらを見舞ったのは突然の猛烈な吹雪でした。

　歩行を補助するポールも無く、手袋も失われました。必死に鼎を追いかけていた間の山道はうろおぼえで、それも吹雪のためにすっかり風景が変わり果てています。

（……とにかく何か……信号を……）

　あの転送環の魔法と一緒に、七久保から教わった狼煙のろしの魔法。そのコツを思い出しながら唱えようとしますが、空に打ち出された赤い煙は弱々しく、たちまち風に流されてしまうのでした。

　雪でホワイトアウトしつつある雪原。浅く息を継ぎながら、木立の幹に背を預けます。

　渇いた喉が痛み、残りを気にしながら行動食のタフィーを口に含みます。

（ずっと同じ場所を歩いているような気がする……）

　探検部でもアラスカの特訓でも、何度も教えられました。

　山で視界が遮られると、リングワンデリングという、同じ場所を輪を描いて歩いてしまう現象を起こすということを。そんな遭難の理由をなかばフィクションの世界の出来事だと馬鹿にしていたほむらですが、もはや全く笑えません。

　今さらのようにコンパスの存在を思い出し、ポケットをさぐります。

「……っ……」

　───そこで、はっと気配に気付きました。

　背後から大きなものが雪を踏みしめて近寄ってきています。

　それが誰か探検部員であればと祈りながら、振り返るほむら。

　そんな彼女の前にいたのは、あの魔法の牙を持つ黄金の獣でした。

（幻肢虎……！）

　その獣は吹雪をものともせずに、まっすぐこちらを見つめていました。

　氷原での恐怖がよみがえり、叫び、走り出したい衝動がつきあげます。

　───しかし。その獣はほむらの間近まで来るとまたあの時のように、鼻先を寄せてほむらの匂いを嗅ぎ始めました。

「……っ……ひ……」幹に背中を押しつけたまま、震えるしかないほむら。

　もう手を伸ばせば、触れられる場所にその虎はいます。

　ところが、幻肢虎はそのままゆっくりとあとじさりを始めました。

　低い位置からほむらにその眼差しを向けながら、後退していきます。

「トゥール……？」

　思わずその名前をほむらは口にしていました。幻肢虎には反応はありません。

　ただあいかわらず、その虎はほむらを凝視し、そうしてじっとほむらを見つめていたかと思うと、さっと何歩か先へ進んでまたこちらを振り返るのです。

「もしかして……私に、来いって、言っているの？」

　我ながら都合のいい解釈です。けれど、ほむらにはもうそれが本当の幻であろうとも、すがりたい気持ちでいっぱいなのでした。

　佐保のように動物たちの気持ちが判るわけではありません。使い魔が何たるかすら知らないほむらです。

「何処へ……？」

　ただ幻肢虎の姿を追いながら、ほむらは吹雪の山林を走りました。

　そうして辿り着いたのは、あろうことかまたもや先ほどの氷河の間近でした。

「戻ってきちゃった……そんなぁ……」愕然として膝をつくほむら。

　それが鼎と別れた地点に比べて、より下流なのか上流なのかは判然としません。あの特徴的だった氷河の隆起も吹雪にかき消されて見つけられないでいます。

　ただ目に映るのは、幻肢虎の明るい毛並みです。絶望し、もう立ち上がれないほどに脱力してしまったほむらのもとに、また幻肢虎が戻ってきました。

「……ごめんね……稲荷先輩じゃなくて……」

　幻肢虎はまるで巨大な猫のように体を起こし、ただじっとほむらを待ち続けています。

　そんな幻肢虎に、ほむらは凍えた手をおそるおそる伸ばしてみました。もうヤケです。

「きみはトゥールなの……？　それともトゥールの幽霊？」

　残念ながらほむらの手に豊かな毛並みが触れることはありませんでした。

　にぶい反動だけが返り、さらに腕は突き抜けてしまいます。

　やはり東野が推測していたように、この幻肢虎は実体では無いのです。

「ぅわっ……！　ごめんなさい……！」

　さらに感触を確かめようとしたほむらに、しゃあと口を開け、幻肢虎は牙をむき出しにしました。ひどく不快そうに───さらにはあの大きな剣歯さえ繰り出してみせました。でもそれは一瞬のことで、すぐにかき消えてしまいます。

「きみ……どんどん姿が薄くなってきてない？……消えちゃいそうだよ!?」

　そんなほむらの言葉には構わず、また幻肢虎は歩き始めます。

　ほむらは体に鞭を打って立ち上がり、とぼとぼとその姿を追いました。

　───やがて辿り着いたのは、氷河の陰に隠れた岩場に穿たれた洞窟でした。奥行きは五メートルほどはあるでしょうか。短い洞窟でしたが、そこでは雪も無く、吹雪の勢いは遮られていました。さらには───

「とび……ら……？」

　一見、天然の洞窟に見えた洞窟ですが、その洞窟の奥は厚い岩の扉で塞がれていました。長い年月の間に、前面を覆っていた自然の岩が風化して倒壊したことで、その人工の石扉が露出してしまっているのです。

　幻肢虎は何度もほむらを誘うように振り返りながらその扉に歩み寄り……そしてその向こうへ溶け込むようにして消失しました。

「消えた……行っちゃった…………」




　強まる吹雪の中で、もはや動けなくなったほむら。

　洞窟を避難所にしてただ助けを待ち続けます。

　一応は石扉を動かそうと試みましたが、何百キロあるのやら全くびくともしません。あきらめてその扉を背にしゃがみます。寒さと疲労とで意識は朦朧としています。興奮していて忘れていた、先ほどの滑落で受けた体の痛みがぶりかえしてきます。

　ウトウトとしかけてからかぶりを振り、腰のキットから取り出したエマージェンシーシートにくるまりました。シートは外側は目立つオレンジ色に塗られ、内側は体温を保つ反射膜でコーティングされています。

（これでなんとか……）

　第二キャンプに残してきた上狛先輩たちに心配をかけているかと思うと、いてもたってもいられません。それに一番気がかりなのは、この天候の中で一人で失踪してしまった鼎のことです。無力さにうちひしがれるほむら。

　そのまま、どれだけ微睡んでいたのか───

　気配にはっと顔をあげます。幻肢虎ではありません。

　洞窟の入り口に立った小柄な影は、

「───……あ、アメちゃん？　ええっ？」

　それは省力モードに陥り、テントで待機していたはずの雨乃でした。ほむらは乾いた喉にむせながらも、びっくりして声をあげます。

「かはっ、けほっ……た、助けにきてくれたの……？」

　よもや夢を見ているのではないか───そう自分自身を疑ったのも無理はありません。雨乃は無言のまま歩み寄ると、ほむらの背にしていた扉の縁に手をかけました。

　あれほど重たげに見えた扉が、がっと持ち上がりました。雨乃のいきなりの行為に驚き、あとじさるほむら。

　そこで初めて気がつきましたが、石扉は扇形で、九十度回転させて開閉する仕組みになっていました。それでも何百キロもの、へたをするとトンはあろうかという重量を持ち上げた雨乃に驚異を禁じ得ません。

「…………あれっ……？」

　そこでようやく、雨乃はぱちくりと目を瞬きしながら呟きました。

「───ほむらさんですか？」

「……あっ、起きた。ようやく目がさめたね!?　アメちゃんの方だよね？　省力さんじゃないよね!?」

「───はい？　ハイ、藤森雨乃です。ここ……何処ですか？」

　ほむらに肩に手を置かれて、きょとんとしている雨乃。そこへさらなる来訪者が。

「はぁーっ」と大きな溜め息をつきながら、膝に手をついたのは東野でした。

　またもやほむらは驚きます。

「なんで東野くんがいるの？　地球へ戻ったんじゃないの？　先輩は───？」

「お前こそ、こんなとこで何してんだよバカ」

「バカとは何よ！　あっ───雪割丸！」

　洞窟に現れたのは東野だけでなく、雪割丸も一緒でした。

　東野は開かれたばかり石扉の向こう、さらに続く洞窟の暗闇を興味深く覗き込みます。

「これ……人工の切石きりいしだよな。この壁も……手掘り？　もしかして……遺跡なのか？」

「───遺跡？」




　その後───

　ほむらたちは揃ってキャンプへと戻ることが出来ました。

　吹雪の中でも迷わず先導役をつとめ、無事に帰還を遂げた雪割丸の頼もしさ。その名前は伊達ではありません。

　不思議なことばかりが続けて起こりました。隊長の上狛としては、帰りの遅れたほむらを咎めるよりも先に、とにかく情報をまとめる必要がありました。

　ただ、本来ならば最優先させるべきの鼎の捜索は、この吹雪ではままなりません。

「───雪割丸は、すばる姫から預かったんだ」と東野は語ります。

　東野と御陵の二人は、すばるの城を目指して来たルートを引き返しました。

　睡眠時間も削り、ひたすら歩きづめで二日と半。時には走り、時にはマタギを真似て一本の木の枝をスキー代わりにして。

　城に到着し、多賀の件を聞いたすばるは、すぐさま支度をはじめて、このキャンプ地へと向かおうとしました。けれど、

「本当はすばる姫も来たがってたよ。だけどどうしてもあの場所から先へは進めないって───」

　元街道の辻があったという場所のことでしょう。

　すばる姫自身を強く律する想いに理解を示しながら、上狛は東野に尋ねます。

「真世は、新しい転送環を使ったのか？」

　東野は頷きました。

　御陵部長は、国連本部より支給された転送環を初めて使って、すばる城下のベースキャンプ───その倉庫・兼転送室から地球へと帰還を果たしました。その筈です。

　最初の転移をしたことで、すでに青藍高校の転送室の座標が刻まれていた転送環に、対応する虚惑星側のベースキャンプの座標が刻まれました。以降、新しい転送環はこの二点間の移動専用として運用されていくのです。

　本当なら東野はその後、城のベースキャンプで待機しつつ、増員の到着を待っているはずでした。

「すばる姫は結局来られなかったけれど、それでも、捻挫に効く薬草とか、予備の食料は分けてもらってきたよ。次に部長たちが来る時は、キリマルたちを皆引き連れて来させるって申し出てくれた。つまり犬ゾリというか───オオカミゾリだよ。それで多賀先輩を運んで戻ればいいじゃろうってさ」

「なんだか世話になりっぱなしだけど……そればっかりは助かるな」

　上狛は深い溜め息をつきました。

　そうして東野が一人雪割丸にまたがり、このキャンプに辿り着くと「ほむらと鼎の戻りが遅すぎる！」と、ちょうど上狛と佐保の二人が捜索に出発しようとしていたところだったのです。

「……そこでボクが勝手に動いたんですか？」

　他人事のように雨乃が尋ねます。上狛たちも困り顔で頷きました。

「止めても聞かないし、無理矢理押さえこもうとしても、こっちが引きずられる始末だし、もう仕方ないから、着いたばっかりの東野と雪割丸に任せたってわけだ」

　恐縮して縮こまる雨乃。対してほむらは目を輝かせて、

「じゃあじゃあじゃあ……私からの緊急コールが届いたんですね!?」などと。

「そうです！　きっと！」と嬉しそうに応じる雨乃。

「いや……一時はどうなることかと思ったんだが……」と上狛。「まあそれについてだけは結果オーライと言えるか。自信なくすよホント」

「雨乃ちゃん……だったら、ユリちゃんの居場所はわからないっかなぁ？」

　一方で佐保が雨乃に問いかけますが、雨乃は悲痛な表情に戻り頭を下げます。

「ごめんなさい……ボクも今すぐにでも捜しに行きたいです。でも、場所の見当までは……」

　ほむらが鼎の姿を思い出しながら続けます。

「……ユリちゃんもエマージェンシーキットは持ってた。アイゼンも……食料は無さそうだったけど……でもどこか、風の無い場所さえ見つけてくれていれば……」

「……日ノ岡さん。なんだかユリちゃんは生きてて当然って顔だよね」

　と佐保が渋い表情を隠さず指摘しました。ほむらは自分の心境を言い当てられて、どきりとします。それは、無論ほむら自身の願望であり───そして彼女との別れ際に感じられた、ただの自暴自棄とは違う、何か秘められた決意に感じるものがあったからでした。

「本当に失踪なの？　二人で仕組んだイタズラとかだったらちょっと笑えないぜ？　どうなの!?」と詰め寄る佐保にたじたじとなるほむら。それを上狛が取りなします。

「ごめん、秋穂。ほむらを責めるな。この件はあたしが悪かった。あたしが一緒にいるべきだったんだ。……あたしはあたしで、太一のことで頭がいっぱいになってた……ごめん」

「…………」

　めったに無い弱気な顔を見せた上狛。それを佐保はばつがわるそうに見返します。

「───ユリの奴はたしかに他の遠征時でも、好奇心旺盛であちこち一人で見て廻る癖があった。あたしはそれは調査官としてはむしろ頼もしいと思ってさ、これまでは大目に見ていたけれど……そうなんだ。今回は早瀬がいなかったんだよ」と息を吐く上狛。

　そう。鼎のことを一番見てくれていた彼がこの場にいない。いつも一緒に居て当たり前だと思っていたのに。

　ほむらだけでなく部員の全員が、一刻も早くバックアップの彼らが到着することを待ち望みます。

　まだ話の途中で、佐保は狭いテントの中を中腰で立ち上がりました。

「……僕ぁ、先に休んでます。吹雪が弱まったら、すぐ出ます。声かけてください」

　そう言って、今は彼が一人で使用しているテントへと戻っていきました。

　その場に残った上狛や東野たちが、犬ゾリならぬ、オオカミゾリの算段を話しあおうとすると───

　外から奇声が聞こえてきました。休んでいる雪割丸に佐保がヘンなちょっかいでもかけたのかと、あらぬ疑いを持って一同が外に顔を出してみると……

「…………」

　自分のテントの前で愕然として棒立ちになっている佐保の姿が。

「……っもう！　やってらんないよ！」

　何事かとほむらたちがそこへ向かい、佐保が憤慨して離れたテントを覗いてみると、

「……っ……ユリ……!!」

　上狛も絶句します。

　そこには雪まみれになった鼎結理が、無言のまま無造作に横になっていました。

　傍らに膝をつき大きく安堵しながらもほむらの目に映ったのは、濡れて張り付いた髪に隠された腫れた目盖───そしていまだ伝う彼女の涙。

　少女は屈辱に歯を食いしばりながら周囲を拒絶し、ただすすり泣き続けました。
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「行ってみよう」

　そんな言葉を切り出したほむらを、久々の肉のおかずを頰張っていた東野も佐保も、ぽかんと見返しました。

　鼎の失踪未遂事件とも言える出来事があった翌々晩のことです。

　佐保などは耳にした言葉を信じられず、その鶏肉のあぶり焼きを喉に詰まらせかけて、げほげほとむせかえっています。

「あの洞窟に行ってみよう」と再び構わず宣言するほむら。

「聞こえたっつーの。つーかオイ、そんな事よく言えるな……」東野はおそるおそる部長たちを窺います。

　一年生だけで囲む焚き火。

　ただし雨乃だけは、その時は上狛たちの焚き火に加わっていました。多賀もまだ歩行は不可能ながら、ようやくテントから出て食事をとれるようになっています。

　御陵部長の連れた増員はまだ到着してはいません。

　あの事件の後、鼎は叱責を受けましたが、鼎自身が事の真相を話す気が無く、沈黙を返すばかりとなってからは、それ以上は問い詰めることなくひとまず地球に戻って棚倉顧問も含めて相談するまでは、色々と保留という扱いになりました。

　しかし鼎自身は厳しく出禁を言い渡されて、ほとんど監視を受ける囚人状態になっています。佐保の覗きを心配する時よりはユルいものの……

　寡黙なままでいる鼎は、ほむらの言葉は届いてはいるものの視線を落としたままです。

「あの幻肢虎が私を呼んでいた気がする───もうそれが気になって気になって昼寝も出来ない。あの氷河の下の洞窟には何かあるんだよ」

「……夜は寝るのかよ」と東野。

　声を潜めながら、佐保も会話に加わります。

「氷河って……谷氷河地形でしょ？　氷河は岩山だってごっそり削るってのに、その下に洞窟なんかが残ってるとは思えないけどな」

　そんな佐保の言葉にもまたぶすくれるほむら。

　なにしろ暴走する鼎を止められなかったのは、同行者にも一部責任がある───

　と、ほむらまでもが出禁をくらっている今の状態に、まったく我慢がならんのです。不条理であると。絶対おかしいでしょと。

「でも……クレバスの下に何か見えたもの……」とぼやくほむら。

「泥の塊かなんかじゃないの？　氷河には泥水がつきものだって、雪ゴリラ先生も言ってたじゃん」

　なんて雑まぜ返す佐保を、きっとにらみつけます。

「……五百歩譲ってお前の言い分が正しいとしてだな」と、東野もまたほむらへのダメ出し爆撃をやめません。「その幻肢虎の幽霊の呼びかけに、今すぐ応えないといけないってことはねーだろ？　もう死んでんだからさ」

「い……いやいや、わかりませんよ？　あれから一度も幻肢虎は現れないし、幽霊の身にも何かあったかもしれない。それにこの虚惑星では幽霊だって死んだりするのかも？　ゴースト・イズ・デッド！」

「あのなあ……そんな無謀な話は次回の遠征の機会にだな───いやせめてさ、桃山先輩たちが到着してから改めて部長に提案しろよ。遺跡は逃げねえって」

「えー」とまたぶすくれるほむら。

　皿めがけ伸ばしたフォークを、予期した東野はさっと避けます。

「むむむ……きみたちはねえ、あの幻肢虎くんのつぶらな瞳を見てないからそう言うんだよっ、もう」

「───行かない方がいいわ」

　と冷たく横やりを入れたのは鼎でした。久々に言葉を発したかと思えば、そんなすげない文句で、ほむらは心底がっかりしました。

「───なんで」と即座に切り返します。

「駄目よ」

「───どうして」

「無駄で、危険だからよ───」お皿には野菜を残しまくりの鼎。「保存のいい遺跡であれば、墓盗人たちが他者に横取りされないように仕掛けた罠の可能性を捨てきれないわ。保存の悪い遺跡だったら、どうせすべて盗掘されたあとで、もう何も残ってやしないわ。───だからどっちみち駄目」

「じゃあユリちゃんも来てよ。無駄でもいいじゃない。危険があるなら守ってよ。ユリちゃんのクラスって魔法戦士なんでしょう？　多賀先輩から聞いた」

「…………まだ見習いよ。ていうかそんな登録制のクラスなんか意味無いって、以前から言ってるでしょう」

「ええ～？　自分でコラボ作ったくせに」

　お互い出禁の身分なのを忘れて、二人の少女は好き勝手なことを言い合っています。

　東野は呆れて溜め息をつきます。

　またその隣で佐保も、ずっと黙っていた鼎が、不機嫌きわまりないとはいえ喋りだした姿を見られてちょっとほっとしました。

　ほむらも、ここしばらくお見舞いされなかった東野の呆れ顔を、ちょっと愉快な気持ちで盗み見てしまったのは内緒です。




　さてさて翌日の未明。

　日の出の時刻と同時に、ほむらは起き出します。

　といっても太陽はベーグルどころかまだ山嶺の向こう側に隠れていて、テン場は真っ暗です。まだわずかに空に青みがさしている程度。

　いまだ御陵部長たちがキャンプに到着する気配はありません。……というよりも、彼らが到着する前でなければ、ほむらの考えている行動は実現できない気がしていました。

「むにゃらむにゃら……」

　と、半分寝ぼけながらトイレに出るふりを装い、その実しっかりと遠出に必要な装備はテントの外で回収できるように隠してあるという周到ぶり。

　トイレ脇に作られた防風フェンスの陰でガタガタ震えながら着替えたほむらは、「よーし」とひそかに自分に気合いを入れます。と、そこで、

「無謀な行動だっていう自覚はあるみたいだな」

　木陰から声が届き、どきりと飛び上がりました。

　シルエットからして向こう側を向いて立っているようです。

「と、東野くん……？　の、覗き……!?」ひそひそ声で絶叫するほむら。

「覗いてねーって。覗いてたのはそっち」

　とまだ真っ暗なテン場のなかで、東野の手に握られていた剣の先で示されたその先に、音も無くしゃがみこんでいたのは……佐保です。猫の瞳がきらりと輝きました。

「用足すところまでは見てないから安心してよ」

「……!!　…………！」とまたもや声なき絶叫。




　三人はこっそりと第二キャンプを抜け出します。

「しーっ」「しぃーっ」「よーしよしよしよし」

　黎明の外出者に気付いてむくりと顔を起こした雪割丸に挨拶をして、その前をまたこそこそと通り過ぎます。

　東野も佐保も、やはりきっちりと装備を調えてきていました。ザイルやアイゼンまでしっかり持ってきています。

「……一応、僕らのテントに書き置きは残してきたけどね」と申し訳なさそうに語る佐保。

「秋穂くんは、私の着替えを覗きたかったからだとして───」

　へなりと倒れる佐保の耳。

「なんで東野くんまで来てるの。不言実行？」

「意味が違ちげーだろ。……いや、なんか……ずるいんじゃねえかなって思ったからさ」

「ずるい？」

　実際、こんな悪ふざけじみた行動は、慎重で現実的な東野の選択とは思えません。彼の心境にどんな変化があったのか、ほむらは気になりました。

「───無謀なのは百も承知だけどさ。それだったら虚惑星に来るなってなもんだろ」

「……まあね」

　とにかく危険な目に遭いたくて、スリルに快感を覚える人もいますけれどね。

「十年前に、モリちゃんや舎人さんたちが虚惑星を切り開いていった時代なんて、文字通り無謀の極地だよな」

「まだまだたくさん残ってるじゃん？　未踏破率で言ったら」と佐保。

「でも先にあるものを推測できるくらいの情報は、結構溜まってきた。だから調査官の等級とかが出来たんだろ。後進の入門者に、自分たちと同じ失敗をさせないようにって」

（失敗……）

「でもさ、失敗できるって特権だよな。御陵議員は失敗は宝だ、なんてまで言ってた。あとから探検部に入部したからって、そんだけで俺たちがそういう挑戦出来る場所から遠ざけられちまうんだったら……それって何かずるくねぇ？」

「言いにくいんだけど……東野くん、それってちょっと稲荷先輩のノリに染まってきてるよ」

「あ？　やめろよ！　一緒にすんな！」

　そう不満を口にしながらも、東野はほがらかに笑っていました。

「一人だったらつらくて悔しいけどね」と佐保。「でも失敗を仲間と分け合うんなら、ちょっと楽しいのかもね」

　分け合うのは成功の方じゃねえの？　と突っ込む東野に、成功は独り占めが一番いいに決まってるとニヤけます。

　記憶を頼りに山の斜面を登る三人の前方に、ぽつりと小さな魔法の明かりが灯りました。

　退屈そうな顔で、大岩の上に座り込んでいたのは鼎でした。氷河の洞窟へ至る目印として覚えていた岩です。

「寒くてたまんないんだけど」

「動かないからだよっ」

　つっけんどんにぼやく鼎に手を差し伸べるほむら。

　その手を支えに、鼎はふわりと雪原に飛び降りました。

　ほむらと同じテントで寝ていたはずの彼女ですが、いつの間にこんなに正確に先回りしていたのやら。夜の領域での彼女はやはりひと味違うようです。

「───結局、全員来てんじゃん？」という佐保の突っ込みにも、そっぽを向いて取り合いません。

　肩をすくめて佐保はほむらを向きました。

「雨乃ちゃんは呼ばなくてよかったの？」

「……アメちゃんにはさせられないよ。人間で言ったらまだ病み上がりだもの。ねえ」

「あたしに振らないでってば」と鼎。

「まあまあ鶏のスープでも飲みたまえ」と、鼎に保温水筒を向けます。

　そんな二人のやりとりを脇で眺めながら、東野が佐保に耳打ちします。

「───なあ秋穂……あいつらあんな仲良かったっけ？」

　東野がキャンプを離れていたのはほんの数日でしたが、その彼から見ると随分な違いに見えるようです。

「そういやそうだ」とあらたまって二人を見つめる佐保。「あれじゃない。今のところユリちゃんが一方的に日ノ岡さんに迷惑かけてるから、そのし返しなんじゃない」

「───馴れ馴れしくするのがし返しか？」

　そうそう、と頷く佐保。「そんなもんかね」と東野は肩をすくめました。




　氷河までは随分歩かなくてはなりません。

　例の洞窟の先に何も無く、行って返ってくるだけだったら、朝食の準備を始める頃には晴れてキャンプに戻り、全員揃って上狛部長のきついお叱りを受けられるというわけです。

　そうではないのならば、それはもうなるようになるしかないのです。ええ。

　鼎と肩を並べながら男子二人に聞こえないよう、ひそひそとほむらの口をついて出たのは、やはりあのこれから向かうクレバスで目撃したものについてでした。

　さらには、あたかも今生の別れのように去って行った鼎が、なぜまた探検部の元に戻ってきたのか。ほむらの興味は尽きません。

「関係ないでしょ」とはねつけながらも、鼎は苦々しげに眉を曇らせます。「……そう言いたいところだけど。あなたはきっと見たんでしょうね」

「……何をかな？」

「…………復讐リベンジってわけね。わざわざあたしの前で、遺跡への肝試しもどきの話をしたのもそうなんでしょう」

「肝だめしか。いいねそれ。コマ先輩にはその線で頭下げようっかな？」

　───呆れる鼎。

「……ハァ……いいわ。だったらこれだけは教えておくから」

「今ユリちゃん、私のよく知っている友達にすごい似てた」

「それは同情するわね」

　鼎はさらに声を低めて告白しました。

　耳をぴくっとさせて振り返った佐保を、ギロリとものすごい形相で睨み付けて。

「受け入れられなかったの───試練には失敗した。そう、自分はまだ見習い同然だったってことよ……職人アルティジャーノですらない、徒弟アプレンディスタの青二才。こんなに悔しい想いをしたのは、天竜主馬から自分が義妹いもうとだって教えられて以来だわ……」

「…………？」

　それはまた何だかねじ曲がった告白で、ほむらには全く理解できませんでした。

　ただ、あれだけ屈辱の涙に濡れていた鼎の瞳に、今また挑戦の光が戻ってきていたように見えて、ほむらはこう聞かずにはいられませんでした。

「だったら次……はあるの？　その……試練……の機会って」

「無ければ……作るだけよ」




　一年生だけの小さな四人のパーティは、ほぼ迷うこと無く洞窟の入り口に到着しました。あの吹雪の中でも、しっかりと道筋を憶えていた東野のおかげです。

　入り口に異変はありません。

　雨乃が石扉をおしあけたまま、吹きさらしのままになっています。

　念のため再び石扉が閉じたりすることの無いように念入りに扉を固定します。

　それからほむらと鼎がそれぞれ魔法光を頭上に灯し、いざ四人は洞窟の奥へと踏み込んでいきました。

　まがりくねった場所のそこかしこに、詰め所のような小部屋が見つかります。

　やはりこの洞窟は人間の手で掘られたものでした。足下には腐らずに残っていた木の破片が転がり、ここにまた木製の扉があったことがわかりました。

　小部屋の内側から通路へ向けて掘られた縦長の穴を見て、東野は一目でそれが何かわかったようです。

「箭せん眼がんだ……この中から矢を射るための窓だ」

「血の気は多かったみたいね。ここの人たち」

　そういって小部屋の隅のボロ布のような塊をブーツの先で返す鼎。

　そこからはばさりと、乾燥して木片のようになった褐変した人骨が現れました。

（───！）

　驚きに息をのみ、思わず自分の魔法光を破裂させて消してしまったほむら。

　そう大きくはありません。体格としてはほむらたちよりも小さいくらいですが、それでも結構がっしりとしています。

「───ハイッ、肝試し終了～。もう充分だね？　帰ってもいいね？」

　ほむらは貼り付けたような笑顔を浮かべ、手をぱしっと合わせて宣言しました。

「オイ、何しに来たんだ。遺跡だったら当然人骨くらいあるって」

　と、もはや当初とはやる気レベルが入れ替わっている東野とほむら。

「鼎も……そんな風に乱暴に扱うなよ？　俺たち調査官にとっては貴重な資料だし、敬意をはらうべき虚惑星人の故人の遺骨だろ」

「……そうかしら」

　小部屋の外では真っ暗な洞窟の奥に向けて、さかんに佐保が鼻をひくつかせています。

「やっぱり動物の匂いはしないな。でも空気がよどんでいるせいかもしれない。ガス溜まりに気をつけて進もうか」

　───という佐保の言葉で、肝心の目的を思い出したほむらは慌てました。

（そうだ、幻肢虎を捜さなきゃ……！　でもやっぱり幽霊なの……？）




　二メートル四方程度の息苦しい洞窟は、ほぼ一本道のまま進み、スロープや階段、水を抜くための側溝などを挟みながら、かれこれ五十メートルは下っていました。

「住居にしては……」と東野。

「そうね、ヘンね。強いて言うなら……」と鼎。

「鉱山……かぁ？　でもこんな岩山で鉱物を掘るもんかなぁ？」

　それぞれ首をかしげながら先へ進みます。

「お墓じゃないの？　ねえ？　違うの？」……というほむらの問いには誰も答えてくれません。

　そのうちにひんやりとした冷気が、防寒服越しにでもわかるほどに強く、前方から漂ってくるようになりました。わずかですが風を感じ、それまで嗅いでいた匂いも劇的に変わります。

「魔法光ローソクだけを、もっと前にやれるかな？」と振り返って尋ねる東野。

「───へ？」

　ハテ？　という表情を浮かべたほむらの横で、鼎は五つほどの魔法光を灯し、すっと前方へと送り出します。光たちはすべらかに回転しながら、通路の先へと向かいました。

　見事なものです。ほむらはせいぜい三個程度の光を自分の体軸に固定しておくくらいが関の山なのに。

「まさか、引火したりしないよな……」と不安げに呟く佐保。

「……ありうるわね」「ちょっと」

「だ、大丈夫だよ、この灯りは温度は低いから……」とほむら。

　上下左右の狭い壁面を照らし出していた光たちは、途中でふっと暗い点になりました。

　通路が終わり、大きな空間に出たのです。




　足場の消失を警戒しながら四人が進むと───

　眼前に拡がった広大な地下空間に、全員、度肝を抜かれました。

　せいぜい体育館程度の居住区か、神域を想像していたのです。

「マジかよ……」底知れない暗がりに目を懲らす東野。「これって……ま、街じゃね……？」

「……っ……どちらかというと村だけど……確かに、規模的には鉱山街くらいあるのは違いないわね」

「見てよ！　あれって、木造の住居だけど？　漆喰モルタルもあるか。いや珍しいなぁ。この零下の気温のせいで、腐敗しないで残ってたんだ。桃山センパイが見たら絶対喜ぶや」

　四人がいるのは、高さとしては地下空間の中央付近で、さらに下層へと階段で降りていくための踊り場のような場所になっていました。

　見下ろすと、ところどころ岩面に棲息する発光性の菌類がぼんやりと輝いています。

　所々には巨大な氷柱が立ち、内部に取り込まれたらしい菌類がやはり独特の光を放っていました。

　その氷柱の狭間の平坦な場所に、木造とモルタルの住居が、あたかも西欧の地方都市の長屋のように立ち並んでいました。

　地下空間はほぼ氷河の下に埋没しているようです。全体としては緩い傾斜地となっていて、この場所が本来の山の岩肌の名残であるとわかります。

　しかしなぜ、膨大な量の氷河がこの空間に押し寄せることなく留まっているのかまでは、壁面までの距離が遠いせいもあり観察ができません。

「奥のほうまで見えないね───たいまつに切り替えるよ!?」とほむら。

「たＰいトまーつチ!?　今度は天井の氷河に穴を!?」驚く佐保。

「いやいや、普通のたいまつトーチライトのほうだってば」

「たいまつトーチライト」の呪文は、発生する熱量でいえば「火口箱ティンダーボックス」と「Ｐトーチ」との中間に位置しており、探検部でただ「たいまつ」と言えば、普通はこちらトーチライトを指します。なのでＰトーチは非常用の意味合いが強い魔法です。

　なぁんだ、と息をつく佐保の横で、ぼわっと空中に火をともすほむら。

　たいまつの名に恥じぬ、豊かなオレンジ色の炎が地下空間を照らし、落とす影とのコントラストで一層の立体感を強調しました。

　冷暗所を歩きづめて、ぬくもりに飢えて張り詰めていた肌が、すこし休まります。

　ただしこの魔法の欠点は、空気中の酸素を消費することで、屋外か、このような大きい空間でしか使用を推奨されていないのでした。

　ほむらに続いて鼎もまた一本のたいまつを灯しました。

「こりゃいいや！」と唸る佐保。

　四方に拡がった魔法の照明で、ようやく四人は空間全体に浮かび上がるそのシルエットを視界におさめることが出来ました。

　そしてその瞬間まで、重大なものを見落としていたことに気づいたのです。

「……うっ…………」

　そう呻いて佐保があとじさったのも無理はありません。

　氷河の下に眠り続けていたそれは、すばるの城を含めても、彼らがこれまで虚惑星で目撃した人工建造物の中で、最大であることは間違いありません。

　その直径は、少なくとも八十メートル以上、ともすると百メートルは超えるだろう、おそろしき巨大な円柱が、横たわっていました。

　視界の奥方向、おそらく氷河の下流方向へ、上向きに傾斜しているその円柱状の構造物は、ただ巨大なだけでなく、周囲の住居や、氷の壁とはまったくの異質な存在で完全に一線を画していました。

　ぶわっと揺れたたいまつの炎を、あわてて安定させながら、ほむらはその巨大構造物に向かって指差します。

「あれって……あれって……私がクレバスから見た壁だよ……!!」

「……じゃあ外まで貫通してるってこと？　途方も無いな」と佐保。

　やはりあっけにとられながら、その構造物を見つめる東野が、傍らの少女に尋ねます。

「鼎───もしかしてこの神殿があるって知ってたのか？」

　だから、失踪するような真似を？　と東野は言いたかったのでしょうか。しかし鼎は首を振りました。

「いいえ。あたしも心底驚いてるわ」

「知ってたらユリちゃんが、他人と一緒に来るはずないよ」と佐保。

「……まあそうだけど」

　日ひ吉よ坂こ高ーのノリは今いちよくわかりません。

　踊り場から続く階段は、住居区を通る道となり、あの構造物まで続いているとはっきりわかります。

「行ってみよう！　あの下まで！」

　そのほむらの提案に、反対する者は一人もいませんでした。




　地下空間の下層部を貫く道を、巨大構造物へと向かう四人。

　暗く入り組んだ細道。折り重なる家々。そこに暮らした者たちの営み。何に使われたのか見当もつかない、奇妙で独創的な道具の数々。壁を這い渡りそのまま枯れて凍ってしまった観葉植物の花々。あどけない玩具。

　にもかかわらず、ひたすらに無人というその空虚───

　さまざまな好奇心を刺激するものに惹かれながらも、彼方に望む畏怖そのものと、無音の廃墟からたちのぼる恐怖に突き動かされながら、彼らは先へ先へと邁進しました。

　こちらへ倒れ込むようにオーバーハングして迫る構造物の前面まで到着してみると、平衡感覚をぎりぎり締め上げる言いようのない迫力に圧倒されます。

　巨大構造物は異様さばかりが先立ち、その用途はまるで見当がつきません。

　壮大な礼拝堂のようでもあり、前衛的なオブジェのようでもあり、極端に言えば星を征く船のようでもあります。

（なん……だろう……この嫌な感じ……）

　巨大さからだけでなく、ひしひしと感じる嫌悪感にほむらは戸惑いました。

　この地の底に住まう人々は、如何なる方法でこの存在と折り合いをつけていたんだろうか……と、過去に想いを馳せずにはいられません。ひたすらに無視するほかに、発狂をまぬがれる手段はあったのだろうか、とまで。

（それともまるで敵のように憎んでいた……とか？　だったら正気を保てるかな……）

　誰にも言えそうもない突拍子も無い考えを、ほむらはぶるぶると振り払います。

「言い出すべきかどうか迷ってたんだけどさ……」といきなり佐保。「かすかだけど、この先から獣っぽい匂いがする。ただあんまりいい匂いじゃないね」

　と、不吉なことを呟きます。

　東野もまた近づくにつれ、表情を険しく尖らせてくるのがわかりました。

「話しにくいからひとまず神殿、と呼ぶけれど───この神殿は、ここに住んでた連中の鉱脈だったんじゃないかな。ほら、手近なところの装飾類はすべてはがされてしまっている」

　そう推測しながら、巨大構造物の広大な接地範囲を示す東野。

　確かに自分たちが立っている周囲一帯の遺跡からは、壮麗な雰囲気は完全に取り払われてしまっています。地中に埋没している場所にすら、執拗に土を掘り下げて採掘の手が入り、その素材を奪い去っています。

　見上げる高所にも、蜘蛛の巣のように、あちこち木製の足場が組まれて這い渡り、縦横自在な往来が可能だったようです。今ではそれもかなり崩落してしまっていますが。

「本当に神殿だとしたら、ぜんぜん敬意が感じられねぇ。墓所だとしても同じだ」

　そんな東野の言葉と、周囲の光景を目の当たりにして、彼らにもすぐ連想されるものがありました。

　エジプトのピラミッドです───かの壮大なる墓所をすべらかに覆っていた美しき化粧石は、堂々たる盗掘行為によって剝ぎ取られました。我々が慣れ親しんでいるブロック積みの姿は、顔の皮を剝ぎ取られたがごとき哀れな姿なのです。

「じゃあ、これはぜんぶ盗掘の跡……ってこと!?」

　と目を見張るほむら。たぶん、と頷く東野。

　じっと周囲を観察していた鼎もやはり意見は同じのようでした。

「そうか……盗掘の村なんだわ……この地下の住居全体が、この神殿を冒瀆するための工場なんだ」と鼎が呟くように言います。

「世襲制の盗掘者かい？　盗掘者の一族？」

「……ええ、そう思える。彼ら自身にとっては、盗掘をしている、という認識は薄かったかもしれないけれど」

　ほむらも感想を一言。

「じゃあ何代もかけて盗掘して、あらかためぼしいものは取っちゃったから、村も捨てちゃったってことなのかなぁ。こんな場所で暮らすのは、どう考えたって不自然だものね」

　それは確かにねぇ、とほむらの言葉には皆素直に同意します。

「まだ通路は続いているわ。先へ行ってみましょうよ」

　鼎は率先して先に立ち、即席のパーティ一行を促します。




　───四人は自然と隊列を組んで進みます。

　明かりを灯す少女二人を内側に、前面を東野。後方を佐保が観察しています。

　ほむらは大きく頭上にたいまつトーチライトを掲げ、何か興味をひくものがあれば鼎が魔法光ローソクをそちらへ素早く飛ばします。

　足下には神殿の段差を越えるための板が敷かれています。

　その上を何度も資材の運搬車が通ったのでしょう。深く刻まれた轍が残っているのがわかります。

　進みながら東野が口を開きました。

「氷河の下にどうしてこんな広い空間を作れたんだろと思ってたら、このクソ重そうな神殿が、氷河の流れをせきとめて邪魔してたからなんだな。ここの住人がコツコツ掘り出したわけじゃないんだ、きっと」

　後方から佐保が口笛を吹きます。

「───いや、違うって巧くん。この神殿は下流側に建ってるみたいだよ？」

「えっ、マジで？　逆か!?」

　神殿そのものが、けっこう急な上り坂の傾斜となっているために、東野は方向を勘違いしていました。確かに逆です。

　佐保が「あっちが氷河の上流じゃん？」といって示した方向をみんなで見つめます。

　そちらの壁面には、天井から時間をかけて溶け落ちてきた氷柱の塊と、それを避けるようにして壁面に張りついて立ち並んでいる住居があるばかりです。

「…………」

　またもや謎がひとつ増えてしまいました。

「……仮にこの構造物が神殿としてだけれど───」普段とは人が変わったように活き活きと遺跡を観察する鼎も、また何か思い当たったようです。「───谷の裾側へ向けて、それも斜めに傾けて建造するなんて異常だわ。建造後に地崩れでもあったんじゃないかしら。それに階段や通路のひとつも見当たらない。ぜんぶあとから盗掘者が作業をしやすいように作ったものばかり」

「ハイ、議長！　その理由として、私は『じつは宇宙船』説を推します！　無重力だから、方向とか、階段とか関係無いのです！」

　ほむらの得意げな思いつきに、鼎は顔をしかめますが、佐保はくいつきました。

「そしたら、すばる姫たち虚惑星人のご先祖は、宇宙人だったりして？」

「宇宙人との間に、人間との子供が生まれるとは思えないけど」

　と反論する鼎に、ほむらはゴリ押し。

「そこは愛で！　ラブ！」

「虚惑星人ヌテラリアンは俺たち地球人にとっては宇宙人の括くくりだろ、一応」と東野。「ここが宇宙船の中かどうかはわかんねーけど、虚惑星人たちが遠い場所へ去ったっていうのとは、なんか関係があるのかもな」

　そう語りながら東野は天井を見上げました。

　神殿の手前側の盗掘は徹底的で、天井もまた剝がされていました。場所によっては十数メートルにもわたって大きな穴があき、向こう側の氷河がのぞいています。

　氷河からうっすらと光が射し込みます。さっきまでは無かった光です。それは割けたクレバスから外光が直接射し込むのではなく、氷河を透過してきた光のようです。

「そうか。もう朝日が山側から顔を出す頃だ。それにしちゃけっこう明るく見える」

　明暗の差がはっきり見えるように、ほむらと鼎は魔法の光を一いっ旦たん消しました。確かに氷河の一部だけが太陽の光を乱反射させて透過しているように見えます。

「…………」

　似たような箇所を他にも幾つか見つけます。

　氷河を見上げる鼎にまた角つのが現れ、一呼吸の間を置いて消えました。

「……魔法の光じゃないわ。自然光ね。どういう原理なんだろう」

　結局それについては解らぬままでしたが、やがて周囲の様子が判じる程度に地下空間は明るくなり、ほむらのたいまつトーチライトも不要になりました。




　神殿内の傾斜をのぼりながら百メートルほども奥へ踏み込むと、作られた足場が狭まりはじめました。神殿の外壁の厚みが増しているらしく、神殿内部の円柱状の空洞も細くなってきます。

　前方にそびえたつように見えてきたのは、無骨でいかめしい太い梁はりが複雑に組み合わせられた、あたかも祭壇のような場所でした。

　祭壇のように見えるのは「この場所は神殿建築ではなかろうか？」というフィルターを通して見ているせいで、本当は異なる意味合いを持った場所なのかもしれません。

「あと半分くらい行ったら行き止まりみたいだね」とほむら。

　振り返ると佐保はじっと周囲を観察し、しきりに匂いを嗅いでいます。

　先ほど獣っぽい匂いがする───と言ってからずっとそれを気にしているようですが、今のところ何も彼の発見はありません。

　ほむら自身もあの幻肢虎と再会したい気持ちが一層強まりました。外出禁止の言いつけを破ってまで遺跡の奥地に踏み込んだのですから、ここは是が非でも。

「すばる姫の城の建築様式に似てるところもあるな……というか逆なのか？」

　とある盗掘の作業場に東野が近づきます。

　いかにも石切場らしく、点々とくさびが打ち込まれたままになっている石の壁。

「───逆って？」と尋ねるほむら。

「うん。むしろこっちの神殿のほうが、建築様式や飾りの意匠の、元なんじゃないかってこと」

「ふむん？　こちらが元祖ですと？　それは私の『実は宇宙船』説を強化するお言葉ですな。ちょっとサンプルを持ち帰って、年代を測定してもらいましょうかねえ」

　などと同じく石切場へ近寄り、おもむろに壁に手をつくほむら。

「───わっ、わわ？」

　と、その拍子に畳ほどの大きさの石壁がはがれ、ぐらりと倒れかかります。

　慌てて東野がほむらの手を牽いて難を逃れます。危うく下敷きになるところでした。十五センチほども厚みのある立派な石壁は彼らの足下で真っ二つに割れました。

「壊すなよ！　お前はマナーの悪い観光客か！」

「す、すいませんっ！　ほんとすいません！」

　高鳴る心臓をなだめながら謝るほむら。

　ところが、その壁の向こうには、これまでとは異質な素材が現れました。金属製の壁です。表面には工業製品のように無機質に引かれたラインが何本も並行して走っています。

「なんだ……金色の壁？……鍍金めっきか？」

　東野が鞘の先で壁を突くと、その壁自体からは全く音は響きませんでした。つまり相当な厚みがあるということです。

　ほむらが触れると、手袋越しに冷気が伝わってきました。顔を近づけ、よくよく見てみるとライン部分には繊維状の模様が見て取れました。

「危ないぞ。顔が張りついて凍傷になる」

　東野の忠告にほむらははっとして壁から離れます。

「……無む垢くの青銅だわ」と鼎。

「青銅って？」

「銅とスズの合金。あなたのお財布の中にもあるでしょ」

　言われてみれば、十円玉硬貨をもっと明るくしたような、曇りの無い赤みがかった金色をしています。近づくとぼんやりと顔が映るほどです。

「おおぅ……これが銅鏡ってことかぁ」と変な感心をするほむら。

「青銅？　青銅ってブロンズって奴でしょ？　なんかイメージ違うなあ」と佐保。

「だよな。だいたい、全然錆びてない」と東野。

　材質を見抜いた鼎も、その壁面を見つめながら考えこんでいます。

「……あたしたち探検部が保存食に施すみたいな、酸化防止の魔法をかけてあるんじゃないかしら」

「なるほど。だとしてもさ、鋳造した金属で壁を葺ふくのか？　そんな建築、聞いたことも無いな。コストかけすぎ。まるで軍艦か何かじゃん───桃山先輩がいたらもっと詳しく解ったのになぁ」

「自分たちだけで来たいって言ったくせにぃ」

　とほむらが突っ込むと、そうだな、と東野は照れくさそうに笑いました。




　先ほどのような石材のはがれに注意しながら、傾斜を最奥部まで登り切ってみると、張り巡らされた太い梁にも、無錆の青銅が使われていることがわかりました。

　むしろ青銅の方がこの神殿の肉や骨であり、表面の石はいわば皮膚にあたる───ピラミッドの化粧石に相当する建築素材なのではないかと思われました。

　もちろんそれは、まだ駆け出しの調査官が頭を寄せ合っての結論にすぎません。

　それでも東野たちは、この異様な神殿に隠された神秘の一部を解き明かしたことで、興奮の度合いを強めます。

　……しかしその一方で、そろそろ朝食が恋しくなってきたほむら。

　移動中にすばる姫からの差し入れの菓子を口に入れてきたとはいえ。

「秋穂くんどう？　虎とか、虎とか、あと虎みたいな匂い、する？」

「…………いや」

　佐保は自分の鼻を手で覆って、顔をしかめています。

「どうしたの？」

　佐保はゆっくりと神殿の奥へ、二つの梁の交差する下部の空間へと歩み寄りました。

　するとそこに───

「ひっ……また骸骨が……！」とほむらはびくつきます。

　朽ちた布に包まれた死体が、石壁にもたれるような姿勢で倒れていました。

　よく見るとそれは先ほどのような骸骨ではなく、皮を残し、その一部は死蠟化しています。低温で腐敗が満足に進行せずに、人体に含まれる脂肪が残ったのです。

「これ───扉だ。まだ先があるのか……！」と死体よりも、死体が寄りかかっていた場所に驚く東野。

「───でも、かんぬきがかけられてる」

　鼎の視線の先には確かに、太い木材の渡された扉の鍵がありました。それはあたかもその故人が、扉にかんぬきを渡し、そしてその場で力尽き息絶えたかのようでした。

「向こう側からもっと異臭がする」と佐保。

「えっ……それどういうこと？」

「たぶん、こんな感じの死体がまだ向こう側にある。もっとたくさん」

「ひぃぃやめてよ」怖気の走る自分の胸を抱くほむら。

「───開けてみましょう」

　顔をしかめながらも、寄りかかる死体の腕を摑み、脇へ寄せようとする鼎。

「か、鼎さんよくそんな事できるね……っ」

「だったらほむらも手伝って」

「…………えええ……？」

　大胆な提案に判断の定まらないほむらは東野を頼りに見ます。

　彼がこの扉の向こうに進み、様子を知りたがっているのはすぐにわかりました。

　金具に堅くはまっているかんぬきを動かそうと試みる鼎の袖を、思わずほむらは引っ張ります。

「───どうしたの？　怖いなら退がっていていいわ」

「ゲ、ゲームだったらさ、ここで一旦セーブしとくべきじゃない？　なんだか危ない予感しない？」

「何が言いたいわけ？　帰るんだったら別に止めないから」

「鼎さん冷たい───と、東野君も、これ以上進むのはマズいって思わないの？」

「……まあこの先に、幻肢虎がいる筈もない、ってのは確かだろうな」

「だよね？　ね？」

　ところが佐保がそこでさらに判断を迷わせる材料を持ち出しました。

「こんなのもあった」と、佐保がぶらんと腕先にぶらさげて見せたのは、小型の獣の死骸でした。黒ずんで汚れた毛皮、そして長いしっぽ。

「キツネだね───そこの下の通気口みたいな場所に挟まってた。たぶん何十年も前の死骸だけど、この盗掘屋さんの死体よりはずっと新しそうだ」

「どういうこと……？」

　びくともしないかんぬきを、手近な石材で叩く手を止めて、強くいぶかしむ鼎。

　佐保も腕組みをして、死骸を観察しながら思案します。

「うーん……僕らが入ってきたのとは別の出入り口がどこかにあるか……」

「でなきゃ、この扉の向こうが、外に繫がっているってことだな？」と東野。

「なるほど。そうだね」佐保は同意して頷きました。

「だったら好都合じゃない？　このまま扉を通って外へ出てみましょうよ」と鼎。

「───よし」

　外へ繫がっている可能性を得て、俄然進む気になった東野。鼎に協力して、重いかんぬきの解除に取り組みはじめます。孤立無援になったほむらは、大いに不安に包まれ始めました。その背後でまだ腕組みしている佐保がぼやきます。

「たださぁ」

「───な、なに？」次はどんな死体が、とおっかなびっくり尋ねるほむら。

「このキツネはこんな寒い場所にいるはず無いんだよ。もっと南方の大陸のキツネで、どっちかっていうとイヌの仲間だ」

「───南方？」

「誰かがっ、飼ってたんじゃっ、ないっ？」と石材を叩きつけながら語る鼎。

「ははぁ、飼いネコじゃなくて、飼いギツネかぁ。だったらそんな冒瀆的なことしてユリちゃん、ファラオの呪いを受けないといいねぇ」

　ニヤリとほくそ笑みながら脅す佐保。

「いや、そしたら私達だってヤバいと思うよ……」とほむら。

「ここが墓所なんかでないことは、賭けてもいいわ」

　東野と鼎がかんぬきに取り組んでいる脇で、ほむらは仕方なく、びくびくしながらも死体を壁のそばに寄せ休むようなポーズで寝かせると、自分は手を合わせます。

「なむなむ……えーと墓泥棒さま、私達は墓泥棒じゃありません……ちょっと好奇心旺盛な高校生です……すこしばかり仕事場を見学させてください……呪ったりはマジ勘弁ですよ……なむなむ……」

　拝む相手は大人の男性の死体のようでした。怖々と体をのぞき見る限り、外傷は見当たりません。だとしたら、なぜこの男性がこの場所に倒れていたのか気になります。武器による闘争が原因でないとしたら他には───

（病気とか？　あるいは……魔法？）

　まだほむらの習得している範囲では、相手に怪我を負わせることなく、意識不明状態やあるいは死に至らしめるような呪文はありません。が───

（そっか……たとえば窒息だ。水を操れば、気道をふさぐことだって出来るよね……）

　御陵部長が華麗に操っていた海水のことを思い出します。

　しかしそんな自分の発想に、ほむらはぶるぶると身震いします。

「よし、外れた！───開けるぞ？」

　気後れしつつも立ち上がって身構えるほむら。

　観音開きの石扉が重々しく開かれたその先には───

　そこには佐保が脅した死体の山などはありませんでした。

「ありゃ？」と首をかしげる佐保。

　顔を覆っていた手をおろし、ほむらも大きく安堵の息を吐きます。




　扉の奥の様子は一転し、高い天井を持つ通路となっていました。

　それまではちょっと異様な興奮に取り憑かれていた東野や鼎も、はっきりと警戒心をみせるようになります。

「鼎───昨夜、罠って言ってたよな。どんなものが考えられるんだ？」

　再び魔法光を灯した鼎がじっと思案します。

「……以前の遠征中に、上狛部長や多賀さんから教わったものは、ここでは当てはまらなそう。規模も内容も違いすぎて比較できそうもない」

「そうだね」と同意する佐保。「どっちかっていうとここは罠を仕掛ける暇も無くて、一切合切そのまま放棄しましたって雰囲気だからね」

　怪訝な顔でそれを聞く東野。

「……ますます安心できなくなったな」

　障害物となる梁が増えた通路は、今度は下方へと折れ曲がっていました。

　下へ向けて縦穴となった空洞が拡がっています。

　小石をその空洞に落とすと、コーン……と音が帰ってくるのに四秒近くかかりました。

「これ……かなり深いぞ───まったく、いよいよ用途不明な遺跡だぜ」

「おーい、こっちに階段がある！　下に行けそうだ！」

　ザックからザイルを取り出しかけていた東野は、佐保の叫びを聞いて安心します。

　しかし───

「……っ！　消えた……!?」

　まだじっくりと縦穴を覗き込んでいた鼎が息を吞んだ気配に、一同は振り返ります。

「どうしたの、ユリちゃん？」

「……飛ばした魔法光ローソクが消えた！　変よ」

　下の様子を照らして確かめようとしていた鼎は深刻な顔です。

「魔力が届かないくらい、遠くへ飛ばそうとしたからじゃ……？」

　というほむらの言葉には彼女は首を振り、東野に向き直ります。

「東野くん───発煙筒を持ってきてる？」

「ある……けど、ここでは使いたくねえなぁ……」

　ごくり……と唾を吞む、ほむら。

「あのぉ……たＰいトまーつチで照らしてみようか？」

　それはヤメロ、と全員が首を振ります。

「穴あけたりなんかしないってば！　まぁ、壁は壊しちゃいましたけどぅ……」




　四人は、ゆるやかに螺旋を描いて降下する石造りの階段を降りていきます。

　通常のたいまつトーチライトの呪文で照らされた階段。

　その意匠デザインには、ほむらたちにも見覚えがありました。すばるの城のものとよく似ているのです。ところどころには暗闇をたたえる不気味な窓があいています。

　ある程度降りていくと、さらに異様な光景が広がっていました。

　それは階段に点々と落ちる、多数の小動物の死骸です。

「この子たちも何処からか紛れ込んだの……？　どうして下の方に多く溜まっているの？　この先が遺跡の外に繫がっているんだったら、上にあるはずでしょう？」

「僕にもわからないよ。死因はガスかな……？　でもだったら……」と悩む佐保。

　一行の先頭を進み、警戒をゆるめず押し黙っていた東野が振り返りました。

「……冒険はここまでだな。引き返そう。ここから先はきっと俺たちの手には負えない」

　これまで、この遺跡では感じられなかった、はっきりとした危険を覚え、彼は断言します。

「あたしは行くわ」即答で反対の決意を示す鼎。「もう少しで下に着けるはずよ。引き返すのはそれからでいいでしょ」

　東野と鼎の意見が割れます。パーティには多数決の空気が流れました。

　佐保は「僕は棄権する」と丸わかりな態度で、飄々と肩をすくめます。

「……ま、珍しい動物だったら、たとえ死骸でも観察はしたいけどね」

　そうして、ほむらを見つめる東野と鼎。

（動物が……だったら……この先に幻肢虎が？）

　とっさに答えを返せず、黙り込んでしまったほむら。

　そこでふと、東野が「ん？」と顔をしかめます。

　東野のブーツの先に、ぼんやりと淡い光が灯っています。

「……なんだこれ？　さっきの発光性の菌類か？」

　階段の段差に足を乗せ、よく観察しようとブーツに手を伸ばした東野。

　───それはビー玉に似た透き通った小石です。発光するその小石は、ぷるぷると震えると、今度はするりと東野の手袋へと移動しました。

「…………うっ……!!」

　慌てて振り払おうとする東野。しかし小石は手袋から決して離れず、さらに光を増しました。

「うっ……なんだこれっ……登ってくる……！」焦る東野。

「と、東野くん！　グローブ脱いで！」「お、おう！」

　ほむらの言う通りに手袋を外すと、光はふっと弱まり、小石もまたコーンと音を立てて下に落ちました。そのままコロコロと階段を転がり落ちていきます。

「ちょ、なんかヤバいぞ！　階段戻れ！」

「い、今の石、生きてなかった？」「いいから戻れって!!」

　下側から東野がせかします。

　ところが鼎一人がその場に留まったまま離れず、周囲を油断無く見渡しています。

「ほむら、たいまつトーチライトを消して───」「えっ、でも」「いいからっ」

　厳しい調子の鼎の様子に、ほむらは仕方なく頷きます。

　術者の動揺を反映し、ぼわっぼわっと脈動していたたいまつを、終端処理ターミネートのパターンを唱えて鎮めました。

　真っ暗となる階段。唯一の光源は、鼎の灯す最低限に絞られた魔法光ローソク一個だけ。それもまた鼎みずからが両手で覆って隠します。

　───すると、彼らが降りゆこうとしていた階段の先に、ぼんやり緑色の輝きを放つ光点が幾つも幾つも浮かび上がりました。

「こんなにあったの……？　いつのまに!?」と驚くほむら。

「動物の死骸からでた燐光りんこうとか？」と佐保。

「いや、違ちげぇぞ……こっち近づいてきてる……さっきのと一緒だ」

　また魔法光を戻した鼎が呟きます。

「……『魔ま法ほう液えき晶しょう』だわ……っ……こんなに……？」

「なんだよそれ。罠……なのか!?」と東野。

「液晶は……精霊石の一形態よっ。一切の意味あるパターンを持たない、完全に中立な単たん位い元げん───」

「全然わかんねぇよっ」

　激しく言い合い、全員が少しずつ階段を上りながらも、静かに迫ってくる不気味な光から目が離せません。

「精霊石だって……？　じゃあ、とにかく貴重なものなんだな……？」と東野。

「ええ。でも……これまで一度の探索の機会で見つかっているのは、一滴とか二滴とか、ほんとうに少量なのよ。結晶の精霊石を貴金属の黄金にたとえるなら、液晶はプラチナみたいなもの。だから……こんな大量の液晶の発見報告なんて聞いたこと無いっ……!?」

（精霊石……!?　これが全部？）

　啞然とするほむら。液晶という聞き慣れない姿をしているとはいえ、これだけの精霊石があれば、ほむらたちの問題の解決に一役も二役も買ってくれそうです。

「へぇ～～じゃあ、お宝発見じゃない。ちょっと持ってかえろうよ。やったね！　いいお土産が出来たじゃん!?」

　と、吞気な調子で階段を降り始めた佐保の腕を、鼎がとっさに摑んで引き留めました。

「───ん？　どうかしたユリちゃん？」

「………………行ったらダメ」

　鼎はそれ以上佐保を進ませようとしません。彼女を横目で見たほむらには、言葉に出来ない不安が鼎の胸の中でもたげてきている様子が察せられました。

「あれ、怖いの？」

　目が慣れると、さらに階段の奥にも光点を発見することができ、それらがじりじりと這い寄ってくる光景に、ほむらはぞっとしました。

「ト、たいまつトーチライトを戻すからね───？」

　安心できる暖かな光を求めて、ほむらが呪文を心の中で唱え始めた時───

　階段に散らばる液晶たちは、ぐんと速さを増して、ほむらめがけて一斉に集まり始めました。もっとも近くに落ちていた液晶の滴しずくたちは、まるで意志を持ったかのように、ころころと転がりながら迫ってきます。

「えっ───えっ───ちょっと、来ないでったら!!」

「詠唱を止めて！」そう叫ぶ鼎にも液晶はゆるゆると近づいていきます。

「おいこれ、魔力に集まる性質があるのか!?」と叫ぶ東野。

　しかし最初の液晶は、魔法を使っていない東野にも吸着しようとしていました。

　いつまにか鼎の膝の裏を這いのぼっていた液晶を、めざとく見つけた佐保が、外した自分の手袋で、ばしっとはじき飛ばします。

　動揺を隠せぬまま答える鼎。

「───え、液晶の性質はよくわかってないのよ。い、一説では、論理的思考に引き寄せられるって……」

「つまり、何か考えたらダメってことかよ」

　一行は揃って階段を駆け上がり、液晶から距離をおいて顔を見合わせました。

「液晶に毒性はあるのか？」と東野が鼎に尋ねます。

「無いわ。あるわけが無いわ───完全に中立だって言ったでしょう」

　息を切らして鼎が答えます。

「……だったらいったいこの動物たちに何が起きたのか……」と、佐保はあらためて周囲の死骸を見つめます。

　動悸のおさまらない胸に手をやりながら、ほむらが呟きます。

「私にとっては、すっごくブキミ悪いっていう影響はあったけど……階段を降りた先で、あの魔法液晶が、もっともっとたくさんあったら……どうなっちゃうの？」

　強く首をふる鼎。「しらん！　わからへんそんなの……っ！」

　その時───ひたひたと階段を登ってくる、ぼんやりとした影がありました。

　またもや液晶が迫ってきたのかと身構えた彼らの前に現れたのは、あの幻肢虎でした。

　息をのむ四人。けれど───

「……っ……幻肢虎が……！　もう……消えかかってる……!?」

　ほむらは思わずその影に向かって迎え降りていました。

　数日前の遭難時に感じられた、不思議な感触はもうありません。

　もの悲しげな眼差しで後ろ足で立った幻肢虎は、ほむらの肩に首をのせてもたれました。一度は氷原で押しつぶされたその強烈な重さも、もうまるで感じられません。

　幻肢虎を抱きかかえるようにして、呆然と立ちつくすほむら。

「…………どうしよう……やっぱり、この先に何かあるんだ……」

「日ノ岡さん、行こう───」

　一瞬呆気にとられその光景を見つめていた佐保は、決意の眼差しでほむらを見据えました。周囲の動物たちの死骸を目にした彼にも、はっきりと思うところがあるようです。

「あかん───」先ほどまでは、遺跡深部の探索に意欲的だった鼎は意見をひるがえします。「───何が起こるかわからない。行ったらだめ」

　多数決は、二対二───鼎はほむらへの説得を請こい求めるように、東野に鋭い視線を向けます。東野はほむらに向き直りました。

「俺だって、幻肢虎を見過ごせない気持ちはあるよ……けど」

「……冒険だよ東野くん。きっとこれが、冒険なんだよ」

「……っ……」

　東野の返事を聞くことなく、ほむらは再び階段を降りはじめます。

　その脇には寄り添うように、幻肢虎が付き添います。

　やがて一番手近にあった液晶を見つけると、ほむらはひょいと拾い上げました。グローブに載せられたそれは、堅い鉱物から液体へと変質し、じりじりと腕をのぼりはじめます。他の者たちが、いったいどういうつもりなのかとほむらの行為を凝視していると、

「ボ……ボァー!!」

　といきなり大声で叫びだしました。突然の絶叫にたじろぐ彼らの前で、液晶はゆるゆると動きを止め、ほむらの腕を離れると、ことんと下に落ちました。

「ハァ……ハァ……」緊張に深呼吸するほむら。

「何……今の？」鼎は耳をおさえながら、怪訝な顔で尋ねます。

「カ、カバの……交尾の声……です」と赤面して答えるほむら。

「───はぁぁぁ？　交尾ィ？　ば……バカじゃないの!?」

「カバだってば」と真剣に返すほむら。

　おおいに鼎は呆れかえり、その隣で佐保はぽんと手を打ちます。

「よし、それでいこう！」

「───本気かよ!?」と東野も目を剝きます。

「ここは冒険だよ、東野くん！」

　身も心もカバになるつもりで、ほむらはふんと鼻をならします。

　東野もまた盛大な溜め息をつきつつも、仕方ねーなぁ、と頷くのでした。




　四人は絶叫しながら、再び階段を降りていきます。

　それはもう周囲からみたら恐ろしく間抜けな光景ですが、本人たちは必死です。

　もはや魔法光ローソクの呪文を唱えている余裕はありません。

　液晶の淡い光に包まれた暗闇を足早に駆け下りていく四人。

　やがて、ついに階段が途切れる最下層にまで彼らは到達しました。

（──────！）

　全員が驚きに息を吞みます。

　そこに拡がっていたのは、幾本もの梁がめぐらされた聖堂のような広間に、鍾乳洞の地底湖を思わせて満ちる、液晶の湖でした。

　前代未聞の膨大な液晶です───

　頭が真っ白になるようにとにかく叫び続けます。息を切らすと、それを察知したかのように液晶の湖面にさざなみが走り、思考を反映した波紋が拡がっていくのがわかります。

　その中を、幻肢虎に導かれながら、湖上に渡された梁の上を伝い進みます。

　本来はガラスのように硬く透き通って満ちている液晶は、論理的思考を求めて素早くその形態を変えます。

　恐怖にとらわれた鼎が立ち止まり、無言のままぜいぜいと息をつくと即座に周囲の液晶は形を変えて、彼女の足下に向かって一斉に押し寄せました。

　東野と佐保の二人は自分たちも叫びながら、慌てて彼女を下から支え、肩の上に持ち上げます。そうして膝をからめとろうとする、溶けた石を蹴り払いました。

　何も考えないようにするのが、こんなに苦しいことだとは───！

　彼らの先頭を進むほむらは、ただ幻肢虎に追いすがります。




　やがて湖の前方に、ほむらたちが発するのとはまた異なる思考のさざなみが浮かんでいました。

　湖に水晶柱のように屹立し、その結晶の柱の中に埋もれているのは───

（げ、幻肢虎……の……子供……!?）

　それまで彼らを導いてきたまぼろしの幻肢虎は、振り返りながら湖面をひたひたと歩くと、その巨大な結晶に触れて消えます。

　その先で、あたかも琥珀に封じ込められた化石のように、硬化した液晶に閉じ込められていたのは、まだあまりにも幼い姿の、幻肢虎の幼獣でした。

　光の中で一切微動もせずに静止しています。

「……っ……」

　見つけた幻肢虎はその一頭のみではありません。

　光のさざなみを発するその幼獣の他にも、同じ体格の幼獣が二頭います。しかし、

（……死んでる……とっくに……）

　二頭の幼獣は、液晶からは半ば露出しながら沈黙し、液晶の運動に巻き込まれたためか元からの怪我なのか、もう生きていた頃の姿を留めてはいませんでした。凍りついて渇いた血の痕跡がその毛並みに残っています。

　ほむらと同じく、それを食い入るように見つめる鼎。

「……なっ……液晶で遮蔽された、時間停滞空間っ!?　まるでタールピットじゃない……降ろしてぇや！」

「ちょ、ユリちゃん、上で真面目なこと考えんのやめて！」と彼女を肩車する下で、液晶に太腿まで襲われながら、交尾の声真似とは別の悲鳴をあげて暴れる佐保。

（…………っ……！）

　───つと、ほむらを強引に押しのけながら東野が前に出ました。

　すでに思わず半歩前へ踏み出していたほむら。

　そんなほむらが取ろとうする行動を、彼はすぐに察したのです。一瞬振り返った東野はほむらに微笑みました───お前の無茶ぶりなんてとっくにお見通しだよ、と。

　鞘から剣を引き抜いた彼は、袖をまくりあげた自分の腕に刃先を滑らせました。

「ぅぐっ……」

　呻くやいなや梁から前へ踏み出し、湖面へ足を進めます。

（……東野……くん……っ！）

　息苦しさに包まれながら、心中で悲鳴を上げるほむら。

　東野はその幻肢虎に向かって素早く歩み寄ります。

　足下に波紋がひろがり、湖面は奇跡のように彼を支えます。ですが、その数歩ごとに、液晶の湖はより深く彼をのみこんでいきます。

　そのたびに東野は自分の腕を再び剣で切りつけました。

　腕先から零こぼれ落ちた血が、光る湖面に拡がって点々とした黒い影となります。

（早く……早く…………早く……っ……！）

　固唾をのみ見守る仲間たちの前で、何度も湖水に没しかけながら、東野は幻肢虎の幼獣を封じた輝く柱の前へとたどりつきました。

「……はぁっ……」大きく息を吸う東野。

　思い切り幻肢虎へと手を伸ばします。

　強い抵抗に押し返されながらも、少年の腕先は結晶にぐっと沈み込みました。

　しかし───その結晶柱は大きく形を変え、東野に向かって激しく襲いかかってきました。胸を駆け上がりのど元に迫り来る液晶の波。

「日ノ岡───！」

　それでも東野は、ぐったりうなだれる幻肢虎の幼獣をその手にしっかりと摑んでいました。すぐさまほむらに向かって正確に投げ渡します。

「ぐっ───くそっ───」

　顔面を液晶に覆われる東野。

　かろうじて受け止めることの出来た幻肢虎を胸に抱きあげながら叫ぶほむら。

「東野くん───！」

　彼はもう、ほむらの叫びに答えるすべを持ちません。

　なんとか皆の元へ戻ろうと必死にもがきます。しかしもがけばもがくほど、知性に反応し活性化した液晶は、彼を重く絡め取り離そうとしません。

（……東野くん……！）

　強く胸に幻肢虎を抱き、ほむらは決意します。

「秋穂くん、ユリちゃん、二人とも走って───!!」

「何を……ほむら……っ!?」いぶかしみ叫び返す鼎。

　そんな頭上の鼎の叫びを無視して佐保は、出口に向けて梁の上を駆け出しました。

「Ｈｉハイドラ──Ｏｘオクスィ──Ｍｇマグナ───」

　複雑なパターンを最速で織り上げます。

　ほむらの足下を中心に輝き広がるまばゆい液晶の渦───

「Ａｒアルゴス!!　たＰいトまーつチ───!!」

　振り上げられ片腕の先に燃え上がる炎の剣。

　その瞬間、広間の湖面全体に光が溢れ、激しく沸き立ちました。

　東野を吞み込もうとした液晶もまた、たちまちその大渦にはがされ、押し寄せ叩きつける激しいうねりと共に流れだしました。

　呼び起こされた魔法を少年はその瞳で見ました。

　液晶はそれまでのような不定形ではなく、整然と組織立てられた隊列を組み、ほむらの周囲三百六十度に展開したかと思うと、そのうちの一片が細く尖り、ほむらの胸へ達しました。

　彼ら四人の脳裏に、明瞭な澄み切った声が響きます。
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　東野の叫び声───

　突き上げる振動───

　胸に突き刺さる鋭い痛み───

　かすかなぬくもりと弱々しき鼓動───




　暗闇と太陽。砕けた月。瞬く星々。




　渇いた畝うねが連なる、ぶどう畑。

　生い茂るオリーブの大樹。色濃い木陰。

　その傍らに立てられた、小さく粗末な小屋。薄暗い室内。

　一人の老人が木の椅子にかけ、机に向かって幾何学をしています。

　ほむらは老人が描くその図形に興味を持ち、机の上を覗き込みました。




　ふと老人と目が合いました。

　紅い瞳が静かにこちらを見つめています。

　───[image: 〓]

　老人は嘆息すると、ほむらに幾何学を向けました。

　即座にほむらは、解析欲の旺盛な幾つものパターンに囲まれ定量化されていきます。

　自分は来てはいけない場所へ訪れてしまったのだと、ようやく理解しました。

　日ノ岡穂群はその個を剝がされ世界の礎となる単位元に帰するのだと。

　それでも意識は澄み渡り、不思議と怖くはありませんでした。




「退さがりおろう───《だいだりだい》！」




　いつのまにか、藍色の着物の少女がほむらの前に立っていました。

　ほむらよりも幼く小柄な、金色の髪の少女です。

「この者に触れること相あい成ならん、お天てん道とう様さまが許せども此この───が許さぬ」

　ばらりと腰の脇差しを抜きはらい、老人に向けてまっすぐに構えました。

　その彼／彼女の心を通じて老人の言葉が伝わってきます。




　───智慧ある者ソロンの末裔……プレイアデスの氏族の者か

　───地テ球ラ人ンとも混じり合っておる？




「応とも。江戸の生まれよ！」

　頼もしい時代がかった口上が響きわたります。

　老人は机に置かれていた陶製の小さな人形を地に投じました。

　人形は奇怪な怪物となり、少女に襲いかかります。

　三首の海蛇ヒュドラが、一カつト目ブのレ怪パ牛スが、甲羅持つ獅子ネメアーのライオンが、一斉に解き放たれました。

「化け生しょうどもめ、述じゅつ曰いわく──────！」

　少女はそれら怪物を睨み付けると、黄金の竜巻となって剣を振るいます。

　その描き出す極微と無限。

「──────是これにて合問といにあう!!」

　たちまちに怪物たちを絵馬や四角い額板へと封じ込めます。




　老人は机に片肘をつき、また薄く嘆息しました。

　───続けなくてはならぬ幾何学しごとがある

　───喜劇につきあわされる寸暇も惜しいのだ




　即座にオリーブの小屋を離れ、再び暗闇と太陽の世界に送り戻されるほむら。

　……ただ老人は少女を還す場所までは、さほど大事とは考えなかったようでした。








───幼い声が呼びかける。

「……おねえちゃん……？」

　まだ月つゆからそう呼ばれていたのは、いつの頃だったろう。

　記憶が混乱している。

　渇いた涙でざらざらと張り付いた目尻をぬぐい、身を起こす。

　暮れかけた空の夕映えが目に映る。すっかり遅い時間になってしまった。

　花壇脇の土手に寝転がっていた。制服に張りついた枯れ芝生を払おうとしたけれど、なんとなく面倒になってやめた。

　音おと羽わ中の校庭だ。

　緑がかった不思議な色の瞳がじっと私を覗き込む。

　可愛らしいよそ行きの服を着た薄い髪色の少女。

「おねえちゃん……振られたの？」

「……うん……お姉ちゃんは振られてしまいました」

　胸の内を見抜く言葉を抵抗なく受け入れ頷く。

　そうか。彼女は雨乃だ───まだ私の知らない幼い彼女だ。

　その彼女が土手にしゃがみ、私の隣にいる。やっほーアメちゃん。

「……だから、ぼーっとしてたの？　稚ち鮎あゆちゃん、ちょっぴり怒っていたよ」

「それは悪いことをしたなぁ。いつか謝まらないと」

「でも仕方ないね。振られたんだものね……」

　こくこくと彼女は納得して頷く。

　夜のとばりから忍び寄る肌寒さに、寂しさに、私は膝を抱く。

「こんな恋は、さ……たった一度だけだって。人生で一度きりの恋だって……そう思っていたのに。いざ終わってしまったら、何処へ行けばいいのかなあ」

「……死ぬの？」

「ずばり言うよね……さあ、どうしたものやら。何にも考えられないよ」

　何かを想えば、悲しみにつながっていくから。

　楽しかった思い出も、胸を熱くさせた憧れも、その想いが強いほど深い悲しみとなって私を沈ませる。

「死んだんだ、私───またいつか素敵なことが始まっても、きっともう、こんなふうに真っ白で新しい気持ちじゃ生きられない。何度もまた同じことを繰り返そうとして、それでも絶対たどり着けなくって、そのうち魂の抜けた人形みたいになるんだ」

「魂ってなあに？」

「……じぶんで選びとるってこと」

「それはむつかしいね」

　体育館から漏れ聞こえるバトンサークルの練習の声。

　少女と一緒に、星座の輝きだした夕空を見つめている。

　私は突き動かされたように、ふらりと立ち上がる。







　虚空を越えて届いた報せ。

　最初の雪のひとひらが───

　星のかけらが───

　私に触れる。







　まばゆい青い光芒が夜空を染め、校庭を昼に変える。

　光年の彼方からふりそそぐニュートリノのシャワー。

　わずか一千万年を生きいそぎながら老いた超巨星の

　　　　　　　　　積み重ね辿り着いたそのこたえが───

　彼の最後の鼓動が───

　私を打ちのめす。







　言葉も無いまま星の死を看取る私と少女。

「さようなら、ベテルギウス」

　そう少女は呟いて、小さな小さな手を振った。

　そうだね。挨拶をしよう。

　バイバイ、ベテルギウス。

　バイバイ、オリオン。

　託されたそのあまりにも迷惑な重さに、私はまたその場にぶっ倒れた。その時のたんこぶはまだちょっと頭に残っている。

　雨乃ー！　どこだー雨乃ー！

　夕刻に突如として開演した天体ショーに騒然となる校舎。その騒ぎに交じって連れを探し回る藤森の声を遠く聞きながら……

　私は未来へと牽かれていった。









　───頰をくすぐる感触に、ほむらは目覚めました。

「はいはい……起きますってば……やめてよ……」

　引き破れたパーカーから、容赦なく冷気が入り込みます。そのまま冷凍されそうなほど冷たい岩の上に、ほむらは横たわっていました。

　また耳に、ミァ、と濁った弱々しい鳴き声が聞こえます。痛む体を引き起こして、その場にあぐらをかきました。

「……ふむ……」

　足の間から、幼い幻肢虎が見上げています。

　……のような気がします。あたりは暗くて、ほんの輪郭がわかる程度です。

　体の節々が痛んで、さらに朦朧とする頭を振りますが、のしかかる鈍痛はなかなか去りません。魔法光の呪文を唱えようとして、はっと、ほむらは躊躇しました。

（あの魔法液晶を引きつけてしまうかも……？）

　闇の中でもきらりと輝く瞳だけが、確かに幻肢虎の存在を告げています。仔虎を抱きながら、片手で周囲を手さぐりすると、くしゃっとした防寒服の感触にいきあたりました。

「東野くん？」

「……ッ……日ノ岡か？　秋穂や、鼎は───？」

「わかんない……。でも幻肢虎は私が抱いてるよ」

　暗闇の中で言葉を交わしながら、東野は腰のエマージェンシーキットからマッチを取り出しました。マッチを擦ると、薄汚れたお互いの顔、小さな虎のきらめく瞳、そして周囲の様子がぼんやりと見えてきました。

　自分たちがいるのは遺跡の中です。

　あれだけ脅威だった魔法液晶は、もう周囲には見えません。

「どこだ……？　狭い部屋だな……誰かが俺たちを運んでくれたのか？」

「もしかしてユリちゃんたちが、私たちを安全な場所まで運んでくれて、助けを呼びに行ってくれてるんじゃ？」

「そうかなるほど……うっ……」

「……怪我したの……？　あの手の傷は!?」

「傷は平気だ。ちょっと気分が……転送酔いみたいな感じだ……」

　東野は周囲を見渡しながら思案します。

「さっきまでの神殿とは雰囲気が違うな……転送酔い……って待てよ？」

「え……まさか、私たち緊急脱出を？　ここ地球!?」

　それを確かめるために魔法を使うわけにもいかず、東野がもう一本のマッチを擦ろうとすると、狭い空間に光が現れます。

　ぎょっとして液晶の再襲来を警戒する東野。

　しかしそれは液晶よりもはるかに強烈な輝きでした。空中に現れ、見る間に分裂し、人ひと形がたの輪郭を作り始めます。

　その輪郭を完成させるだけの充分なスペースが無いと、あたかも稲妻が落雷の場所をさぐるように四方八方に光の触手を伸ばし、人形ひとがたの輪郭もまたあちこちに瞬間的に移動を繰り返して、すぐ床の一点に固定されました。

　強い光が薄れて、ふっと地面に降り立ったのは、見覚えのある相手でした。

「───アメちゃん!?」

「……っと……ほむらさん!?　巧さん!!　ご無事ですか!?」

　それは間違いなく雨乃でした。

　三人と一匹は、その室内からの出口を探り始めました。

　───置かれた状況を雨乃がかいつまんで語りだします。彼女は最初、第二キャンプのテントで、待機モードのまま眠っているつもりでした。ところが自分でも覚醒せぬうちに、テントの外へと寝ぼけて歩き出してしまっていたそうです。

「───寝ぼけたぁ？」と驚く東野たち。

「えへへ、お恥ずかしいです」

　そんな雨乃を、すでに起き出していた上狛が見つけました。上狛は雨乃以外の一年生が抜け出したのを残された書き置きから知り、その戻りを今か今かと待っていました。

　そこへまたもや雨乃が無意識に遺跡に向かおうとしていたのを見て、上狛も決意をかため、多賀一人をキャンプに残して、二人で出発。

　目の当たりにした遺跡のスケールに驚嘆しつつも、一年生たちの辿った痕跡を正確に追い、あの螺旋階段にまで辿り着きました。

　そこで、地下で異変が起きていることに気付きました。

「縦穴の下の方から、この世のものとは思えない奇怪な悲鳴が幾つも聞こえてきて……」

「いや……あれは、だな……」「えっとそのぅ……若気の至りと言うか……」

「───？」

　もじもじしながら話を先へ促す二人。

　すみやかに階段を降りはじめた上狛と雨乃もまた魔法液晶の存在を確認しました。

　しかしその時にはもう、液晶たちは猛烈な勢いで最深部めがけて集結する振る舞いをみせていた頃だったのでした。

「私たちが幻肢虎を助けようとしていた時だね。あの場にアメちゃんや上狛先輩もいたんだ！　じゃあ、秋穂くんたちも無事？」

「……それは……ごめんなさい、わかりません。上狛部長よりも先にあの地下の広間に駆け込んだボクは、空中に浮遊する液晶の群れにほむらさんが包囲されたのを見ました。部室で見送る転送の時とそっくりなまぶしい光を発して、ほむらさんは消えました。まるで液晶ごと消えてしまったように……」

　拡がった消失の波は、間近にいた東野にも達しました。

　雨乃は東野を助けようと梁の上から飛び降りて、そこで同様に消失の波に巻き込まれ、そうして直後には、この場所に出現していたのだそうです。

「じゃあ、俺たちやっぱり転送されたのか？　でもここは虚惑星なんだな？」

　ほむらが思い切って魔法光の呪文を唱えると、果たして空中に冷たい光が灯ります。

　間違いありません───ここは確かに虚ヌ惑テ星ラです。




　彼らは不案内ながらも、遺跡の出口を目指しました。

　しかしそれは予想より安易な道程でした。

　遺跡各所の扉に、まるで道しるべのように、扉を開放したまま固定するための処理がなされていたからです。

　ある一つの予感をおぼえながら、彼らは冷え切った遺跡内をたどり、外部からの新鮮な空気を感じる場所にまでたどりつきました。

「出口だ」「あれって……封鎖のテープ？」

　岩山に穿たれた洞窟出口で彼らが発見したのは、明らかに探検部の残した痕跡でした。

　幾重にも張られたテープの下をくぐり、出口に積もった雪をかきわけて外に出ます。

　山の中腹にあるらしいその出口からは、一面の雪景色が拡がっていました。厚い雲を通した光は弱々しく、降雪が吹きすさび、周囲には針葉樹一本すら見あたりません。

　自分たちがキャンプを張った、あの高峰をたたえる半島とは、大きく異なる環境にいることは明白でした。

　入り口を封鎖していたそのテープは、ＵＮＰＩＥＰのマークが入った幅広のテープです。目立つ色で、立ち入り禁止のメッセージが多言語で記されています。

　ミァ……。それでも新鮮な風を懐かしむように、ほむらの抱く子虎が鳴きました。

「ううっ……さむ……」

「日ノ岡、お前の防寒服ボロボロじゃねえか。大丈夫か」

「私よりこの仔を助けなきゃ……どんどん弱ってるみたい……」

　明るい場所であらためて見ると、ほむらは予想以上に液晶からのダメージを受けていたようです。

「ほむらさん、上着だけでもボクの服と交換しましょう。ズボンには応急パッチをあてます」

「そう……だね。ありがとう、アメちゃん……恩に着ます！」

　こんな時の予備を考え、雨乃はやや大きなサイズのパーカーを着ているのでした。

　仔虎を東野にあずけ着替えていたほむらの胸元から、ふとした拍子に精霊石がこぼれ、紐で垂れ下がりました。

「それ……まさか、すばる姫のか!?」と驚く東野と雨乃。

　その通り。実は彼女から預かっていたのだ、とほむらは二人に教えました。

「うん。ここまで持ってきちゃったね……すばるさんにお返しできるといいけど……」




　その後、洞窟出口を観察すると、すぐに過去の探検部──おそらく過去の日吉坂高と青藍高のパーティ──が残していった避難用の資材を見つけました。資材が埋められた場所には、ペンキで大きな目印が描かれていました。

　防水パックをあけてみると、保存食と水、調理用の燃料、ザック、ツェルト、医療品、その他緊急用のキットなどが入っています。

　ただし焚き火を起こして暖をとれるほどの燃料は含まれていません。この岩山の一帯には燃料となる樹々が無く、充分な調達が出来なかったようです。

　残された品で彼らにとって最も重要なものは、現在地を示す地図でした。

　すでに確信に近づいていた彼らの予感は的中しました。

「この遺跡は……御陵部長と稲荷先輩が遭難した場所だ……！」

　そして、幻肢虎のトゥールが息絶えた場所です。

　地図を目にして、ほむらも雨乃も目を丸くします。

「こんなに遠くに来てる……すばる姫の城よりもずっと南側だね……旧ベースキャンプのほうがまだ近いくらい」

　ほむらたちは確かに転移を経験したようです。虚惑星のとある場所から、大きく離れた別の地点へ───。

「でもとりあえず食い物があったのはホントありがたいな……」

「なんか辛そうな飴ちゃんも出てきたけど？」

「いやそれは要らん」

　風の吹き込まない洞窟の奥側にまで避難すると、凍結していた水を溶かし、仔虎に与えます。仔虎にはもう自分で水を舐めすくうだけの体力がなく、紙で応急に作った漏ろう斗とで、少しずつ与えるしかありませんでした。

　エマージェンシーシートで仔虎をくるみ、自分のパーカーの内側で温めます。

　保存食に含まれていた軽食を齧りながら、じっと思案していた東野が言いました。

「ひとまず、俺たちの経験した転移については考えるのはやめよう。あとから究明すれば充分だ───まずしなきゃいけないのは、俺たちがここにいるのを誰かに伝えることだ」

「でも、動かないほうがいいんじゃない……？　救助が来るのを待っていたほうが」

　不安げにほむらは言いました。

　確かに地図はありますが、ほむらたちにとっては一帯は未踏の地同然です。満足な装備も無い状態でこの冬の虚惑星へと繰り出すのは自殺行為に思えました。

　しかし雨乃もまた真剣な様子で意見しました。

「……ほむらさん。ボクたちがこの遺跡に転移したことを理解している人は、きっといません。たぶん行方不明になったボクたちを捜して、あの神殿のような遺跡を捜索していると思います」

「……そっ……か……そうなっちゃうのか……」

　あらためて状況を認識して、ほむらは愕然とします。

「誰かが報せに行かない限り、誰も気付かない。ここには助けは来ない。俺たち自身が行くしか無い」

　ほむらは残された資材を振り返りました。保存食は二人で分けて四日分はありました。最も距離の近い旧ベースキャンプまで辿り着くには、十分な量です。

　そこで補給をして、さらに移動を続ければ助かります。

　地図を見つめていた雨乃が「あっ」と声をあげました。

「この第二中継キャンプというのは……？」

　東野たちもはっとします。

「あっ、そいつがあった。なんで気付かなかったんだ」

「あの通信機を設置した山小屋のこと？　私が最初の冒険で向かった目的地だよね」

　頷く東野。中継キャンプは日吉坂高のベースキャンプと、青藍高の旧ベースキャンプの中間点に位置しています。今、ほむらたちの居る遺跡からは、旧ベースキャンプへ向かうよりもぐっと距離は近くなります。

「あの場所にも補給物資はある。休める場所もある。通信機があれば、日吉坂高ひよこーのベースに連絡も出来る……向こうが気付いてくれればだけど」

「でも山のてっぺんだよ？　風の強い場所で……」

　というほむら。東野はふぅ、と肩を落としました。「そうだな。確かに」

　手段はあります。

　一時、ほむらが戦慄したような、誰にも気付かれないままこの場所で朽ち果てる───というような最悪の事態には遭わないだろうという希望も出てきました。けれど……

「この仔はもう、持たないね……せっかく東野くんが助けてくれたのに……もう私たちじゃ、この仔を元気にしてあげられない……」

　自分で口にした現実に、ほむらの目頭が熱くなります。

　水を与えて、かろうじて繫ぎ止めている幻肢虎の生命。もしこの幼獣を、移動するほむらたちと一緒に外へと連れだしたら、その過酷さには耐えられないでしょう。

「…………まだ生きてるのに……必死で生きててくれたのに……」

　仔虎を抱き寄せて俯くほむら。東野も無言のままです。

「大丈夫です！」

　雨乃がはっきりと告げました。

「ボクがここに残ります。ほむらさん達は、キャンプへ帰還してください───ボクは……もう電セ池ルをかなり消耗してしまっていて、本当は予備と交換しなければいけなかったのですけれど、そのまま此処まで来てしまいました。ほむらさんたちの移動に同行するのは、最初から無理です」

「アメちゃん……っ、でもそれじゃアメちゃんが……」

「───その仔の世話をしながら、この場所で待機することは出来ます。そうすればみんな助かりますよ。大丈夫です。ほむらさんと巧さん、お二人が一緒なら、きっと無事に帰れます！」

　雨乃一人を置き去りにする……

　藤森顧問から警告され、恐れていた事態がこんなにも早く到来してしまいました。

　ほむらは悲痛な面持ちで、隣の彼を見やります。

　東野は雨乃の真剣なまなざしを受けとめ、しっかりと頷きました。

「絶対に戻ってくる。幻肢虎を……頼むな？　雨乃」
















　はい、と頷き、雨乃はにっこりと二人に微笑みました。




　携帯する荷物の準備を整えながら、外の天候が安定するのを待ち、やがて東野とほむらの二人は封印された遺跡を出発しました。

　幸いにも、吹雪というほど風は強くはありません。ただしやまぬ降雪で視界は良好ではありません。コンパスと、要所要所に探検部が残した目印が頼りの移動です。

　雪をかきわけラッセルしながらの移動は、体力を消耗しました。

　やがて日も落ちます。そのまま魔法光を頼りに移動を続けて、二人は地図上に記された避難ポイントへと辿り着くことができました。

　雪の吹き込む心配の無い岩場です。

　ずっと以前、さらわれてしまった御陵部長を追跡して、二人で野宿ビバークした場所にちょっと似ています。

　ただあの時とは違って、今回は寝袋シュラフはありません。寝心地は最悪ですが、それでも枯れ枝を下に敷き、エマージェンシーシートにくるまって眠れば、なんとか凍死はまぬがれそうです。

　移動中にようやく見つけた広葉樹の木ぎれを焚き火に変えようとしますが、便利な焚き火台も無く、なかなかうまくいきません。ほむらは躍起になって凍りついた薪を火口箱ティンダーボックスの魔法で溶かして着火させようとしますが、もはや自分の魔法で温まったほうが早いんじゃないかというあんばいです。ベッド代わりの枯れ枝を燃やすわけにもいきません。

　集中力が持たず、ぜいぜいと息を切らすほむらを見かねて、東野は焚き火をあきらめさせました。

「………………」岩壁を背に座る二人。

　燃料兼ミニストーブで作ったスープで暖をとります。まだかすかに燃え残り、ちろちろと揺れる小さな火。

　つと東野はほむらに尋ねました。

「転移した時、何か見えたか？」

　ほむらは首を振ります。

「ううん。普通の転移の時と同じ───何も見なかったよ」

「俺は何か見たような気がする。でもはっきりと思い出せない……」

　───彼はそれ以上は語らず、話題を変えました。

「幻肢虎……助かると思うか？」

「……うん。きっと助かる。あの液晶の湖にいた他の仔たちのぶんまで生きるよ」

「俺は無理だと思う」

「…………っ……」

「……ごめん。お前と雨乃には悪いけど、俺はそこまで楽観視できない」

　彼がそんな冷たい言葉を吐いたわけを、ほむらは知っていました。

　希望を持ち続けようとするほむらが、それでも悲しみに向かい合ってしまった時に、その痛みを和らげようとしてくれたのです。だから自分が憎まれ役になって、冷静に現実を突きつけたのです。

　彼自身は自分の身を傷つけてまで、あの幻肢虎を救おうとしてくれたのに……

　それでもほむらの気持ちを想って───

「お、おい、なんだよ。悪かったよ」

　ほむらは東野の腕を取り、袖をまくりました。深い刀傷が腕の外側に斜めに走っています。血は止まっていますが、傷跡の状態はよくありません。

「ちゃんと手当したの？　してるわけないよね？」

　ほむらは医療キットを取り出し、その場でできる限りの手当をしました。東野も仕方なくさせるがままにしています。包帯を巻き終わった腕を叩いて、威勢良く言いました。

「なんで自分を大切にしないの？　そんなんじゃ剣道続けらんないよ!?」

　怒りにまかせて、そう思わず口にしてしまったほむらは、遅れてはっとします。

「……あっ……ごめん……今のは私が悪かった」

　あの夏の江ノ島で、剣道なんかやるんじゃなかった、そう口にした東野の絶望の表情が浮かび、ほむらは失敗に唇を嚙みました。

　そんな彼女に東野はさばさばと告げました。

「おめーは、液晶に囲まれたあん時よく無事だったな。一瞬だめかと思ったけどな」

　と、自分の胸を指差す東野。ほむらの胸を突き刺したかに見えた液晶の尖端。

　けれど呪文の詠唱に必死だったほむらは、それをよく憶えていません。そうか、と東野も肩をすくめます。

「また傀儡になってた時のことを思い出してさ───俺、すばる姫に、仲間たちを見捨てたのは自分の方じゃないかなんて言ってしまったことがあった。今から思うと、ホントひどい事言ったよ。俺自身がこんな自暴自棄になってたら、すばる姫に合わせる顔がねーや。ハハッ」

　そう力を抜いて笑う東野。

「ほむらはそのままでいてくれ。俺の文句なんて気にすんな」

　気易くいってくれます。言葉に詰まるほむら。

「私だって───」

　溢れる気持ちを押さえられず、自分をぶつけてしまいます。

「私だって、いつも明るくなんかいられないよ！」

　鼻がつうんと痛くなってほむらは涙を我慢できませんでした。

「───東野くんや、センパイや、アメちゃんに、笑っていてほしいって思うから頑張れるんだよ！　雪の下に咲く花だなんて……どんな時でも明るさを失わないなんて、できるわけないよ！」

　抱えた膝の上にうなだれるほむら。その頭に東野がぽんと手を置きます。

「泣くなよ」

　───そう言って、寂しげに笑う彼。

　彼自身はあれだけ自分を傷つけながら、涙なんて一度も見せたことはないのに。

　ほむらはおのれの涙も拭くことなく、彼を見つめ返しました。

「弱くてもいいんだよ。私は東野くんが泣いたって、ちっとも変だなんて思わない」

　そんなほむらの言葉を、東野は眉をひそめて強く拒みます。

「無駄なんだよ。泣いたって姉ちゃんは帰ってこねぇんだよ」

　また自棄になろうとする彼の吐露に、思わずほむらはその手を握ります。

「いいんだよ───」

　それ以上近づけば、彼は優しさを拒絶してしまうとわかっていました。

　傷つき、頑かたくなになった心。触れ合う手と手。

　未だそれが近づき遠ざかる、二人の心の距離の近地点ペリジーでした。

「───東野くんは、泣いていいんだよ？　お姉さんを想っていいんだよ？」

　ぐっ、と歯を食いしばりこらえる東野。まだ彼は……

「……弱くてもいいなんて俺には出来ねえよ。無理だ。そんな自信、どこにもねぇよ」

　触れた拳は鉄のように硬く、彼の閉ざされた心をあらわしているかのようです。

「俺は今の自分が幸せだなんて、認めたくないんだっ。俺のせいで姉ちゃんは死んだんだ。そんな俺が、楽しいなんて……」

　小学校に侵入したという凶漢から、幼い彼をかばって亡くなった彼の姉。

　心に深い傷を負う彼に、ほむらはもうかける言葉がありません。

　いま出来ることは、ただ彼の心とその思い出のそばに寄り添うことだけです。

「ねえ……東野くんのお姉さんのこと、教えてよ」

「無事に地球に戻れたらな」

「それでもいいよ───東野くんが無駄だって言っても、私がお姉さんを悲しんであげるから」

　転移の時に何かを見たという東野───それが彼にとって哀しい思い出でなければいいなと、そうほむらは祈るばかりでした。




　翌日は天候が崩れてまた吹雪となり、点々と記された避難所に退避しながらの、のろのろとした前進が続きました。気ばかりが焦ります。

　しかしその翌朝───。

　雪原の空は、真っ青に晴れ渡っていました。

　あいかわらず新雪は二人の行く手の邪魔をしましたが、ずいぶんと気は楽です。

　手元の地図と地形を見比べるのにも、昨日ほどの苦心はありません。

　二人は遺跡に残してきた雨乃と幻肢虎のために、無事を祈り捜索してくれているはずの人々のために、先を急がなくてはと気を奮い立てます。

　……まあとはいえ。黙々と歩き続けているのは苦手なほむら。出し抜けに現状唯一の話し相手に語りかけました。

「もしかしてさ、私たちこのまま遭難しちゃったりするとアレだから……一応、今のうちに言っておこうかなって」

「あ？」

　先を行く東野は休むことなく歩みつつも、怪訝な顔で振り返りました。

　遭難、なんて言ってますが、ほむら自身の口調は陽気です。

「私さ、舎人さんのところで、調べてもらったじゃない？　でもさ、いくら相手が大先輩だからって、ただでサンプリングさせるなんてシャクだったから交換条件を提示したんだよね」

「なんだ。車の車検代でもタダにしてもらったのか？」

「藤森先生モリちゃんのこと、教えてもらったの」

「……何かと思ったら他ひ人との弱みかよ。性格わりーなー」

「いやいやいや、東野くんも聞いたら驚くよ？　モリちゃんさあ、日吉坂の顧問の棚倉先生にプロポーズされたんだって。あのお見合いよりもずっと前にね。でもモリちゃんはそれを断ったんだってさ！」

「……おいおいそりゃあ棚倉先生の弱みじゃねーか。あーあ、あーあ」

「なんで断っちゃったのかね？」

「知らねえよ！……でもあの二人が一緒にいると、挙動不審なのはモリちゃんのほうだけどな。そう考えると、すげーな棚倉さん……」

「東野くんもなかなかすげーけどね。玉砕したわりには」

「うるせえよ！」

　───しばらく歩き続け、今度は東野の番でした。

「じゃあ、俺も一応教えとくかな」

「───なに？」

「そんな大したことじゃないけどな。俺はすげえ面白おもしれぇって思ったからさ」

「ほほーう、言ってごらん？」

「同じ棚倉先生絡みだけど、ＳＡの海洋学ワークショップで、化石の話をしたろ？」

「あのチョークでしょ？　リコリスね」

「ココリスだよ。リコリスはなんか変な飴だよ」

「それがどうかしたの？」

「ああ。あのサンプルは桃山先輩が見つけてきたものだ。それで、実はその後、遠征の帰りだかなんだかに同じ場所を通ったんで、またサンプルを採取したんだそうだ」

「ふむ？───ふむ。別に面白くないんだけど」

「いや、それがさ、まったく同じ場所で採取したはずのサンプルなのに、その組成が変わっていたんだと。以前見つけたものは、幾何学的な形状のただの石灰石だったのに、あとから見つけたほうは正真正銘の海洋プランクトン……つまりココリスと同じものになってたんだとさ！」

「………………ん、どういうこと？　怪談？」と首をかしげるほむら。

「言った通りだよ！　俺にもわけがわかんねえ。でもさ、ちょっとわくわくするんだ」




　二人はとある尾根を登り切り、今見下ろすのは見通しのよい斜面です。

　雪崩の危険を懸念した東野は、すばる姫からもらった湯ゆ花わ玉だまを取り出すと、雪溜まりや雪庇せっぴに投げて爆発を起こさせました。ボン、ボン、と地響きがとどろいた斜面では、わずかに雪の層が崩れて流れましたが、大きな雪崩には至りませんでした。

「へぇ。あらかじめ人工雪崩を起こして、本格的な雪崩は防止しようってこと？」

「そうそう。こういうのスキー場でやってるの見たことがあってさ。あっちはダイナマイトだったけど。ものは試し」

　私も私も、と東野の持つ巾着袋に手を伸ばすほむら。遊びじゃねぇんだよ、としばし東野ととっくみあい。そのうち視界で動くものにほむらが気付きます。

「あれ……？　何かあっちから走ってくる……随分早いけど……」

「……っ……やっべ！　あれオオカミの群れじゃねえか!?」

「ええっ!?　東野くんがそんなものすごい音なんか立てるから！」

　真っ白な雪原をまっしぐらに駆けてくるオオカミの群れ。

　深い雪に足をとられながら、慌てて逃げる算段を取る二人。それは彼らが以前にも一度目撃したことのある恐怖の光景です。

　ところが───さらに近づいてみれば、オオカミたちはそれぞれベルトにつながれ、その後方には一台の大きな犬ゾリを牽いていました。

　髪をなびかせながら手を振るのは、なんとなく予感していた通り御陵先輩でした。

　ところが大いに意外だったのは、その隣に並び立つ小柄な体と、ふさふさの尻尾、そして大きなキツネ耳の───

「「───稲荷先輩!?」」二人は顔を見合わせました。
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　狼たちの駆る精悍な犬ゾリ。

　二頭ずつ横に並び、それが縦に四組、計八頭牽びきの立派なソリです。

　御陵と稲荷の二人にくわえて、ほむらたちを乗せてもまるで速力は落ちません。

　稲荷によれば雪原さえなだらかであれば、八百キロの荷物でも楽に牽けるだろうとのことで、ほむらは心底感心しました。

　先頭を走るのはキリマルとコロクです。鈴蘭に似たのか（それとも鈴蘭の方が似てしまったのか）、あのイタズラ好きなキリマルが、なんと頼もしく見えることでしょう。コロクもさすが初雪のお父さんです。なんというファイト。

　それにしても、なぜ稲荷が───快走するソリの上で、もの問いたげな二人の視線を受けて稲荷はきまり悪そうに語り出しました。

「……多賀くんが動けない、ってなったらそりゃ大事オオゴトだろ。物理的にも。ろくに訓練もしてないオオカミにイヌゾリなんかまともに牽けるわけないんだから」

「牽けてるじゃないすか」

　と東野が事実を告げると、ふん、と顔をそむける稲荷。

「───とにかく獣使いが必須だろうと思ったから、早瀬くんと一緒に、救助チームに参加してやったんだ。桃山先輩は二次遭難に備えて部室で待機」

　そう稲荷は渋々と語ります。しかし早瀬先輩はこの場にはいません。そしてまた桃山先輩は貧乏クジと言いますか……。また出番があるといいんですけどね。

「私がお願いしたんです」

「えっ……部長が……っ？」思わずほむらは絶句。

　あれだけ稲荷を避けていた御陵がこの時ばかりは稲荷を？　それをほむらが問うと、

「……幻肢虎が現れて、それが稲荷さんと関係あるかもと知ったら、稲荷さん自身に伝えないわけにはいきませんでした」と返します。

「…………」

　それには稲荷は口を添えません。先ほどの稲荷はそんな事は一言も言いませんでした。

　こちらもまた意地っ張りな性格の彼女のことです。御陵の言葉を聞いて、二つ返事で虚惑星に来ると言い出したとは思えません。二人の間での、駆け引きに似たやりとりがあったのでしょう。

　もう一つ大いに不思議なことは───

「でもまさか、こんなに早く来てくれるなんて……」

　ほむらも東野も驚きを隠せません。あの遺跡から失踪を遂げて、まだわずか二日。その顚末は、手綱を颯爽と握りながら御陵が教えてくれました。

「───日ノ岡さん、東野くん、そして雨乃さんが消えた瞬間を、結理ちゃんが見ていました。その後、動ける部員たちで日ノ岡さんたちを捜索しても見つからず、途方に暮れた上狛部長コマちゃんに、結理ちゃんは言ったそうです。三人はどこかへ転移をした可能性があるって───」

　あの鼎がそんな事を……。さらに続く御陵の説明に耳を傾けます。

「上狛部長は残って捜索を続けることにしましたが、それでも結理ちゃんの推測をわたしたちに伝えるために、伝令を出そうと決心しました」

「……あっ……もしかして、秋穂が？」と気付く東野。御陵は頷きます。

「はい。佐保くんが雪割丸に乗って、夜を徹して城まで駆け戻ってくれました。そして、城でわたしたち救助チームと合流したんです。その直前にはもう、わたしたちは城を再訪していて、早瀬くんと稲荷さんと三人でソリの準備をしていました。このソリは多賀くんを運ぶために、地球から急遽持ち込んだものです」

　なるほど海氷を渡るために準備したのとは異なる、がっしりとした新しいソリです。

「そして佐保くんは、遺跡で目撃したという幻肢虎の幼獣についても教えてくれました」

　そこで御陵はちらと稲荷を振り返りました。稲荷は押し黙ったまま御陵に背を向け、足下にしゃがみこみながらソリに揺られています。

　御陵に尋ねるほむら。

「じゃあ秋穂くんから幻肢虎の話を聞いて、私たちが転移させられた南方の遺跡のことがすぐに解った……っていうんですか？　だから直接こちらに？」

「確証はありませんでした。でも、トゥールが呼んでいるような気がしたんです。稲荷さんも同意してくれました。さいわい北方の第二キャンプまでの道は、佐保くんと雪割丸がわかります。そこであとのことは早瀬くんと佐保くん、それとすばる姫にお任せして、私たちはこちらへ向かったんです」

　そんな御陵たちの行動を、後に藤森顧問が聞いたらきっと呆れて物も言えないでしょう。それでもほむらは、この虚惑星では理性よりも自分の直感に従う場面が確かにあるということを身をもって知っていました。

「すばる姫はなんて？」と東野。

「北方で見つかった巨大な遺跡については、かなり驚いているご様子でしたね……」

「驚くっつーか……なんかあたし達を是が非でもあっちへ近づけさせたくない雰囲気だったな、虚惑星人ヌテラリアンのお姫様は。特にマヨにはぷんぷん怒ってた」と稲荷。

「ええ……それでも、すばるさんは別の犬ゾリを立てて、途中までは早瀬くんたちを見送ってくださると申し出てくれました」

　それを聞いて、ほむらたちもほっとしました。あとは雨乃も含めて全員の無事を皆に伝えられればよいのですが。東野が稲荷に向かって尋ねます。

「俺たちが見つけた幼獣は……やっぱりトゥールと関係が？」

「───かもしれない」と低く呟く稲荷。「トゥールには産まれたばかりの子供がいたんだ。でも、幻肢虎は警戒心が強くて子育てを見せようとしない。あたしだって、たった一度きりしか会わせてもらったことがない。それでも……それなのにトゥールはあの時のあたしたちの冒険に一緒についてきてくれた……きっと、あたしたちが危険な目に遭うってわかってたんだ」

　やはりつらそうに御陵が口を開きました。

「……あの時、稲荷さんはトゥールを止めましたね。ついてくるなって……いいから巣に帰れって、何度もトゥールに言いましたね。でも、あの子は一緒に来てくれた……」

　御陵の言葉に、しょんぼりと稲荷は頷きます。

「幼獣については……これはあたしの憶測でしかないけれど……今、向かっている遺跡でトゥールが、自分たちの母親が窮地に陥っていることを、仔虎たちはわかったんだ。だから巣を抜け出して、追いかけたんだ。四頭、揃って───」

　四頭……？　ほむらも東野もその頭数は気になりました。

　神殿の遺跡の地下で、あのわずかな時間で目にした幻肢虎の幼獣は三頭です。そのうちの二頭は息絶えていました。ただその時は、先輩たちの話に素直に耳を傾けました。

「去年の遭難事件で私たちが救助され、地球に帰還し入院していた頃───元部長は、上狛部長たちと一緒に南の遺跡に戻って封鎖処理をして、それから……トゥールのお墓を作ってくれました。そして稲荷さんに教えてもらった幻肢虎の巣も訪ねて、仔虎たちがどうなったかも確かめてくれました」

「その時には……もう仔虎たちは巣には見つからなかった……と？」

　東野の推測に、また稲荷は頷きました。

「うん。だからあたし達は、トゥールの子供は他の野生動物に狩られてしまったと思ってた。母親がいなくて生きていけるわけが無いんだもの……」

　ふっと稲荷は言葉を切ります。

「でも……生きてたんだ……」

　すばる姫の忠実なヤマイヌたちが牽くソリは、夜を徹して走りました。

　狼たちは御陵には喜んで従い、稲荷が飛ばす厳しい指示にも（やや渋々）従いました。

　時折、走り通しで狼たちの体温が上がりすぎてしまった時は、稲荷が群れを止めて、雪の中に飛び込ませてクールダウンをさせました。

　急な斜面では、狼たちにかわって探検部員全員でソリを引き上げました。

　代わる代わる手綱を持つ操り手を交替しながら、ほむらたちはソリの上で眠り、ソリの上で食べました。

　そうしてほむらと東野が二日かけてたどった道を、一晩たらずで引き返すことが出来たのでした。

　───ふたたび晴れわたり、黎明の桃色に染まる雪原。

　一行は、ついに雨乃と幻肢虎の待つ遺跡の山麓に到着しました。

　犬ゾリを引き上げる先輩たちよりも先に、ほむらと東野の二人は、気を急きながら洞窟の入り口に向かって走り寄ります。

　自分を呼ぶ声を耳にした雨乃が洞窟から姿を現しました。

「アメちゃん！」「雨乃！」

「よかった……部長……それに稲荷さんまで……よかったです……」

　駆け寄る二人、さらにまだ遠くにいる先輩たちを認め、疲れた笑顔で出迎える雨乃。

　その腕には、まだ息のある仔虎が───

「この仔は無事ですっ。ごはんも、ちょっと食べてくれたんですっ」

　それだけを伝え、幻肢虎をそっとほむらに託すと雨乃はスイッチが切れたように膝から倒れました。

「アメちゃん……！」

　とっさに支えた東野は、彼女の体の持つ熱に驚きました。

「雨乃───お前また、そんな無茶をして───」

「ごめんなさい……しばらく、動くの、無理みたいです……」

　そのままほむらは幻肢虎を抱き、そして東野が雨乃を支えながら、御陵たちの元へと戻りました。

「…………っ……」

　呆然と幻肢虎を見つめる稲荷。その身をふるわせながら稲荷が近づくと、仔虎は鼻をひくつかせ、うっすらと目を開きました。

　稲荷をみあげながら、ミァ……と小さな鳴き声をあげます。

　ほむらが稲荷に仔虎を預けると、彼女は足の力が抜けて、仔虎を抱いたままその場に座り込んでしまいました。

「…………あったかい……」

　腕の中でかすかに身じろぎをする仔虎を、稲荷は見下ろします。

「うずまきの模様……トゥールだ……トゥールの子供だ……生きてた……生きててくれた……っ……」

　仔虎をかき抱いて、涙をあふれさせる稲荷。

　ほむらたちの目にも嬉し涙が滲みます。けれど一人自分を律するかのように、その光景を一歩離れた場所から見つめる御陵───

「マヨ───！」

　その彼女に、稲荷は仔虎を抱きながら向き直ります。

「まだ……まだ強情を張るのか？　あたしたちの使い魔は、この通り、必死に命をつないでた。その命はあたしたちにも受け継がれてる！　トゥールビヨンはあたしたちを助けてくれた。それなのにまだ、マヨ、あなたは何も言ってくれないの……!?」

「稲荷……さん……」

　つらそうに呟いた御陵。歯を食いしばり、もう一度稲荷は叫びます。

「……どうして……どうして、ありがとうって言ってくれないの!?」

　仔虎を抱いたまま迫る稲荷。

　そのか弱い命に触れることをおそれるように御陵は戸惑います。

「だってわたし……言えない……ありがとうなんて言えないよ……そんなの、トゥールがかわいそう……」

　御陵もまた限界まで張り詰めた糸が切れたように、胸を押さえ稲荷の前にくずおれました。

「できるならわたし、トゥールに謝りたいの……でももうあの仔はいないんだもの……」

「───違うってば!!」

　稲荷の叫びにびくっと震える御陵。

「トゥールはかわいそうなんかじゃない！　あたし達のために犠牲になったんでもない！　一緒に、一緒に精一杯生きようとしたんだ！……マヨ、あなたは将来、人の上に立ってかなくちゃならない人間なんだよ？　そんなあなたが自分の為に尽くしてくれた相手の前で、また謝るの？　どうしてありがとうって言ってくれないの!?」

　もう気丈さを捨てて、稲荷は声をあげて泣きじゃくります。

「マヨのわからずや……！　どうしてそんなに強情なの!?　そんなんじゃあたし、いつまでたっても探検部に戻れないじゃない……！　マヨのところに帰れないじゃない！」

「……っ……」

　彼女の慟哭を受け止めた御陵もまた、もうあふれる気持ちをおさえきれず、小さな幻肢虎ごと、稲荷を腕に抱きしめていました。

「ごめんなさい……っ……ごめんなさい、スナオ……！」

「謝るなってば!!　あたしが、マヨを恨んだりなんて……っ……」

「わたし、まだできないの！　でもきっとなるから……いつかきっと、ありがとうって胸を張って言えるようになるから！　約束するから！」

「……約……束……？」

「うんっ……わたし、強くなる。わたしの選んだ道が……間違っていなかったって、世界中の人に言えるように……強くなるよ、スナオちゃん」




　稲荷と御陵のふたりが落ち着いてから───

　ほむらたちは、しばしの休息と、そして城への帰還の算段を始めました。

　稲荷がそばにいないと、キリマルたちは犬ゾリの牽引ベルトを嫌がり、ぐるぐると絡まってしまいます。遠方に来た興奮のせいもあるようです。もう全然おとなしくしていないので、しばらくはソリから解放し自由にさせるしかないようでした。

　雨乃はソリの荷物の上に座って、また幻肢虎を抱いて面倒をみてくれています。

　水と、稲荷が用意した幼獣向けの食事を与えると、幻肢虎はまた少しずつそれを口にして、そして安心しきったように眠ってしまいました。

　そんな事をしているあいだも、御陵はまだ少し昂ぶった気持ちを抑えられず、ふとした拍子に涙をこぼしてしまいます。

「もうっ、泣くなよ。大きいナリして恥ずかしいなぁっ」

　稲荷がそんな御陵をたしなめます。

「そういう稲荷先輩だって、目真っ赤じゃないですか」とほむら。

「ち、ちがうもん……これはマヨアレルギーだもん……」

　そんな稲荷の返事には、思わず東野と一緒に笑ってしまいました。

　嘆息する稲荷。

「駄目だな、マヨは。しょーがないな。マヨが卒業するまで、一緒にいてやるよ」

　東野も、ほむらも、そんな稲荷の言葉にハッと顔をあげます。

　それはどうやら非常に遠回しな稲荷の復部の宣言のようでした。

　息を吞みかたまっていた御陵が、少し赤面した稲荷をまっすぐのぞきこみます。

「本当？……スナオちゃん？」

「ああ。だからもう泣くなって」

「探検部に戻ってくださるんですか!?　稲荷先輩！」

「マジっすか？　聞きましたよ？」

　いろめきたつ後輩たちを、いかにもばつが悪そうに横目で見る稲荷。

「……ああもう、ハイハイ。条件付きで探検部に戻る。あなたたちは、私に頼ろうなんて考えないこと」

　そういえば、と、ふとほむらは思い出し、自分の御守りに一緒におさめていたものを取り出します───それは小さな木彫りのスタンプです。

「じゃあこれ、仲直りの印にどうぞ───はい」

　と、スタンプ台がわりのサインペンと一緒に稲荷に差し出します。

「なにこれ？……あっ」
















　稲荷はそれに気がついたようでした。東野もほむらの手を覗き込みます。

「金魚……？　それ、保存食に押してあったスタンプだ？」

　頷くほむら。

「旧ベースキャンプの瓦礫の中から見つけたのを、取っておいたんだ。残念ながら、御陵部長のしか見つかりませんでしたけれど───」

「ありますよ」

　すまなそうに告げたほむらに向かって、御陵は微笑み、自分の懐からやはり大切にそうにしまってあった一個のスタンプを取り出します。

「それって───」今度はほむらが驚きました。

「はい。キツネコです……わたし、ずっと取ってあったの。スナオちゃんが戻ってくる時のために、ずっと、取ってあったの……ありがとう日ノ岡さん」

　ほむらに頭を下げ、稲荷のトレードマークのキツネコのスタンプを手に握る御陵。

「ああもう、また泣くし……ほむらもやめろってばもうっ。いーよそういうのはっ」

　恥ずかしがって逃げだす彼女を東野と一緒につかまえ、御陵部長の前に押し戻して、ちょっとした復部祝いの儀式です。

　頰に押された互いのスタンプが、ずっと気持ちの行く先のなかった二人の仲直りを、微笑ましく祝福していました。

　───帰還の準備を済ませた犬ゾリに、皆が乗り込みます。

「もう……カエルですね？」とちょっとぼんやり気味の雨乃が尋ねました。

　さすがに窮屈になったソリの上で、雨乃の傍らに寄り添い座るほむらは、そんな彼女を元気づけるように、魔法の呪文を唱えます。

「うんカエル。一緒にカエル。ケーロケーロ」




　地球───青藍高校。

　転送環の光に包まれ、真夜中の部室棟へと帰還を果たしたほむらたち。

「戻ったか……全員、いるな」

　さすがにちょっと心労でやつれた様子の藤森顧問。

　その隣には、ほっと胸をなでおろす棚倉顧問。「怪我人や病人はいるかい？」と、とりもなおさず確認してまわり、それには御陵部長が全員無事ですと穏やかに返答します。

　残念ながら雨乃一人だけは、あたかも睡眠中のように見える待機モードでしたが、それでも危険な状態ではありません。

　さらに棚倉の隣で出迎えてくれた少女の姿にほむらは驚きました。

「姫川さん───？」

「ハァァァァ……はい。姫ひめ川かわ閑しず音ねです。お邪魔してます……ハァァァァァ」

　元から色白な彼女がさらに頰から色を失って、深い深い安堵の息をつきました。

「どうして姫川さんがいるの？」

「それはですね。先に帰還された多賀先輩たちから、日ノ岡さんたちが遭難したと聞きまして……あたしも何か出来ないかなと思い……その、来てしまいました」

　飛行機でビューンと、という放物線のジェスチャーで答える姫川。

　それでも随分な強行軍だったはずです。着替える暇も惜しかったのか、冬服の制服のままでした。

「乙丸くんも心配していました。でも、彼は自分のミッションがあって、どうしても来られないと」

「そんなっそこまで……ううん、違うね。心配かけてごめんね。本当にありがとう、姫川さん」

「はい。はい。よかったです……あ、雨乃ちゃんは……」

「大丈夫。アメちゃんはちょっとお疲れで、寝てるだけだよ」

　と安心させながらも、姫川は雨乃の様子を心配そうに窺います。

　そんな会話をしていたほむらたちの脇で、

「こらぁ佐保、勝手にコラボに情報流したなっ？」と怒鳴る藤森。

「ハハハ、当然っすよ」と悪びれもしない佐保。

　───すばる姫の城下、新ベースキャンプ用の転送環は、怪我を負った多賀を一刻も早く地球へ送り届けるために、早瀬たちに預けられていました。

　その真新しい転送環で先に帰還したのは、多賀と、日吉坂の一年生二人、佐保と鼎です。今回はそれが魔力のぎりぎりでした。

　ほむらたち日吉坂高探検部の部員全員、そして上狛と早瀬たちは、緊急避難用として御陵が所持していた旧ベースキャンプ用の転送環によって帰還を果たしたのです。

　そのために多賀たちからはかなり時間差を置いての帰還となりました。もはや自力では動けない雨乃は、またもや雪割丸の背を借りながら山道を移動しました。

　七久保から教わった秘密の魔法を使えば、一度に全員帰還することも出来たのですが、今回その魔法が必須といえるような機会はありませんでした。

　上狛が棚倉に、病院へ向かった多賀の具合を尋ねています。

　そんな中、ほむらはその場に姿が見当たらない鼎の姿を捜していました。

「秋穂くん。ユリちゃんは……？　一緒に戻ったんだよね？」

　そうほむらが尋ねると、佐保は転送室の天井を指差しました。




　部室棟の上階にある待機室にほむらが向かうと、明かりのない薄暗い室内で、少女は椅子に腰掛け眠っていました。ＳＡの発表での居眠りと同じ格好です。

　佐保からネコミミと尻尾が消えたように、鼎の肌の色もまた元に戻っています。

「…………」

　いつも通りと言えばいつも通りな彼女を見て、ほむらは小さく安堵の息をつき、階下へ引き返そうとしました。

　ただ、虚惑星の寒さに比べたら天国ですが、それでも少し肌寒い部屋。タオルでも持ってきてあげようか……と忍び足で、隣の宿直室へ向かいます。

　と、鼎がむくりと頭をもたげます。

　暗闇の中で、じっとほむらを見つめる鼎。

「た、ただいま……」

　鼎は無言です。おかえりの一言もありません。

　それでもほむらは鼎に伝えなければならないことがありました。

「……ありがとうね、ユリちゃん。私たちがあの遺跡から転移したかもしれないって、上狛部長たちに教えてくれたんでしょう？」

　しばらくの沈黙のあとに、鼎は言いました。

「……推測じゃないわ。事実を伝えたまで。あたしと秋穂も、転移を経験したのよ」

「えっ？　それって……？」

「ただ何処にも移動しなかっただけ。同じ場所に転移したんだわ」

　それがどういう事なのか。凄いのか凄くないのか。ほむらには全然見当もつきません。

　ただその時は、東野からのあの問いかけが思い返されたのです。

「……ユリちゃんは……何か見た？」

「転移の中で？……秋穂もそんな事を言ってた。あなたは見たの？」

　やはり首を振るほむら。

　ただ、本当にそうなのかな、とは自問自答するのです。

　切なく胸を刺す痛みだけが、胸の奥にわだかまっていたから───。

「私、謝らなくちゃいけなくて。その、ごめんユリちゃん……あの精霊石はすばる姫にお返しいたしました……」

「そんなの謝らなくていいったら。あれだけあった魔法液晶が全部消失してしまったんだもの……それに比べたら」

「ええっ？　あの柔らかい石ころが……全部!?」

　鼎は無表情に頷きます。ほむらたちを捜索する中でも、もうあの貴重な液晶は一滴も見つからなくなっていたと言います。

「ごめんなさい……」とまた謝るほむら。

　あれだけの液晶があれば、鼎の望みをかなえられたかもしれないのに。

　もし、液晶の消失と自分たちの転移が関係あるのだとしたら……。そう考えると、責任を感じずにはいられません。

　そんなほむらにはもう視線も向けず、鼎は部屋を離れます。

　こんな独り言のような呟きだけをぽつりと残して。

「あたしには……何か聴こえたような気がした……」




　暗い部屋にひとり残ったほむら。

　ひとかけらの夜空の瞬き───

　今はもう、窓ガラスに滲む街の明かりに埋もれてしまって。

　どこに隠れひそんでしまったのでしょうか。

　雨乃の折った折り紙だけが、机の上に転がっています。

　彼女はどんな想いでそれを見つめていたのでしょう。

　またあの、よく知っている無力さに包まれようとしながら、ふと───

　部屋の隅で点滅する光に気がつきました。

　壁際にかけられたままの、ほむらの上着のポケット越しに、瞬く星。

「……携帯……？」




　着信したままの携帯を握りしめて、ほむらはエレベーターを待つ暇も惜しく、部室棟の階段を駆け下りました。

「……た、棚倉先生っ！　ユリちゃんは？」

　転送室の前にいた棚倉に尋ねると、ほむらの剣幕にびっくりしながら、答えます。

「えっ、あ、ああ。鼎くんは体調も問題ないようだから、早瀬くんと一緒に帰宅してもらったよ。今さっきだから、玄関あたりにいるんじゃないかな」

「ありがとうございます！」

　きみも診察を！　と呼び止める棚倉を背にして、ほむらは校庭に飛び出していきました。

　ほの暗い夜の校庭を走るほむら。携帯の液晶の光が暗闇に尾を引いて。

　その先に会話もなく肩を並べて校庭を歩く、早瀬と鼎。

　ほむらが追いすがります。

「ユリちゃん……あなたに……！」

　息を切らして、自分の携帯を差し出すほむら。

　少し戸惑いながらも、小首をかしげ、鼎は携帯を手に取ります。

「はい……鼎です」

　電話の向こうから聞こえたのは、興奮気味な赤土女史の声でした。

『おかえりなさい、結理ちゃん───日ノ岡さんのお電話を借りてます』

「……はい。すみません。着信を切っていました」

『早速だけど、あなたにぜひ聞かせたくて連絡させてもらったの───』

「はい……何ですか」

　鼎の脇に立つ早瀬が、自分の掌を指でとんとんと突いています。

　その身振りの意味を察した鼎は、彼らにも赤土の声が届くように、携帯の通話モードをハンズフリーのスピーカー通話に切り替えました。

『……沙さ毬まりが、沙毬が言葉を……！　い、いえ、何か口にしているのだけれど───』

　本馬技研にいる赤土の声が校庭に響くと、鼎は携帯を持ったまま硬直しました。

『───とにかく舎人主任が、あなたに聞かせるべきだって。たった今もそうなの。だから、いい？　聞いてね？』

　携帯のスピーカーから聞こえてきた声───

　それは───歌でした。

　雨乃に似た少し低いトーンの声音で、沙毬が歌っているのです。

　鼎も、ほむらも早瀬も、その歌声に耳を澄ませました。

　ほむらにはそれは言葉ではなく、ハミングとして聞き取れました。

　聞いたことの無いメロディで繰り返される、沙毬の歌声。

　校庭のほむらたちの元に、東野や佐保や姫川たち一年生が、何事かと興味を持って集まってきました。そんな彼らに、ほむらは「しいっ」と口に指をあてて静聴を求めます。

　その彼らの中心で、じっと耳を澄ませ続ける鼎。

　やがて、鼎が携帯を握るもう一方の手が、すっと前に差し伸べられ、かすかに鍵盤を叩くように躍りました。

「……#includeインクルード……#includeインクルード……#defineデファイン……」

　そう小さく呟いたかと思うと鼎は、「嗚あ呼あっ……」と声を震わせ、その場にぺたりと座り込みます。スピーカーの向こうからおずおずと赤土の声が割って入りました。

『……結理ちゃん……何か解った……？　何でもいいの……解析のヒントになるようなことがあれば───』

「挨拶です」

　息苦しそうにまだ胸をふるわせ、すこしうなだれながら、鼎は赤土の言葉をさえぎって答えました。

「沙毬の挨拶です───おはよう……って……！」

『どういうこと……？』

　感極まりわななく鼎の頰に、一筋の涙がつたいこぼれます。

「……あたしの、いつものお決まりの……指慣らしのソースコードです……

　───"Hello,Worldおはよう"って……そう言ってるんです」

　携帯の向こうで、赤土が他の研究員に指示を飛ばす声が聞こえました。

　それは、あの研究室の沙毬の部屋で、あの窓際の椅子で、キーボードに向かう鼎がいつも奏でていた音楽でした。

　鼎自身のキータッチの微妙な音程の差を、いま沙毬は言葉として歌っているのです。

　沙毬のもとを訪れた鼎が、時には自分の眠気を払おうとして打ち込んでいた、ありふれた短いプログラムのその意味する本質に、長い時間をかけ独り暗闇を手さぐりながらも、ついに沙毬は到達したのです。

「おはようさん、沙毬……おめでとう……世界へようこそ」

　涙をあふれさせ顔をくしゃくしゃにしながら、鼎は沙毬に語りかけます。

「ララ……ラララ、ラ……ラ……ゆるしてや。あたしまだ、うまくあなたの言葉が喋れへんわ……」

（…………早瀬、先輩……）

　ほむらは、そんな鼎を傍らから優しく見守っている早瀬の眼差しに気付きました。

　早瀬もまた虚惑星から無事に帰還した鼎を出迎え、おかえりと言っているように、そうほむらは思えたのでした。

　たどたどしく鼎がハミングを返した、そのほんの一瞬だけ押し黙った沙毬は、尚もまた歌い続けました。鼎は一心にその声に耳を傾けます。

「#defineデファイン……定義？……あなたの名前の……？　ええいいわ。勿論、教えてあげる。ちょっと待って……ララ、ラ、ラ……」

　そこで鼎は言葉を切り、すがるように携帯を握って懇願します。


「赤土さん……どうかお願いします。沙毬に伝えてください……

　路ろ灯と 沙さ毬まり───lot samariは、

　Alsomitra───アルソミトラ。透き通った羽を持つ、植物の種子よ。

　あなたはもう、大丈夫……どこへでも飛んでいけるわ」







[image: ]









■エピローグ







　とある放課後。

　そろそろ冬休みも目前。二学期も終盤です。

　部室棟の待機室で、稲荷と東野が顔をつきあわせ、何やら言い合っています。

「───副部長ォ？　だからイヤだってば」

　と、にべもなく断る稲荷。

　学校への届け出の書類をひらひらさせながら、東野は言いました。

「あ、そっすか。んじゃあ、俺が副部長やろうっかなぁー？」

「ハァ？　冗談も休み休み言いなさい。あなたがマヨに意見して止められるの？　自分だって暴走してばっかりなのに。だいたいこの半年で、二回も遭難するなんて、モリちゃんが可愛そうで仕方ないわよ！」

「はぁーそうですね」と同意する雨乃。「稚鮎さんたら、博ヒロ介スケさんにこんこんと怒られてましたからね。どういう指導をしてるんだって。自主性を育てる放任主義と、いきあたりばったりは違うんだぞ～って。でもそのあとは二人揃って、始末書を書かないと……ってへこんでましたけれど」

「う……悪いことしたな。今回は俺も調子のってた」

「……も、って何よ。も、って」

　不服そうに、ほむらは東野にくってかかります。

「まるで私がいつも調子に乗っているみたいじゃあないですか。ところで、成り手がいないんだったら、私が副部長ってことでいいよねっ？」

「「───却下」」

　東野と稲荷は揃ってダメ出し。

「青藍高校への届け出はともかく、探検部としては副部長がいないと困りますねえ。御陵部長がご不在の場合ですとか、隊長役がいないとミッションの行動内容も制限されちゃいますよ？」

　そんなふうに東野にも稲荷にも──ほむら以外には──わかりきった説明をつらつらと語る雨乃は、稲荷をにこやかに見つめています。




　ほむらたちがミッションから帰還してのち───

　虚惑星と探検部には、また大きな動きがありました。

　ほむらたちが経験した謎の転移現象は、時を同じくして、他国でも起きていたのです。中国の担当地域へと向かったあのメイヴェル監査官たちもまた、あちらで見つかった大型の遺跡の内部で転移を経験していました。

　それらの成果を携えて戻った天竜は、副部長の大嵐と、兵庫灘浜高の凄腕の魔法使いたちを遺跡に向かわせ、専門的な調査と、魔法のメカニズムの解析を実施して、ついには人工的な転移現象を引き起こすことに成功しました。

　二つの遺跡の間で、相互に行き来をすることが可能になったのです。

　移動時間の飛躍的な短縮が期待できることはもちろん、転移によって、全く未知の遺跡の発見につながる可能性があるとも、報告されています。

　それでもまだ転移には危険が伴い、調査は慎重に進められているようです。




　ほむらたちが連れ帰った幼い幻肢虎は、すばる姫の城で育てられることになりました。

　母親代わりとなるのは雪割丸です。狼が育てた虎というのは、ほむらはちょっと聞いたことがありませんが、なにしろ人間の鈴蘭ですら育てあげた雪割丸ですから……まあ何とかなるでしょう。ちょうどよい遊び相手には、初雪もいます。

　液晶に封じ込められていた何年もの間、成長の止まっていた幻肢虎。

　次に会いに行く時には、また二頭とも大きく育っていることでしょう。




　雨乃の妹、本馬技研の沙毬は、赤土女史以下、研究スタッフたちが苦心をして言葉を教え、ついに日本語を会話できるようになりました。どうやら舎人や鼎は、別に、日本語や英語のような、いわゆる自然言語を沙毬に理解させる必然性など無い───というスタンスのようでしたが、沙毬の必要性を社会的に認めてもらうためにも、それは重要なことでした。プログラムで会話してしまうような人種ばかりではないのです。

　間もなく、沙毬はボディのメジャーチェンジを経験し、第三段階のボディへと『成長』するそうです。そのままではまだ、虚惑星に適応した第四段階ボディを持つ雨乃のような、本格的な調査活動にはたずさわれませんが、それでも一歩ずつ沙毬は虚惑星探査機としての道を歩んでいます。

　そんな沙毬の訓練につきあって、鼎もまた忙しくしているようです。もしかすると、そのうち鼎と一緒に寝泊まりをはじめて、社会生活を経験させるようになるのでしょうか。

　だらしない、と早瀬が嘆いていた鼎の独り暮らしの部屋に、あの沙毬が……？　そう考えると、早瀬と同じく不安な気もしますし、ちょっと面白そうでもあります。

　喜ばしいことばかりではありません。虚惑星をめぐっての大国同士の確執は強まるばかりのようです。




　ほむらたちが屋上へ出ると、御陵部長が屋上でひなたぼっこをしていました。

　本日はよい小こ春はる日び和よりで、このところ強まるばかりだった冷え込みが噓のように、ぽかぽかとした陽気に包まれています。

「センパイ───」

　ほむらの声に御陵が振り返って尋ねます。

「日ノ岡さん───副部長は、決まりました、か？」

「他人事みたいに言うな。ふつうは部長が決めるんだろ」と稲荷。

「じゃあスナオちゃん、やってくだ、さい」

「……っ……スナオちゃんはそろそろやめよーよ。あたしちょっと恥ずかしいよそれ」

「ひねくれ気味の稲荷先輩にはちょうどいいと思いますけれども」とからかうほむら。

「だいたい親がつけた名前とは、反対の性格になんだよ。スナオ先輩は全然スナオじゃないし。俺なんか不器用にもほどがあるし」

　などとおっしゃる東野巧くんです。それを聞いて戸惑う雨乃。

「えっ……そうなんですか。あれ……ボクの名前って……あれ？」

「何だ、雨乃。由来とか、訊いたことないのか？」と東野。

「教えてもらってないです……沙毬ちゃんがうらやましいな……」

「いーじゃん別に」と雨乃の肩を叩く稲荷。
















「そう、ですよ。雨乃さんは、雨乃さん、で」と御陵までも。

（…………）

　彼らのそんな息の合った会話を耳にしていると、ほむらはその場から、ちょっとずつ自分の心が離れていくのがわかります。だってそう、自分はもう作り笑いをする必要なんかないのです。沈黙をお喋りで埋め尽くす必要だって、たぶんいりません。




　───仲間ってなんなんだろう。




　その意味は、すこしずつ変わっていきます。

　決して壊れない約束のように、そんな安心を求めてやまないけれど───

　でも現実は、お互いをつなぎとめようする心がなければ、今にもバラバラになってしまいそうな自分たちです。

　すぐ明日にでも、こんなぽかぽかとした小春日和は消え去ってしまいそう。

「……アメちゃん？」

　いつのまにかふと、ほむらの手を雨乃が握っていました。

「ハイ───あれ？　あの、なんとなく、そうしたいって思って」

「ううん。ありがとう」

　ほむらもまた、雨乃の手を握り返しました。もう二、三人くらい、道連れがいてもよさそうですね？

　他人が決められないもの。

　自分しか見つけられないもの。

　見えないとわかっていても、手を伸ばしてその形をさぐろうとしてしまう。

　確かにそこにあるのに、とても遠い。

　そんな、約束のない心の国。

　ちょっと冒険みたいだなぁって考えたら、顔をほころばせて笑ってしまいました。








おわり。
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あとがき




星空めてお






　今回も実に順調な進行でした。

　全六冊という当初の予定どおりに、次巻上・下で大団円を飾りたく思います。

　日ノ岡ほむらさんの華麗な活躍にご期待ください！




　……はい。わたくし噓をつきました。

　今回ほど酷い状況はございませんでした。方々にご迷惑をおかけいたしまして、もし発売日にきっちり店頭に並んでおりましたら、それは奇跡というラベルの貼られた人の血と汗と涙、そして無駄金がぶちまけられた成果なのです。

　いやもうそんな内部事情はさておきまして───ファイヤーガール２「白嶺の幻肢虎」下巻。既巻の「虚惑星の魔法使い」上・下合体級の物量でお送りいたします本作、どうか楽しくお読みいただけましたならば幸いです。




　ところでこのお話は、あと二冊で終わるのでしょうか？

　まったく想像つきません（まず無理）。それでも否応なく青藍高校の修了式という一つの節目は近づいてきます。物語を前へと引っ張る原動力を得るためにこそ学校を舞台に選んだのです。そんなわけでファイヤーガール３は、三学期修了までのお話となる、ということだけはお約束しておきましょう（そんなこと言っていいのか）。

　そして恒例の謝辞でございます。

　挿絵とキャラデザご担当のＢＵＮＢＵＮさん。正直、章末イラストだけで楽しさが三倍くらいアップしてる気がいたします。装備や変身スタイルややこしくてすいません！

　口絵ご担当の浪人さん。ようやく異世界ファンタジーらしくなってきました。ワクワク感を強力に後押ししてくださる壮大なイラストをまたお願いいたします！

　どうもありがとうございました！




　あとは余談。

　ｋｉｎｄｌｅペーパーホワイトを購入。軽くて快適（台無し感）。

　アニメのお仕事やってます見てね（制服→征服の誤字多数）。

　まだ歯医者行ってません。鈍痛。
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